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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　【序】　祈憶







　香を焚たき染しめた紙の匂におい。高窓から差し込む血色の日差し。塵ちりの渦うずが導かれるように天てん井じようへ昇り、火の粉のごとく暗がりに煌きらめく。敷しき石いしの床を叩く自分の足音だけがいやに響き、慌てて歩を緩ゆるめた。書庫では静せい寂じやくを保つこと。呼吸を整え、服に付いた土をそっと払い落とす。

　それから探すのは彼女の姿。見落としのないように気を付けながら書庫を歩く。彼女は普ふ段だん、長なが机づくえで読書をしていたり、高い梯はし子ごの天てつ辺ぺんに腰こしかけていたり、あるいは床に座り込んで眠っていたりする。部屋の隅すみにいる日もあれば、窓の夕陽を眺めている日もある。今日は書しよ棚だなに寄りかかりながら、彼女の手に収まるほどの小さな本に目を落としていた。ただこちらの足音に気付くと、跳ねるように顔を上げる。瑠る璃り色いろの水を染しみ込こませたような青の髪。内側に細やかな光を隠す白い肌。春の若草よりも柔やわらかな微び笑しようが口元に浮かんでいる。

　しかし夕陽を映し込む彼女の瞳だけは、ふと影を落として不安げな色合いに染まる。

〔……それ、痛いたくないの？　こめかみから血が出てるよ？〕

　俺は右耳の近くを拭ぬぐい、指先にぬるりとした感かん触しよくを覚える。固まりかけた赤黒い血が指の腹を汚よごしていた。手を顔に近づけると、汗と鉄の入り混じった臭においが鼻を掠かすめる。

〔気づきませんでした。今日は試験だったんですが、少し失敗してしまって〕

〔燕舞の試験だよね？　組くみ太た刀ちをしてる時に怪け我がしたってこと？〕

〔はい。仕太刀の横よこ薙なぎを避けきれずにこの様ざまです。あと少し重心を低くしていれば──〕

〔合格できなかったの？〕

　遮さえぎるように尋たずねてくる。どこか恐れの入り混じったその表情は、俺が横に首を振ると一挙に氷解した。彼女は大きな目を輝かせて、ほっと小さく息を漏もらす。

〔他に二人が最後まで残っていたんですが、護ご舞ぶ官かん見習いには自分が選ばれました〕

〔もう……ちょっと不安になっちゃったよ〕

　彼女は持っていた本を書棚に戻し、近づいてくる。背せ丈たけはほとんど変わらない。少し俺の方が高いだろうか。彼女は細い指を伸ばして、俺のこめかみに触ふれた。〔じっとしていてね〕と言うと、そのまま傷口に指を当てる。鈍く内側に響くような痛みと、突然の澄すんだ香りが意識に触れる。雨降る朝の森の匂い。清せい冽れつな冷気に神経を摑つかまれるような感覚。

　それから彼女は囁ささやくように歌い始めた。王おう歌か。王族だけが歌うことの出来る奇き蹟せきの歌。俺の知らない古い言葉が、穏やかな音色に乗せて紡つむがれる。一瞬傷口がひやりとして、それから徐じよ々じよに熱を帯びた。全身の血が巡めぐり、大きな力の流れが加速する。彼女の口からは霧のような光が零こぼれて、歌と共に俺の身体に浸しみ込んでいった。すると次し第だいに痛みが引いていく。

　これは俺にとって見慣れた光景だった。いつもと違うのは彼女が少しだけ表情を曇くもらせていたこと。彼女は俺の顔を覗き込みながらも、どこか遠いものを見つめていた気がする。

　やがて歌が終わると、王おう歌かの細い光の筋すじが消える。

〔傷口は塞ふさがったから、これで大丈夫だね。今日はなんだか傷が深かったみたいだけど〕

〔そうですか？　痛みはさっぱりなくなりましたよ〕

　こめかみに触ふれると乾いた血が粉となって落ちる。傷は治ち癒ゆされ、痕あとの位置さえ分からない。

　彼女はそっと俺から離はなれると、胸むな元もとまで伸びた髪を手で弄もてあそびながらどこか浮かない様子で床を見つめていた。

「アルナリス様」

　俺が呼びかけると、彼女は静かに首を振る。

「これから俺は正式に護ご舞ぶ官かん見習いに着任します。稽けい古こや修学が厳しくなるので、明日からこの書庫に来ることはできません」

　彼女はまた首を振る。

「今までありがとうございました。その、色々と、手当とかしていただいて……」

　小さな唇の前に、人差し指を立てて彼女は微笑ほほえむ。

〔口を閉じて〕

「しかし」

〔閉じなきゃ、だーめ〕

　彼女の指が俺の唇に触れて、息が詰つまったみたいに何も言えなくなる。透き通った彼女の匂いと、どきりとする指の冷たさに脳のう髄ずいまで痺しびれた。だから俺は仕方なく手を使って言う。

〔書庫にいる人間なんていつも俺達だけじゃないですか。気き兼がねする必要はないでしょうに〕

　すると彼女も手で答える。

〔だって規則だもん。書庫では、ちゃんと静かにしなくちゃいけないの〕

　手しゆ語ご。彼女から教わったことの一つ。俺がまだ文字もろくに読めなかった頃、言葉を話してはいけない彼女と会話するために必死で覚えた言葉だ。

〔さっきあんなに歌っていたじゃないですか。話すのは駄だ目めで、歌はいいんですか？〕

〔いーの。だってユウファは何回も喋しやべってるもん。だから一回くらい私が歌ってもいいんだよ〕

〔……そんな屁へ理り屈くつですよ……〕

〔当分私の歌を聞く機会もなくなっちゃうんでしょ？　ユウファは聞きたくなかった？〕

〔それは……まあ、聞きたいですけど。こんなに綺麗な歌はよそでは聞けませんからね〕

　彼女は少しだけ目を見開いて俺を見つめる。でもすぐに軽やかな笑みが口元に浮かんだ。

〔ユウファはいつも死んだお魚みたいな顔してるけど、言うことは素直だよねー〕

〔……死んだ魚って……別に、俺としては普通の顔のつもりなんですけどね……〕

〔少し無愛想に見えるのは本当だもん。でも確かに中身はふつーかな。ユウファって心配性だしー、疲れているとすぐ寝ねちゃうしー〕

〔……俺もアルナリス様のことはよーく知ってますからね。第一に、大理石みたいに頑がん固こ。それから食いしん坊。もう十三歳になるっていうのに、いつまでたっても子供っぽい〕

〔が、頑がん固こじゃないよ！　それにぜーんぜん子供っぽくないもん！〕

〔……食いしん坊ぼうは否定しないんですか。あ、もしかして、今何か持ってるんでしょう〕

　俺がそう言うと、彼女は何かを隠すように服の袂たもとを抱かかえ込んだ。なんともわかりやすい。問い詰つめるようにじっと視線を送り続けると、彼女は観念して不思議な形の実を取り出した。球根に似ていなくもないが、おそらく別ものだろう。深い紫むらさき色いろの皮で覆おおわれている。

〔これ、何ですか？　まさか玉ねぎ……じゃないですよね〕

〔イチジクっていう果物だよ。この辺りでは育たないから、珍しいかもしれないけど。これも西国からの献けん上じよう品ひんなの。本当はユウファに分けてあげようと思ってたけど──〕

　彼女はそう言って手を止めると器用にイチジクの皮を剝むき始める。白い果肉が露あらわになり思わず俺は咽の喉どを鳴らすが、事もあろうに彼女は一口でそれを吞のみ込んでしまった。

「あ！」

　思わず声が漏もれてしまう。彼女は堪たまらなくおいしそうにイチジクを味わった後、袂から麻あさ布ぬのを取り出して器用に皮を包む。彼女はぺろりと指先を舐なめると、

〔私をからかったから、あーげない〕

　と悪戯いたずらっぽく笑った。……まさに子供じゃないか。ただ、指摘するとまたぷんすかと怒り出すので、黙るしかないのだが。

　とは言っても、〔すごーく甘くて、おいしかったなあ〕とかいうわざとらしい感想を聞くと、やはりあのイチジクという果実が惜おしく思われた。

〔今、もったいないことしたなあ、って思ってるでしょー。ほんのり顔が悔しそうだよ〕

〔目の前で同じことされたら誰だってそう思いますけどね〕

〔そう？　普通は怒ると思うよ。悔くやむより先にね。……ユウファって、からかっても全然怒らないんだもんね。張り合いがないなー〕

〔張り合いですか……まあ、相手がアルナリス様ですからね。大体の事は許せてしまいますよ〕

　彼女はびくっとして手を止めた。窓から差し込む夕陽のせいなのか、耳の先まで赤い。それから妙みように意を決した様子で息を吸い込むと、彼女は再び手を動かそうとした。だが丁ちよう度ど、それを制するように六つ時を知らせる鐘が鳴る。彼女は鐘が鳴り終わるまでじっと目を閉じていたが、溜ため息を一つ漏もらすと寂しげに微笑ほほえんだ。

〔今日はあんまり話せなかったね〕

〔すみません。試験が長引いたせいでいつもより来るのが遅れてしまって〕

〔ユウファを責めてるんじゃないよ。五年後にちゃんとユウファが護ご舞ぶ官かんになったら、ずーっと私を守ってくれるんだもん。書庫じゃなくても、いつだって会えるよね〕

　……しかしこうして話すことは許されない。なぜなら手語は、王族同士が会話するためのものだからだ。平民が手語を用いるなど問題外。それ故ゆえに俺達は、人の眼を忍び、僅わずかな時間を利用して書庫で会話してきたのだ。

〔ねえ、お別れする前に一つだけお願いしてもいい？〕

　突然彼女に言われ、思わず身構えてしまう。思いのほか相手の眼まな差ざしが真剣だったこともあるだろう。ごくりと唾つばを飲んで、〔何ですか〕と尋ね返す。

〔私達しばらく会えないんだよね？　私が成人するまでは見習い期間が続くんでしょう？〕

〔……まあ、はい。国内の巡じゆん察さつとかもあるので、王都にいないこともあると思います〕

〔別に大したことじゃないんだけど……その……手語をちゃんと覚えていて欲しいなーって。きっとね、私が国王になってからも……あんまり話す時間はないかもしれない。付き人が沢山増えるし。お互いに仕事が大変だろうし。でも、私がおばあちゃんになって王族の仕事も全部なくなったら、その時はまた書庫で会えるでしょ？　それでまた、お話しするの〕

〔もうそんな先のことを考えているんですか。まだ即位もしていないのに〕

　俺が呆あきれたように笑うと、彼女は微笑ほほえみながら、しかしふざけた調子もなく続けた。

〔約束してくれる？　またいつか、こうやって二人だけで話すの。静かな書庫で、二人だけで。もう六つ時の鐘なんか気にしないで、昼も夜もずーっと。ユウファが話すのに疲れて手を動かせなくなったら、私が面おも白しろい本を読んであげる。それで私が話すのに疲れたら、一緒にご飯を食べて、眠って──〕

〔書庫で暮らすんですね〕

〔そう。書庫が私達の家になるの。それってすごく楽しそうでしょ？〕

〔それは、ええ。すごく〕

〔だから……手語を忘れないでね。絶対に。これは私とユウファの約束だからね〕

　彼女はそう言って、唇の前で人差し指を立てる。それは正確に言えば手語ではないけれど、おそらく彼女に教えてもらった最初の言葉だ。意味は二つある。

〔静かに〕

　そして、

〔秘密だよ〕

　彼女は最後にこちらを見つめてにっこりと微笑んだ。俺は自分の無ぶ愛あい想そうな顔が、出来る限り真剣な表情に見えることを祈りながら、彼女に頷うなずき返したのだった。




　彼女はそれから五年、第百三十二代赤レ燕ポのル国ガ王位継けい承しよう者しやアルナリス＝カイ＝ベルヘス第一王女として生活し、俺は第百三十二代護ご舞ぶ官かんユウファ＝ガルーテンとなるため、修しゆう練れんに励はげむこととなる。

　しかし、これから始まるのは一人の王女と一人の護舞官の物語ではない。

　これは言葉を話せない彼女と言葉を話せる俺の物語なのだから。
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　──刀を掲かかげる。切っ先は天を指し、刀身は手中に落ちて体心は不動。指から手首、手首から肩かた口ぐちへ、言血を渡して体たい幹かんに繫つなぐ。曰いわく、星せい河がの腹を衝ついて一羽の燕つばめが森に落ちると。刀の刃先から心臓まで、一羽の燕が舞い降りるように力道を通す。これを称たたえて序の構え、又の名を天の構えと言った。

　──刀を振る。自重に任せるでもなく、力で振り回すでもなく、ただ刀を振る。刀の先に腕はなく、腕の先に刀はない。この妙もまた、一羽の燕。燕が風を切るように、燕が宙を舞うように。身体に降りた燕を放ち、自みずからもまた一羽の燕とならねばならない。払いの根本はこれにあり、序の構えと跋ばつの構え、二点を繫ぐ全ての動きが帰着する。

　──刀を止める。飛ひ翔しようし、傷付き、死を覚かく悟ごする燕が地に降りる。言げん血けつを大地に流し、刀身から余よ気きを放って息を吐はく。燕えん舞ぶにおいて跋の構えとは相手の死を意味する。型の終わりは戦いの終わり。故ゆえに残ざん心しんはなく一つの舞を終えて燕もまた息絶える。跋の構えは二つ、流れを殺さず跋から転じて再び刀を振るう転の構え。そして型の終わり、燕の死を意味する地の構え。

　天から降りて燕となり、転々として地に落ちる。

　型を学ぶ者が始終唱えることとなる刀とう術じゆつの理ことわりだ。理を学びて動き、動いて後、理を語れ。言血とは力であり、言葉である。万物を貫つらぬき定める力の流れ、それを己おのれで御ぎよすることは必ひつ定じよう、強者の条件となる。赤レ燕ポのル国ガの組くみ太た刀ちは四本の正伝にそれぞれ四通りの派は生せいがつき、計十六本、これを称しようして燕舞と言った。

　燕舞の一本は異様に長い。仮に燕舞のように何度も切り結ぶような戦闘を行えば、あっという間に刃が毀こぼれてしまう。それゆえに兵士の多くは細かく分割され実戦用にまとめられた燕舞の省略形を覚えるのだ。……とは言っても護ご舞ぶ官かんは別の話。王族の護衛と燕舞の奉ほう納のう、二つの役目が求められる。

　目下、俺は第一の型から第四の型まで、最初に打太刀、次に仕太刀の動きを一人で休みなくやらされていた。やがて最後の地の構えを解くと堰せきを切ったように息が漏れる。全身は汗でしとどに濡れ、視界も滲んでいた。脳天から指先までの万まん遍べんない疲労。だが、これでいい。偏かたよりのない疲れは偏りのない動きの証。俺は安あん堵どに似た感覚が腹の底から湧わいてくるのを感じる。

「よし、いいだろう。呼吸が落ち着くまでは瞑めい想そうして言血を整えろ。それから水を飲め」

　稽けい古こ場ばの端で指示するだけの師し匠しよう。俺は喉のど元もとまで出かかった文句を我が慢まんして、目を閉じる。確かにいつでも言血を整えていることは必要な技術だ。人間の感情、感覚、力、全てを統とう御ぎよするのが言血であり、言血を制することは即すなわち克こつ己きを為なすということ。邪じや念ねん、邪じや推すい、懊おう悩のうは太刀筋を鈍くするだけだ。俺は心臓が平常の速度で脈を打つようになったのを見計らい、壁際の水袋を取りに行った。

　もう五つ時が近い頃合いだった。既に他の兵士達は帰り、稽けい古こ場ばには俺と師し匠しようの二人だけ。だだっ広い土間を簡素な壁と天てん井じようが囲んでいるだけの空間は、酷ひどく寥りよう々りようとして見える。一滴でも残った水を飲もうと水袋を逆さまにして口の上で振っていると、不意に妙な視線を感じた。

「……なんですか、師匠」

「いやあ、お前も随ずい分ぶんと様さまになってきたと思ってなあ。任用試験の時なんぞ、燕えん舞ぶを一回やっただけでぶっ倒れていただろう」

「あれは師匠に殺されかけたからですよ。側頭部に鋭い一撃をいただきましたからね」

「ああ、そういえばそうだった。確かにこう、がつんと一発、打ち込んだ覚えがある」

「あれが真剣での組くみ太た刀ちだったら、頭半分吹っ飛んでいましたからね。正直なところ、あそこまで失敗してどうして自分が合格したのか不思議なくらいでしたよ」

　師匠は一瞬黙り込むと、何やら含みを持った眼まな差ざしでこちらを見つめてきた。

「……知りたいのか？」

「え？　まあ、そりゃ一応……他の試験者だって十分に燕舞は舞えていたと思いますし」

「……本当に知りたいのか？」

　ぐい、と相手の顔が近づく。野蛮さと気品の間を綱渡りするような豪快な髭ひげ面づら。市街の飲み屋にいてもおかしくない気さくさが漂ただよっているが、顔立ち自体は端正な方だろう。

「それはだな………………………………お前の心臓に燕つばめが降りていたからだっ！」

　やにわに師匠が声を張り上げ、顔面に唾つばが飛んでくる。きったねえ。

「汚いとはなんだ、汚いとは。少しは嬉しそうな顔をしたらいいだろう」

「言げん血けつの扱あつかいができるってだけじゃないですか。変にもったいぶらないでくださいよ」

「褒ほめているんだから素直に喜べ。ったく、お前はいつも絞しめられた兎うさぎみたいな顔しよって」

　絞められた兎って……酷ひどい例えようだ。どうして俺の顔はろくでもないものにたとえられることが多いのだろうか。死んだ魚とか干からびた蜥蜴とかげとか、皆そんな感じだ。確かに顔の筋肉を使ったつもりはないが、それだって別に死んじゃいない。

　師匠はこちらの不平を見透かしつつも吞のん気きに笑っていた。それから壁にかけられた木ぼく刀とうを一本取り、「もうそろそろ、始めるか」と言って、稽古場の中心に立つ。

「崩しの練習だ。お前も一通りは教わっているんだから、今日は勝手に踏み込んでこい」

「勝手に、っていうのが一番困るんですが」

　崩くずし、とは燕舞の型を崩すことを指す。本来は十六本の組太刀が燕舞とされているが、実際の戦闘において敵は燕舞の相手と同じように動いてくれるわけではない。そのため型の随ずい所しよに崩しと呼ばれる分ぶん岐き点てんを設もうけ、臨りん機き応おう変へんに技を繰り出せるようにするのだ。

「正伝と崩しを上う手まく繫いでこそ、燕舞の真価が発はつ揮きされるんだぞ？　燕舞は後ご手てで殺す刀術だ。正伝で先を取り、後に受ければ崩しで刺す。いかに適した技を選べるかで勝敗は決する」

「俺が先に踏み込んだら崩すのは師匠じゃないですか。ずるいと思います」

「相手が燕えん舞ぶの刀とう術じゆつを使うなら避さけられないことだろう。崩しを崩し返してこそだ」

　話はいいから始めるぞ、と師し匠しようが顔をしかめる。俺としてはもう少し休みたかったのだが、時間稼ぎもこれまでか。仕方ないので木ぼく刀とうを構え、息を整えて体たい軀くと刀に言げん血けつを通した。すると向こうの切っ先がこちらの首元を指してぴたりと停止する。言血を刀と繫つないだ証しよう拠こだ。両者が動きを止め、稽けい古こ場ばには傷一つない静せい寂じやくが降りた。

　間合いは二歩。師匠は上じよう段だん正せい中ちゆうの天の構え。脇を大きく開いておきながら、刺し込む隙すきが微み塵じんも見いだせない。俺は刀を傾かしいで絞しぼり手に握る。下か腿たいに流した言血を爆発させ、地を蹴った。

　二歩を一足で飛ひ騰とうする。そのまま額を砕くように一いつ閃せん。師匠は正面でそれを受け、半歩引いて力を流す。それから返し手に撫なでるような切り上げ。手首の静脈を狙ねらう崩しだ。こちらの重心は止まっていて躱かわすことは不可能。小円を描えがく軌き跡せきで、横よこ薙なぎに凌しのぐ。カンッ、と乾いた打撃音。師匠は続けざまに二の太た刀ちを放ち、俺はそれを間一髪でまた凌いだ。稽古場の静けさに小気味のいい木の音が刻まれる。崩しては凌ぎ、凌いでは崩され、もはや相手の動きがいずれの型にあたるかなど判はん別べつする余よ裕ゆうもない。反はん射しやにまかせて燕えん舞ぶを繰くり出していく。

　一瞬、相手の首が僅わずかに正中を逸れる。すかさず半身で袈け裟さを躱し、刺し突とつ。咽の喉どを潰つぶす一撃。だが相手はさらに首を傾いで、躱た閃せん。これは常道。しかしそのまま太刀を返すかと思った次の瞬間、鋭い掌しよう底ていが俺の首を襲う。肩を斬きられる覚悟で踏み込んできたのだ。

　俺は軽々と打ち倒たおされ、背中の衝しよう撃げきに木刀を落としてしまう。その上咽喉を打たれて息が出来ない。這はいつくばって必死に呼吸を整えていると、師匠の木刀が頰ほおに触れる。

「おい、ユウファ。それくらいで刀を離すな。腕を切り落とされたわけでもないだろう。この崩しは体たい軸じくを伸ばすことになるから、敵の次の手は遅い。お前がこうやって反撃されたように、この崩しを躱すことができれば簡単に仕留められる。まあ、初撃で倒すべきだったがな」

　まだ息が落ち着かないために、頷くことしかできない。

「言血を繫ぎ直せ。頭が首の上に座ってないぞ」

　そう言われて懸けん命めいに言血を繫ぐのだが、呼吸の乱れに惑まどわされて上う手まくいかない。

「いい加減息を吸う律りつ動どうに頼るな。戦闘中には止めるようなものを拠より所どころにしてどうする」

「し……し、しか……しかし」

「人間の体内で拍ひよう子しを刻むのは肺だけじゃないだろう。心臓も胃袋もそれぞれの拍子がある。燕舞は基本的に呼吸の速度で構わないが、崩しを挟むときは鼓こ動どうに合わせて動け。心臓が止まらない限りずっと動いていられる」

　身体の中心で脈打つ音に意識を向ける。全身を巡めぐる血流に言血を重ねるようにして、力を万まん遍べんなく行き渡わたらせた。断線していた首の流れをもう一度繫ぎ直すと、ようやく呼吸が楽になる。木刀を摑つかんで立ち上がり、再び構えた。……あー、くそっ、身体が痛い。

「最初からだ」

「……はい」




　　　　□　□　□




　掛かかり稽げい古こが終わる頃ころには日が暮れ、稽古場の高窓からは薄明りの空が覗のぞいていた。まだ肌寒い季節ではないが、汗が引くと少し冷える。木ぼく刀とうを磨みがいていると師し匠しように声をかけられた。

「ユウファ、この後連れて行くところがあるから官服に着替えてこい。六つ時までに大講堂の前で落ち合おう。絶対に遅れるなよ」

「何か仕事ですか」

「ああ。詳くわしいことは後で話す。赤せき刀とうは要いらないが、服だけはきちんとしておくんだな」

　彼はそう言って足早に稽古場を出て行く。正式な服装としては官服に赤刀という組み合わせが普通なのだが、官服だけ身に着けて帯たい刀とうせずとはどういう了りよう見けんか。それに、これだけくたくたにさせておきながら、まだ仕事を残しているとは人じん面めん獣じゆう心しんの所業。幼い頃から師匠の下で稽古をつけられてはいるが、相変わらず他人の限界を考えない人だと思う。歴代屈くつ指しの護ご舞ぶ官かんと呼ばれ、弟で子しの自分も求められるものが多い。こっちとしては本当に迷惑な話だ。

　士し官かん寮りように戻り、軽く全身の汗を拭ぬぐって臙えん脂じ色いろの官服に着替えた。以前着用したのは先代国王の崩ほう御ぎよに伴ともなう送そう燕えんの儀ぎ。あれからずっと棚たなに入れっぱなしだったために、妙に埃ほこり臭くさい。俺は裾すそについた皺しわを手で伸ばしながら王宮へと向かった。

　道中は丁度帰路に就く士官達の流れに逆らうこととなる。猫の血、蛇の血、鳥の血と、行き交う面々の血種は多様だ。腕に赤い鱗うろこが光る兵士が通ったかと思えば、首筋から黒い羽が見える官かん吏りとすれ違う。基本的に皆人間の顔、人間の四し肢しを持っていることに変わりはないが、身体の一部の形態変化とそれに応じた能力の差は様々で、蛇の血の兵士とばかり顔を合わせている身にはそれが少し新鮮に映るのだった。

　日にち没ぼつが近いために、王宮の正門は人の往来がひときわ激しくなっている。国を挙あげての耀よう天てん祭さいが近いこともあって、城下全体が浮うき足あし立っているようだった。俺は人間が沢山いるところはどうにも苦手で、自然と気分も悪くなる。早く師匠が来ないかと耐たえるようにじっとしていると、不意に肩を叩かれた。ぎょっとして振り向くとそこには官服に身を包つつんだ待ち人の姿。

「……驚おどろかさないでくださいよ。子供じゃあるまいし」

「遊び心と言ってくれ。気配を感じ取れない方が悪いんだ。俺は肩を叩いただけさ」

　曰く、滔とう天てんの髭ひげ親父。まさに尊敬と親しみを込めたあだ名だろう。滔天とは水が天まで行き渡ることだが、要するにこの男はどこにでも現れるのだ。国中を駆かけまわって治安を守り、王都でも国政の要かなめを果たす。師匠の有能ぶりは、若い士官達の尊敬の的に違いない。……俺から言わせると、あまりに有能過ぎて気持ち悪いくらいなのだが。

　師匠は俺の服装を一いち瞥べつすると髭を撫なで回し、少し砕くだけた口く調ちようで言った。

「おいおい、ユウファ、少し官服の袖そでが短いんじゃないか？　みみっちいぞ」

「……そうですか？　別に動きやすくていいんですが」

「ずぼらなやつだなあ」

　師し匠しようこそ稽けい古こ場ばなどでは杜ず撰さんな身なりをしていることも多いが、臙えん脂じの官服に身を包んだ様子はさすがに威い厳げんがあった。特に正しよう三さん位みの官位を意味する黒い外がい套とうは人混みの中にあっても目を引く。彼は俺から視線を外して周囲を見み渡わたすと、苦笑を浮かべた。

「随ずい分ぶんここも騒さわがしいなあ。これがしばらく続くのかと思うと、気が滅め入いる」

「皆、耀よう天てん祭さいが楽しみなんでしょう。一年に一度の行事なわけですし」

「そう言うお前は楽しそうに見えないけどな」

「俺、人混みは苦手ですから。祭の時期は市街に出る気にはなりません」

「そうだった！　お前は昔から陰いん気きくさい顔をしている上に、引き籠こもりだったなあ！」

　豪ごう快かいに笑う師匠に行き交う人々の視線が集まる。しかし彼は気にも留めず、けろりとした表情で門をくぐった。

　大講堂は巨大な穹きゆう窿りゆうと石柱が有名な赤レ燕ポのル国ガでも最も古い建物の一つだ。頭上では配達物を持った様々な大きさの蜻蛉とんぼ達が飛び交っている。

「蜻蛉の大群を見ると、この時期がやってきたって感じがするな」

「耀天祭の前後が一番多いですよね。俺は虫が得意じゃないので嬉うれしくはないんですが」

「俺だって嬉しくないさ。むしろ迷惑な話でな、最近は夜中だってお構いなしに俺の部屋に突っ込んできやがる。落ち着いて寝られやしない」

　王族専用の紫むらさき蜻蛉が大だい聖せい堂どうの一番高いところをまっすぐ飛んで行き、直後に別の手紙を持った紫蜻蛉が後を追う。地位が上がれば上がるほど耀天祭の仕事は増えるものなのかもしれない。

　謁えつ見けんの間へと繫つながる廊下を左に折れ、武官連の建物が連なる柱廊を進む。時折師匠の顔を見て頭を下げる者もいたが、挨拶された本人は適当に頷うなずくだけでさっさと歩いて行ってしまう。

「今回は武官長の命令ですか？」

「いいや」

「近この衛え庁ちようの召しよう喚かんとか？」

「いいや」

「……それじゃあ一体、何なんですか。この時期はどこの部署も忙しいと思うんですけど」

「王女との謁見だよ」

「え」

　頭がくらりとする。王女との謁見？　聞いた言葉が信じられずに、俺は恐る恐る尋ねる。

「アルナリス様、ですか」

　師匠は振り向くこともせず呆あきれたように肩をすくめた。

「この国に王女は一人しかいないだろう。そうじゃなきゃ、どこの王女に会うって言うんだ」

「で、ですよね……」

「仕事だと言ったじゃないか。ユウファ＝ガルーテン、一世一代の大仕事だよ」

　自分の上官が楽しげに肩を揺らしていることがこれほど不安だったこともない。それ以前に話がいきなりすぎて心の準備が出来ていなかった。アルナリス様と顔を合わせるのはあの書庫で別れてから実に五年ぶりだ。ほんの一瞬すれ違うことはあったが、まだ護ご舞ぶ官かん見習いの身では、王族と会話することはおろか目を合わせることさえ許されなかったのだ。

　一体どういう顔をして会えばいいのだろう。こんなことならもう少し身なりを確たしかめてくればよかった。今いま更さらになって師し匠しように指摘された官服の裾すそがみっともない気がしてくるし、ここへ来る前にきちんと水みず浴あびして汗を流すべきだった。五年ぶりの再会を汗臭さで飾るなんてもってのほかだ。彼女を幻滅させてしまうのではないかと気が気でない。

「……師匠、謁えつ見けんは簡単に終わりますかね？」

「そんなわけあるか。今日は晩ばん餐さんを共にするんだ。これから先三日、ずっと一緒に生活することになるぞ」

　コレカラサキミッカ、ズットイッショ。何だそれは。不安と後悔が怒ど涛とうのように押し寄せてくる。師匠はふと後ろを振り向いたかと思うと、なぜか口元に笑みを浮かべて言った。

「いやあ、さすが度ど胸きようが据すわっているな。王族に会うというのに凄すごい落ち着きようじゃないか」

　もはやただの皮肉にしか聞こえないんだが。緊張で顔が麻ま痺ひしているだけですから。

　しかし抗こう議ぎなどする間もなく、王族が住まう月げつ鳴めい宮きゆうに入ると、王女の謁見部屋までやってきてしまう。

　俺は師匠の後ろに従って中に入った。床は白大理石が敷しき詰つめられ、その上には深しん紅くの絨じゆう毯たん。伝統的な双そう燕えん模も様ようの毛織は柔らかく、足を乗せると身体が沈しずんだ。そして四よ隅すみに灯された蠟ろう燭そくが照らす薄暗い部屋の奥に、小奇麗な書き物机と肘ひじ掛かけ椅子に座った一人の少女がいる。

　夜空を煮詰めたような青い髪。星を砕くだいてまぶしたような白い肌。金きん糸しの刺し繡しゆうが施ほどこされた髪飾り。その全身が蠟燭の光を反はん射しやして静かに輝いているように見える。そして彼女は美しい姿し勢せいで本を読んでいた。あまりにも変わらない光景。俺が幼い頃から知っている光景だ。

　ただし一つ付け加えるとすれば……なんというか……まあ、ちっこい。かつては俺とほぼ同じ背せ丈たけだったはずだが、彼女の方はあの時からほとんど背が伸びていないように見えた。

「お待たせしてしまい申し訳ありません。護ご舞ぶ官かんを連れてまいりました」

　礼儀正しい所作で師匠が頭を下げる。アルナリス様は軽く頷うなずいて、何か手元の紙に書きつけた。すると部屋の隅から小さな赤い物が飛び上がって、彼女の肩の上に留とまる。それは緋ひ色いろの翼をもった燕つばめ。赤レ燕ポのル国ガの王宮に住まう赤あか燕つばめの一羽だった。

　小さな赤燕はアルナリス様の書いた言葉を見つめると、徐おもむろに顔を上げ、口を開いた。

「ここまで足を運ばせてしまい、大たい儀ぎでした」

　鈴のような声音だ。想像よりもずっと落ち着いた印象を受ける。

　王族は言葉を話すことが許されていない。故ゆえに、王族以外の人間と会話するときは王おう鳥ちようが代読を行うのだった。王女と手語で話したことがある分、俺にとっては余計に奇妙な感覚だ。

　師し匠しようは一歩前へ進み出ると、俺へアルナリス様の視線を促うながしながら言う。

「晩ばん餐さんの時刻を遅らせるわけには参りませんから、早速本題に入りましょう。まずこれがアルナリス様の護ご舞ぶ官かんを務めるユウファ＝ガルーテンです」

　それから師匠はこちらに目配せをしてきた。意味が分からずただ見つめ返していると、「お前からも挨拶しろ」と呆あきれを滲にじませた声で叱しかられる。

「え？　あ、いや、その、ユウファです」

　焦って上ずった自分の声が謁えつ見けん部屋に空むなしく響く。……いや、だって仕方ないだろう。自己紹介する発想なんてあるわけない。実際は初対面なんかじゃないんだから。それに五年前から約束されていたとは言っても、実際護舞官としてアルナリス様を前にすると緊張してしまう。

　しかし彼女の方は冷静そのもので、顔立ちはあどけないにもかかわらず全体の雰囲気はひどく大人びて見える。正直、こちらの動どう揺ようが滑こつ稽けいに思えるほどだ。師匠は深い溜ため息を吐き出すと「度ど胸きようが据すわっているのはいいが、もう少し気を張れ」と言ってかぶりを振る。

「いいかユウファ、お前はこれからアルナリス様と共に迎ぎよう燕えんの儀ぎを行う。知っているだろうが、これは王族の成人の儀だ。耀よう天てん祭さいにおいても執とり行われるが、あれはただの祝い事だからな。赤あか燕つばめの森の儀場で俺とお前が燕えん舞ぶを奉ほう納のうする、これが本当の儀式になる」

「……三日間も続くって話は、まさか燕舞を三日間もやるということですか」

「いや。燕舞は一日だけだ。ただし前後の一日は移動と禊みそぎのために用意されている。その間、口にしていいのは水と血けつ晶しようだけだ。何、別に心配することはない。血晶は美う味まくないが要するに言げん血けつの塊かたまりだ。活力の源みなもとと言っていい。腹を満たせない問題に関しては、そのために今日の晩ばん餐さんが用意されているんだ。お前は一生で一番美う味まい物を、一生で一番沢山食べられるだろう」

　師匠が控ひかえめながらもにやりと笑う。すると稽けい古こで腹が空っぽになっていたせいだろう、すかさず腹の虫が間抜けな声で相あい槌づちを打った。取り繕つくろう暇ひまもない。

「──早く食べたくてしょうがない人間も一人いるようだが、その前にやることはやらないとな。アルナリス様、あれをお願い致いたします。……ユウファは膝をついて頭を下げろ」

　そう言って師匠は俺の隣となりに戻ると地面に片かた膝ひざをついてうな垂だれた。アルナリス様は音もなく立ち上がり、近くに立ててあった二本の刀のうち一本を取るとこちらに近づいてくる。そして目の前までやってくると、滑なめらかな動きで抜ばつ刀とうした。

　白はく炎えんのような刃は紋もん。優雅に湾わん曲きよくした峰みね。柄つかの根元に刻まれた流水文様。芸術の感性など欠片かけらもない自分でも、それが酷ひどく美しい一ひと振ふりであることは直感できる。

「ユウファ、頭を下げろ」

　叱られて目を伏ふせる。やがて左肩に軽く刃先を載せられるが、その瞬間鈍にぶい痺しびれのようなものが全身に浸しみ渡わたる。そして澄んだ赤燕の声が天命のごとく響いた。

「ユウファ＝ガルーテン。あなたを第百三十二代護舞官に任にん命めい致いたします。王の肩に留とまるべき守り手の燕つばめとなり、血ち染ぞめの翼つばさを持って赤あか燕つばめ足らんことを」

　刀が肩から離れ、納のう刀とうの音がする。自然と首をもたげると鞘さやが差し出されていた。

「命を懸かけて、尽じん力りよく致いたします」

　刀を受け取る。王女の髪色と同じ濃い青の鞘に触れた時、なぜかそれは彼女の身体の一部を受け取るようで、俺は自分の心臓が締しめつけられるのを感じた。

　アルナリス様は次にもう一本の刀を用意すると師し匠しようの前に立ち、同じく彼の左肩に刀を当てる。赤燕はまたもその小さな口から透すき通るような声を発した。

「ヘイダス＝シャグラム、あなたを第百三十一代護ご舞ぶ官かんとして、若き燕の導き手に任命致します。しばしの時、留とまるべき肩はありませんが、地に墜おちるまで赤燕足らんことを」

　師匠は恭うやうやしく刀を受け取り、「この身にかけて、全まつとう致します」と囁ささやいた。それから大地を踏みしめるように立ち上がり腰こし帯おびに刀を挿さす。同じように自分も刀を腰に挿すと自おのずと背せ筋すじが伸びた。赤せき刀とうなしの官服で妙に収まりの悪かった感覚が忽たちまち消え去る。

「お前も分かっていると思うが、この刀は儀ぎ礼れい用ようの鳥ちよう献けんだ。この国の宝の中でも、一、二を争う大切なものだからな。どこかで落としたら首を刎はねられるどころじゃすまないと思え」

「……脅おどかすのはやめてもらえませんかね」

「いやいや噓じゃない。建国当時に赤燕が打った、この世に二振りしかない刀だ。戦乱の時代は、国王自みずから護舞官と共にこの刀を握にぎったという話だ。この刀は国の魂たましいと言ってもいい」

　赤レ燕ポのル国ガはその国の起より人間と赤燕の間で契約を結び、互いに助け合うことで存続してきた。鳥は技ぎ巧こうに優れた種族だが、とりわけ赤燕は美術品を生み出すのに長たけていると聞く。赤レ燕ポのル国ガの主要輸出品は彼らから教わった陶とう器きや金属細工であり、今でも王宮に住まう赤燕は技術を提供し続けているのだ。

　しかし、鳥献と呼ばれる逸いつ品ぴんは赤燕達が人間の手を借りずに作り出したものであり、用いられた技術は人知の及ぶところではない。故に、本来ならば俺のような平民が触れる機会などありえないはずの代しろ物ものなのだ。

　改めて刀の柄つかを握にぎりしめると、水で濡ぬれたような感かん触しよくが手の平に伝わった。驚おどろくほど握りやすく、まるでこちらが握りしめる形に柄が変形しているような気さえする。

「赤刀も燕えん舞ぶの型かた稽げい古こで使う刀も、この青せい刀とうを模も範はんとして作られたものだ。美しさは比べ物にならないが重心や刃渡りは極めて近い。使いにくいことはないだろう」

　下さげ緒おを腰帯に結ぶと栗くり形がたの位置まで一緒だと分かる。確かにこれなら普段通りの動きが出来るに違いない。

「赤燕の森に踏み入るんですよね。何人くらいの護ご衛えいが付くんですか？」

「おいおい、前に話したことがなかったか？　二人だ。俺とお前の、二人」

「……ふ、二人!?　まさか近この衛え兵へいの一人も付けないんですか……？」

「ああ。侍じ従じゆうもつかないから、儀式に関わるのは三人だけだ。これが習わしだからな。迎ぎよう燕えんの儀は内ない密みつに行われるものなんだ。関係のない人間は一切立ち入ることがない」

「師し匠しようの腕は確かでも、自分はまだ半人前なんですよ？　襲おそわれたらどうするんですか」

「お前は一いつ介かいの兵士よりずっと経験を積んでいる。何のための五年だったと思っているんだ」

　師匠に咎とがめられて言葉に詰まる。護ご舞ぶ官かん見習いに就いてからの五年は確かに色々なことをした。護舞官の実務だけではない。巡察や他国訪問、そして少なくない戦闘。

「護衛任務だってやっただろう。刀と刀の戦いならお前は大体の相手に勝てるさ」

　随ずい分ぶんと吞のん気きな言い様だが、さすがにアルナリス様も不安そうな表情を見せる。するとこちらの疑ぎ念ねんを察したのか、師匠は少しばかり表情を緩ゆるめた。

「俺が迎ぎよう燕えんの儀ぎをやる時も不安だったもんだ。そういう旧習に囚とらわれていては駄だ目めだと、気の強い現国王は先代の護舞官に大演説をぶったがね。しかし、伝統が伝統として残るには理由がある、と説き伏ふせられた」

「……はあ」

「これは随分昔の話らしいが、かつて護舞官は誰でもなることが出来たらしい。とにかく腕の立つ者がなる、という方式でな。迎燕の儀は護舞官見習いが最後の一人になるまで殺し合うというものだったそうだ。その当時は先代護舞官が導き手となるということもなかった」

　先せん達だつの逸いつ話わとしてはなんとも物ぶつ騒そうな話だ。

「そして最後に戦う二人のうち、勝ったものが護舞官となり、殺された方の血は王おう鳥ちように捧ささげられた。それと引き換かえに、王鳥は以後、死ぬまで王族に付き従したがう役目を背負う。……赤あか燕つばめが赤いのは先祖となる燕がその血を吸って赤くなったからだそうだ──」

「……師匠、真面目に話してください。そんな話に騙だまされるわけないでしょうが……」

「はっはっは！　ばれたか！　いや、血ち染ぞめの話は噓だが殺し合いの話は本当だぞ。結局、どこかの代の国王と王鳥が廃止したらしいがな。燕舞の型に残ざん心しんがないのは、戦いの終わりにどちらかが死ぬというこの逸いつ話わから来ているらしい」

「だとしても、それは三人で行くことの理由になっていないと思いますけど」

「そう焦るな。実を言うと、俺もおんなじことを先代の護舞官に言ったんだ」

「……じゃあ、それでどういう答えがあったんですか」

「つまりな、当時、迎燕の儀に向かうのは殺し合いをする二人と王族、それから王鳥だけだったわけだ。当然護舞官になれる人間は一人だけで、殺される方は名前すら残らない。それでも、かつての猛も者さ達は王鳥に食われるのもまた名めい誉よだと言って、森に入って行った。その死を覚かく悟ごした燕舞を忘れるな、という話らしい。当たり前だが燕舞はお前が腰に挿さしているそれでやるんだ。一つ間違えれば簡単に死ぬ。それに形式とはいえ、お前は最後まで型を演じきって、仕し太た刀ちの俺を殺さなきゃならないんだよ。そうやって護舞官がもう一人の護舞官を殺して、新しい王族に血を捧げることで燕舞は受け継つがれてきたというわけだ」

　語り口はいつもと変わらないが、その眼まな差ざしは決してふざけてはいないと分かる。アルナリス様も王鳥の赤あか燕つばめも真剣な表情で見つめ返していた。しかし師し匠しようはすぐに気き恥はずかしくなったのか、髭ひげをざらりと撫なでまわして、

「いや、立ち話をして悪かったな。とりあえず飯にしようじゃないか」

　と笑う。彼のその言葉で部屋に流れていた緊張がふと弛し緩かんしたような気がした。

「アルナリス様もしっかり召めし上がるといい。ちなみに貴女あなたの母上である国王は三日目にお腹なかが減ってつらそうにしていましたからね。遠慮せず食べることをおすすめしますよ」

　アルナリス様は相変わらず穏おだやかな笑みを浮かべていたが、その瞳からは不思議と感情を読み取ることができなかった。俺はなんとなく、これが五年の隔へだたりというものなのかと思ってしまう。書庫で毎日顔を合わせていた頃は、彼女が何を考えているかなんてすぐに分かったのだが。俺が護ご舞ぶ官かんになるため刀を振るっていた間、彼女は一体何をしていたのだろう。




　王女との謁えつ見けん部屋の隣には応接間があり、中心に置かれた大きな円卓には溢あふれんばかりの料理が用意されていた。青葉色のオリーブの塩しお漬づけは高たか坏つきに山のように盛られ、羊肉を葡ぶ萄どうの葉で包み焼きにしたスジェからは香ばしい匂いが立ち昇のぼっていた。青菜を混ぜ込んだ蒸むし米も用意され、米の中には艶つややかな黒豆が顔を覗かせている。極めつけは部屋の真ん中に置かれたスープ鍋なべだろう。様々な穀こく物もつと豆、それから豚ぶたの頭が白い汁の中で湯気を立てている。匂いを嗅かぐまでもなく、その光景に涎よだれが溢あふれ出した。で、実際に食べてみれば文句なしの美お味いしさ。泥どろ水みずのような粥かゆと板切れのような干し肉が出てくる士し官かん寮りようとは比べ物にならない。

　しかし随ずい分ぶんと静かな晩ばん餐さんだった。アルナリス様は当然としても赤燕もまた口を開かず、となると臣民の俺達が話しかけるわけにもいかない。ひたすらにものを食べる微かすかな音だけが部屋を満たしていた。

　一通り食事を終えてこれまた美び味みな果実の山に手を伸ばしていた頃ころ、八つ時の鐘が鳴った。丁度その時、俺はアルナリス様の前に置いてあるイチジクをとろうかと逡しゆん巡じゆんしていた。球根みたいな形状で深ふか紫むらさきの皮を被かぶった果実。五年前に書庫でお預けを食らって以来、結局食べることが出来ずにいたのだ。……食いたい。とても食いたいが、それは一個しか残っていない。王女を差し置いてこんな高級な果物を食べたものかと悩んでいると、突然師匠が立ち上がり、

「じゃあ、もうそろそろ出かけるとするか」

　と言う。……しまった。いよいよ食べられないとなると後こう悔かいが膨ふくらんでくる。内心肩を落としていると、不意に視界の端はしでごそごそとした動きに気付いた。何かと思って見ればアルナリス様が手を円卓の下に隠かくし、イチジクの皮を剝むいている。丁度師匠の位置からは見えないらしく、彼女は立ち上がる合間も手を後ろに回して器用に皮を剝いているのだった。

　その食い意地の張りようにどこか懐なつかしいものを感じていると、師匠が振り返った。

「アルナリス様、行きましょう。それほど時間に余裕はありませんので」

　彼女は師し匠しようが目を離した隙すきに剝むいた皮を皿の上に置き、イチジクを持ったまま何事もなかったように席を離れる。わざわざ隠かくれて食べる必要もないのに、危なっかしい隠し方のせいで見ているこっちが冷や冷やする。しかし突然彼女は目の前までやってくると、ぱっと俺の手を摑つかんだ。一体何事かと思うと、手の平にしっとりとした感かん触しよく。

　……そりゃ、まあ、イチジクだ。綺麗に皮を剝はがされ、白い果肉が瑞みず々みずしく輝いている。

　俺の背に隠れているため、この受け渡しは師匠からは見えないはずだった。しかし事態を吞のみ込こめずに硬こう直ちよくしてアルナリス様の顔を見つめていると、彼女は素早く手を動かした。

〔食べたかったんでしょ？〕

　手しゆ語ごだ。随ずい分ぶんと懐なつかしい王女の言葉。柔らかな手つきはあの時のまま。彼女は果か汁じゆうで濡ぬれた指をぺろりと舐なめながら、ほんの一瞬だけ、それでも俺の記憶にはっきりと焼き付いている笑みを口元に浮かべて、人差し指を唇の前に立てた。

〔秘密だよ？〕

　彼女はすぐさま平常の顔つきに戻ると、師匠に向かって歩いていく。

「おい！　ユウファ、何を突っ立っているんだ。──って、なんだ、まだ食べ足りないのか……早くそれを吞み込んで付いて来い！　宴うたげは終わったんだぞ！」

　お叱りの言葉が飛んできて、俺は慌あわててイチジクを口に放り込む。嚙かみしめると口いっぱいに柔らかな果肉の食感。しかしほとんど嚙まずに吞み込んでしまった。

　もはや、味わう余裕なんて残っているわけがないのだ。頭の中は不意打ちの笑顔に埋め尽くされ、言血は乱れに乱れきっていたのだから。
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　　　　□　□　□




　不ふ審しんな動どう悸きが収まらぬまま王宮の裏手に向かう。果か樹じゆ園えんを抜けると大きな犬舎があり、師匠はそこから二頭の犬を連れてきた。一頭は筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした黒毛種、もう一頭は白い毛並みの長毛種、共に大人の背せ丈たけほどの高さがあり、その強きよう靭じんな顎あごにかかれば人間の頭など一口で嚙かみ砕くだかれることだろう。師匠は黒毛種の腹はらを撫なでながら言う。

「こいつは俺の軍犬のタイロだ、と言ってもユウファはもうかなりの顔見知りだな。アルナリス様も何回か見たことがおありでしょう」

　彼女が頷く。その落ち着き様からは先ほどの悪戯いたずらっぽい雰囲気など微み塵じんも見て取れない。……俺はますますアルナリス様が分からなくなってきた。

「そっちの長毛種はアルナリス様の軍犬なんだが、名前は……」

「……ベオル」

　赤あか燕つばめがぼそりと呟いた。今のは代読ではなく自分の意志で話したのだろう。鳥にしては珍めずらしく無口なようで、アルナリス様の言葉を発するとき以外は本当に印象が薄うすい。

「そう言えば、赤燕さんの名前を伺うかがってないですよね」

　俺がそう言うと、相手はアルナリス様の右肩で何やらもぞもぞと足を踏みかえている。何か言いにくい事情でもあるのかと訝いぶかしんでいると、

「……スベルイロウシェン」

　と闇やみに消え入るような声が聞こえた。

「スベルイ……？」

「……スゥでいい」

　スゥはもう訂正するのも面めん倒どうだといった様子でそっぽを向く。このやり取りを横目に師し匠しようはタイロに鞍くらを付け、用意を終えると軽々と跨またがった。

「先導は俺がする。ユウファはベオルに乗れ。手た綱づなもお前が握にぎるんだぞ」

「……それじゃあ、アルナリス様はどうするんですか」

「お前は一緒にベオルに乗るんだ。耀よう天てん祭さいも近いから各都市の警備に人手が割さかれてしまってな。今は軍犬も出払っていて三頭は用意できない」

　……んな馬鹿な。軍犬が貴重とはいえ管理体制が酷ひど過すぎやしないか？　武官連の連中は何を考えているのだろう。

　しかしここまで来て文句も言っていられない。地面に伏ふせたベオルがこちらを見てくるので、観念して背に跨った。長毛種は鞍要らずと呼ばれるだけあって乗り心地は素晴らしい。アルナリス様もさすがに自分の犬というだけあるのか慣れた様子で俺の後ろに跨り、それを合図にベオルが立ち上がる。彼女は自然に俺の腰へ腕を回し、その距離感に言げん血けつがざわめいた。追い打ちをかけるように彼女の吐息がうなじを撫でて、全身に鳥肌が立つ。しかし不意に、薄はつ荷かに似た透明な香りが鼻び孔こうをくすぐる。そういえば彼女はいつもこの香りを漂わせていたのだった。これを嗅かぐと脳のう裏りに書庫の静けさが忍しのび込んでくるようで不思議と気が安らぐ。ベオルの頭にスゥが留まり一瞬だけこちらを見たような気がしたが、すぐに前を向いてしまった。

「では、行くぞ」

　タイロが歩き始め、その後ろをベオルが追う。灯りは師し匠しようと俺が持っている釣つり燈とう火かだけだ。数歩森に踏み込んだだけであたりは完全な夜闇に紛まぎれてしまう。樹じゆ間かんから月明かりがかろうじて見えることもあるが、まるで黒い水の中を進むように行く先はほとんど見えなかった。

「どれくらいで儀ぎ場じようにつくんですか」

「まあ、短く見積もっても二つ時はかかるだろう。森はまっすぐに進めないからな」

　師匠は前を見つめたまま答えた。城を出たのが九つ時だから到着はほとんど真夜中ではないか。想像するだけで股またが痛くなりそうだ。

「今はまだ森が浅いが、じきに古いところへ出る。道もなだらかになるから楽だろう。そこまでの辛しん抱ぼうだ」

　この国は国土の半分以上を森に覆おおわれている。王都エスレイは特に古い森の近くに築かれているが、それは敵国に襲おそわれても森に逃げ込めば助かるという利点もあるからだそうだ。ただし森に不案内な者が下へ手たに足を踏ふみ入れると二度と帰らないことも珍めずらしくない。儀場が森の中にあるのも不用意に場所を悟さとられないためだろう。いよいよ迷子になったら命取りだ。




　それからしばらくは夜の森を淡たん々たんと進んでいった。師匠に見られていないためアルナリス様に話しかけるいい機会なのだが、手しゆ語ごは手が塞ふさがっていると会話ができない。手た綱づなを手放すわけにもいかないため、ひたすらベオルの背で揺ゆられるしかなかった。

　だがある時、ベオルがふと首を横に逸そらした。何か森の奥を探さぐるように左右を睨にらみつける。人間の目にはただの暗がりしか見えないのだが、やがてスゥもきょろきょろと周囲を見始めた。

　前を進むタイロも様子がおかしいようで師匠は宥なだめるように犬の首を叩たたく。この暗夜の騎き行こうが急に落ち着きを失ったような気がして、本能的な悪寒が身体を走り抜ける。そして突然スゥが飛び上がり俺の肩に留とまったかと思うと、

「……囲まれてる」

　と呟つぶやいた。

「野犬ですか？」

「……犬もいるけど……これは……」

　次の瞬間、ヒュッと何かが顔の近くを掠かすめる感覚。額ひたいに温かい血が流れるのを感じた。

「敵てき襲しゆうだ！　走るぞ、ユウファ！」

　師し匠しようの叫びを聞いてベオルの腹を蹴ける。すると一挙にベオルは加速し、強したたかな風が頰ほおを打つ。アルナリス様がひしとこちらにしがみつき、自分も姿勢を低くして手た綱づなをしっかりと握にぎった。暗闇に目を凝こらすと、時折犬の脚あしや尾が見えた。数は少なくとも四頭、それぞれに騎乗者が一人ずつ跨またがり、乱れなく俺達の隣となりを並へい走そうしている。

　一体何が起きているんだ。まさか新しい護ご舞ぶ官かんを試すための余よ興きようではないだろう。犬に乗った追手の正体を見極めようにも、皆同みなじ外がい套とうを被かぶっていて見当もつかない。

　不意に王宮で得々と伝統の大切さを語っていた師匠の顔が思い浮かんだ。……こういうことになると思ったから二人での護ご衛えいは不安だったのだ。王族が死んだら残すべき伝統も残らないだろうに。

　ベオルは紙かみ一重ひとえで木々や岩を避さけていくが、人間二人を背せ負おっているせいでタイロ程ほどの速さが出ない。その上こちらも振り落とされぬよう必死で、周囲に注意を向ける余力はなかった。暗がりに溶とけ込む師匠の黒い外套がどんどんと遠ざかっていくような気がする。




　──ドスッ。鈍にぶい音に胸騒ぎを覚える。そして次の瞬間、ベオルの走りが乱れた。

「落ち着けっ！」

　首を振り回すベオルを抑おさえようとするが、少しでも手綱を手放せばこちらが振り落とされる。首を横に伸ばして見てみると前まえ肢あしの付け根に深々と矢が刺ささっていた。白毛に血が滲にじみ始めている。

　そうしている間にとうとうタイロの姿は見えなくなり、ベオルはがむしゃらに走り始めた。

「ベオルっ！　おい、落ち着くんだっ！」

　背中でアルナリス様の身体が強こわ張ばるのを感じる。肢の傷のせいでベオルの走り自体も歪いびつになり、身体が嫌と言う程ほど揺ゆさぶられる。視界さえ定まらない状態でまともな対たい策さくを立てることもできない。思考も身体も麻ま痺ひさせる負の言げん血けつが心臓を蝕むしばみ始めていた。

　このままだと殺される。俺も彼女も殺されてしまう。……でもどうすればいい？

　揺ゆさぶられて息が出来ない。ベオルの動どう揺ように染そまった言血が浸み込こみ、俺の言血をさらに混乱させていく。

　しかし一瞬、アルナリス様に一ひと際きわ強く抱きしめられた。小さな体。あの時からほとんど変わることのない、小さな体が俺にしがみついている。そして澄すんだ香りと共に彼女の震えを感じた時、脳のう裏りにかつての約束の言葉がよぎる。

　──またいつか、こうやって二人だけで話すの。静かな書庫で、二人だけで。

「……くそっ！」

　まだ死ねない。絶対に死ねない。俺も彼女も、こんなところで死んではいけない。

　俺は息を止めた。呼吸を意識するな。心臓で律りつ動どうを刻きざめ。言血を回し、繫つないで、増ぞう幅ふくさせろ。今止まれば殺される。どうすればいい？　手た綱づなか？　足あし蹴げか？　いや、もっと直接的なものでなければ駄だ目めだ。ベオルの痛みを忘れさせる。言げん血けつを支配し、身体と頭を直接制せい御ぎよする。

　そうだ。調伏だ。

　片手で手綱を固定し、もう一方の手でベオルの首を摑つかむ。刀に言血を流すように、ベオルの頭に自分の言血を流し込んだ。

「……っ！」

　ベオルの言血と繫つながった瞬間、荒あら々あらしい感情がこちらに流れ込んでくる。痛み、恐怖、焦あせり、怒り、拒きよ絶ぜつ──しかし、中心に忠ちゆう誠せい心しんが残っている。王女を守ろうとする意志。主のために走り続けなければならないという意志が、狂くるおしい感情の流れの中でかろうじて留とどまっている。俺はその中心にしがみついて、自らの言血を注ぐ。ベオルの苦痛に吞のみ込まれそうになるのを耐たえ、煮えたぎる毒のようなそれを押おし戻す。痛みの感覚を追いやり、ただひたすらに走る意志を膨ふくらませた。

「……我が慢まんしろよ、ベオル」

　やがて走りの乱暴さが収まってくる。ベオルの意識自体に落ち着きが戻り、足取りも確かなものになっていった。言血も痛みを伴ともなうものが薄れていく。いつしかこちらの言血を断絶させても、ベオルはまっすぐ走れるようになっていた。

　それからふと、森の様子が変わっていることに気付く。生えている樹木が太く背の高いものになった一方で下草や低木が減ってベオルの走りが滑なめらかになっている。何より大地や木にびっしりと繁はん茂もする苔こけが淡あわい光を放っていた。逃走の途中で釣つり燈とう火かは消えてしまったが、むしろ視界は遥はるかに明るくなっている。どうやら知らぬ間に森の深部に踏み込んだらしい。

　しかし前方に眼を遣やれば、既すでに師し匠しようの背中はない。一時的に痛みを忘れさせたとはいえベオルの体力も限界に近く、このまま血を流し続ければいずれ足を止めざるを得ないだろう。

「……ユウファ、後ろ」

　耳元でスゥが囁ささやいた。アルナリス様に何かあったのかと思って振り向くと、視界に入ったのはこちらを追いかける二頭の犬。そして犬の上にはそれぞれ外がい套とうを纏まとった人間が乗っていた。

　加えて、背せ丈たけの大きな方は小型の弩どを持っている。このまま背中を晒さらしていれば、格好の的まとになってしまうだろう。

「アルナリス様、手綱を持っていてください」

　手を摑つかみ、強引に綱を握にぎらせる。不安げな表情を見せる彼女の代わりに、スゥが尋ねてくる。

「……どうする気？」

「このままでは捕まりますから。先手を打たないといけません」

「向こうは……二人がかりだよ」

「ですから一気に片かたを付けるんです。俺はベオルから飛び降りて、弩を持っている方を止めます。あなたはもう一人の目つぶしを」

　スゥは小さく横に首を振った。そして「……無茶だよ」と溜ため息を漏もらす。

「無茶でもやらなきゃ捕まりますよ。……アルナリス様はベオルの背中にしがみついていてください。絶対に振り落とされないようにだけ気を付けて。あと無む闇やみに手足を伸ばさないこと」

　そう話す間にも追おつ手てとの距離は少しずつ狭せばまってくる。もう迷っている時間はない。既すでに手た綱づなをしっかりと握にぎりしめたアルナリス様は真剣な眼まな差ざしでこちらを見つめていた。

「大丈夫ですよ。必ずうまくいきます」

　彼女が頷うなずいた。その瞬間、膂りよ力りよくにものを言わせて無理やりベオルの背に立ち、思いきり後ろに飛び跳はねる。狙ねらい通り弩どを抱かかえていた奴にとびかかり、相手もろとも犬の上から転げ落ちた。

　背中を打って軽い痛みを覚えるが、すぐさま起き上がる。遠くでは肉のぶつかる鈍にぶい音。ベオルが一頭の犬に突進し、小さな追手の体を吹っ飛ばしていた。

　言げん血けつを整えて意識をすぐに目前へ引き戻す。相手も素早く姿し勢せいを立て直し、弩を投げ捨すて抜ばつ刀とうした。反応が速い。明らかに場数を踏んでいる。

　こちらは鯉こい口ぐちを切って柄つかを握にぎる。天の構えをする余裕はない。二歩で振り下ろされた敵の右みぎ袈け裟さに合わせ、刀を抜き放った。
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　刃と刃が十文字にぶつかり合い、鋭い剣けん戟げき音おんが森に響く。普通打ち合いは避けるべきだが、青せい刀とうに勝る刀などこの世にない。ならば剛ごうに剛をもって制すのみ。続けざまに刃を切り結び、あえて太た刀ちを受けさせる。繰り出す技も思いのままだ。言血を通した青刀は驚くほど腕に馴な染じむ。こちらの意思を汲くみ取るように、刀が思うところへ走るのだ。まるで刀と身体が癒ゆ合ごうしたようで、刃は筋すじは今までになく冴さえ渡わたり、風を斬きる感覚さえ手に取るようにわかった。

　敵は完全に防戦一方。こちらの作戦に気付いたのか、受け手を止めて凌しのぎに専念する。だがこうなれば燕えん舞ぶ崩くずしの独どく壇だん場じよう。隙すき間まを縫ぬうようして一撃を放ち、相手の身体を刻きざんでいく。

　だが不意に、柔らかな苔こけに足を取られた。しまった、と思った時にはもう遅い。前のめりになっていた重心がずれ、太た刀ち筋すじが乱れる。敵は刀を流してこちらにまっすぐ切り下ろしてきた。

　半身を逸そらすが間に合わない。右肩を斬られた。肉を断ち、骨にまで浸みる酸さん痛つう。しかし間かん髪はつ容いれずに手首を返し、逆さか袈げ裟さで相手の首を狙ねらう。敵の外がい套とうが切れて顔が露あらわになった。相手は三歩引き下がり、跳はねるように足を入れ替えると、踏み込んで刺し突とつ。こちらは返し手で縦たてに凌しのぎ、斬り伏ふせた。

　額ひたいを一ひと薙なぎ。血ち飛沫しぶきに頰ほおが濡ぬれる。怯ひるませたかと思ったが、直後、鳩みぞ尾おちに蹴りを食らった。

「あぐっ！」

　吹き飛ばされて妙みような呻うめき声が出る。向こうも言げん血けつの使い手だろう。蛇へびの血に違いない。言血を瞬間的に増ぞう幅ふくさせ、尋じん常じようの五倍から十倍の筋きん力りよくを発はつ揮きする血種。ほとんど力任せの一撃を正面から受け止めると、破は城じよう槌ついのような衝しよう撃げきが全身を揺ゆさぶった。

　だが、こちらの身体を巡めぐるのもまた蛇の血。体たい幹かんを走る言血の流れを束たばね、堰せき止め、爆発させる。力の限り押しのけると、相手の腕が上に流れ、脇わきに隙が出来た。

　殺れる。

　そのまま一いつ閃せん、敵を斜ななめに両断した。




　どぱっ、と血が噴ふき出す。かろうじて避けるが言血の濃い血液が足にかかり、焼きごてを押し当てられたかのような痛みを感じた。苦しみと恐怖の入り混じった敵の感情が容よう赦しやなく俺の言血を突き刺さす。急いで血を拭ぬぐい視線を奥に遣やれば、ベオルともう一匹の犬が組み伏せあっている。しかし体格からして優ゆう勢せいはベオル。相手の首に嚙かみ付き、軽くよろめいたところに前まえ肢あしを繰り出す。その一撃によって下した顎あごを吹き飛ばされ、相手の犬は絶命した。

　しかし残っていたもう一頭はこちらを睨にらんでいる。その距離は五歩。ベオルが助けに来たとしても間に合わない。正面から刀を振っても爪で弾き飛ばされるだけだろう。

　犬が飛び掛かかる。刹せつ那なに間合いが詰つまり、牙きばが目の前に迫った。

　反射的に頭を下げる。腹に刀を突き刺そうとするが、失しつ策さく。上に突き上げた勢いを殺し切れず、今度は自分の脇ががら空きになってしまった。

　まずい、死ぬ。ぞわりと神経が震えた。しなやかに地面を蹴り、振り向いた犬が襲いかかる。

　衝撃。

　刀は吹き飛び、脇腹を爪でえぐられた。そして仰あお向むけに倒れたところに、犬が飛び乗ってくる。頭に嚙みつこうとする口を咄とつ嗟さに摑つかんで止めるが、巨体の重みが一いつ挙きよに腕へ集中する。蛇の血で力を増幅させても圧あつ力りよくに耐たえ切れず、肩が今にも裂けそうだった。手には牙が刺さり、自分の血と犬の涎よだれが混じった温かい液体が顔を濡らす。

「──」

　呼吸が出来ない。腕が震える。煩うるさい程の鼓こ動どうが耳もとで打ち鳴らされる。落ち着け。落ち着け。落ち着け。調ちよう伏ぶくだ。もう一度、ベオルを御ぎよしたように。心臓の響き。血の循じゆん環かん。全身の隅すみ々ずみまで言げん血けつを回し、増やして、腕の先から流し込む。

「──あ」

　瞬間、炎だ、と思った。

　炎えん塊かいのごとき犬の言血が俺を吞のみ込んで──意識が吹き飛んだ。




　　　　□　□　□




　懐なつかしい音色。水よりも透明な言葉と風よりも安らかな響き。歌だ。彼女の歌。自分が怪け我がをすると、彼女がいつも歌ってくれた。静かな書庫。薄はつ荷かに似たあの香り。緋ひ色いろの夕焼け。それから人差し指を唇の前に当てて、秘密だよ、と笑う彼女が──……




　　　　□　□　□




　目が覚めた時、何か頭の後ろに柔らかなものを感じた。一瞬、青空を見ている気がして、すぐにそれは青い髪だと気付く。ぼんやりと視線を彷徨さまよわせていくと、アルナリス様と目が合った。固く引き結ばれた唇と、苦しそうに歪ゆがめられた眉まゆ、思わず怪我でもあったのかと口を開きかけた時、ぽたりと熱い雫しずくが頰ほおを打った。

「アルナリス様……？」

　ぽたぽたと彼女の双そう眸ぼうから涙が零こぼれ落ちてくる。

〔私、本当に心配で、ずっとユウファが目を覚まさないから……〕

　そう語る手が酷ひどく震えていて、彼女は今にも何かを漏もらしてしまいそうなその口を必死に手で押さえようとする。顔に触ふれようとすると、彼女は縋すがるように俺の手を摑つかみ額ひたいに押し当てた。

　そうか、と思い出す。王族は声を上げて泣いてはいけないのだった。腹はらの底から笑いたい時も、叫びたくなるほど恐ろしい時も、彼女は声を出してはいけないのだ。嗚お咽えつさえも押し殺して、苦しそうに彼女は泣いていた。俺が生きていたというそれだけのことで、何か堰せきが崩くずれたように涙を零し続けていた。俺はそんなに価値のある人間ではないのに。俺は王女の涙に値するような人間ではないのに。……でも彼女が泣いて喜んでくれることは、たまらなく嬉うれしい。

　ふと脇わき腹ばらの血が止まっていることに気付く。肩の傷も全身の打ち身も噓うそのように消えている。

「傷を治してくれたんですね」

　やはり涙の止まらない彼女は真っ赤な目をして微笑ほほえんだ。俺は言う。

「ありがとうございました」

　また、ぽたりぽたりと温かな涙が頰ほおを打つ。

「五年も会わないうちに随ずい分ぶん泣き虫になりましたね。まだまだ子供っぽい」

　そう言って微笑ほほえむと、アルナリス様は恥はずかしそうに頰を染そめてごしごしと目を拭ふいた。

〔そんなことないもん〕

　少しだけ唇を尖とがらせて、でもすぐに彼女はにこにこと笑みを浮かべた。

〔……ユウファが無事で良かった〕

「アルナリス様が無事で良かったです」

　すると彼女は少しだけ眉を顰ひそめて、〔ねえ、手しゆ語ごで話して〕と言ってくる。

〔昔は手語で話してくれたでしょ？〕

「いや、でも」

〔……ここなら誰も見てないのに。それとも手語が嫌いになっちゃったの？〕

　彼女がむーっと頰を膨ふくらませる。泣いたばかりで目がうるんでいることもあるのか、その顔を見るとなぜか反論の言葉が出てこない。代わりに渋しぶ々しぶと手を動かした。

〔……昔から、アルナリス様は頑がん固こでしたね……〕

〔ぜーんぜん、頑固じゃないよ！　私だって成長したんだから！〕

〔成長っていう割には、ちっこいじゃないですか。ほとんど背が伸のびてないし……〕

　小さな頰がさらに膨らむ。まあ、少しは大きくなっている気もするが、成長の差が大きすぎて、自分だけが変わってしまったように思える。しかし彼女はつんとした顔で、

〔誰かさんだって、全然変わってないよ。久ひさしぶりに会って、少しくらいは嬉うれしそうな顔するのかなーって思ってたのに、ずーっと無ぶ愛あい想そうのままだし……〕

　……どうやら俺の挙きよ動どう不ふ審しんはばれていなかったらしい。鉄てつ面めん皮ぴが役に立つこともあるものだ。

〔俺が気絶している間の顔もやっぱり死んだお魚みたいでした？〕

　彼女は一瞬きょとんとすると、それから弾けるように笑みをこぼした。まるで五年前から何も変わっていなかったかのように、あの屈くつ託たくのない笑顔を見せたのだった。




　すぐ近くに俺を襲ってきた犬が伏ふせていた。どうやら調ちよう伏ぶくは成功したらしい。軍犬は主人を殺されると逆上して手に負おえなくなることも多いのだが、今回は上う手まくいったようだ。あの怒りに満ちた言げん血けつの残ざん滓しに、パルという響きが残っている。おそらくこの犬の名前だろう。

　立ち上がり、アルナリス様が拾ってくれたのであろう刀を腰に挿さす。周囲は光ひかり苔ごけの微び光こうで淡あわく浮かび上がり、森全体が呼吸をするようにゆっくりと明滅を繰り返していた。青せい刀とうの柄つかに触ふれ落ち着きを取り戻すと、まず師し匠しようのことが頭に浮かんだ。四人の追手のうち、二人が俺達を襲おそい、残る二人は師匠を追いかけたはずだ。ヘイダス＝シャグラムともあろう男がそう易やす々やすとやられるはずはないが、今からすぐに合流できるとも思えない。敵の正体も分からず、王女を一人で守らなければならない今、一体何をすればいいのだろう。

　俺が殺した追手はそのまま血ち溜だまりを作って地面に突っ伏ぷしていたが、見たところ身元の分かるものは持っていないようだった。唯ゆい一いつ手て掛がかりがあるとすれば彼が使っていた直ちよく刀とうが純じゆん白ぱくの白しろ鞘さやを特とく徴ちようする白はく輪りん刀とうであり、それが隣りん国ごくの白三日月の国ルーガーダで作られるということ。だが、白輪刀は比ひ較かく的てき容よう易いに手に入る部類の刀だ。これで敵の正体が摑つかめるとは言い難がたい。

　森の奥おくの方にはベオルが殺した犬の骸むくろが横たわっていた。それからぐるりと見み渡わたして、

〔アルナリス様、もう一人の追手はどうしたんですか？〕

　と尋たずねると、彼女は寄りかかっていた木の裏側を指差した。一緒に大木の裏へ回ると、そこにはベオルとその頭に乗っかったスゥの姿。ベオルも王おう歌かで傷を治してもらったのだろう。矢を受けてできた傷は見当たらない。そしてベオルの肢あしの下には地面に押し付けられるようにして小こ柄がらな人間が寝そべっていた。

「まだ生きているんですか」

　驚いて思わずそう呟つぶやくと、囚とらわれの追手が顔を上げる。一瞬、恨うらみがましい視線に圧倒されるが、その顔立ちは意外な程ほど若わか々わかしい。ほとんど少年と言っていいだろう。髪を細い織おり物ものの布で巻いていることから西方の出だと思われるが、顔も薄汚れていていかにも悪党じみている。

〔目を覚ましていたみたい。王歌を歌っている間は気付かなかったんだけど……〕

〔危ないじゃないですか。いつ暴れるか分かりませんよ〕

〔でも、そんな風に見えなかったから……〕

　アルナリス様に促うながされるまま捕ほ虜りよの少年に近づく。何も言おうとはしないが、こちらに向けた視線を離そうとはせず、じっと様子を覗うかがってきた。

「ベオル、もういいぞ」

　少年の腕をむんずと摑つかみ、ベオルと入れ替わるようにしてその背中に跨またがる。すると、やはり変声期前の少年のような声が漏もれる。

「……背中に乗るんじゃない」

「自分の立場が分かっていないようだな。少しでも暴れたら容よう赦しやはしないぞ」

　腕を捩ねじると少年はうぐぐと呻うめき声を漏らす。この腕わん力りよくからして蛇へびの血でもないようだ。

「こういう輩やからは何を隠し持っているか分からないんですよ」

〔そうじゃなくて……〕

　腰こし帯おびの中に手を突つっ込こむと、途と端たんに捕虜は暴れ始める。往おう生じよう際ぎわの悪い奴だ。

「えっ、ちょっ!?　やめっ、何して──」

「まずはお前を無力化しないと……ほら」

　すぐに小刀が一本出てきた。柄つかのいたるところに傷のついた粗そ悪あくな代しろ物ものだ。

「やっぱり得え物ものを持ってるじゃないか」

　麻あさの腰布を引き剝はがすと怒ど気きを削そがれたように少年は口を閉じる。長ちよう袴この中に何か隠されていないかと足を触さわっていくと、なぜかアルナリス様が口をぱくぱくと動かしていた。捕ほ虜りよの身体を調べることはそう珍めずらしくもないことだと思うが、一体何をそんなに顔を真っ赤にして──




　──あ。




　太ふと腿ももの付け根から股こ間かんに手を這はわせて、一枚の布越しにすさまじい違和感を覚える。

　何かが、ない。

　いや、ナニが、ない。

　それと同時に自分がのしかかっている身体が妙に柔らかいことにも気付く。腕などは多少筋きん肉にく質しつだが、よく考えてみると少々細い。最後に尻に触ふれると、明らかにそれが自分とは肉質の異なるものだと気付く。

「あー、いや、なんと言うかだな……」

　アルナリス様に視線で助けを求めるが、顔を真っ赤にした彼女は手で顔を覆おおっている。その肩の上に留とまったスゥも明らかに視線を逸そらしていた。

「てっきり男だと思ったもので」

　もはや罪ざい悪あく感かんに耐たえ切れず、少女の上から退どく。彼女は身体をわななかせながら起き上がり、傍そばに落ちていた腰こし布ぬのを摑つかんだ。そしておずおずと腰に巻き付けるとこちらを睨にらみつける。

「お前だけは絶対に殺すっ！」

[image: ]

　顔を真っ赤にして、怒り狂った少女が飛び掛かかってくる。気が動転しているのか小刀を拾おうともせず、首を絞しめんとばかりに腕を伸ばしてきた。だが動どう揺ようしているのはこちらも一緒で、正面からその腕を摑つかみ返す以外、とっさの行動がとれない。

　それから一いつ進しん一いつ退たいの攻こう防ぼうが始まった。相手が押すかと思えばこちらが押し返す。こちらが押すかと思えば相手が押し返す。蛇へびの力を使えば勝つのに造ぞう作さもないはずが、冷静を失って言げん血けつが繫つながらない。その上気き迫はくは明らかに向こうの方が勝っているのだ。

「わ、わざとじゃないって言ってるだろ！」

「わざとかどうかは関係ないっ！　やったこと自体が罪でしょっ！」

「悪かったって。謝るから、落ち着けよ！」

「いや、許さないっ！　一生、許さないっ！　犬に生まれ変わって首を食いちぎってやる！」

　相手の力がますます強まっていく。このままでは完全に押し切られる。と、そう思った時、突然相手が地面に叩きつけられた。見かねたベオルが肢あしで彼女を押さえつけたのだ。

「……た、助かった。ありがとう、ベオル」

「このっ！　お前は重いのよ──って、痛い痛い痛い！　爪を立てないでっ！」

　ベオルはまるでその抗こう議ぎなど意にも介さぬ様子で肢を乗せたまま座り込んでしまう。少女は少女で相変わらず手を伸ばし、俺の足に摑みかかろうとするのだからとんでもない怒り様だ。

　アルナリス様は隣にやってくると小さく肩を落とした。

〔だから止めようとしたのに。ユウファは人の話聞かないから〕

〔いや、だって追手がこんな娘だとは思わないでしょう。疑うのが普通というか〕

〔それは、そうだけど……女の子の身体をあんな風に……〕

　彼女はちらりと追手に目を遣やり言葉を切る。そして一ひと呼こ吸きゆう置くと再び手を動かした。

〔……私の代わりに素性を聞いてみて？　でも手て荒あらなことをしちゃダメなんだからね〕

〔そんな、女だから危なくないとでも思っているんですか〕

〔そうは思わないけどー……でも、悪い子じゃなさそうだもん〕

　眼まな差ざしから察するに、本気で言っているらしい。

「はあ……」

　こっちはある意味二回も殺されそうになったというのに、アルナリス様は甘すぎるんじゃないか。しかし主人の命令に逆さからうわけにもいかず、少女の前にしゃがみこみ尋たずねた。

「お前、名前は？　どこから来たんだよ」

「色しき魔まに教える名前なんてないんだけど」

「し、色魔……」

「死体みたいな顔して女の股またぐら摑む男が、色魔以外のなんだっていうわけ」

　バシバシと拳こぶしで地面を叩いて抗こう議ぎする少女。いや強く否定はできないが、なんか酷ひどくないか。

　アルナリス様の方に向きなおると、ユウファが悪いんだからね、とでも言いたげな呆あきれ顔。しかしふとスゥが俺の肩に飛び移ると、少女に向かってこう言った。

「……この男は本当の色しき魔まだよ。黙っていたらもっと酷いことされるけど、いいの？」

　は、はぁ？　突然、何を言い出すんですかこの燕つばめさんは。濡ぬれ衣ぎぬにもほどがあるぞ。

　しかし脅おどされた方は顔を青ざめこちらに怯おびえた目を向けてくる。

「本当に最低なやつじゃないの……」

「い、いやいや俺は──」

　否定しようとするとスゥに耳たぶを嚙かまれる。叫び声はどうにか堪こらえたがすごく痛い。

「……どうするの？　名前、言わないの？」

「……」

「言わないと、色魔に酷いことされちゃうんだよ」

「……わ、分かったわよ」

　少女が折れてようやく振り回していた腕を止める。彼女はぼそりと呟つぶやくように言った。

「イルナ＝パルシタル。いつもは旅をしているの……」

「……どうして旅人がボク達を襲おそったの？」

「襲ったんじゃないから。襲う作戦を邪じや魔まするために潜もぐってたのよ」

「……まさか、味方だって言い張るつもり？」

「あたしはマジス＝バランの長官、ディナンに雇やとわれたの。情報は全部あいつから貰もらった」

　マジス＝バランといったら赤レ燕ポのル国ガにおける三大都市の一つだ。街を統すべる長官は国王の次に権力を持った人物と言ってもおかしくはない。なんというか、事情としては随ずい分ぶんもっともらしいところを引用してくるあたり、すごく噓うそくさい。

　するとすかさずスゥがつっこむ。

「マジス＝バランの長官でも迎ぎよう燕えんの儀ぎの日取りを知ってるわけないよ」

「日取りを知ってたのは敵でしょ。ディナンの間かん候こうが王女襲しゆう撃げきを企くわだてる傭よう兵へい集しゆう団だんの情報を握にぎったから、あたしを送り込んだだけよ。とりあえず王女様を無事にマジス＝バランまで連れて行くのがあたしの仕事だったの」

「でも分かっていたなら、先に王宮へ伝えるのが普通じゃないかな」

「そりゃそうかもしれないけど、今日の日取りがばれてるってことは、王宮のどこかに内通者がいるってことじゃないの？　だったら下へ手たに動かない方がいいでしょ」

　確かに内通者がいることは間違いない。しかも迎燕の儀を知っているのは高位高官だけだ。真相を摑つかむのであれば多少敵を泳がせる方がいい、というのは理解できる。でも、

「なんでお前みたいな弱いやつが仕事を頼たのまれてるんだよ」

　思わず口を挟はさんでしまう。さっきは凄すさまじい剣けん幕まくに押されたが、それはむしろ相手の空気があまりにも普通だったからだ。本当に殺気があれば俺だって身体が反応する。

　するとイルナはあからさまに顔をしかめると、いまいましそうに俺を睨にらみ返した。

「あたしは別に強くないけど、犬を使って止めるつもりだったの。不意打ちすれば勝算もあった。それなのに、そっちが余計なことするから……」

「じゃあ、その傭よう兵へい集しゆう団だんに関する情報はないのか。黒くろ幕まくの見当とか」

「……傭兵は各地からの寄せ集めで、互たがいに言葉を交わすこともなかった。襲しゆう撃げきの指示は手紙を使って送られてきたから、首しゆ謀ぼう者しやは分からない……」

「そんなんじゃ、お前を信用しろっていうのも無理な話だろ」

「本当だってば！　疑うなら、ディナンに直接会って確かめればいいでしょ」

　……めんどくさいやつだ。腕うでの一本や二本折った方が、簡単に確かめられる気がする。こいつが噓を吐ついている証しよう拠こはないが、本当のことを喋しやべっている証拠だってない。

　そもそも、この襲撃からしてよく分からないのだ。仮に王女を殺すことが目的なら矢に毒くらい塗ぬっていてもおかしくないだろう。だが、敵はそこまではしなかった。一方で誘ゆう拐かいが目的だとすると、確実に追い詰つめるには人員が少なすぎる。一体何が本当なのか。襲撃の意図もイルナという少女の正体も謎なぞ。考えれば考えるほど混乱する。そして、こういう中ちゆう途と半はん端ぱな状じよう況きようはすごくいらいらするのだ。俺の言血が濁ってしまうじゃないか。

　何やら思案顔で首を傾かしげていたアルナリス様に、俺は尋たずねた。

〔どうしますか。ここで助けを待つのは論外ですが、内通者がいる可能性を考えると王宮に帰るのも危ないでしょう。王族を襲撃しておいてこれで終わりとも思えませんし、待ち伏ぶせを考えるべきです〕

　彼女は同意を示すように頷うなずき、真剣な表情で言う。

〔カッツェンの街に行くのはどうかな？　たぶんここから一番近い街だと思うし……。三日経たって私達が帰らなければお母様にも変事が伝わると思うから、それまで追手から逃げないと〕

〔こいつはどうするんですか。どこかの木に括くくり付けておけば十分だと思いますけど〕

〔もう、そんなことしたら死んじゃうかもしれないよ〕

〔この場合、情けは無用でしょう……〕

〔今のところ私達に味方するって言ってるんだもん、無む闇やみに命を奪う必要はないと思う。もし敵だとしても情報を引き出せるかもしれないし、カッツェンまでは連れて行ってあげようよ〕

〔しかし……〕

　イルナを逃とう避ひ行こうに同行させるのは大きな賭かけだ。俺は到とう底てい彼女を信用できない。だが、アルナリス様の表情を見ると、もはや意見を変えさせるのは無理な気もする。……はあ。

〔……なんにせよ、森を抜けられればいいですけどね〕

〔それならスゥがいるから大丈夫だよ。もうすぐ耀よう天てん祭さいだから、どの街も遅くまで灯りがついているでしょ？　高いところからなら分かるんじゃないかなー〕

　なるほど、空を飛べるというのは便利なものだ。スゥは彼女の手しゆ語ごを見ていたのか、すぐさま軽やかに飛び上がると高い枝の隙すき間まを縫ぬって空へ消えた。スゥが見えなくなったあたりに視線を彷徨さまよわせていると、足元からイルナの声が聞こえる。

「……ねえ、何の話をしてるのよ。ちゃんと話したんだから、色しき魔まは変な事しないでよ」

「しないっての……それに俺は色魔じゃない、ユウファだ」

「どっちでも同じじゃない。そっちは王女様でしょ？」

「……そうだよ。アルナリス＝カイ＝ベルヘス第一王女」

　渋しぶ々しぶ答えてやるとアルナリス様に肩を叩かれた。意気込んだ顔で何を言うかと思えば、

〔アルナって呼んで欲しいなーって言って。それから、名前が少し似てるねって〕

　──はい？

〔周囲の人に王女だってばれたら大変だもん。ユウファも人前ではアルナって呼んでね。出来るだけ怪あやしまれないようにしないと。当面は……行商人の三人兄妹。そういうことにしようよ〕

　……どうしてこの王女様はこんなに楽しそうな顔をしているんだ。命が狙ねらわれている一大事だというのに、吞のん気きにも程ほどがある。……だが、もうどうにでもなれ。危なくなったら俺が守ればいいだけのこと。気は進まないが、「おい、お前」とイルナに呼びかける。

「……アルナリス様はアルナと呼んで欲しいらしい。それから、私と名前が似ているね、と」

「………………えっ？」

「……あと、これから俺達は行商人の三人兄妹という体ていで行動するそうだ。お前も信用されたかったらアルナリス様が王女だとばれないように気を付けろ」

「………………まあ、それは、いいけど……」

　イルナもよく分からない命令に戸と惑まどいを隠せていない。いや、正直これに関しては俺だって同じ気持ちだぞ。ったく、アルナリス様は何を考えているのか。

　丁度スゥが戻ってきて俺の肩に留とまると、カッツェンの街はここからそう遠くない所に見えると告げてきた。アルナリス様はイルナの方を指して、

〔ねえ、彼女にスゥとベオルのことも紹介してあげて〕

　と頼たのんでくる。もはや友達にでもなるつもりらしい。

「イルナ……こちらの赤あか燕つばめは王おう鳥ちようのスベルィ……」

　なんだったか。一回しか聞いていないせいで、すぐに名前が出てこない。するとスゥは溜ため息を漏もらし、ぼそりと言う。

「……スゥでいいから」

「スゥ様だ」

「……別に様も、敬語もいらないよ」

　赤燕と会話したことなんて数えるほどしかないが、こういうものなのか？　色々と有能な燕であることは間違いないんだろうが、無愛想さで言えば俺に負けてない。……ん、そう考えると急に親しみが湧わいてくるな。

「それからお前の背中に乗っている犬はベオルだから。よろしくしてやってくれ」

「……犬と色しき魔まとは絶対仲良くしなっ、ちょっ、痛い！　爪！　食い込んでるっ！」

　悲鳴を上げるイルナと知らぬ存ぞんぜぬのベオルを見ながら、アルナリス様は不思議とおかしそうに微笑ほほえんでいた。スゥもまるで他ひ人と事ごと。俺は顔が引きつりそうだ。

〔ユウファ、そんな怖い顔しちゃダメだよ、私達は仲のいい三人兄妹なんだからね〕

　……ほんと、どうなってんだ、これ。
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　アルナリス様の意向で追手の死体は大木の洞うろに眠らされた。それからスゥの案内の下カッツェンへ向けて進み始めたのだが、問題はイルナの扱いだった。アルナリス様と一緒にベオルに乗せるのは危険極まりないが、かといって犬一頭を預ければ容よう易いに逃げ出すことができてしまう。俺は手と足を縛しばるくらいが丁度いいと提案したのだが、平和主義者の王女様には即そつ刻こく却きやつ下かされてしまった。そしてその結果、

「──ちょっと！　もうっ！　あたしに触さわんないでよっ！」

「一々騒ぐなよ……触りたくって触ってるんじゃない」

「無意識ってことじゃない。なら真しん正せいの変態ね」

「……はあ」

　ベオルにアルナリス様が乗り、襲しゆう撃げき犯はんが使っていた犬のパルに俺とイルナが乗るという組み合わせになってしまったのだ。しかも俺の前にイルナが座っているため、少しでも腕を動かすと変なところを触るなと罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛んでくる。

「……大体、そんな男みたいな体型で何を気にする必要がっ──痛っ！」

　全てを言い終える前に後頭部の頭突きを食らい、鼻が折れそうになった。

「さらしを巻いてるだけよっ！　勘かん違ちがいしないでっ！」

「そういう風に見えるのは事実だろ。それに触ったってよく分からな──いたっ！　やめろっ！　頭をぶつけるな！　ちょっ、アルナリス様！　こいつに何か言ってやってくださいよ！」

　隣に助けを求めても、なぜかつんと前を向いたまま振り向こうとしない。すると彼女の肩に乗っていたスゥがじっとりとした視線をこちらに向けて「……無神経」と呟く。な、なぜだ。

「……分からない時点で女の敵」

「敵って……そもそもスゥって女なのか」

　赤あか燕つばめは不意に飛び上がったかと思うと俺の頭に降り立つ。そして脳天に強きよう烈れつな嘴くちばしの一撃。

「ちょっ、痛い。痛いから」

　前からはイルナの頭突き、上からはスゥのつつき。その上アルナリス様はますます知らんぷりを決め込んで前を歩いている。救いの手はどこにもない。

「わ、悪かったって、俺が悪かったっての」

「口先だけで許されると思わないで」「……同感」

　ならどうしろと言うんだ。休みもなく毎日稽けい古こ場ばに籠こもって刀を振るっていた人間に異性の感情の機き微びなど分かるわけがない。彼女達は何をこれほど怒っているというのか。

　気まずい騎き行こうがしばらく続いたが、次し第だいに木間から見える空が白しらみ始め、森の様子も変わっていく。苔こけはなくなり、木々の背も低くなって下草が生おい茂しげるようになった。そしてさらに進むと突然なだらかな草原に出る。葉よう尖せんが淡たん黄こう色しよくに色づき、秋を偲しのばせる柔らかな色調を作っている。湿っぽい森の香りから一転して、乾いた土の匂いが肺を満たした。頰ほおを撫なでる風も穏やかで、追手から逃げているという状況がまるで噓のように思える。

「……このまままっすぐ行くと大街道だよ。カッツェンはすぐ」

　もはやスゥの偵てい察さつは何度目か分からない。アルナリス様はスゥの頭をそっと撫で、〔お疲れ様。眠ってもいいよ〕と労ねぎらった。スゥはベオルの首下にうずくまると、すぐに眠りにつく。思えば夜に王宮を出てからずっと起きているのだ。アルナリス様も欠伸あくびを必死に嚙かみ殺しているが、その回数は次し第だいに増えてきている。イルナも騒ぐのに疲れたのか、いつの間にか腕が触ふれたくらいでは何も反応しなくなってしまった。

「とりあえず、街に着いたら宿を探さなきゃなりませんね」

〔犬を二頭入れられるところじゃないと。この時期に部屋って空いてるのかなー〕

「どうだか……耀よう天てん祭さいで行商人が多いでしょうから、見つけるのに苦労しそうな気が」

　年に一度の耀天祭は都市の城門が夜間にも開放される。加えて、穀こく物もつの収しゆう穫かく初はじめにあたるこの時期、多くの国の中間点にある赤レ燕ポのル国ガは穀物の交こう易えき所じよとしても機能するのだ。そのため、耀天祭の五日間は他国の都市から商人が消えると言われるほど、この国は行商人で溢あふれ返る。

「宿で困っているなら、西区のパッセルのところに行ったら？　部屋は汚いけど、汚いおかげで客も来ないわよ。それにご飯だけはおいしいの」

　突然口を開いたのはイルナだ。彼女はふとベオル達に眼を遣やり、「古い宿だから厩うまやもあるわ。物置みたいなやつだけど」と付け加える。……本当に信用できるのか？　あまりに察しがよすぎて逆に怪しい。だがアルナリス様を見れば、既にイルナの案を採用しますと顔に書いてある。

「……お前は旅をしているんだよな。赤レ燕ポのル国ガの街には詳しいのか」

「はあ？　誰があなたに答えるもんですか。あたしはアルナに話しかけたの。アルナに！」

　う、うぜえ。言葉の端はし々ばしに言い様のない敵意を感じるのだが。しかし悪あく態たいの応おう酬しゆうになると体力の無む駄だなので溜ため息を漏もらすに留とどめる。障しよう害がいには抗あらがわない。余計な感情は忘れる。これが言げん血けつを整え、迷いない太た刀ち筋すじを保つ秘ひ訣けつなのだから。

　大街道に入ると早朝から移動を始める行商人達の流れと合流した。彼らの多くは蛇へびの血が混ざった人間で、誰もが大きな荷物を軽々と背負しよい子こに乗せている。小麦の山を載のせた牛車や酒さか袋ぶくろを背負った馬、時には運うん搬ぱんに秀でた背広種の犬も見かけたが、さすがに軍犬はいない。とりあえず犬から降りてはみたものの、それでもかなり人目を引いた。アルナリス様の着ている服が豪ごう奢しやなつくりであることも理由の一つだろう。視線が気になる彼女は二頭の犬の間で隠れるようにしていたが、ある時イルナは自分の外がい套とうを取り外すと、それを王女の肩に被かぶせた。

「……これ羽は織おってなさいよ。少しは目立たないでしょ」

　アルナリス様は虚きよを突かれたように目を丸くしたが、やがて優しく微笑ほほえむと、〔ありがとう〕と手を動かす。ぽかんとするイルナに、

「ありがとう、って意味だ」

　と教えてやると、彼女は極きまりが悪そうに鼻を鳴らして顔を逸そらした。……照れてるのか？　つい横顔を見ていると、こちらの視線に気づいたのか鋭い視線を返してくる。

「……じろじろ見ないで欲しいんだけど。別に気に障さわるようなことしてないでしょ」

「俺だって別に怒ってない」

「どうせ、男みたいな奴がかっこつけてる、って馬鹿にしてるんじゃないの」

　いやあ、卑ひ屈くつすぎるだろう、その発想は。どうやら道中のやり取りを根に持っているらしい。売り言葉に買い言葉とはいえ俺も言い過ぎたのかもしれない。

「悪かったって。さっきは言い過ぎた。確かに尻の感かん触しよくは女らしかったんじゃないか？」

「か、かんしょっ……もおおおおっ、黙ってっ！」

　変な悲鳴と共に拳こぶしが飛んでくる。何か間違ったか？　適当にイルナの攻撃をいなしていると、やがて彼女は腕をだらりと下げた。怒って興奮したせいか顔も火ほ照てっている。

「…………………もういい。疲れた」

「ちゃんと宿屋まで案内してくれよ」

「……わかってるわよ……この無神経男」




　そんなやりとりをしているうちに、カッツェンの城壁が目の前に迫せまってくる。まだ日が昇ってすぐだというのに、城門は完全に開かれ、馬や牛そして数多くの人間が混然と行き交っていた。街の中心へと続く大通りの両りよう端たんには屋台が所ところ狭せましと並び、頭上には何本もの連絡橋が道に跨またがるようにしてかかっている。街は穀こく物もつから漂ただよう香ばしい香りで充じゆう満まんしていた。

「こっち。はぐれないでよ」

　イルナの導きですぐに脇わき道みちへと逸それる。それでも牛車などがすれ違えるほどの道幅はあり、それを見下ろすように背の高い民家が立ち並んでいた。草売りや金物商の前を通り過ぎ、奥に進むにつれて宿の看板が多くなってくる。行き交う人々は大きな二頭の軍犬が現れたことにぎょっとして、しばしば逃げるようにすれ違っていった。

「いい人避けね、これは」

　とイルナが笑うと、ベオルは一ひと際きわ大きく鼻を鳴らす。

「な、何よ、別に馬鹿にしたわけじゃ……」

〔怒ってるんじゃなくて、嬉うれしいんだよ。今のは照れている証拠だもん〕

　アルナリス様の言葉を伝えると、イルナは「脅おどかさないでよね」と言って溜ため息を吐く。

「でも、ベオルは人間の言葉が分かるの？　まあ、簡単な命令くらいは分かるでしょうけど」

　言われてみれば、なんとなくベオルは人間の言葉を分かっているような節ふしがある。しかし言葉を喋しやべることが出来る生き物は人間と鳥と猫だけのはずだ。基本的に犬は言葉を解さない。

〔小さい頃から歌を聞かせてたからね。私の言げん血けつが混じったせいで、言葉も分かるみたい〕

〔あの傷を治す歌ですか。王おう歌かでしたっけ。なんだか調ちよう伏ぶくに似ているんですよね〕

〔似たようなものかもしれないね。あれも私の言げん血けつを流し込むものだもの〕

　言血が混じれば、記憶や知識も混じり合う。ベオルの言血と繫つながった時、あれほど強い忠ちゆう誠せい心しんを感じたのも王歌のせいかもしれない。

　と、不意にイルナが「ちょっと」と声を上げる。

「……あのね、あなた達は会話してるつもりでも、他人から見ると手をごちゃごちゃ動かしているようにしか見えないの。少しは通訳してほしいんだけど」

「……贅ぜい沢たくなやつだな。お前には関係ないだろうが」

「あら、そんなこと言っていいわけ？　あたしはあなたの大切な妹なのよ？」

　そんな悪あく人にん面づらで要求をする妹はいねえよ。が、もう一人の妹の視線もあるので、仕方ない。

「……まあ、要するにだな、ベオルに特別な歌を聞かせていたらそうなったって話だよ」

「なんだ王歌のこと？　それは賢かしこくなるわけね」

　平然としたその応答に俺達が驚くと、彼女は不思議そうな顔で見つめ返してくる。

「何？　別に、これくらいのことはいくらでも本に書かれてるでしょ」

「お前が本なんか読むのか」

「街には大たい抵てい役所の書物保管所か書物商があるもの。案外読ませてくれるし、駄だ目めだって言われたら忍び込めばいいじゃない。誰だって本を読む機会はあるのよ」

　そういう意味で言ったんじゃないんだが。周辺国と比べればかなり教育制度が進んでいる赤レ燕ポのル国ガでも、識字率はそう高くない。士官に入る者か貴族以外は最低限の言葉以外読み書きすることはできないだろう。とするとイルナはこんな身なりでもいいところの出身なのか？　軍犬を操れる、というのもよくよく考えれば随ずい分ぶん珍めずらしいことだが……

「ここよ。パッセルの宿」

　イルナがふと足を止めた。外見は両隣の建物と変わらない、背の高い土壁。入口の脇に牛車や馬の通る外門があり、彼女は躊躇ためらいもなくその中に入っていく。少し進むと吹き抜けの小さな広場があり、宿の部屋の扉は全てここに面して作られているようだった。

　片かた隅すみには半壊した机や車輪が積み重なり、草が伸びきって半分以上が埋もれていた。イルナは慣なれた様子で脇を通り抜け、ある扉の中に入って行く。

〔イルナはすごく頼もしいね〕

〔一体何者なんですかね、ほんと。俺達はあいつに襲おそわれたはずなんですが……〕

〔優しい子なんだよー〕

〔そうですかね……〕

〔絶対、悪い子じゃないのは確かでしょ〕

　アルナリス様はそう言ってイルナから渡わたされた外がい套とうにそっと触ふれた。……まあ、あの咄とつ嗟さの心配りは評価しないこともないが。本当に信用できるのだろうか。いまだにかなり謎なぞだぞ。

　やがて扉が開いてイルナと腰の折れ曲がった老夫が広場に現れた。イルナは俺達を指差しながら「この二人と二頭よ」と老夫に語りかける。

「うーん」

「空いてないの？　……ねえ、お爺じいちゃん、聞いてる？」

「うーん」

　老夫は首を傾かしげ、「本当にお前さんの兄妹きようだいなのかの？」と言う。

「片親が違うのよ。心根も見た目も他人みたいなものだけど一応家族だから」

　なんだか清すが々すがしいほどの噓うそだな、おい。全然騙だます気ないだろ。

　すると老夫はもう一度大きく唸うなり、首を傾げる。

「まあ、それはいいんじゃがの。犬は適当に広場に置いておけばいいじゃろうし。ただ問題はの。部屋が余っとらんのじゃ。部屋が」

「うそ！　ここはいつもがら空きじゃない！　満まん杯ぱいなんてありえないわ」

　うわ、ひでえ。言い方ってものがあるだろうに。常連客じゃないのかよ。

「祭じゃからの。それに今年は王女が成人するじゃろ。そのせいか売り買いされる品物も多いじゃろうて、例年より客が増えての」

「……一部屋もないの？」

「うーん、物置ならあるがの。寝床も何もないんじゃが、それでもいいかの」

　イルナがちらりとこちらに目を向ける。アルナリス様が頷くと彼女は肩をすくめて言った。

「じゃあ、それでいいわ。その代わりご飯代は安くして頂ちよう戴だいね」

「うーん。……まあ、それでいいかの。ただし犬の飯はないからの」

「分かったわ。自分達で用意する。ありがとね、お爺ちゃん」

「部屋は三階の端の扉じゃ。まあ、適当にするがいいね」

　老夫は震ふるえる手で袂たもとから鍵かぎ束たばを取り出し、錆さびた鍵を一本外すとイルナに手渡した。その代わり、イルナは五スブ銅貨を渡す。老夫がおぼつかない足取りで元の扉に消えるのを見送ると、イルナはこちらにやってきた。

「悪いわね。とびっきり汚い部屋になっちゃった」

「なあ、さっきの代金は……」

「どうせ持ってないんでしょ？　あたしがいなかったら、どうするつもりだったんだか」

　呆あきれ半分に笑う彼女を見て、思わずアルナリス様と顔を見合わせる。

〔……なんだか、私達の方がよっぽど考え無しだったね〕

　まったくだ。王宮を出た時から俺と王女はただの文もん無なしじゃないか。

「何か言いたいことでもある？　部屋があっただけましでしょ？」

「イルナのおかげで助かったって話だよ。ありがとな」

「べ、べつに、あなたの──」

「ところでどこに金を隠してたんだ？　大体、持ち物は確認したと思ったんだが」

「……幸いなことに、誰かさんに胸は探さぐられなかったから。幸いなことに、ね」

　見事に墓ぼ穴けつを掘った。イルナは小さく肩をすくめると言う。

「そんなことより早く部屋に行きましょ。もう眠くて眠くて」

　くつわを緩ゆるめ、手た綱づなの端を近くの柱に結び付けると犬達はすぐに寝そべって瞳を閉じた。アルナリス様が既すでに眠っているスゥを抱き上げ急な階段を上る。がちがちに固まっていた扉の鍵かぎを何とか開くと、目の前にはがらくたの山。一呼吸で肺が汚れる埃ほこりっぽさだった。

　物を搔かき分け雨戸を開くと、緩ゆるやかな風が通る。三人が横になれるだけの空間を作り適当に片づけをしていると、いつの間にか微かすかな寝息が聞こえ始めた。アルナリス様は床の隅すみでスゥを抱かかえながらうずくまり、イルナは置かれていた椅子に頭をもたれさせるようにして眠り込んでいる。自分だけは王おう歌かに癒いやされたおかげで、それほど疲れも感じない。彼女達が起きるまでに、もう少しこの部屋を綺麗にしておいてやるかと、俺は腕まくりをした。
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　肉体労働をする時は、やはり自分が蛇へびの血でよかったと思ってしまう。誰の手も借りずに重いものを運べるし、疲労感もほとんどない。音を立てずにがらくたを動かすのは神経を使ったが、片付け自体はそれほど時間もかからなかった。

　一階の水場で汚れた頭と上半身を洗い終えると、俺は部屋の前に戻り、扉の隣となりに腰を下ろした。青せい刀とうはいつでも手にとれるよう傍かたわらに置いてある。そう簡単に追手に見つかるような場所ではないだろうが、まだ気は抜けない。何しろ襲しゆう撃げきしてきた敵の正体が全く分からないのだ。イルナの話を信じるとすればただの傭よう兵へい集しゆう団だんとのことだが、どこにその仲間が潜ひそんでいるか俺達には予想もつかない。

　宿の中庭は吹き抜けになっていて常にゆるやかな風が流れていた。商人達の笑い声や旅芸人の音楽も微かすかに聞こえてくる。王女襲撃という国を揺ゆるがす一大事が起きた一方で、こんなにも穏おだやかな世界が続いているのは不思議な感覚だった。

　どれほどの時間が経たった頃だったか、ある時、部屋の扉が静かに開いた。現れたのは外がい套とうで頭をすっぽり隠したアルナリス様。彼女は俺に気付くとぱっと笑みを浮かべて、右隣にちょこんと腰を下ろした。

〔もう休息は十分ですか？　お疲れだったでしょう〕

〔たっぷり眠ったから、大丈夫。床の上で寝たせいで、ちょっとだけ背中が痛いけどね〕

　アルナリス様は苦笑を浮かべる。一瞬、王族が床の上で寝るなんてありえないことなのだろう、と思ったが、よくよく考えると、書庫で俺を待つ間彼女は色んなところで居眠りをしていた気もする。むしろちょっと眠たそうな眼まな差ざしとか、頰ほおに絡からんだ青い髪とか、あるいはふにゃっとした寝起きの笑みは俺の目に懐なつかしく映るのだった。

〔スゥとイルナはまだ眠っていますか〕

〔うん。二人とも昨日は大変だったろうし、もうちょっと休ませてあげないと〕

　まあ、スゥはいいとして、イルナのことまで気き遣づかうのだから呆あきれてしまう。五年前と変わらぬ小さな身体だが、こういうところは王族の器と言うのか、もしくはただの吞のん気きと言うのか。

〔お部屋、片付けしてくれて、ありがとね。それに一人で見張りもしてくれてるんでしょ？　ユウファこそ眠らなくて大丈夫？〕

〔大丈夫ですよ。これが仕事ですから〕

　そっか、と小さく手を動かして、アルナリス様は視線を中庭の方へやった。丁度一人の商人らしき女性が現れて、二階の一室に入っていく。扉の閉まる音が響ひびいて、中庭は再び物音一つしなくなった。アルナリス様が隣にいると、微かすかな街の喧けん噪そうさえもが次し第だいに遠ざかっていき、身体に浸しみるような静けさを感じるのだ。それはやはり、書庫の空気に似ている。

〔……ほんと、夢みたいだね〕

　アルナリス様が細く白い指をゆっくりと動かした。

〔私ね、ついさっきまで、王宮にいたような気がするの。森で襲おそわれたことも、この街に逃げ込んだことも、もしかしたら夢なんじゃないかなーって。本当の私は、王宮の寝台の上でひとりぼっちで眠ってるんじゃないかな〕

〔それじゃあ、アルナリス様は夢で俺を見てくれるんですね〕

　冗談っぽく返すと、彼女は存外真面目な表情で言う。

〔……うーん、ユウファとまたお話しできたことは、現実の方がいいなー〕

〔誰かに命を狙ねらわれていても、ですか？〕

〔うん〕

　迷いのない返答に、どきりとした。アルナリス様はいつものような穏おだやかな眼まな差ざしをこちらに向けながら、しかしどこか悲しげに手を動かす。

〔でも、ユウファにとっては夢の方がいいのかな〕

〔どうしてですか。俺だってアルナリス様と話ができるのは嬉うれしいですよ〕

〔だって、私が命を狙われるってことはユウファが傷つくってことでしょ？　私が誰かに襲われる時に、一番危ないのはユウファだもん。こんなの夢の方がいい〕

〔それは……〕

　夢の方がいいのだろうか。自分としては、結局無事なのだからいいじゃないか、と思ってしまうのだが、彼女が言いたいのはそういうことではないだろう。

〔なんだかね、私達が襲われてからずーっと変な感じなの。心臓がおかしくなっちゃって、今でも煩うるさいくらいに鼓こ動どうが聞こえてくるんだよ。眠っている間も、夢の中でずーっと鼓動が聞こえてたの。今だって、こんなに穏やかで、ちゃんとユウファもいるのに、ここが、すごく苦しいっていうか……〕

　彼女の小さな手が胸の前できゅっと結ばれる。俺は何も答えることができない。

〔……やっぱり、子供だったのかな〕

〔どういうことですか？〕

〔護ご舞ぶ官かんは一緒にいてくれる人、くらいにしか思ってなかったから。どんなに稽けい古こで怪け我がをしても、私が治せばいいんだって。また一緒にお話しできるって、思ってたもん。怪我が治せないほどユウファが傷つくかもしれないなんて、想像したこともなかった〕

　彼女は自分の言葉を否定するようにかぶりを振る。

〔……そうじゃないね、私だってどこかでは分かってた。分かってたのに、それ以上先のことを考えるのを止めてたんだよね。でも、ユウファは本当に命を懸かけてるんだって、ようやく理解したの。そうやって、私を守ってくれるんだって〕

〔……護舞官はそういうものですから〕

〔それだけじゃないよ。私のせいで、ユウファは誰かを殺さなきゃいけないんだよ……〕

〔……〕

　俺が襲しゆう撃げき犯はんと繰り広げた殺し合いが、彼女の眼にはしっかりと焼き付いているのだろう。その戸と惑まどい、恐怖は自然なものだ。彼女はこれまで、人を殺すなんて話とは無縁の世界で生きて来たのだから。どんなに気き丈じように振る舞って見せようとも、あの重みからは逃のがれられない。

〔……ユウファはつらくない？〕

　俺はまた手が止まってしまった。その問いが漠ばく然ぜんとしていたから、というよりむしろ、彼女の眼まな差ざしの強さにたじろいだのだ。ここで上うわ辺べだけの答えを与えても彼女は満足しないだろう、と直感した。だから、俺はゆっくりと彼女の言葉を反はん芻すうしながら見つめ返す。

〔……つらくないと言ったら、噓うそになります。いつまで経っても殺した相手の言げん血けつには慣なれませんし、慣れたくもありません。あれほど痛くて、永遠に消えない言血はありませんから〕

〔……うん〕

〔でも、それを耐たえるのも、やっぱり俺の仕事なんです〕

　彼女はまるで、分からない、とでも言うように眉まゆを顰ひそめ、俯うつむく。

〔私なんかのために、耐えなきゃいけないことなのかな。そんなにつらいことを、私がユウファに求める権利なんてあるのかな。私はユウファのために何かをしてきたわけじゃない。これから先だって、どんなことをしてあげられるのか分からない。それなのに、私はずっと守られるだけなんだよ？　ユウファにつらいことを押し付けるだけなんだよ？〕

　……正直なところ、そういう話は俺にはよく分からない。王族のため、国のために死ぬ人間は大勢いて、俺はその中の一人にすぎないのだ。王族とそれに仕える者の関係など、いちいち気にしていたらきりがない。王とはそういうものだろう。だが、それを割り切るには、彼女はきっと優しすぎる。

〔……アルナリス様は俺を助けてくれたじゃないですか。傷を治してくれた〕

〔そんなことで償つぐなえるようなものじゃ〕

〔償うとか、そういうものじゃないでしょう。アルナリス様が誰かに守られることは罪じゃない。罪だとしたら、俺がやってることはアルナリス様を犯罪人にすることじゃないですか〕

〔そ、そう言うわけじゃないけど……〕

　目を伏ふせる彼女はそれでも納得がいかないように、手をぐっと握にぎり締しめる。俺は小さく溜ため息を吐ついて、手を動かす。

〔まったく、本当に頑がん固こな王女様ですね。──いいですか。俺は、命を懸かけて守る人が、アルナリス様だから耐たえられるんですよ。それはもうアルナリス様が何をしてくれたかとか、これから何をしてくれるかとか、そういう話じゃないんです〕

〔……うん〕

　しかしここまで言ってもアルナリス様の表情は晴れなかった。結局俺が苦しむ可能性がある限り、彼女の苦く悩のうが消えることはないのだろう。なぜなら、これがアルナリス第一王女という人なのだから。いつだって誰かのために心を砕くだき、誰かの苦しみを理解しようとして、その人以上に苦しんでしまう。優しすぎるのだ。この王女は。

　だから、誰かが優しくしてやらないといけないのかもしれない。与えてばかりでは、いつかは空っぽになってしまうだろう。贅ぜい沢たくに優しくされることも、やはり必要なんじゃないか。

〔じっとしていてください〕

　俺は彼女の腰に手を回し、そのまま抱えるようにして近くに寄せる。

　アルナリス様は一瞬何が起きたのか分からず、ぽかんとしていたが、やがてじわじわと耳の先が赤くなっていった。何か言おうとして手を動かそうとするが、俺は余った方の手でそれもぐっと捕まえてしまう。これで、彼女は何も言えなくなったわけだ。

　柔らかな青髪が頰ほおに触ふれてこそばゆい。なんだか珍めずらしいくらい困った表情のアルナリス様は、どうして、とでも言うようにこちらを向くのだが、あまりに顔と顔の距離が近すぎて恥ずかしくなったのだろう。さらに頰を真っ赤に染そめて、俯うつむいてしまう。

「──心臓の鼓こ動どうが変になるのは、身体の言げん血けつが上う手まく繫つながっていないからです。中心の腹ふく部ぶから手の先まで俺が軽く誘ゆう導どうしますから、深呼吸してください」

　アルナリス様の細い胴どうを抱えたまま、左手は臍へそのあたりに置く。服越しにはなるが、できるだけゆっくりと自分の言血を送り出し、アルナリス様の手を摑つかんだ右手まで送り届とどけた。これは俺がまだ刀術の練習を始めたばかりの時分に、師し匠しようがやってくれたことだ。こうすることで正しい言血の流し方、言血の繫がる感覚というものを知ることができる。まあ、抱き寄せる必要はないのだが、それは役得というものだろう。

　実際、アルナリス様の言血は乱れていた。調ちよう伏ぶくのように言血を繫がずとも、ただ隣に言血を流すだけでその絡からまり具合は分かる。しかし何回かアルナリス様が呼吸をすると、その乱れも徐じよ々じよに穏おだやかなものになっていった。体心から四し肢しへの放ほう散さん系けい脈みやくは言げん血けつをよりまっすぐなものにする。感情を整理するにはもってこいの繫つなぎ方だ。
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　やがてアルナリス様の言血がほとんど自然に流れるのを確認して、俺は彼女から離れる。

〔もう心臓は大丈夫ですか？〕

　と尋たずねると、彼女は首の下まで真っ赤に染まった顔を横に振り、

〔……なんか、もっと変になっちゃったよ〕

　と涙目でこちらを見つめてきた。……あ、ちょっとやり過ぎたか。

　それから彼女は外がい套とうをぐっと引っ張って顔を隠す。さすがに怒らせたかと思ったが、彼女は別に立ち上がるわけでもなく、今度は自分からおずおずと俺に身を寄せてきた。二人の身長差のせいで、彼女の頭は俺の腕に寄りかかることしかできないのだけれど。

　彼女の温度が伝わってくる。自分は赤あか燕つばめの森で、この命を守るために一つの命を絶たったのだと実感する。鈍にぶい痛みとほのかな温かさが俺の身体を巡めぐり出す。

　そしていつしか微かすかな寝息が聞こえてきた。ようやく彼女は穏やかな眠りを迎えられたのだろう。俺は今になって、アルナリス様に触ふれていた部分が燃えるように熱く感じられるのだった。どうやらこちらの心臓も変になってしまったらしい。

　俺は少年の鼓こ動どうのように跳はねる自分の言血を感じながら、再び戻ってきた街の遠い賑にぎわいに耳を傾かたむけた。




　　　　□　□　□




　俺達が揃そろって宿を出たのは既すでに正午を過ぎた頃だった。昼食を屋台で済ませ、アルナリス様と俺が着るための平服を買った。その代わりにアルナリス様の服を布商人に買い取らせたのだが、随ずい分ぶんと高い値がついた。さすがに生き地じからして高級なのだろう。最後にベオル達のために肉を買って宿に戻ったが、しばらくするとイルナがまた外に行きたいと言い出した。

〔いいんじゃないかな。夕ご飯まで時間もあるし〕

　アルナリス様は吞のん気きに言うが、正直賛さん成せいしかねる。声に出さず手しゆ語ごで反論した。

〔でも、イルナが本当に逃げ出さない保証なんてありませんよ〕

〔ユウファはイルナのことが信じられないの？〕

〔もとは襲しゆう撃げき犯はんの仲間ですから。味方だなんて都合のいい話、そう簡単には吞のみ込めません〕

〔でも、何回も助けられたよ？　お金だってこの宿にしたって、イルナのおかげだと思うけど〕

〔そりゃそうですが……最低でも、忠ちゆう誠せい心しんから助けているわけじゃないんですよ？　マジス＝バランの長官との取引で雇やとわれたって言うなら、結局金で動いてるだけです。もしも敵が接せつ触しよくしてきて金をちらつかせたら、簡単に裏切るかもしれない〕

　アルナリス様がむっと口を膨ふくらませる。どうだ、図星だろう。言葉にならないもごもごした指の動きが、彼女の胸の前で漂ただよっている。すると横からイルナの声。

「ちょっと、何密談してるのよ。気分悪いわね」

　彼女は近くにあった椅子に腰を下ろすと、投げ遣やりな視線でこちらを見る。

「どうせ無神経くんはあたしを信用してないんでしょ？」

　察しだけはいいな、こいつ。

「あたしは本を読みに行くだけよ。どこにも行かないって。誓ちかってもいいわ」

「誓われたって何の役にも立たない」

「なんならアルナの王おう歌かで命令したっていい。それくらい朝飯前じゃないの」

　自信満々の顔がやたらと癪しやくに障さわる。こんなこと言うやつはやっぱり怪しいじゃないかとアルナリス様の方を振り返ると、なぜか苦笑を返された。

〔ユウファは逆なんじゃないかな〕

〔……何がですか〕

〔ユウファはね、信用できないんじゃなくて、信用していないだけだと思うな。結局、イルナが私達を好きになってくれるようなこと、何もしてないでしょ？　そうしたらイルナが私達を信用することだってないもん。お互いに信用したくないから、信用できないんだよ〕

〔捕ほ虜りよに好かれる必要はないと思いますが。敵は敵、怪しい奴は怪しい奴です〕

〔もー、またそういうこと言う。そんなんだから無ぶ愛あい想そうだって言われるんだよ？〕

〔……今は顔の話は関係ないですよね〕

〔関係あるの。ユウファの表情が変わらないのはね、昔から割りきって物事を考えているからだよ。冷静さはユウファの強みでもあるけど、人はもっと複雑なんだから。イルナが仮に敵だとしても、イルナの全部が敵ってわけじゃないでしょー。別の部分にも目を向けなきゃ〕

〔だからって敵と仲良くしないといけないんですか？　こんな状況だっていうのに〕

〔こんな状況だから、だよ。そんなにイルナを信用できないなら、こう考えたらどうかな。利用できるものは利用した方がいい。彼女に貸しを作っておけば後々役に立つかもーって。誰も助けてくれない状況だからこそ、私達が何かしないと始まらないんだよ。もしユウファが心配なら、一緒に外に行ってみたらいいし〕

　彼女はまくしたてるように手を動かし、そう言った。口……じゃない、手を挟はさむ隙すきもない。

〔いやいや……それだとアルナリス様の身が危ないじゃないですか〕

〔私にはベオルがいるよ。もし心配なら、二人が帰ってくるまでずっとベオルの傍そばにいるから〕

〔……まだ、俺がアルナリス様を守るのが嫌なんですか〕

〔そうじゃないよ。絶対ユウファが守ってくれるって分かってるもん。でも、守るっていうのは、ずっと隣にいるってことじゃないでしょ？　私達のためにユウファと少し離れることが必要なら、やっぱりそうした方がいい〕

〔いや全員で外に行くべきです。それなら俺も安心できます〕

〔ダメなの。それじゃ何も変わらないもん。ユウファは私の心配ばかりして、ちゃんとイルナのこと考えてないんだから。少しはちゃんと彼女のことを考えてあげなきゃ……〕

　どうしてこんな怪しい奴のことを考えなきゃならんのだ。昔から他人に甘い性格だと思ってはいたが、これじゃお人ひと好よしが過ぎる。……だが、アルナリス様が何やら怖いくらいにっこりと笑っていて、俺の思考は自然と諦あきらめに突入した。彼女がこういう顔をしているときはもう駄だ目めだ。意見を変えさせようとしたら、日が暮れてしまうに違いない。

〔……分かりましたよ。それなら約束してください。ベオルの傍から絶対に離れないこと。何か身の危険を感じたらすぐにベオルに乗って、逃げること。いいですね？〕

〔うん。分かった〕

　彼女は満面の笑みで頷く。こっちは脱力するしかない。

「……おい、イルナ。お前の散歩には俺が同行する。さっさと用事を済ませろよ」

　アルナリス様の決定を伝えると、イルナは俺達を見比べて、あら、と意外そうな声を出した。

「アルナは守らなくていいの？」

「ベオルに任せる。パルもいるから、犬二頭なら人間の一人や二人どうにでもなるだろ」

「そう言う割に全然納得いってる顔してないけど」

「黙れ。俺の顔はいつもこうなんだよ。さっさと行くぞ！」

　手を振って送り出すアルナリス様を尻しり目めに宿を出る。場所はイルナしか知らないのだから、こちらは黙ってついていくしかない。彼女が器用に人混みを縫ぬって進んでいく一方、俺はそれを必死に追いかける。西区から一度大通りに出て、街の中心へと向かった。

　昼時の道は一段と増えた人混みと喧けん噪そうで飽和していた。頭上を通る連絡橋にも多くの商人が行き交い、屋根の上と大通りの間で売買をやりとりする者までいる。乾燥肉の塊かたまりが降ってくるかと思えば、金貨一枚が上に向かって投げ渡されるといった具合だ。薄はく紗さを纏まとった女達は通りかかる男の手を取って細道に誘い、物もの乞ごいの子供達は通り中を駆かけ回って物を盗んでいた。

　これが祭りというものなのか。こういう場所は避けて生きてきたために何もかもが異様だ。作物の豊ほう穣じようを祝い、物を食べ、酒を飲み、友と語り、女と笑い、街全体が熱気を帯びる。人々が話す言葉には少なくない言げん血けつが混じっていて、多くの人間が語ればそれだけ漂ただよう言血も多くなる。本来耀よう天てん祭さいは言血の源である太陽を祀まつる祭だが、実際は往来する人々の喜ばしい言血を穀こく物もつに浸しみ込ませ、また人に還かえすためだと聞いたことがある。まだ耀天祭が始まるまで二日あるというのに、街は既に独特の高こう揚よう感かんで支配されているような気がした。

　そして案の定、俺は気持ちが悪い。大気に溶とけ込む言血はほとんどの人間にとって気付け薬のようなものでしかないが、俺にとっては煮え湯に浸つかっているも同じだ。人混みが増すにつれて神経に針を通されるような感覚を覚える。早く部屋に戻って引き籠こもりたい。

「……な、なあ、イルナ」

「何」

「あんまり速く歩くなよ。俺はお前ほど上う手まく進めないんだ」

「さっさとしろ、て言ったのは誰よ」

「……俺。だから前ぜん言げん撤てつ回かいする。ゆっくり歩いてくれないか。こういうところが苦手なんだ」

　イルナはきょとんとして歩みを止めた。そして「顔色悪いわよ」と顔を覗のぞき込んでくる。

「冗談でなく顔が死んでるけど。疲れてるんじゃない？」

「そうじゃない。俺は言血の影響を受けやすい体質なんだ。……言血って分かるか？」

「馬鹿にしないで」

「……言血を外に出すのは得意だが、中にも入りやすい。だからこういう言血の濃度が濃いところはつらいんだよ。熱くて毒みたいな、何ていうか真っ赤な毒を塗ぬりたくられたみたいな……って、なんでこんなこと話してるんだっ……くそっ。頭がくらくらする」

　思わず悪あく態たいを吐つくと、隣に並んだイルナがにやりと笑みを浮かべて見つめてくる。そして不意に袂たもとから一本の小刀を取り出した。よく見ると、それは森で取り上げたはずのものだ。

「ねえ、王女様の護ご衛えいさん。ちょっと油断し過ぎじゃないかしら？」

「なっ、いつの間にそれを──」

「アルナからくすねたわ」

　とっさに奪い返そうとするが、手は宙を摑つかみイルナは瞬時に二歩の距離を取る。

「そんなのろまじゃ、子供だって捕まらないわよ。それで本当に王女様を守るつもり？」

「くそっ！」

　また逃げられる。飛び掛かり、逃げられ、飛び掛かり、逃げられ、魚のように人混みをすり抜ける彼女を無我夢中で追いかける。次し第だいになぜ自分が追いかけているのかもよく分からないほど頭が混乱し始め、それでも小刀は取り返さなければという強きよう迫はく観かん念ねんにとらわれる。

　そしてある時、人の流れから離れたところでイルナが立ち止まった。細い路地でひと気もなく、大通りにいる人間は絶対に気付かないような日ひ陰かげの空間。言げん血けつが薄れ急速に意識が戻る中、ふと自分が袋ふくろ小路こうじに誘い込まれていることに気付く。路地の入口には体格の大きな男が一人。

　しまった、嵌められ──

「──はい、到着ね」

「……へ？」

「ここよ。あたしが来たかったところ。カッツェンの書物保管所」

　イルナは袂に小刀をしまうと通路のどん詰づまりにある大きな鉄てつ扉ぴを押した。

「な、え？　あれ？　ここに俺を誘い込んだんじゃないのか？」

「そりゃまあ、ほんとに歩くのが遅かったから。餌えさで釣つったら少しは元気になったでしょ」

「小刀は」

「それは返さない。アルナが預けてくれたんだもの。もうあたしのものよ」

　言血にあてられたせいか、余よ程ほど思考が鈍にぶっていたのか。挟きよう撃げきを仕し掛かけてきたと思った後ろの男も、すぐに手前の建物に入ってしまい完全な通りがかりだったと分かる。イルナがとうとう本ほん性しようを現したと思い込み、必死に追いかけていた自分が酷ひどく間抜けに思われた。……まったく、日頃の鍛たん錬れんが足りないからこうなるんだ。どんなに強い言血を浴あびようと、自分の言血をしっかりと繫つないでいれば関係ないはずなのに。

「ねえ、早く来なさいよ」

　イルナに促うながされてとぼとぼと建物に足を踏み入れる。入口のすぐそばに受付があり老人が座っていたが、イルナは彼に「ちょっと見させて頂ちよう戴だいね」と言い放つと、どんどんと奥に進んでいった。外から見た限りだと随ずい分ぶんと高い建物だったが、どうやら全ての階に本が収まっているらしい。独特の乾いた紙の匂いに触ふれて、どことなく懐なつかしいものを覚えた。

「この建物は昔、穀こく物もつ倉そう庫こだったの。湿気も籠こもらないし、紙を保管するのには最適なのよ」

「……随分沢山の書物があるんだな。こんな簡単に読めるものなのか」

「このうちの半分がカッツェンの交易所が付けている契約だの、決算だの、交易品目だの、そういうものだからよ。ほら、背せ表びよう紙しが付いてないのが多いでしょ？　書物保管所って言っても、まともに綴とじられたものはそう多くないわけ。さして価値のあるものじゃないってこと」

「それでも保管するものなのか？　紙自体がとても高価なものだろ」

「一部の人間には必要なのよ。たとえばあたしにとっては宝の山ね。毎年の収しゆう穫かく量りようや天候、どこの商会所にどれくらいの資材が残っているか、ここに全て書いてある。きちんと分析できれば商売する上で有利に立てるわけ」

「……お前は商売で身を立てているってことか？」

「商売って言っても売るのは情報だけどね。どこの小麦の出来がいいか、どこで何を作って、何を売れば儲もうかるのか、予測を立てて商人達に教えるの。ものは要らないから安上がりよ」

　だから旅人なのか。赤レ燕ポのル国ガの官かん庁ちようにも似たようなことをする部ぶ署しよがあるが、そこで立てられる予測は全て国政に利用される。庶民の側に同じ役目を負った人間がいてもおかしくない。

「もしかして……ここにある本を全部読んでるわけじゃないよな」

「大体は目を通してるわ。長くて一、二か月は入り浸びたるもの。まあ今回はお金が底をついて、別の仕事に手を貸す羽目になったけど。まだ調べていない本が少しだけあるのよ」

「つまり、別に儲かってるわけじゃない、と」

「……うざっ。あのねえ、赤レ燕ポのル国ガの中小都市が銀ぎん環かん同どう盟めいを結んで以来、互いに抜け駆がけが禁じられているの。皆、一つの商工組合に統合されちゃったから競争も起きないし、私の顧こ客きやくも減ったのよ」

「それなら無む駄だ足あしだろ。客がいないなら意味がない」

「マジス＝バランとか大都市にはお客がいるから。ディナンだって得意客よ」

「……はあ。ってことは、大都市は同盟に入っていないのか」

「ちょっと、そんなことも知らないわけ？　この国にあるマジス＝バラン、ザイ＝バラン、ヒルヤ＝バランの三大都市、それに他の国にもあるバラン都市群は、もともと互いに協力関係にあるのよ。巨大な街と巨大な資本、国との繫つながりも深いし、何より合理主義かつ強欲主義。まあ、あたしとしてはいい商売になるんだけど。で、それに対抗して結ばれたのが銀環同盟。大街道も整備されて、最近勢いに乗ってきてるし──」

「……なんか、お前、楽しそうだな」

「え」

　指摘されて自分でも饒じよう舌ぜつぶりに気付いたのか、イルナは押し黙ると少しだけ頰ほおを染そめた。書物保管所に入ってからのイルナの表情は妙みように生き生きとしているし、余程自分の仕事が好きなのだろう。ここまで熱心だと、長官ディナンとの繫がりも本当のように思えてくる。

　イルナは随ずい分ぶんと古ぼけた本を数すう冊さつ選びだし、それを窓際に持っていった。そして明るい床の上に座り込むと本を慎しん重ちように開き、片かた眼鏡めがねを胸元から取り出す。彼女の首に金きんの鎖くさり紐ひもでぶらさげていたらしい。彼女はそれを右目の前に掲かかげて紙面を見つめる。

　俺もちらりと本を覗のぞいてみたが、細かい文字という以前に言葉が分からなかった。明らかに今使われている言葉とは異なるものだ。王おう歌かが作られた時代のものなのかもしれない。何が面白いのか皆かい目もく見当はつかないが、イルナはどこか幸せそうに微笑ほほえみを浮かべている。不意に髪を耳にかけたりすると、意外な程整った横顔がはっきりとした。暗い森の中では少年のようだと思ったが、こうやって日の下で見ると男らしいというより凛り々りしいという形容がふさわしい。まっすぐな鼻はな筋すじと綺麗な眉まゆ。アルナリス様のような柔らかさはないが別種の魅み力りよくがある。

「……なあに。その顔で黙って見つめられると、すごく不気味なんだけど」

「別に何でもない。ところで、その頭に巻いた布は西方の風習だろう？　お前はそっちから来たのか？　それともそういう趣味でもあるのか？」

　何なに気げなく尋ねると、なぜかイルナは不機嫌そうに額ひたいを歪ゆがめ再び書物に視線を戻す。そしてこちらの質問など聞こえなかったとでも言うように、突然尋ねてきた。

「ねえ、あなたって幼い子が好きなの？」

「───────……はあ？」

「いや、宿を出た時もそうだけど、あなたってアルナの言うことは素直に聞くじゃない。普段はどんな命令にも唾つば吐はき返すみたいな顔してるのに」

「……そもそもアルナリス様は幼くないし、ただの幼おさな馴な染じみだ」

「一いつ介かいの士官がどうして王族と幼馴染みなわけ？　おかしいでしょ」

「……偶然だよ、偶然」

「ふーん」

「なんだよ、その反応は」

「他意はないわ。というか、幼い子が好きなのは否定しないのね」

　イルナは肩をすくめると、再び読書に熱中し始めた。質問の意図を問いただそうと思っても、向こうは完全に聞く耳を持たない様子。……今のやり取りにどういう意図があるんだ？　実際、アルナリス様とは幼馴染みだが、それは本当に偶然の結果だ。毎日会えるのはたったの半時、人のいない書庫で会話をするだけの仲だった。ここ五年はまともに顔を合わせることすらなかったのだ。それに彼女は迎ぎよう燕えんの儀ぎを迎えていよいよ成人になる。これ以降、王族は各国を周遊する旅が始まり、その中で様々な王族や貴族達と交流し結婚相手を探すのだ。俺は旅に付き従したがい、護ご衛えいをするだけの人間。もちろん、それ以上でもそれ以下でもない……

　一瞬、五年前に彼女と交わした約束が脳のう裏りをよぎる。でもそれはそれだ。俺は確かにあれを覚えているが、彼女が覚えているとは限らない。なにせ五年なのだ。俺はその間六人の命を奪ったし、それ以上の回数危ない目にあった。もう純じゆん粋すいにあの頃の夢が実現できるとは思っていない。俺は護ご舞ぶ官かんで、彼女は王女。それはもはや、一生覆くつがえらないことなのだ──……
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　……──塔のように聳そびえ立つ書しよ棚だなだった。静せい寂じやくに満ちた空気が全身にのしかかってくるようで、息が詰まった。どうして書庫に迷い込んだのか。まだ士官試験も受けず、雑用として武官連に通っていた頃。きっと誰かに本を仕し舞まってこいと言われたのかもしれない。

　そうだ。本を仕舞わなければ。でも書庫は広大で、その時の俺は文字もまともに読めない。だから当てもなく歩き回って、途と方ほうに暮れて、次し第だいに本を持つ手が痛くなった。夕陽が窓から差し込んできて、書庫全体が燃えているように思えた。物音一つない部屋。墓地に取り残されたような心細さ。俺は恐ろしくなった。しかし誰かを呼ぼうにも、人のいる気配はない。

　それでとうとう泣き出した。嗚お咽えつを嚙かみ殺すようにひっそりと泣いた。しかし、ふと目の前に梯はし子ごがあることに気が付く。高い梯子だ。視線を上げていくと、書しよ棚だなの天てつ辺ぺんに誰かが座っていた。小さな足がぷらぷらと揺れている。本を読んでいるのだろうか。

　思わず呼びかけていた。とにかく人がいることが嬉うれしかったのか、こんな書庫にいる人間は実は化け物ではないかと不安だったのか。それでもとにかく相手はこちらに気付いて、梯子を降りてくる。随ずい分ぶん小さな化け物だ。すぐ近くまでやってきて、相手も子供だと分かる。

　深い青色の髪の女の子だった。彼女は綺麗な服を着ていたが、腕や足に包帯を巻いていた。

「君、誰？」

　そう尋ねると、彼女はじっとこちらを見つめてきた。

「どうして書庫にいるの？」

　一向に相手が口を開かないから、俺は困ってしまった。向こうは観察を終えると不意に手を顔の前に持ってくる。そして人差し指を立てて、唇の前に置いた。

「静かに……ってこと？」

　こくりと彼女が頷き、可愛かわいらしく笑った。

「……でも、これを仕舞わないといけないんだよ」

　本を見せると彼女は少し考えた後、俺の手を取った。滑なめらかな手だと思った。稽けい古こで傷だらけの自分の手とは全く別のもの。大切に握にぎらなければ、粉々になりそうな細い手。それから不思議な香りに心を奪われる。森を駆かける風をかき集めたような透明な香り。

　彼女はある書棚の前で止まると上を指差した。丁度渡わたされた本と同じくらいの隙すき間まがある。

「あそこ？　でも、僕じゃ届かないや」

　背伸びをしても段一つ分高い。少女は周囲をきょろきょろと見回すと一番下の段に置いてある本を抜き出して、それを積み始めた。階段を作り、靴くつを脱ぬいでその上に上る。彼女の頰ほおが少しだけ赤くなっていて、きっとどきどきしているのだと思った。本の上に乗るなんていけないことだ。でも本を渡して代わりに元の位置に戻してもらった時、自分も心臓が大きく鳴っているのを感じた。自分も一緒にいけないことをしているのだと思った。

　少女と一緒に足場に使った本を片付けた。それから、

「ありがとう」

　と言うと彼女ははにかんで、また人差し指を唇の前で立てた。どういう意味だろう。

　静かに、じゃないな。そうじゃなくて……

「秘密だね」

　彼女は花が咲さいたように笑った。俺はその時、初めて人に見み惚とれたのだと思う。青い髪も赤い部屋もそして音一つない静けさも、全てが鮮あざやかに彼女の笑顔を彩いろどっていた。俺の言げん血けつの、一番深いところに刻きざまれた光景。触ふれるたびにどうしようもない疼うずきを覚える傷のような、一つの記憶──……
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「ちょっと、起きなさいよ。居い眠ねむりさん」

「……んあ？」

「んあ？　じゃないわよ。もう五つ時よ」

　呆あきれ顔のイルナがこちらを見下ろしていた。自分はいったいどこにいるのかと考えて急速に意識が覚かく醒せいする。床に染しみ込む太陽の光は赤みを帯び、あたりの影も大分濃くなっていた。

「随ずい分ぶんとぐっすり寝てたようだけど。いい夢でも見た？」

　紙の匂においや静けさのあまりつい昔の夢に引き込まれてしまったのか。イルナを見張らなければと自分で言っておきながら、この失態は酷ひどい。なんという腑ふ抜ぬけ具合。

「……そっちの仕事は終わったのかよ」

「何とかね。大した収しゆう穫かくもなかったけど。早く帰りましょ。アルナは外で待ってるんでしょ？」

　保管所を出て大通りに戻ると昼とはやや趣おもむきの異なる空気が流れている。相変わらず言血の濃度が高いことは確かだが、あの煮え立つような熱気はない。道を通る女達は明らかに露出の多い踊おどり子衣い装しようを身に纏まとい、所によっては見世物をやっている。子供達の姿は見えなくなり、通りの流れもゆったりとしたものに変わっていた。ふと、隣を歩いていたイルナに、

「これまで耀よう天てん祭さいに来たことはあるのか？」

　と尋ねると、思いのほか素直な答えが返ってくる。

「カッツェンでは初めてよ。けど、この時期は大体この国のどこかにいるわね。取引相手が皆集まってくるんだから。マジス＝バランとかは何回か行ったことがあるわ」

「マジス＝バランの耀天祭って、あの虫飼いが集まるとか言う」

「そうそう。赤レ燕ポのル国ガ中の虫飼いが集まるのよ。蜻蛉とんぼとか蜂はちとか蝶ちようとか、凄すごい量よ。それに祭の終わりには虫飼い達の笛の大音声ね。蛍ほたるとかも集まるから、本当に見事なものよ」

「マジス＝バランに行っても、ずっと本を読んでるのか」

「んー……まあ、商売相手と会ったり、色々かしら。あの街にある本はカッツェンの五倍じゃきかないから、そう簡単に読み切れるものじゃないし。それにバラン都市群はどこも古い建物が残っていて、案外教会の壁画とか勉強になるのよね」

　そう語るイルナは実に楽しそうな顔をしていた。書庫で話しているときにも思ったが、こいつは自分の好きなことを話すとき目の輝きが明らかに増すのだ。普段は妙みように冷めた印象も受けるが、この時ばかりは不思議と子供っぽい。楽しくてたまらない、という感じがよく分かる。

　二人で言葉を交わしながら歩いていると、人混みの中でもあまり気分が悪くならない。周囲の言げん血けつに意識が向かないせいか、行きで感じた苦しさはなかった。しかし、屋台も数が増えて道は狭せばまり、人の流れは遅い。しかも大通りでは牛車同士が接触して横転するという事故があったらしい。一いつ旦たん中央広場に出て迂う回かいしたほうがいいかと一人思案していると、

「そう怖い顔しなくてもいいじゃない。この時間帯ならどこの通りも混んでるわよ。お寝ね坊ぼうさんがいなければ、これに捕まらずに済んだでしょうけど」

　とイルナ。怖い顔……してるのか、俺。

「してるわよ。表情が読めないってのは普通に怖いでしょ。あなたはいつも不ふ機き嫌げんそうで、なおかつ不気味だし、近くにいると心が落ち着かないのよね」

「……俺は言血が乱れやすいって言っただろ。顔を動かさないのも言血制せい御ぎよの一いつ環かんだ」

「なんか奇き妙みような話ね」

「何がだよ」

「何も言わない王女様はころころ顔が変わるっていうのに、その護ご衛えいはぺらぺら喋しやべりながら顔がぴくりともしないんだもの。正直、あなた達が二人で会話する姿って、すごく変よ」

「そう言うお前は思ったことを全て言える性格で楽そうだな」

　イルナは冷やかな視線を浴びせてくるが、すぐに前に向き直る。そしてほとんど動きの止まった人の流れに溜ため息を吐ついた。

「いい加減、道で突っ立ってるのも馬鹿みたいね。近道でもしましょうか」

　近道？　路ろ地じ裏うらまで犇ひしめき合うこの人ひと垣がきにどんな抜け道が残されているのかと訝いぶかしむと、イルナはするりと道の端に進み、近くの建物の玄関扉を開いた。彼女の後を追って中に入ると、そこは厩うまや。突然の闖ちん入にゆう者しやに馬達はぴくりと耳を立てて、首をもたげた。

「なんで商工組合所に入るんだよ」

「通らせてもらうだけ。別に気にすることはないわ」

　……気にするのはお前じゃない。何なんだこの図太さは。ついていく身にもなって欲しい。イルナは階段を見つけると、いささかの躊ちゆう躇ちよもせずに上のぼっていく。商人らしき人間とすれ違ちがいぎょっとした眼まな差ざしを向けられるが、イルナがあまりに堂々と歩くせいで誰も声をかけようとはしない。彼女は我が物顔で連絡橋を渡り建物を移動し始めた。

「──ほら、目の前にあるものは利用しないと損じゃない？　この街の連絡橋は商人達が素早く移動できるように作られたのに、今使わないでどうするのって話よ」

　そう断言する彼女は階段を上がったり下がったり、あるいは分かれ道を選んだりと、次から次へと迷いなく歩を進める。まるであらかじめ通ったことがあるかのようだ。

「さっきの保管所で図面を見たの。三十年前に銀ぎん環かん同どう盟めいができて、この街の商業組合は一元化されたでしょ？　その時、案内図を作ったみたい。少し古い情報だったけど、役に立ったわ」

「お前って猫の血なのか？　確たしかまだお前の血種は聞いてないよな」

「……猫に決まってるでしょ。そうでなきゃ情報屋なんてやってられないわ」

　猫は生きた書物と呼ばれるほど物を覚えることに長たけ、知力が高い生き物だ。人間の中でも猫の血が混ざった者はやはり記憶に優れ、頭の回転が速い。……一つ疑問なのは、イルナのどこに形質変化があるのかということだ。見たところ腕や顔には現れていないから、服で隠されたところに猫の肌があるのかもしれない。そこまで考えて、ふと自分が彼女の身体をまさぐったことを思い出してしまい、何やら突然言げん血けつが乱れる。無心、無心。落ち着かねば。




　宿に着いたのは六つ時の前。近道のおかげでかなり早く帰ってくることができた。中広場に入るとアルナリス様はベオルに寄りかかるようにしてスゥと会話をしていた。そしてそのすぐそばには散乱した草と小こ瓶びん。それからアチェ酒の瓶が置いてある。彼女はこちらに気付くとふわふわと手を振ってきた。イルナは酒の瓶を拾い上げ、栓せんを抜いて匂いを嗅かぐ。そしてすぐに咳せき込むと顔を背そむけた。

「うわっ、ちょっ！　これ、とんでもなく強いお酒じゃない！　飲んだの？」

　アルナリス様は首を横に振るが、目はとろんとして、だらしない笑みが浮かんでいる。それから浮うわついた手つきで〔匂いをねー、嗅いだだけー〕などとのたまっていた。アチェ酒は穀こく物もつから作る酒精の割合が高い酒だ。飲まなくたって酒の溶とけ込んだ空気を吸えば酔う。

　イルナから瓶を受け取って中を覗のぞくと半分ほどなくなっていた。足元の小瓶を拾ってみると刻きざまれた数種類の草と共に酒らしき透明な液体が入っている。正体不明。怪しさしか感じない。だが、ふとそこから香る匂いを嗅かいで──あれ？

「アルナリス様の匂いがする」

「……うわー、気色悪いんですけど」

「変な意味じゃねえよ。お前も嗅いでみればいい」

　なぜか距離を取ろうとするイルナに小瓶を押し付ける。彼女は半はん信しん半はん疑ぎで鼻を近づけたが、匂いを確かめるとすぐに「ほんとだ」と同意を示す。

「アルナはすーっとした匂いがすると思ってけど、これだったのね」

　薄はつ荷かに近い透とう明めいな香り。決して不快ではないが、異質な印象は強い。

「……匂い薬だからね」

　そう言ったのはスゥだ。ベオルの頭から飛び上がると俺の肩に降り立つ。

「普段は作ってもらってるんだけど……アルナが瓶を王宮に置いて来ちゃったから」

　スゥ曰いわく酒で草の油分を抽ちゆう出しゆつするらしい。アチェ酒を用いたために普段より甘い香りがするが、代用品にはなるのだそうだ。アルナリス様は絶えず満面の笑みを浮かべてこちらを見ていたが、イルナが肩を貸して身体を起こそうとすると、急に彼女を抱き締しめる。

「ひぇっ、ちょっと、アルナっ！」

〔イルナはあったかいねー。お布ふ団とんみたーい〕

　と手がごにょごにょ動いているが、そもそもイルナの背中で動かしているために相手に見えるはずもない。これは手しゆ語ごの独ひとり言ごととでも言うのか？

「なんかほんとに酒臭いわよ。まだ日も暮れてないのに酔っぱらうなんて」

　イルナはアルナリス様を無理やり抱きかかえると階段を上って行く。アルナリス様の背せ丈たけが小さいために、姉が妹を抱いているようにしか見えなかった。

　二人を目で追っていると、不意にスゥが俺の肩に留まり、言う。

「……ユウファ達が帰ってくるのが遅いから、アルナは不安そうにしてたよ」

「そりゃ悪かったな。すまん。でも、別にベオルがいるから大丈夫だって言ったのは本人だぞ」

「……そういう意味じゃないんだけど」

「ならどういう意味だよ」

　なぜかスゥは何も答えず、溜ため息を漏もらして三階に飛んで行ってしまう。釈しやく然ぜんとしないまま俺も部屋に戻ろうとするが、不意につんざくような女の悲鳴。それからどたばたと床を鳴らす音が聞こえた。その瞬間、本能的に緊張が身体を駆かけ抜け、言げん血けつを束ねた脚あしで弾けるように地を蹴った。一いつ足そくで階段を上り、部屋へ駆ける。刀の柄つかに手を添そえて勢いきおいよく戸を開くと──

「ねえっ！　やめてっ！　ほんと、お願いだからっ！」

　床の上に倒れ今にも逃げ出さんとするイルナと、その腰にしがみつき服の中に手を突っ込むアルナリス様の姿。一瞬敵に襲おそわれでもしたかと思ったが、そもそもアルナリス様が悲鳴を上げるはずはない。イルナだって敵がいたくらいで悲鳴を上げるような輩やからじゃないだろう。俺は一挙に全身の言血がぶつぶつと千切れていくのを感じながら、イルナに尋ねる。

「……何やってんだよ。他の客の迷惑だろ」

「何って、いや、助けなさいよ！　今、あたしは襲われてるの！　アルナを止めて！」

「いいだろ……俺に触さわられるわけでもないし」

「あっ、あなたねえ！　ちょっと、無視する気？　ねえってばっ！」

　床の上で縺もつれ合う二人をそのままに椅い子すの上に座すわる。刀を外して一息つくとようやく落ち着けた。気を抜いていても帯刀時には最さい低てい限げんの気構えをしてしまうものだ。習慣は恐ろしい。

　スゥは扉ではなく開いた雨戸の隙すき間まから部屋に入り込んでくると、再び俺の肩に乗った。

「……なにこれ」

「知らん。姉妹は仲が良いんだろ」

　どうやらアルナリス様はイルナの服を脱ぬがせようとしているらしいのだが、小さな体たい軀くの少女が無言でにこにこと笑いつつ襲おそいかかる光景は……うん、まあ、微笑ほほえましいな。

「ねえ、スゥ！　アルナを止めてよ！　さっきからあたしの服を脱がそうと、うわっ、やめっ」

「……無理」

　アルナリス様はまたふわふわとした手つきで〔身体を綺麗にしなきゃだめだよー。ふきふきするんだよー〕と言っている。俺は仕方なく刀を持って立ち上がり、イルナの前に立った。

「アルナリス様はお前の身体を拭ふきたいらしい。お前だって汗臭いのは嫌だろ？　ただでさえ部屋が汚いんだからな。外で待っててやるから綺麗にしてもらえよ。水も汲くんできてやるって」

「は？　身体を拭くくらい一人でも出来るわよ！　あたしはアルナを止めてって言ってんの！」

「王女様が拭きたいって言ってるなら、任せればいいじゃないか。むしろ光栄だろ」

「そういう話じゃないって、えっ、ほんと、待って、待ってよっ！」

　部屋に置いてあった木き桶おけを持って井戸水を汲みにいき、部屋に運ぶ。準備が整う頃ころにはイルナも観念したのか、部屋の隅に追い詰つめられてアルナリス様のなすがままになっていた。




　扉の前で待っていると、時折イルナの悲鳴が聞こえてきた。スゥは外廊下の欄らん干かんに留とまり、羽の毛づくろいをしている。俺は一応刀を挿さし直し、部屋の前で用よう心じん棒ぼう。

「王族でも酒を飲むと人が変わるもんだな」

「……そう？　アルナの素はあれだと思うよ」

「そりゃ頑がん固こだし、子供っぽいとは思うが、普段はあそこまで強引じゃないだろ」

「嬉うれしいんだよ。歳の近い相手ができて。だから張り切っているんだと思う」

「貴族には友人がいるだろ」

「……貴族でも手しゆ語ごは話せないから。ボクに代読させないと話も出来ないし、それで友達だって思うのは無理じゃない？　相手だって気づまりだよ」

「それじゃあ、いつもはスゥと話すだけなのか」

「そう。母親も相手しないし。ユウファがいなくなってから随ずい分ぶん寂さみしがってた」

「……スゥは俺のこと昔から知ってたわけか。でも、寂しがってたなんて本当か？」

「噓だと思うの？」

「いや、そりゃ自惚うぬぼれでも本当なら嬉しい。けど誰だって、ずっと寂しいのはつらいだろ。俺はアルナリス様が友達と楽しく五年過ごしてくれていた方が嬉しい」

「……」

　スゥは毛づくろいをするたびに美しい緋ひ色いろの羽を広げる。それが夕時の菫すみれ色いろの光を透かし、磨みがかれた鉱石のように輝いた。翼が動くたび赤の諧かい調ちようが波を打って光る。

「スゥって案外喋しやべるんだな。内容はアルナリス様の話ばっかりだけど」

「……意外？」

「赤あか燕つばめはやかましいって聞いていた割に、第一印象は静かだったからな。とは言っても、俺が赤燕と会話したのはスゥが初めてで、比ひ較かくのしようもないんだが」

「そう……話しかけない方がいいのかな」

「そんなこと言ってないだろ。むしろ、もっと話せたら嬉しい。幸いなことに、俺もアルナリス様の話は好きだからな。聞きたいことはいくらでもある。それにスゥと話してると気分がいいんだよ。なんていうか……大きな宝石と知り合いみたいな気がして」

　スゥは一瞬だけ胸をぷくりとさせ、ちょこちょこと足踏みをする。それから少し弾むような声こわ音ねで「部屋の様子を見てくる」と言い置くと空に消えた。そしてすぐに戻ってきて肩に留とまると、もう入っても大丈夫だと言う。

　部屋の中では一通りの身体拭ふきが済んだらしく、イルナは既に服を着ていた。今は丁度アルナリス様に髪の毛を梳とかしてもらっているところだったのだが、その光景を見て一瞬思考が停止する。いや、正確には「イルナの頭を見て」だろうか。普段は布に覆おおわれている頭部が全ぜん貌ぼうを表し、亜あ麻ま色いろの髪は濡ぬれてぺたりと首くび筋すじに張り付いていた。しかし彼女の左右側頭部だけ、何か三角形の髪が突き出ている。それだけは水に濡れても萎しおれず、しかも思わず俺が息を吞のんだ時、そのふわふわした突とつ起きは音を聞き取ったかのようにぴくりと動いたのだった。……もはや疑うまでもないのだが、つまりそれは、

「──猫の耳？」
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　ぽろりと口を衝ついて出た言葉にイルナが振り返る。急な動きにこちらが驚くほどだったが、彼女は俺の顔を見ると忽たちまち表情を凍こおりつかせた。

「なんで入ってきてるの」

　怒った時の調子とは違い、それは鋭利な氷の刃を想起させる声音だった。彼女が射いかけてくる眼まな差ざしは明らかに敵意を持っていて、そこに先せん刻こくの朗ほがらかさは欠片かけらもない。なぜか身を投げ捨てるように脱力した彼女はなおも俺を睨にらみつけたまま冷やかに言った。

「この部屋から出ていって」

「……なんでだよ。お前は裸はだかになってるわけでもないし、俺だって別に何もしてないだろ」

「いいから出てって」

「どうして」

「理由なんてどうでもいいでしょ。あたしが出てけって言ってるの。いいから出てってよ！」

　徐じよ々じよにイルナが激げきしてくる。だがなぜか彼女の声には苛いら立だちだけではなく怯おびえのようなものを感じた。いや、本当に怯えているのだ。彼女の言葉と共に吐き出された言げん血けつが、俺の言血に浸しみ込んでくる。皮ひ膚ふを裂さくような冷たい言血。相手も自分も砕くだくような危うい感情。

　急変したイルナの態度に呆ぼう然ぜんとしていると、宥なだめようとしたのだろうか、アルナリス様がそっと彼女の肩に触ふれようとした。だがイルナはそれを振り払い、彼女を思いきり突き飛ばす。

　ドンッ、と酷ひどく大きな音と共にアルナリス様は壁に叩きつけられ、当とう惑わくに満ちた沈黙が部屋を支配する。俺は痛みに顔を歪ゆがめる王女を見て、次の瞬間には刀をイルナの首下に突き付けていた。切っ先が首を貫つらぬく前に止まることが出来たのは、アルナリス様の前だからだろうか。言血も通った刺し突とつ。あと少し腕を突き出せば、容易たやすく殺れる。

「ユウファ！」

　鋭い声を発したのはスゥだ。イルナは無言のまま表情を変えることもなく俺の目を見つめ返している。実に空くう虚きよな瞳。そして直感する。俺が彼女を敵と認識したように、彼女もまた俺を敵と認識したのだ。

「……一国の王女に怪け我がを負わせて無事に済すむと思ってんのか。俺はまだお前を信用したわけじゃない。もしもアルナリス様の障しよう害がいになるなら、躊躇ためらわず切り伏せるぞ」

「うるさい」

　ほとんど子供のようにイルナが吐き捨てる。だがこちらは既すでに言血を繫つないでいる。それくらいの挑発で感情の波が立つことはない。むしろ彼女の言葉に混じる怨えん嗟さの言血が手に取るようにわかった。……だが、理由は何だ？　彼女は怒っているのだろうが、自分にはその理由が一つも思い当たらなかった。確かに俺がイルナに嫌われていることは承しよう知ちだが、会話をするくらいはできていたはずだ。それが突然殺意の眼まな差ざし。まるで仇かたきをみるような目で俺を睨にらんでくる。俺は外で待って、部屋に入って、猫の耳を見ただけだ。その行為の内に一体どんな意味がある？

　イルナは傍かたわらに畳たたまれていた外がい套とうを被かぶると、顔を隠したまま部屋を出て行った。俺が手を出さないと思ったのか、あるいはもはやどうでもいいと思ったのか。声をかける暇ひまもない。寒々しい音と共に部屋の扉は閉められ、再び沈黙が降りた。刀を収おさめてアルナリス様の様子を確かめると、音の割わりに大事には至いたらなかったと分かる。まだ苦しそうに顔を歪めてはいたが、意識を失った様子もない。既に酔よいも醒さめているのか、彼女は落ち着いた表情で言った。

〔イルナを追いかけて〕

〔どうしてですか。さっき、アルナリス様はあいつに突き飛ばされたんですよ。ここに至いたってまだあいつが良い奴だと言うつもりなら、俺も呆あきれます〕

〔違うの。あれはイルナが悪いんじゃないんだよ。あれは……私が、悪いの〕

　アルナリス様はうな垂だれる。俺は反射的に出そうになる言葉をぐっとこらえ手を動かす。

〔……どうしてですか〕

〔だってユウファは猫の耳を見ちゃったでしょ？〕

〔そりゃそうですけど、俺が猫の耳を見ることがどうしてアルナリス様の咎とがになるんですか〕

〔猫の耳がどういうものか、ユウファは知ってる？〕

〔どういうものって……形態変化じゃないんですか。俺だって背中に蛇へびの鱗うろこがありますし、人によっては見られたくない人間がいるのも知っています。それじゃあ、イルナは猫の耳を見られたから怒ったって言うんですか〕

　あんな敵意を露あらわにするほど？　それこそ意味が分からない。しかしアルナリス様は〔そうだよ〕と言って俺をまっすぐ見つめた。

〔……あのね、猫の血が混ざっている人の中でも、猫の耳が形質として身体に現れるのは男の人だけなの。女の人は普通、猫の尾。もちろん男の人でも猫の耳は珍めずらしいよ。皮ひ膚ふだけじゃなくて身体器官自体が変形しているから。それだけ珍しい猫の耳を女の子が持っているのはすごく珍しいことで……〕

〔珍しいからって、それが何だっていうんですか。イルナはイルナでしょう〕

〔そうだけど……皆が皆、ユウファみたいに割り切れるわけじゃないんだと思う……。地方によっては、猫の耳を持って生まれた子は一家や街の長おさに選ばれる風習があるの。だからもしかしたら、イルナは女の子なのに猫の耳を持っていたせいで、色々と大変な目にあったんじゃないかなー。私はどうせ何も言えないから黙って見せてくれたんだと思うけど……〕

　アルナリス様は少しだけ自じ嘲ちよう的てきな笑みを浮かべ、それから躊躇ためらいがちに言葉を継ついだ。

〔……イルナは男の人に見られたくなかったんだと思う。イルナにとって、自分の形態変化はすごく嫌なものなんだよ。たぶんだけど、ユウファがイルナを男だと勘かん違ちがいした時彼女がすごく怒ったのは、猫の耳のことも関係していると思うの〕

　確かに俺は、イルナを男だと思い込んで無理やり身体を触さわり、その後も男みたいな身体だと言っている。……あの時あいつは本当に傷ついていたというのか。他愛たわいもない会話だと思っていたのは俺だけだったのか？　彼女の猫の耳を馬鹿にしてきた者と同じことを、俺もやっていたというのか？

　一いつ挙きよに言げん血けつが断線し、後悔が全身を満たしていく。そうか。猫の耳を見たことが問題なんじゃない。猫の耳を俺が見たことが問題だったのだ。「イルナはイルナ」とはよく言ったものだ。俺ばかりが一方的に割り切って、何事もなかったと思っていただけじゃないか。俺は最初からイルナを傷つけていた側の人間で、彼女は黙ってそれに耐たえていただけだ。俺の無愛想な顔から発される言葉のどれほどが冗談として受け取れるというのだ。

〔……でも、もとはと言えば、私が酔よっぱらっちゃったせいなんだよね。髪を洗っている途中に段々酔いが醒さめたんだけど、ユウファかスゥがいないと私、何も説明できないから……〕

　ごめんなさい、とアルナリス様まで萎しおれてしまう。すると刀を抜いた瞬間から距離を置いていたスゥが俺の肩に戻り、小さな声で言う。

「……ユウファは悪くないよ。ボクが見ただけでちゃんと確認しなかったせい。一言声をかけてたら、こんなことにならなかったのに……ごめんなさい」

　いや、彼女達は偶ぐう然ぜん舞台を整えてしまっただけだ。こうも最悪な状況を導みちびくように偶然が重なったことを、今いま更さら嘆なげいたところでどうしようもない。

　狭せまい部屋の中、重苦しい沈ちん黙もくが一人座ざを占しめていた。雨戸の隙すき間まから街の喧けん噪そうが微かすかに漏もれて来て、それが一いつ層そう俺達の間に横たわる静けさを際立たせる。

　今、俺はどうすればいいのか。考えるまでもない。それは既にアルナリス様が言っている。イルナを追いかける。追いかけて謝あやまる。それ以外に俺が出来ることなんて残されていない。後悔の感情に乱れた言げん血けつを繫つなぎ直す。そうだ。間違えたら正せ。どんなにイルナが怪あやしい奴だとしても、一人の少女を傷つけたことに変わりはないのだから。

「俺、イルナを探さがしてきます。アルナリス様はベオルと一緒にいてください」

　立ち上がると、耳元でスゥが言う。

「……ボクも探すの手伝うよ」

「いや、スゥはアルナリス様を守ってくれないか？　日が暮れたらますます敵は見えなくなる。それにもしものことがあったら、俺を探して呼んでくれないと困るだろ」

「でもボクだってイルナを探す責任が」

「ちゃんと連れて帰ってくるよ。スゥ達が謝るのはそれからでも遅くない」

　アルナリス様の方を見ると、透き通るような瞳に不安の色がありありと浮かんでいる。だが、俺が微笑ほほえむと少しだけ硬かたさが和やわらいだ。イルナにもこうして感情を伝えられればいいのだが。

　宿を出て通りの人混みに紛まぎれると、意識を身体の表面に集中させる。感じとるのはイルナの言血だ。言葉には遥はるかに及およばないが人間は常に微び量りようの言血を滲にじませている。イルナの言血がごく僅わずかであっても、この歓かん喜き極まる街の中ではとても分かりやすい。冷たく鋭い氷のような言血。すぐに切れてしまいそうな糸を手た繰ぐるように、俺はイルナの言血を追って歩き出す。

　彼女は裏道や連絡橋を一切使わず、ただふらふらと道を歩いたらしい。追うにつれて、彼女の言血は悲しみや後悔を感じさせるものに変わっていく。しかもそれがますます強く感じられるせいで、心臓を貫つらぬく針を延えん々えんと吞のみ込み続けるような気分だった。その上、大通りの言血は凄すさまじい。感覚を増ぞう幅ふくさせているせいで人々の言血は激しい力を持って俺の中に浸しみ込んでくる。全身の痛み、眩暈めまい、吐き気、そういった不快感の全てが自分を塗ぬり替えていった。イルナに謝るのだというその一心だけで、俺は吹き飛びそうな意識を繫ぎ止めるしかない。

　時折、疲ひ弊へいした心に、どうして自分はこんなことをしているのかという疑ぎ念ねんがよぎる。何のためにこれほどの苦痛を味わっているのか。イルナにそれだけの価値があるのか。割り切った方が、ずっと楽になれるんじゃないか。……俺は唇を嚙かむ。もう口の痛みも、言血の痛みも区別ができない。それでもその痛みの全ては自分がイルナに与えたものなのだ。

　俺は今、護ご舞ぶ官かんとして間違ったことをしているのだろう。現にアルナリス様に危険が及およんでいるかもしれない。もしかしたら、これも敵の策さく略りやくかもしれない。どうして上う手まく割り切れないのだろう。酷ひどくいらいらする……でも、それだけじゃない。俺は苛いら立だっているのだ。不用意に一人の少女を傷つけた自分に、全てを割り切ろうとした自分に、とても苛立っているのだ。




　　　　□　□　□




　やはりと言うか、何と言うか。イルナがいたのは書物保管所の前だった。大通りを散々歩いた揚あげ句く、冷やかな言げん血けつが流れ込んでいたのは小さな路地。その突き当たりに、外がい套とうを被かぶり、扉の前で座り込む一人の少女がいた。保管所の灯りは落ちていて、隘あい路ろを照らすのは通りから洩もれる艶あでやかな光だけ。祭の言血から抜け出すと全身を取り巻いていた熱気から解放され、痛みが引いていく。イルナの刺とげ々とげしい感情だけが、青ざめた夜よ闇やみの下、俺の言血を刺さしてくる。

　彼女の前に立つと布の下に隠された彼女の耳がぴくりと動いた。俺は地べたに胡坐あぐらをかき、刀を外して手前に置く。覗うかがうようにして顔を見れば、イルナの瞳が淡あわく光っていた。彼女は泣いていたのだ。

「……悪かった」

　そう言って頭を下げた。地面に着くほど深く腰を曲げる。

「俺がしたことは確かに無神経だった。改めて、今までのことを謝る。すまなかった」

　ゆっくりと顔を上げると、そこには恐ろしい程静かな眼まな差ざしを湛たたえたイルナがいる。彼女は何も言わず俺の顔を見つめていたが、やがて溜ため息を漏もらすように口を開いた。

「……どうして来たのよ」

「……」

「どうしてアルナを置いてくるのよ。あなたはあの子の護衛なんでしょ？　どうして律りち儀ぎにあたしを探さがして、謝りに来るのよ。もし何かあったら……」

「ベオルに任せてある。俺達の協力者は今お前だけなんだから、手放すわけにはいかないだろ」

　イルナは苦々しい笑みを浮かべ、小さくかぶりを振ってそれを否定する。

「そんなの噓よ。あたしはそんな価値のある人間じゃない。あたしもそこまで自うぬ惚ぼれてないわ。自分の身体を見られたくらいで動揺して、逃げ出して……それで仕事の報ほう酬しゆうがなくなるかもしれないって考えて、後悔してるの。ただの馬鹿よ。自分勝手な割に余裕がない。さっきも頭が真っ白になって、気付いたらアルナを突き飛ばしてた。いつもそう。自分のことだけで手いっぱいで、あなたみたいに落ち着いていられない」

「俺は落ち着いていながら間違えたんだぞ。全然意味ないだろ」

　イルナは一瞬ぽかんとして、それから少しだけ笑った。彼女は不意に外がい套とうを外し、頭を露あらわにする。暗がりではっきりとは見えないが、それでも二つの柔らかそうな猫の耳は、その存在を謳うたうようにぴんと立ち上がっていた。そしてまっすぐな眼まな差ざしとぶつかった。なんの意味も感情もない、どこまでも単たん純じゆんなその視線に、俺は胸を衝つかれるような思いがした。

「簡単に言えばね、この耳のせいであたしの家族は台無しになったの。周囲の人間に蔑さげすまれて、母親は耐えられずに出て行った。父親も必死に皆を見返そうとして、無む駄だ死じにした。ただ猫の耳だってだけで、あたしは女でも男でもない、化け物なのよ。あたしが男だったら、何の問題もなかったのにね」

「女だって何の問題もないだろ。お前の街じゃなければ、誰も迫害なんてしない」

「違う。そうじゃないわ。誰かに認められるかどうかじゃなくて、あたしが認められないの。あたしが、誰より自分のことを化け物だと思っていて、だから、誰より自分のことを好きになれない。いつまでたっても自分が嫌い」

「……俺達は別にお前を化け物だと思わない。それじゃ駄だ目めなのか？」

「駄目」

「じゃあ、俺はどうやって謝ればいいんだよ」

　俺の問い掛かけに、イルナは逡しゆん巡じゆんを見せた後、言葉を選びながらこう言った。

「……正直に言うと、あたしはあなたが怖いのよ。だから、あなたの言葉は信じられない。別に、あなたがあたしを馬鹿にするつもりがないのは分かってる。頭では分かっていても、怖いの。あなたの眼って、何を考えているか分からないんだもの。気を悪くしたら、ごめんなさい。でも、あなたの目は人を殺したことのある目だから」

　その言葉の意味を俺は尋ね返す気にならなかった。イルナがその目を見たことがあり、そしてその目を自分が持っていることは、確かな事実なのだ。彼女にとって俺の第一印象が悪いことは分かっていたが、問題はずっと根深いらしい。ただ、逆にここまではっきり言われると、こちらも力が抜けてしまう。イルナは少しだけおかしそうに言った。

「……ちょっと傷ついた？」

「……まあな」

「あなたも落ち込むことがあるのね」

「まあ、謝る相手にこうも手厳しい返しをされるとは思わなかったからな」

「ごめんなさい。でも、これでおあいこになるでしょ？　あたし、一方的に誰かを許すのって得意じゃないし、だったらお互いに傷つけて、それでおしまいにした方が簡単じゃない？」

「……折せつ角かく人が悩みを分かち合おうと歩み寄ったのに、酷い仕打ちだな。まったく」

　本当に笑ってしまうくらい。でも、なぜかイルナの表情は少しだけ明るかった。彼女は猫の耳をぴくぴくと震わせながら言った。

「だってあたしの悩みを分かち合うなんて無理だもの。この問題は自分でどうにかするしかないわ。あなたの無ぶ愛あい想そうだって同じ。誰もあなたの代わりに笑ってはくれないでしょ？　ただ、協定を結ぶのはどうかしら。あなたはあたしに、あたしが化け物じゃないってはっきり言ってくれた。だから、あたしももう、あなたを無愛想だって思わない。もう怖がったりしない。まあ、簡単には無理だけど、そう考えるように努力することを誓うっていう協定」

「なんだそりゃ。聞いたこともないぞ」

「今考えたんだもの、当然でしょ。あなたはまだあたしを信用しなくていい。あたしだってあなたを全部信用するわけじゃない。でも、猫の耳と無愛想に関しては、何も隠し事はなしよ。お互い、思ったことは言っちゃう性しよう分ぶんなんだから、こうした方が楽じゃないかしら」

　イルナは右手を差し出した。謝るつもりで来たのに、どういう風の吹き回しなのやら。俺は妙な脱力感と、しかしどこか心が軽くなるのを感じながらその手を握にぎり返した。

「よし、この際はっきり言わせてもらうが、お前の猫の耳はかなりかわいいと思うぞ」

　仕返しとばかり、俺がにやりと笑うと、イルナは少し照れ臭そうに頰を染そめる。

　しかし彼女はにやりと笑みを返し、こう言った。

「あなたの落ち込んだ顔も中々かわいかったわよ」
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　耀よう天てん祭さいの前日。イルナを巡めぐる一ひと悶もん着ちやくが落ち着いた一方で、俺達は宿に籠こもりひたすら時が過ぎるのを待っていた。王女への襲しゆう撃げきに関して何らかの情報があればいいのだが、カッツェンは祭に向かってますます活気づくばかり。スゥが偵てい察さつをしても目ぼしい結果はなかった。俺達が森で迎ぎよう燕えんの儀ぎを行うことになっていた三日間は今日で終わる。しかし王宮に異変が伝わったとしても、そこから事態が進展するにはもうしばらくかかるだろう。先行きの見えない状態にじりじりと焦りを感じ始めた頃、アルナリス様が突然妙みようなことを言い出した。

〔ねー、ユウファ、鍛か冶じ場ばを見てみたいなーって思うんだけど〕

〔……何言ってんですか。一日中物置部屋にいるのは退屈でしょうが、これでも俺達は命を狙ねらわれているんですよ。用事があるなら俺が代わりに行きますから〕

〔私が行きたいの。場所はスゥが調べてくれて、そこまでの道は連絡橋を通って人目を避さけられるってイルナが言ってたもん。それにもちろん皆で行くつもりだから、安心して？〕

　イルナとスゥの方を睨にらむと、俺の考えを察したのか両者とも視線を逸そらす。俺の知らぬ間に懐かい柔じゆうされていたわけだ。まあ、アルナリス様とイルナが身体の汗を拭ぬぐうとき俺は必ず部屋の外にいるわけで、スゥの助けを借りて密談をする時間なんていくらでもあるのだが。

〔そこまで心配する必要ないよ。まだ迎燕の儀を迎えてないから私は世間に人にん相そうがばれてないもん。今は普通の服を着ているんだし、誰も気付かないんじゃないかなー〕

〔んなわけないでしょう。雰囲気からして一いち目もく瞭りよう然ぜんです〕

〔……そうかなー。じゃあ、ユウファは私を守る自信がないっていうの？〕

〔そりゃ、自信はありますが……一体どうして鍛冶場なんですか。武器が欲しいとでも？〕

〔そんなの、勉強に決まってるでしょ。カッツェンには王宮の刀とう工こう庁ちようで働いていた人がいて、凄すごい人なんだってスゥが言ってたの。実地で学ぶいい機会かなーと思って〕

〔いい機会じゃありません。無事に耀天祭を終えたら各国歴れき訪ほうが始まるじゃないですか。それからでも遅くないでしょう。今あえて危険を冒おかす必要はないと思うんですが〕

　アルナリス様の手が止まる。彼女はいつものように頰ほおを膨ふくらませ、反論してきた。

〔私にとってお勉強は生死にかかわる問題なんだよ？　出来る限り色んなことを読んで、感じて、考えないといけないの。王おう歌かは私の言げん血けつの　　を使ってるんだから〕

　……なんだそれ。久ひさしぶりにアルナリス様の使う手しゆ語ごに分からない言葉が出てきて戸と惑まどってしまう。水流、という言葉に近いが、右手の動かし方がずれているような気もする。すると、

「……主脈」

　というスゥの助け船。しかしそれでも文意が理解できずにいると、今度はイルナが口を開く。

「言血の源みなもとのことよ。この世界にあるものは全て言血の統とう御せい下かにあって、その中で一番強固な縛しばりが主脈。要するに物の本質ね。これはそのまま寿じゆ命みようの長さにもなってる」

「じゃあ、兵士が刀術で使うような言げん血けつとは別ってことか」

「それは分脈の一つ。周囲の状態によって変わるから。変えやすく元に戻りやすい。あなただって言血を使ってもずっと強いわけじゃないでしょ。……というか、こんなことも知らないの？」

　睨にらみ返すと、イルナは馬鹿にしたように肩をすくめて視線を外した。

「それで、アルナリス様は自分の言血の主脈を使って──……」

　と、ようやくそれが何を意味するのか思い至いたって寒気を覚える。

〔王おう歌かを歌うたびに、命を削けずっていたってことですか。ってことは、俺の怪け我がを治すたびにアルナリス様の寿命は短く……しかも何回も何回も……〕

　頭から急速に血が引いていくのが自分でも感じられた。森で気を失った時だけではない。まだ書庫で会っていた頃は毎日のように稽けい古こで傷を作っていて、それをいつも彼女に治してもらっていたのだ。その積み重ねによってどれだけアルナリス様の命が──

　しかし彼女は苦笑を浮かべると、俺の推測を否定するように小さく首を振った。

〔そんなに怖がらなくても大丈夫だよ。人の傷を治す王歌は大きな負荷がかかることじゃないから。私はユウファの生命力を鼓こ舞ぶしているだけで、血とか肉とか失ったものを復元してるわけじゃないもん。むしろ分脈に自己暗示をかけるやり方に近いんじゃないかなー〕

〔……そ、そうなんですか〕

〔石を水に変えるとか、対象の主脈を書き換かえるためには沢山の言血を使ったりするよ？　でも、元々そういうことをするために王族は本を読んで、旅をして、沈ちん黙もくを守るんだよ〕

　言血は身体に取り込まれた言葉だ。従したがって言血を増やすには本を読むのが手っ取り早く、それを豊かにするためには経験が必要となる。さらには、言葉を発さないことで不用意に言血を消費せず、高い純度を保つ──ということらしい。今まで王族が言葉を話さないことはただのしきたりだと思っていたが、それが全て言血の為ためだと思うと納得がいく。

〔実際、農村の人達の寿命よりも士官の人達の寿命が長いんだよ。それはやっぱり本を読むからで、その分言血の主脈も多いってことなんだと思う。王族は言血を沢山使って大仕事をしないといけないから、長生きするのは大変なんだけどねー〕

　俗ぞくにいう最さい期ごの奇き蹟せき。確か先代国王は齢よわい六十で崩ほう御ぎよし、その時の送そう燕えんの儀ぎは俺も士官として参列した。先代の王歌は語り草となるほど見事なもので、死ぬ直前の三日間、国王はずっと王歌を歌い続けたらしい。そうして大街道を創った。歌によって森が拓ひらかれ、大地が固まり、赤レ燕ポのル国ガの中都市と大都市を結ぶ長大な道が、独ひとりでに出来上がったのだ。噂うわさで聞いた話だが、川を横断する部分では石が自然と転がり、組み合わさって橋が出来たという。

〔私の寿命を延のばすためだと思って、鍛か冶じ場ばに行こうよ〕

　無む邪じや気きに微笑ほほえむアルナリス様だが、そんな話を聞かされてしまっては彼女の最期を考えずにはいられない。分かってはいたつもりだ。あの書庫で語った彼女の未来が、子供の夢物語だったことは。しかしそれでも俺は心臓が重く轟とどろくのを感じた。彼女はもう、諦あきらめているのかもしれない。それゆえ、遣やり切れない思いはいっそう募つのってゆく。




　イルナの先導で網あみ目めのような街を移動した。相変わらずどこにでも入っていくが、イルナもアルナリス様も当然といった面おも持もちで歩くから、皆ぽかんと口を開けて見過ごしてしまう。俺とスゥだけがびくびくして二人の後ろについていくのだった。やがて目的の鍛か冶じ場ばの前に到着するが、街の端はしに位置する通りは往来する人影もなく、鍛冶場の扉も来る者を拒こばむように固く閉ざされていた。王宮付きの刀工だった人間がこんなところにいるものかと疑いたくなるが、悩んでいても仕方ない。

　アルナリス様は重たい扉を開いて、何とか隙すき間まを作ると一番先に入っていった。部屋の中は小さなカウンターと呼び鈴りんがあるだけで、窓から差し込む微かすかな陽光だけが唯ゆい一いつの灯りになっている。呼び鈴を鳴らすとしばらくして現れたのは、一羽の鳥。赤あか燕つばめだった。

「おやおやおやおや、見ない顔だ。若人わこうどが三人も揃そろって御ご用ようとは珍めずらしい」

　スゥと比べると声が低く、壮そう年ねんの男を思わせる。実際、羽の色もくすんで荒れており、かろうじて喉のど元もとの羽が往年の輝きをうかがわせるだけだ。俺は一歩前に出て、頭を下げる。

「すみません。俺達、旅商売をしていまして、妹のアルナがこちらの鍛冶場を見学させていただきたいと。あ、妹は刀工を目指しているんです。こいつは赤燕のスゥ」

　ぺこりと頭を下げるアルナリス様とその肩に乗って頭を下げるスゥ。相手の赤燕はこちらを一いち瞥べつすると小さく頷き、音おん吐と朗ろう々ろうと名乗りを上げた。

「私はオイゼルトハンガル、かつては刀とう工こう庁ちようの鉄かな敷しきを寝床としたものだが、今は鍛冶場で働いている。オイゼと呼んでくれて構わない。──おい！　バウデン！　ちょっと来てくれないか！」

　すると髭ひげ面づらの男が一人現れた。酔っぱらったように鼻先が赤く、身体は巌いわおのごとくがっしりとして首が太い。彼は舐なめるようにこちらを見るが、何も言葉を発さなかった。

「バウデンよ。このうら若き乙女おとめが鍛冶場を見学したいと言っている。まだ風かざ切きり羽ばも柔らかな赤燕もいるようだ──そういえば、スゥとやら、君はまさか王宮から逃げ出したわけじゃないだろう。とはいえ刀工庁の使いとも見受けられない。一体どこから来たのかね」

　思わずどきりとする。嫌なところを突く質問だ。しかしスゥは落ち着き払った様子で答えた。

「……昼山羊の国テテラ＝サテラのはぐれ鳥が集まる森です」

「ははあ、なるほどなるほど。あそこは確かに多くの鳥が住み着いていると聞くからなあ。どこでどう会ったのかは知らないが、この若者達と旅をしているというわけだ」

「……色々なものを見ることができますから。耀よう天てん祭さいもありますし」

「その通り。カッツェンのはぐれ燕にも会えるのだからねえ。修練の旅路とはいやはや素晴らしい。いやしかし、バウデン、どうだろう。こう言ってることだ。鍛冶場を見せてやらないか」

　バウデンと呼ばれた男は溜ため息のような鼻息を漏もらし、顎あごで付いてくるように合図した。

「ありがとうございます」

　と俺が言うと、アルナリス様も再びぺこりと頭を下げるが、その横顔は嬉き々きとしたもので溢あふれている。イルナはこういったものには興味がないらしく、ぼんやりとオイゼの挙動を眺ながめているだけだった。……しかしほんとに心臓の強い奴らだ。安あん堵どの溜ため息一つ吐つかない。

　カウンターの奥の部屋はすぐ鍛か冶じ場ばになっていたが意外と奥行きがあり、壁には制せい作さく途と中ちゆうの刀身が何本もかけられている。そして端はしには赤々と燃える炉ろが置いてあり、バウデンは炉の傍そばに戻るとすぐに炭をくべ始めた。深しん紅くの火花が逆さか巻まく波のように立ち昇のぼる。随ずい分ぶん離れてはいるが、鍛冶場には熱気が充じゆう満まんしていた。呼吸をすると胸がじんわりと温かく感じるほどだ。

「君達は丁度いい時に来たよ。今は炉を温めている途中だがね、もうすぐ下した鍛ぎたえが始まるところだ。妹さんは近くで見るといい。髪の毛が燃えないように気を付けなさい」

　アルナリス様は簪かんざしを抜き取ると長髪を後ろで一つにまとめ直し、ぐるりと巻いて刺さし止めた。それからスゥと共に恐る恐る炉の方へ近づいていく。バウデンはそれを気にする様子もなく淡たん々たんと炭を放り込んでいたが、不意に振り返ると妙みような手の動きをした。すると、アルナリス様は笑みを浮かべて手を動かし始める。手しゆ語ごに似ているが、俺には全く意味がとれない。

「あれは手話だよ。どうやら君の妹さんも言葉が喋しやべれないようだね」

　どうりで俺が理解できないわけだ。手話は王族以外の言葉を話せない者が用いる言語だ。手語と手の形が似ている言葉もあるが、文法が根本から違う。手語は王族だけの言語であっても、手話を王族が知らないわけではないのだろう。

「バウデンさんは言葉が喋れないんですか」

「そうだよ。それが原因で刀とう工こう庁ちようの首官の椅子を蹴ってこの街まで下って来たのだ。意い思し疎そ通つうができないことに嫌いや気けがさしたのだそうだ。とは言っても、もとから彼は人づきあいが悪いし、一人で刀を打つのが好きな男だがね」

「それじゃあ、お客の応対はオイゼさんが任されているんですね」

「無論だよ。私はもっぱら喋るのが仕事というわけだ。いやしかし、それはスゥも同じだろう？」

　専用の止まり木に乗ったオイゼがどこか楽しげに咽の喉どを震わせる。こちらの表情に浮かんだ動どう揺ようを見て取ると彼はおかしそうに口を開いた。

「いやなに、相棒となる赤あか燕つばめとはそういうものだ。時に口となり、頭となるのが人間と生きる鳥の役目だからね。我々は残念ながら器用な手先を持っていない。もはや鳥ちよう献けんは作れない世の中になってしまった。実に嘆なげかわしいことだよ。いつの間にか技術は失われていくものだ」

「……そうですね」

「時に、君達の名前を伺うかがっていなかったね」

「俺はユウファです。そっちはもう一人の妹のイルナ」

　紹介してもイルナは軽い会え釈しやくをするだけ。少しは演技しろとねめつけると、ぶっきらぼうに、

「……何よ」の一言。もうちょっと兄妹らしい振る舞いをして欲しいものだ。

　俺が脇わきを小こ突づくと、仕返しに思いきり足を踏まれた。オイゼはその様子を見て、「いやはや、随ずい分ぶんと仲のいい兄妹きようだいだ」と笑う。イルナは俺の顔を見ると不機嫌そうに顔をしかめて、そっぽを向いてしまった。……これでも、仲がいいのか……？

　と、不意にゴンッ、ゴンッと重い金属の音が耳に入る。炉ろの方に眼を遣やれば、赤く熱された鉄の棒にバウデンが槌つちを振り下ろしていた。

「下した鍛ぎたえだよ。あれを一人でこなせるのは赤レ燕ポのル国ガでもほとんどいない。しかも一枚の鋼はがねから鍛えているからね。硬こう度どの調整は全て火の入れ具合さ」

「はあ」

「おやおや、君は商売人の割に刀に詳くわしくないようだね。バウデンがやっているのは赤レ燕ポのル国ガで最も優れた刀である青せい刀とうと全く同じ製法なのだよ。士官達に配給される赤せき刀とうは大量に作れるよう造り込みの方法が異なるが、バウデンは一枚の鋼から打ち出す無む垢く鍛ぎたえで作っている。材料は岩グ喰ラいンのダ国ルで採さい掘くつされる最良の鉄だけを利用しているんだがね、それでも青刀には及およばない。玉たま鋼はがねに製せい錬れんする技術、それから血けつ晶しようを打ち込む技術が追いつかないのだ」

　次から次へと刀かたな鍛か冶じの説明がされるが、正直全く理解できない。こういうオイゼの語りを聞いているといかにスゥが無口な赤あか燕つばめであるかということを実感する。イルナに至いたっては完全に聞く気を失っているように見えた。だが、彼女は不意に何を思ったか、

「ねえ、バウデンは翼を作れるの？」

　と呟く。翼って何の話だ？　刀の名前にそんなものがあったか？　などと俺は首をひねるが、意外にもオイゼは即座に答えた。

「無理だよ。彼が三百年生きても無理だ」

「あなたでも？」

「ああ、無理だ。遡さかのぼる術すべはあるまい」

「……そう」

　溜ため息を漏もらすイルナは気落ちするようにも、初めから答えが分かっていたようにも見える。

「なあ、翼って何のことだよ。刀鍛冶が打つって、特別な得物の話か？」

　俺が尋ねるとイルナはくだらないことを聞くな、とでも言いたげな顔で睨にらんできた。

「何って、翼は翼よ。空を飛ぶためのものに決まってるでしょ。兄さんはものを知らないのね」

　呆あきれた口く調ちようで言い捨てられ、俺はそれ以上尋ねる気も起きない。こいつは自分が知っていることは全て常識だとでも思っているのか。兄としてそれは間違いだと頭に刻きざみ込んでやりたい。

「翼と言うのは鳥ちよう献けんのようなものだよ、ユウファ君。まだ人間がこれほどの繁はん栄えいを築いていなかった時代の産物だ。人間がそれを用いることで、空を飛んだという代しろ物ものさ」

「滑かつ空くう機きとは違うんですか。それなら俺も聞いたことがありますけど」

「色々想像はされているがね、かつて使ったことのある者は生きていまい。人間が自由に飛び回ることができたというのだから、我々には到とう底てい想像のつかないものだ。君達のような重い身体をどうやって空に浮かび上がらせるというのだろうね」

　イルナはどこか遠いものを見るようにアルナリス様の方へ視線を向けていた。思いつきなのか、それとも何か考えがあったのかは分からないが、彼女が翼に関心を持っていることは確かだろう。こいつもこいつなりに何かを目指しているのかもしれない。

「それにしても、君の妹さんは二人とも勉強熱心じゃないか。鼻が高いだろう」

「そ、そうですかね……」

「ずっと一緒に暮らしてきたのかい？」

「それは、まあ」

「それじゃあ、イルナ君だけ別のところで育ったわけだ」

　オイゼは何でもないようにそう言って、こちらの目を覗のぞき込むように首を傾かしげた。眇すがめるようなその眼まな差ざしの中に意図を読み取ることはできない。俺は恐る恐る尋ね返す。

「どうして、そう思うんですか？」

「いやなに、イルナ君の頭に巻いている布はチャフムだろう。愛の石の国ナーラの民が身に着けるものだ。スゥが昼山羊の国テテラ＝サテラで生まれ、アルナ君と仲が良いのであれば、自然、アルナ君はその近くで育ったと考えるのが妥だ当とうだろう。とすると、大陸の反対側でイルナ君は育ったことになる」

　愛の石の国ナーラは西方の砂漠の国だ。それに対して昼山羊の国テテラ＝サテラは北東に位置する小国家。スゥの作り話がこんなところで裏目に出るとは思わなかった。オイゼは既すでに噓うそに気付いているのだろうか。ここまで来るとイルナも警戒の色を隠さずオイゼに注意を向ける。

「私の店は特別だと言っただろう。バウデンの刀欲しさに世界中から客が訪おとずれるのだ。そうでなくとも赤レ燕ポのル国ガは交易が盛んな国だからね。自然と人を見る目は肥えるのだよ。それに何より、刀を見る目があることを忘れてほしくないものだ。ユウファ君、君の腰に挿さしてあるものを見せてもらってもいいかね」

「……嫌です」

「いや、その通りだ。簡単にそれを人に見せるようじゃ、いけないからね。この国に二本しか存在しない刀は大切に守ってもらう必要がある」

　既にオイゼの言葉からおどけた調子は消え去っていた。俺は万が一のために全身の言げん血けつを繫つなぎながら身構える。所しよ詮せん、鳥自体は大した脅きよう威いではない。問題は離れた位置にいるアルナリス様だ。しかしこちらの緊きん張ちようを知ってか知らずか、オイゼはなおも口を開く。

「もう少しまともな噓を考えておくべきじゃないかね、若わか者ものよ。百歩譲ゆずって人間の容よう姿しの違いはいいさ。血縁の濃さは確かに多様だからね。しかし兄妹が全く異なる風習を身に着けているのはおかしな話だ。ましてやまだ成人もしていないような若者達だろう。嗜し好こうの違いという言葉では到とう底てい説明しきれるものではない。まあ、青せい刀とうの柄つかと無口な少女を見れば大体の状況の察しはつく。バウデンも当然アルナ君が王女だというのは気付いているよ。それにスゥ！　あの若鳥だ！　全く、鍛か冶じ場ばを飛び回る燕つばめがあんなに綺麗な羽をしているわけがないだろう。私を見たまえ！　尾お羽ばねの端はしさえ焦げているんだぞ！　一目見て、彼女が普通の赤あか燕つばめではないことは分かるものだ。王おう鳥ちようにしては随ずい分ぶん無口だが、そんなことはどうでもよい」

「……俺達をどうするつもりですか」

「どうもしないさ！　王女が鍛か冶じ場ばを見たいと言ったから、見せてさしあげただけの話だ。それに我々はどんなに優れた腕を持っていても一いつ介かいの刀鍛冶に過ぎない。できれば君達の面めん倒どう事ごとには巻き込まれたくないからね。余計な詮せん索さくをするつもりもない。ただその青せい刀とうを紛ふん失しつするようなことだけは避けてほしいが」

　オイゼは気を許した風ではなかったが、噓は吐いていないようだった。これだけ大量の言葉を喋しやべられれば言げん血けつの感覚も強くなる。その上で疑わしいような言血は漂ただよっていない。俺は柄つかに手を添そえるのを止め、素直に礼を告げることにした。

「……お気き遣づかい、ありがとうございます。このことは他言無用でお願いできますか」

「うむ、よろしい」

　オイゼが口を閉じ、バウデンが槌つちを振り下ろす音だけが鍛冶場に絶え間なく響き渡る。アルナリス様は鉄の塊かたまりが真っ赤に熱され、鋭い火花を散らしながら叩かれる様さまに見入っていた。やがて一つの工程が終わったらしく、バウデンは手を止めて彼女と話し始める。アルナリス様が熱心なこともあってか、二人の会話は中々途切れない。手語にある動きから意味を類るい推すいしようとしてもやはり難しく、何かもどかしいものを感じた。すると突然イルナが鼻で笑って、

「不機嫌そうな顔してるわよ」

　と言ってくる。俺はいつも不機嫌そうな顔だろ、と言い返すと、

「いつもより険しいの。気疲れするから、そんなにぴりぴりしないでよ。これであたしの気持ちが少しは分かったでしょ？　目の前で自分の知らない言葉を話される感覚」

　疎そ外がいされた気分。いや、自分だけが彼女を理解できるという優ゆう越えつ感かんを失う感覚だろうか。言葉を共有できないということは世界を共有できないということであって、今バウデンと語り合うアルナリス様はそれだけで自分の知らない人間のように思える。

「俺とアルナリス様が話していると、お前も寂しいってことか」

「べ、別にあたしは……あなたこそそんな顔して、寂しいわけ？」

「ああ、寂しいよ。お前は寂しくなかったのか？」

　イルナの方を見つめると、彼女は目を伏ふせ苛いら立だたしげにぎりぎりと歯を食いしばっていた。しばらくすると俺にだけ聞こえるような小さな声で彼女が言う。

「……す、少しだけよ」

　恥ずかしいらしい。俺が笑って、「正直になった方が可愛かわいげがあるぞ」と呟くと、右みぎ脇わき腹ばらに強烈な拳こぶしを食らった。……ほんと、可愛げのないやつだ。




　アルナリス様の鍛冶場見学は結局丸一日かけて行われた。その間、俺とイルナは完成している刀を見せてもらったり、昼食をご馳ち走そうになったりしたのだが、オイゼは時折炉ろの方へ飛んでいってはバウデンと語り合い、刀の調整を手伝っていた。アルナリス様は二人のやりとりに絶たえず耳を傾かたむけ、驚くべき集中力で刀かたな鍛か冶じを学んでいたように思う。昔、自分は日がな一日本を読むしかないのだと語っていた彼女にとって、生の体験はそれほど貴き重ちようなのかもしれない。

　アルナリス様が炉の前から戻って来た時、彼女の頰ほおと鼻先は真っ赤に火ほ照てり、額ひたいにはたっぷり汗が浮かんでいた。それでも顔は満足げな笑みに満たされ、彼女は弾はじける手振りで言う。

〔すごーく楽しかったっ！〕

　これは手しゆ語ごだ。つい手語で答えかけてイルナに言われたことを思い出し、止める。

「……それは良かったですね。もうすぐ耀よう天てん祭さいの前夜祭が始まるらしいので、大広場を少しだけ覗のぞいていきましょう。宿の夕食には遅れそうですし、屋台にでも寄りますか」

　それからバウデン達に礼を告げ鍛冶場を出ようとすると、ふとオイゼに呼び止められる。

「ユウファ君、出過ぎた願いかもしれないが、もしよかったら、最後に一度だけバウデンに青せい刀とうを見せてやってくれないか。王宮を出て以来、模も範はんとなる刀に触ふれていないものでね」

　アルナリス様をちらりと見やり確認をとると、彼女はどうぞ、とでもいうように頷うなずいた。

　俺は下さげ緒おを解といて腰こし帯おびから抜き取り、刀を鞘さやごとバウデンに渡した。彼は慎しん重ちように両手でそれを受け取ると、鞘の細工に目を凝らし、それから刀を抜いて刀身や柄つかの具合を確かめた。両手で握り、片手で握り、逆さか手てに持ち替かえて握り、軽く横に薙なぐ。袈け裟さ、逆さか袈げ裟さ、絞しぼり打ち、突き、燕えん舞ぶの基本的な動作も一通り確認する。長さや厚み、反そりの傾けい斜しやを測るとしばらくじっと刀身を見つめていたが、やがてバウデンは丁寧に納のう刀とうしてこちらに青刀を返してきた。すると近くでそれを眺めていたオイゼがどこかしみじみとした調子で言う。

「我が祖先の一振りとは分かっていても、やはり惚れ惚れするような刀だね。これほど素直な刀をどうやったら打てるのか。……君の使い心地はどうだね。問題ないかい？」

「俺は刀に詳しくありませんが、言げん血けつの通り方が凄すごいとは思います。恐ろしいくらいに自分の意識が反映されて、思い通りに振れないってことがないくらいですよ」

「それは青刀が血けつ晶しようを均一に含ふくんでいるからだ。血晶は最も純粋な言血であって、その伝導率でこの世に並ならぶものはない。ただ材料として非常に希少な上、玉たま鋼はがねに溶とかすのか、鍛きたえる最中に打ち込むのか……色々と私達も試し行こう錯さく誤ごしているが正しい使い方が分かっていない。これこそが青刀を再現不可能にする難題なのだ。それでもやはり打ち続けるしかないのだがね」

　バウデンの肩に乗り苦笑気味に、しかしどこか泰たい然ぜんとして語るオイゼの姿は凛り々りしい。漠ばく然ぜんと、何の根こん拠きよもなく、彼が空に舞う姿は美しいのだろうと、俺はそんなことを思う。

「そうだ。最後に一つ、刀を見せてくれたお礼に話をしておこう。昨日、馴な染じみの刀商がやってきて聞かされたのだが──数か月前、王都にかなりの量の武器の注文があったらしい。戦を始める程の規き模ぼではないが、確かに何かが起こりそうだとね。これが意味することなど想像もつかないが、人生の先せん達だつとして当然の忠告をしよう。……よく物を考え、よく行動したまえ」

　俺達が改めて礼を告げると、彼は小さく首を振り朗ろう々ろうたる声を響かせた。

「若き刀工見習いへの助言さ。妹さんが立派な刀を打てるようになれることを祈っているよ」




　宿へと帰る途中、街の中心にある大広場に立ち寄ると大きな櫓やぐらが建っていた。櫓の一番上には篝かがり火びを焚たくための巨大な鉄てつ籠かごが設もうけられ、イルナによればこれが耀よう天てん祭さいの五日間に絶え間なく燃やされ続けるらしい。篝火は耀天祭で祀まつられるべき太陽の象しよう徴ちようだそうだ。

　既に日も落ちて暗がりになっていることから、アルナリス様と共に少しだけ広場を歩き回った。適当に屋台で食事を済ませた後、イルナの勧すすめでククスという飲み物屋に立ち寄る。ククスとは、アチェ酒を蒸じよう留りゆうする前の僅わずかに発酵した糖とう液えきに薬草を溶とかし込んだもので、飲むと舌にぴりぴりとした刺激が走る。とても甘いがアルナリス様が付けている匂い薬に似た澄すんだ香りがした。ちなみにククスを一杯買うと一緒に飴あめの棒ぼうを渡される。溶かして食べるもよし、別々に食べるもよし。かなり甘党な飲み物で、一杯飲めば当分甘いものは要いらないと思うだろう。

　初はじめ、アルナリス様はまた酔って失態を晒さらさないかと怯おびえていたが、一口舐めてからはあっという間に平らげてしまった。意外なのはイルナで、わざわざ自分の金を出して飴の棒を一本余計に買うと、ぽきぽきと飴を齧かじってはククスを一口含んで味わう、というのを楽しんでいた。隣で見ているだけでその甘さに辟へき易えきするが、本人はいたっておいしいらしい。

　七つ時の鐘が鳴ると周囲のざわめきが一段と大きくなり、やがて水を打ったように静まった。

「もうそろそろ前夜祭が始まるのね」

　イルナがそう言ったかと思うと、ぼうっ、という分厚い音と共に篝火に火が灯される。そして豪ごう勢せいな服を身に纏まとった男が櫓の壇だん上じように上がり、睥へい睨げいするように広場を見下ろした。

「──諸しよ君くん！　カッツェンに住む者もカッツェンを訪れた者も、今一つ、首長であるこのガダン＝モルタスにお時間をお貸しいただきたい。今宵、楽しい宴うたげを始める前に、遺い憾かんなる知らせを伝えねばならぬ。……実は先日、赤レ燕ポのル国ガ第一王女アルナリス＝カイ＝ベルヘス様が何者かに襲おそわれ、消息を絶ったという知らせが届いた！」

　広場の空気が忽たちまちどよめきに膨ふくらみあがり、寸すん前ぜんの静せい寂じやくが追いやられる。

「今年は王女の迎ぎよう燕えんの儀ぎも執とり行わなければならない。従したがって国王は耀天祭の間に何としてでも王女を見つけ出すおつもりである。そのため明日より赤レ燕ポのル国ガの全ての都市において臨りん時じの駐ちゆう屯とん所じよを設けるという勅ちよく令れいが下りた。急な決定とはなるが、王女のため我々も探たん索さくに協力しなければならぬだろう……」

　それから首長は耀天祭開始の言葉を述のべ始めたが、もはや最さい高こう潮ちように達した広場の喧けん噪そうの中で、彼の言葉を聞き取ることは出来なかった。イルナは残っていたククスを飲み干し、コップを店に返すと満足げに口を拭う。それからなぜかにやりと笑みを歪ませて言った。

「どうやらこれで、あたしは仕事を果たせるってわけね。マジス＝バランまでは遠いわよ？」

　……どういうことだ？　むしろ駐屯所が作られれば案内役としての仕事がなくなるだろうに。しかし、そんな考えを見み透すかしたようにアルナリス様が言う。

〔……駐ちゆう屯とん所じよを置くってことは、それなりに人員も武器も必要なことでしょ？　私達が襲しゆう撃げきされた後ヘイダスがすぐに王宮へ戻って報告したとしても、そう簡単にはできないよ。さっきオイゼさんが言っていたことも考えると、むしろ駐屯所はあらかじめ手配されていたんじゃないかなーって。私は……罠の可能性が高いと思う〕

　それはつまり、全て敵の企くわだてだということか。迎ぎよう燕えんの儀ぎの日程が漏ろう洩えいしていた件も含めて、内通者は余程内政に関わることができる人間なのだろう。

「でも、仮にそうだとして、駐屯兵の人員全てが反逆に加か担たんできるわけはないでしょう。大々的に王女を捕まえようとすれば、怪しまれるのは避さけられません。となれば指し揮き権けんを与あたえられている地官長だけが命令を把は握あくしているはずです。ここまで敵の手が広がっているなら、あえて懐ふところに飛び込んで首しゆ謀ぼう者しやのしっぽを摑つかむのもありだと思います」

　不意打ちでこちらから駐屯所を訪おとずれれば、一般兵士は喜んで王女を助けようとするだろう。そうなれば上の人間も下へ手たな手は打ちにくい。

「そこまで賭かけに出る必要があるの？　あたしがそのまま連れて行けば、ディナンには確実に会えるわよ。気付かれないうちに街を出る方が安全だと思うんだけど」

　イルナは首を傾かしげて納得のいかない様子を見せる。

「そりゃそうだが、このままだと俺達はずっと正体の分からない相手から逃げるはめになる。今回は無事に乗り切れたとしても、騒さわぎが収まれば内通者を炙あぶり出す方法がなくなるかもしれない。だったら多少の危険を冒おかしても、敵の首を捕まえる方が重要だろう」

　裏切り者がいるような王宮にアルナリス様を住まわせるわけにはいかない。彼女の身を守らねばならない護ご舞ぶ官かんとしても、そんな気苦労は御ご免めんだ。

　アルナリス様はどこか浮かない顔で思案を重ねていたが、やがて決心したように面おもてを上げる。

〔……駐屯所は罠だとは思うけど……そうだね、今回はユウファの意見に賛さん成せいしようかな。マジス＝バランまでの大街道にはエフタス湖こ畔はんの検問所があるから、イルナの案も同じくらい危ないと思う。まだ指揮体系が整っていないうちに、仕し掛かけるのは無む駄だではないかな〕

　彼女の意思を伝えると、イルナもそれなら仕方ないと肩かたをすくめる。結局、この三人兄妹きようだいで一番偉えらいのは末っ子なのだ。しかしそれでもなお、アルナリス様は眉を顰ひそめ何かを考え込こむように地面を見つめていた。気付けば広場は次し第だいに先せん刻こくの動どう揺ようを忘れ、足早に活気へと色合いを変えつつある。激しい程の賑にぎわいの中で、騒そう動どうの当事者である王女が居合わせていることは酷い皮肉にも思えた。だが、王族は声を上げない。いつ、いかなる時も、自みずからの声で自らの存在を訴うつたえることはないのだ。時折、篝火にくべられた薪まきが夜空を割るような音を広場に響かせた。まるで、アルナリス様の沈ちん黙もくをあざ笑うかのように。

　赤レ燕ポのル国ガの耀よう天てん祭さい。太陽を祀まつる五日間が始まったのだ。
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　翌日、カッツェンの街は相変わらずの活気で言げん血けつの濃度も高かった。部屋にいても雨戸から入り込む風が言血を運んでくる。俺は後頭部を刺さされるような不快感で目が覚めた。俺達は宿を発たつと、ベオルとパルも引き連れて駐ちゆう屯とん所じよへ向かった。耀よう天てん祭さいが始まったことで屋台や軒のき下したの店が一段と増え、通りの流れはかなり遅い。巨大な犬を連れての移動は思った以上に歩みを止められ、目的地に着いた時には日もかなり高くなっていた。

　臨りん時じの駐屯所は街の中心から少し離れた一角にある建物だった。宿屋と同じく門を通って中庭に出る造りになっているのだが、門の規き模ぼや中庭の広さは比べ物にならず、庭の真ん中には見事な噴ふん水すいがある。驚くほど静かなその空間には人っ子一人見当たらず、二階の外廊下も柱廊も打ち捨てられたようにがらんとしていた。

「まだ兵士が来てないのかしら。さすがに昨日の今日じゃ早すぎたかもね」

　イルナがそう呟つぶやくと、アルナリス様の肩に乗ったスゥが振り向いて言う。

「……朝に見に来た時はいたよ。地官長らしい人も見た」

　とりあえず一階の部屋に入ってみたが、人のいる様子はなく、最近使われた形跡さえない。昼時が近いから召めし使つかいも買い出しにいっているのか、と思っていると、ドンッと上の階で重い音。外に出て階段を上り、音がした部屋の前までやってくる。アルナリス様とイルナはやや離れたところに留とどまらせ、鯉こい口ぐちを切って扉に手をかけた。

　簡素な士官部屋。士し官かん寮りようの部屋とそっくりで、寝台と小さな衣い装しよう棚だな、それから机と椅子がある。そして床の上には一人の男が手を後ろで縛しばられたまま寝転がっていた。

「た、助けてくれ！」

　こちらに気付き彼が叫ぶ。相手の恐怖の言血が一瞬、肌を撫なでる。素早く縄を切って助け起こすと、彼は大きく身体を震わせて深呼吸をした。若じやつ干かん顎あごから血が出ていたが、さっき寝台から床に落ちた時に打ったのだろう。それ以外にこれといった外傷は見られなかった。

「何があったんだ？」

　男は縛られて血の気の失せた手を必死にもみほぐしながら、唾つばを吞のむ。

「変な奴が押し入ってきて、あっという間に組み伏ふせられたんだよ。それで縛られて……」

「いつ」

「今さっきだよ！」

「他の人間は無事なのか？」

「分からない。いるのはもう一人の士官と地官長だけだ。まだ着任したばかりで兵士も召使も来てないし……ああ、もうこれだから地方回りは嫌なんだ！　くそうっ！　くそうっ！」

　おそらく他の士官も同様に拘こう束そくされているのだろう。どうやら妙みような相手と鉢はち合あわせになったらしい。地官長の部屋の位置を聞いて外に出ると、イルナとアルナリス様が不安そうな表情で見つめてくる。

「士官が捕まっていました。敵がまだここにいるかもしれないので、アルナリス様はベオルに乗って待っていてください。イルナもアルナリス様を頼んだぞ」

「あなたはどうするのよ」

「相手が何者かは知らないが、きっと俺達と無関係じゃない。捕まえる。万が一の時は逃げろ」

　俺の言葉を聞くとアルナリス様の顔がさっと青ざめて、胸の前で手がぎゅっと強こわ張ばる。しかし何かを言われる前に、俺は地官長の部屋に向かった。機を逃がすわけにはいかないのだ。

　抜ばつ刀とうして扉を慎しん重ちように開く。忽たちまち、何かを呟く声と「知らないっ！　私は知らないぞっ！」という叫び声が耳に入ってきた。刀を構えたまま音を立てぬように進む。言げん血けつを緩ゆるやかに繫つないで、刀身に流した。浅く息を吐きながら部屋に踏み込むと、首下に刀を突きつけられた男と、外がい套とうと布で顔を隠した敵が一人。地官長の視線がこちらに向き、すぐさま敵もこちらに気付いた。部屋には高窓が一つだけ。逃げ道は俺が入ってきた扉だけだ。ただし、向こうは人質を持っている。どう踏み込めばいいのか──




「ひいいいっ！」

　そんな悲鳴を上げて、地官長が床に突き飛ばされた。向こうから交こう渉しよう材料を手放してくれるなら、こちらとしてはありがたい。しかし逆に言えば、敵はこちらに戦いを挑いどんで勝つ自信があるということだろう。むしろ面めん倒どうな相手かもしれない。

　敵は正せい中ちゆう上じよう段だんに構えて不動。体心には明らかに言血が通っている。その立ち姿の隙すきのなさからして、相手が腕の立つ燕えん舞ぶの使い手であることは間違いない。そしてふと、敵の持つ刀に意識が向いた時、衝しよう撃げきともいうべき感情の波が全身を貫つらぬいた。

　優美な刀身。紺こん青じようの柄つか頭がしら。霜そう刃じんに浮かぶ白炎紋。──まぎれもなく、青せい刀とう。

　繫いでいた言血がどくりと波打つ。右手の言血が膨ふくらんで構えが歪ゆがむ。

「……その刀、どうやって手に入れた」

　相手は天の構えのままこちらをじっと見つめている。自分が口を開くほど言血が撓たわみ、集中が乱れることを分かっていながら、尋ねることを止められない。

「殺したのか」

　静せい寂じやく。

「殺して、その刀を奪ったのか」

　またも静寂。

　相手が何者かは分からない。だがその刀を握にぎっているということは師し匠しようから奪ったということ。襲しゆう撃げき犯はんか、あるいはその後に何かあったのか。答えのない思考が駆かけ巡めぐる中で、感情の束、言血の奔ほん流りゆうが、殺意という一点に向かって収束する。
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　ふと水が溢あふれ出るように、音もなく敵が踏み込んだ。

　切り結んで透明な音が鳴る。右に力を流そうとすると相手は半身を引いて身を逸そらし、こちらの手首を斬きりつける。端はしの中ちゆう手しゆ骨こつに刃が触れる感覚。鮮せん烈れつな痛みが右手で弾はじける。あまりに切れ味がいいために、今の太た刀ち筋すじも皮ひ膚ふを撫なでるようだった。

　二歩退ひくが相手は追つい撃げきの誘いに乗ってこない。心臓が鳴っている。右手の感覚を忘れ、もう一度言げん血けつを繫つながねばならない。これは燕えん舞ぶではない。斬り合いだ。殺すための言血、殺すための刀術を意識しろ。青せい刀とうを握にぎるはこちらも同じ。殺せ。殺せ。殺せ。殺せ。

　今度は自分から踏み込む。刀身の深いところを叩くように横へ一いつ閃せん。弾かれて、二の太た刀ち。三の太刀。肩かたを掠かすめるが、切れたのは布ばかり。相手の太刀を受け止め、一いつ挙きよに蛇へびの力を爆ばく発はつさせる。上体からばらばらになるような言血の流れを双そう肩けんに繫ぎ、力づくで押し返した。

　相手の脇わきが上がった。下した腹ばらに蹴りを叩きこむ。

　だが、相手も速い。即そく座ざに左足で衝しよう撃げきを殺すと、鳥が降り立つように後ろへ着地する。切っ先を斜ななめに、泰たい然ぜんの無構え。こちらを見み据すえるその様に焦あせりは少しも見当たらない。




　──ギンッ。三度目の切り結び。今度は力のかけ方が異なる。相手は刃が触れてもなお勢いを殺そうとしない。だが、こちらが再び言血を増幅させた瞬間刀が引かれ、俺は力の置き場を失ってしまう。そのまま前のめりになりかけた時、左脇を狙ねらって手刀。肋ろつ骨こつが二本砕くだかれる。

「ぅぐっ」

　身体が浮いたところに、また一撃。柄つか頭がしらを側頭部に叩きつけられ、意識が飛びかける。だが敵もまた反動を殺し切る余裕はない。視線を向ける前に、直感で刀を横に薙ないだ。

「──っ」

　初めて敵の呼吸が聞こえる。揺ゆれる視界には腰から血を流す相手の姿。

　仕し掛かけるなら、今だ。

　傷の具合を確かめるために左手が柄から離れている。構えるまでに半はん瞬しゆん。殺れる──

　倒れるように踏み込んで、袈け裟さに振り下ろす。首から心臓を繫ぐ線を一息に流した。

　だが、部屋に響く剣けん戟げき音おん。敵は片手持ちで刀を逸らし、一の太刀を防ぐ。間かん髪はつ容いれずに、二の太刀。それも通らず、三の太刀。四の太刀、五の太刀、六の太刀。かろうじて受け流す敵に続けざまに斬ざん撃げきを放ち、燕舞の拍ひよう子しを刻きざんでいく。

　第四の型の第四系。繫いで、斬り伏せ、刃を返す。刀の軌き跡せきは刃は筋すじを通す直線の往来。しかしその線を引き締しめるように、点を穿うがつ。森を彷徨さまよう燕つばめが空へ通じる樹じゆ間かんを見い出すかのごとく。矢よりも速く、相手の心臓を狙ねらい、刺し突とつを放つ。

　しかし、相手は寸すん前ぜんで身体を逸らし、肩の下で受け止めた。血が滲にじむ。布の間から覗のぞく敵の眼に、ぎらりと光が燈ともる。……その瞬間、言げん血けつが震えるのを感じた。切っ先から、刀身を通り敵の殺意が滑すべり込む。むしろ刺し殺されたのは自分の心臓。一瞬間、息が止まる。

　そしてその刹せつ那な、強きよう烈れつな蹴りを腹にくらい、身体が後ろに吹き飛んだ。扉を突き破り、外廊下の欄らん干かんに叩たたきつけられる。肺が潰つぶされ、さらに呼吸が乱れた。

　くそっ。繫つなげられない。言血の流れが狂い、力が入らない。

　何とか刀を持ち上げた時には、間合いに敵が入り込んでいる。縦に振り下ろされた渾こん身しんの一撃を、正面から受け止めて欄干ごと外に押し飛ばされる。




　宙を浮く感覚は一瞬で、それと同時に酷ひどく美しい悲鳴が聞こえた。そしてなぜか地面に打ち付けられる衝しよう撃げきはなく、背中に感じるのは柔らかな感かん触しよく。朦もう朧ろうとする意識の中で、自分は砂の上に落ちたのだと理解する。

　砂？　どうしてこんなところに砂がある？

　視界から急速に霞かすみがとれて頭が明めい瞭りようになる。いつの間にか館の敷しき石いしは全て砂に変わっていた。

「ちょっと、アルナっ！　どうしたのよ！」

　イルナに抱だかれるようにして、アルナリス様が倒れていた。危き機き感かんがどっと身体を突き動かし、もはや敵に目もくれず駆け寄った。彼女は眉を顰ひそめ、胸を苦しげに押さえつけて呼吸をしている。彼女が王おう歌かを使ったのは間違いなかった。俺のために、また自分の命を削けずったのだ。

「逃にげるぞ、イルナ！」

「え？」

「ベオルに乗れ！」

　アルナリス様をベオルの背に乗せて自分はパルに乗る。斬きられた傷口が燃えるように痛んだがもはや動どう揺ようすることもない。振り返れば、敵は欄干が壊れた外廊下から静かにこちらを見下ろしていた。追ってこないのなら好都合。今はとにかく安全なところに逃げなければならない。

　しかし出発しようとしたまさにその時、門から大勢の武ぶ装そうした男達が現れる。鎖くさり帷子かたびらと兜かぶと、そして長なが槍やり。見たところ王都で配給されるような兵装ではない。

「何者だ、お前達は！　我々はカッツェンの自衛団だ。大人しく犬から降りて投降しろ！」

　自衛団は俺達を取り囲み、逃げ道を塞ふさぐ。あの士官が助けを呼んだのだろうが、いい状況とは言い難がたい。誤解を解とこうと口を開きかけた矢先、背後から犬の遠とお吠ぼえ。

　何かと思えば、厩うまやから黒犬に乗ったあの敵が現れた。

「……タイロ？」

　師し匠しようの軍犬まで調ちよう伏ぶくさせたというのか。敵を乗せたタイロは自衛団を蹴け散ちらしながら通用門を突き進み、通りに飛び出す。遠方で忽たちまち悲鳴と怒号が飛び交い始めた。

　わずかな間、起きた事態を理解できない自衛団の動きが止まる。しかし再びこちらに意識が向くと、はっきりと敵意が向けられるのを感じた。……これで俺達は駐ちゆう屯とん所じよを襲った敵の仲間と認定されたらしい。

「イルナ！　突っ切るぞ！」

　俺が叫ぶと同時に、二頭の犬が駆け出す。何人かの自衛団を踏みつけ通りに躍おどり出るが、敵が招まねいた混こん乱らんのせいで道は混迷を極めている。庶しよ民みんに怪け我がを負わせるわけにもいかないが、後ろには自衛団。手た綱づなをどこへ向けるか迷っていると、イルナが叫ぶ。

「上よ！　上に逃げられる！」

　道には馬が逃げ出し取り残された酒さか樽だるの馬車。ベオルは器用にその上へよじ登り、道に突き出たテラスに飛び移って建物の屋根へと這はい上がる。こちらもパルにしっかりとしがみ付き、酒樽に向かって走らせた。そのまま勢いに乗って、とん、とん、と屋根へ上るが、上から見ると随ずい分ぶん高い。下では蜘く蛛もの子を散らすように逃げ惑まどう人々と呆ぼう然ぜんとこちらを見上げる自衛団がいる。だが、一人が「門を固めろ！　国こく賊ぞくだ！」と叫ぶと一いつ斉せいに彼らも移動を始めた。

「……急いだ方がいいな。イルナ、門まで案内できるか？」

「当然でしょ。案内するのがあたしの仕事よ？」

　イルナはベオルの首を叩く。白く平へい坦たんな屋根が並ぶ上を、ベオルは駆かけ出した。時折、力のないアルナリス様がずり落ちそうになりそのたびに肝きもを冷やすのだが、イルナは迷いなく道を選び、連絡橋の上を進んでいく。屋上では住民が洗濯物や穀こく物もつを乾燥させているが、彼らは犬の姿を見ると悲鳴を上げて階下に逃げていった。

　通りでは徐じよ々じよに騒さわぎが広がり始め、タイロが駆け抜けるところはその悲鳴の大きさで場所が分かるほど。敵は西門から抜けたようだが、一足遅れて俺達も辿たどりつく。どこからか自衛団の叫び声が聞こえてくるが、イルナは落ち着いてベオルから降り、民家の階段に入っていった。俺とパルもその後に続き、あっという間に一階まで辿りつく。突然の犬の襲来に厩うまやの家畜達が騒ぎ出すが、それに構わず俺達は通りに飛び出した。

　そして祭のせいなのか騒動のせいなのか、もはや区別のつかない大混乱。悲鳴が上がり、笑いが起こり、誰かが叫び、誰かが歌う。眩暈めまいのするような賑にぎ々にぎしさ。むせ返るような言げん血けつの熱気。名残なごり惜おしさなんて無縁の出発だった。俺達はその狂きよう乱らんの澱よどみを駆け抜け、カッツェンを後にした。
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　街からしばらくの間は全速力で犬を走らせたが、やがてカッツェンから追おつ手てが来ないことが分かると並なみ足あしで進む。横に並んだベオルの上では相変わらずアルナリス様が目を閉じたまま苦しげな表情を浮かべていた。それを見て怪け訝げんそうにイルナが言う。

「これからどうするの？　マジス＝バランは犬で走っても三日はかかるわよ」

「……その上、街道を歩くのだって危ないだろうな。どこで兵士と出くわすか分からない。俺達は多分、明日の朝には晴れて反はん逆ぎやく者しやの冠かんむりを戴いただけるに違いない」

　辛からくも逃げ出すことには成功したが、その代わりどうしようもない勘かん違ちがいに巻き込まれてしまった。おそらく自衛団はアルナリス様が王女だということすら分からなかっただろう。となると、駐ちゆう屯とん所じよを襲った四人組として、俺達は敵ともども追われる羽は目めになる。それに、アルナリス様の様子が一向に回復しないのも気がかりだった。

「なあ、アルナリス様はどうしてこんなに苦しんでるんだ。俺の傷を治す時なんかはいつも通りなんだぞ？　さっきは王おう歌かを使っただけなんだろ？」

「あたしに聞かれても分からないわよ。王族じゃないんだから。……ただ、王歌は普通、きちんとした文章で、時間をかけて歌うことで力を発はつ揮きする、っていうのは読んだことがある。それなのに、あの時はほとんど突発的な感じだったわ。砕くだけろ、って叫ぶみたいに」

　中庭の敷しき石いし全体を砕く必要はなかったのに、それを調整することさえできなかったということか。イルナはそれからこうも言う。

「アルナは王歌が言げん血けつの主脈を使うものだって言ったでしょ？　あたしが思うに、王歌の文章っていうのは自分の言血をどうやって切り取るかって問題なんじゃないかしら。想像だけど、あの叫びみたいな王歌は、アルナの言血から塊かたまりを引きちぎったみたいなものだと思うの。だから言血それ自体に傷がつくし、それで生きているアルナも苦しむ……みたいな」

「じゃあどうやって治せばいいんだ」

「さすがにそれはお手上げ。そこまで詳しい話はあたしも読んだことがないし、そんなことは王族の秘密よ」

　王族、と言われて不意に、ある存在を思い出す。

「あれ、スゥはどこいったんだ？」

「え、カッツェンを出るまではいたけど？」

　ベオルの首にもアルナリス様の傍そばにも見当たらない。しかし丁度、矢のような赤い塊が目の前から飛び込んできて俺の肩に留とまった。肩越ごしに彼女の身体が震えているのが分かる。しばらくは息が上がったままで何も喋しやべらなかったが、落ち着きを取り戻すとスゥは口を開いた。

「……森に行こう。ボクが案内するから」

「森って、赤あか燕つばめの森か？　そりゃ追手から隠れるにはいいだろうが」

「アルナを助けるためだよ」

「……森で？」

「とりあえず急いで。このままだとアルナが死んじゃう」
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　スゥが枝を飛び移り、俺達を先導する。器用に樹間を進んでいく彼女は、こちらを振り返るたび、もどかしそうに尾を振っていた。地面を歩く俺達は生おい茂しげる低木に行く手を阻はばまれ、上手く進むことができないのだ。しかし、焦っているのはこちらも同じ。アルナリス様の表情は時間が経たつにつれて酷ひどくなるばかりだった。やがて足元のぬかるんだ地帯を抜けると、木々の間かん隔かくが少し広くなった。地面が平らで大きな岩もない。

「……ここら辺は人の手が入ってるの？」

　イルナがそう呟くと丁度木の枝にとまったスゥが振り向く。

「入っていた、ところだよ」

「入っていた？　それ、どういう意味よ」

　しかし説明を聞くより早く、答えが目の前に現れる。森の真ん中で出くわしたのは建物の礎そ石せき。おそらく木造だったのだろう、柱や壁は跡あと形かたもなく朽くち果てているが、土台となる石組は苔こけに覆おおわれながらも残っている。さらに目を奥に遣やれば、似たような跡あと地ちが点々と見えた。

　スゥはそこでベオルの頭の上に降り立つと、「……ここは廃はい村そんだよ」と言った。

「随ずい分ぶん古いのね。すっかり森に吞のみ込まれてるじゃない」

「……潰れたのは百年位前かな。ボクもさっきここを見つけただけだから、よく知らないけど」

「知らないって、あなた、本当にアルナを助けられるの？　今いま更さら引き返せないのよ？」

「それは大丈夫」

　やがて石組の一ひと際きわ大きな跡地が現れる。そこだけは石柱が残っており、蔦つたに覆われた屋根も一応形を留とどめている。俺はスゥの指示に従したがい犬から降りてアルナリス様を抱きかかえた。そして崩くずれかけた建物の中に足を踏み入れると、突然周囲がぞわりと動く。獣がいるのかと眼を遣れば、そこにいたのは大量の虫。蜻蛉とんぼや蝶ちようがほとんどだが、中には強きよう靭じんな顎あごや角を持ったものも潜ひそんでいる。皆、地面の上でじっと息を潜めているのだった。

「な、何なのよ、これ。気持ち悪いわね」

　強気なイルナが珍めずらしく顔を引きつらせる。正直なところ、自分もこれだけ近くでこれだけ多くの虫を見たことはなく、恐ろしかったのは確かだ。というか気味が悪い。

　しかし俺達が進んでいくと、虫達はおずおずと飛び立ち、道を開いた。建物の奥ではなぜか地面が白く光っている。近づいてみれば何か鉱石の結晶のようなものが埋まっていた。

「それを一ひと欠片かけら千切って、アルナの口に入れて」

　言われた通り結晶を千切る。見た目は石のようだが、実際の感かん触しよくは肉のように柔らかい。簡単に手で千切ることができる。アルナリス様の小さな口を開き結晶を入れると、石は忽たちまち白い水のようなものに変質し、咽の喉どの奥へ消えていった。彼女の身体へ光が浸しみ込んでいくようで、俺もイルナも魅み入いられたようにそれを見つめた。

「……これで一安心。しばらくは目を覚まさないと思うけど、もう大丈夫だよ」

　スゥの言葉に応こたえるようにしてアルナリス様の顔から苦痛の色が消えていく。思わずイルナと顔を見合わせると、笑みが零こぼれた。しかし落ち着く暇もなくスゥが言う。

「……ここは虫達の食事場だから、場所を移うつそう」

「食事場？」

「……そう、自然に言げん血けつが湧き出るところ。かつての泉だよ」

　アルナリス様を背負い、近くの木の傍そばに移る。草を払ってそっと彼女を横たえると、すうすうと寝息が聞こえた。イルナは安あん堵どからか大きな溜ため息を吐つくと、スゥに尋ねる。

「で、泉ってどういうことよ。あの石以外、何もなかったと思うけど」

「あそこは言血の泉だった場所だよ。沢山の言血が出なくなったから捨てられたけど。でも実際は今も地面に浸しみ出しているし、虫達はそれを食べに集まる」

「ふーん、水じゃなくて言血の方ね。それにしてもこんなところ、よく見つけたわね」

「……蜻蛉とんぼはこういう枯かれた泉で休きゆう憩けいするから。近くを飛んでた蜻蛉の後をつけたの」

　蜻蛉は飛ぶ道みち筋すじが固定される習性があり、人間はそれを利用して手紙や契約の配達を行っている。各都市に蜻蛉の休憩所が設もうけられていることは知っていたが、自然にも同じような役目のものがあることは驚きだった。

「……昔は言血の泉を生き物全員で使っていたんだよ。傷を治したり、栄養を取ったり。でも人間が現れてから、独り占じめするようになったの。だから虫も動物も残りものしか貰もらえない」

　スゥは少し嘆なげくように言う。するとイルナが反論した。

「でも人間は泉がないと子供をつくれないのよ。犬とかとは違って、お腹なかに子供を宿せないし」

　確かに人間が泉を使う理由の中心はそれだろう。壺つぼに泉から汲くんだ言血を溜ためて、親が血を注ぎ十月十日、その間なんども声をかけて言血を混ぜ込むことで子供は生まれる。泉がなければ、あっという間に人間はいなくなるに違いない。

「……泉は自然に出来たり枯れたりするものだから、人が知らない場所も沢山あるけどね」

　赤レ燕ポのル国ガもこういう森が残っている分、それだけ泉が隠されているのだろう。俺は今更になって王宮で師し匠しようが言っていたことを思い出す。

「もしかして、迎ぎよう燕えんの儀ぎのために行くはずだった儀場って、泉のことなのか？」

「そう。儀場は本当に大きな泉だから、血けつ晶しようも液体の言血も残ってるよ。王族は皆そこで言血を汲んで、跡あと継つぎを作るの。そういう意味でも厳重に守られてる」

「じゃあ、やっぱりアルナリス様が食べたのは血晶なのか。……けど、俺なんかは純じゆん度どの高い言血に触れると意識が飛ぶぞ。なんで逆に助かるんだよ」

「……血晶は普通の言血みたいに特質を持ってないから、人が取り込んでも大丈夫。なんていうか……減ったスープに水を足すみたいな感じ。無理やり引きちぎった命を繫つなぎ合わせるの」

　味は薄くなるが、嵩かさは増えるということか。そういえば青せい刀とうにも血けつ晶しようが含ふくまれているとオイゼが言っていた。確かに青刀と言げん血けつを繫つないでも意識は飛んでいない。

「それなら血晶を沢山食べれば長生きできるってことよね。あたし、食べたい」

　イルナが名案でしょ、とでもいうように顔を上げるが、スゥは小さく首を振る。

「オイゼも言ってたけど、血晶は希少だよ。何十年もかけてようやく形になるの。長生きできるくらいの血晶がそもそも手に入らない。それに、水を沢山入れたスープはおいしくないでしょ。食べ過ぎたら生きた人形みたいになるよ」

「……そ、それなら遠えん慮りよしておこうかな」

　イルナは苦笑いを浮かべると、ふと眼まな差ざしをこちらに向けてくる。

「それで、とりあえずの危機は脱だつしたわけだけど本当にこれからどうするの？　ずっと森の中で彷徨さまよっているわけにもいかないでしょ」

「俺はマジス＝バランに行くのがいいと思う。やっぱり俺達だけでアルナリス様を守れる自信はないし、力を貸してくれる奴が必要だ。お前だって仕事の報ほう酬しゆうが欲しいだろ」

「まあね。結局あなたの作戦は失敗に終わったわけだし？　何か情報は摑つかめたの？」

「……いや、むしろ状況がさらに分からなくなった。俺が刀を交えたやつが襲しゆう撃げき犯はんの一人だとすれば、地官長を襲う理由が分からない。お前みたいに敵方を裏切っていたとしても妙だ」

「となると、ますます道のりは険しいってことね。敵の正体を暴あばくどころか別の敵を見つけちゃうんだもの。いっそのこと、国の外にでも逃げた方が楽なんじゃない？」

　それができたらどれだけいいだろう。どこか落ち着いた場所を見つけて、アルナリス様と暮らせればこれ以上の幸福はない。あるいはイルナの旅についていくのもいいかもしれない。

　でもアルナリス様はそれを望まない。たとえ望んでいたとしても、断固として拒こばむだろう。毎日、毎日、一人きりで書庫に籠こもり本を読んでいた彼女を支えていたのは、王族としての矜きよう持じではないか。彼女が民を捨てて生きていくことなどできるはずがない。

「アルナリス様は喜ばないだろうな。赤レ燕ポのル国ガの跡あと継つぎはアルナリス様だけなんだから、王女をやめるってことはこの国の未来を全部投げ捨てるってことだろう」

「ま、その通りね。そんなのアルナに出来るわけがない」

「だから俺達は長官に助力を頼むしかない。そこから先どうなるかは全く分からないが」

「ただあたしが言うのも何だけど、ディナンには気を付けなさい。あいつは猫だから」

「え」

「え、って何よ。バラン都市群の長官は全員猫でしょ。あたしみたいに猫の血が入っている人間も似たようなもんだけど、あいつらは筋すじ金がね入いりの合理主義者よ。感情に働きかけたって無意味。今はまだいいとして、敵との交こう渉しよう次し第だいでは簡単に裏切ることもある」

　その情報は聞きたくなかった。もはやイルナを疑う気にはならないが、ディナンが猫ならば援えん助じよに善ぜん意いなど求めることはできない。もっぱら損そん得とく勘かん定じようだけが判断基準となる。

「……いや、こっちには王女の身み柄がらっていう一番の交こう渉しよう材ざい料りようがあるんだ。国一つと釣つり合う契約なんて考えられない。合理的ならむしろ安心だろ」

　俺はどこか自分に言い聞かせるように言う。自分が交渉で役に立つことはまずないだろうから心配しても仕方ないが、マジス＝バランへ行ってもしばらくは気が抜けなさそうだ。

「スゥはどう思う。何か他に方ほう策さくはあるか？」

「……ボクもマジス＝バランに行くしかないと思う。前にアルナが言ってたけど、バラン都市群は最近王宮と仲がいいんだって。銀ぎん環かん同どう盟めいができてから中小都市に押され気味で、色々と取り入ろうとしてるらしいよ」

「なら、決まりだな。もう少し休んでアルナリス様が回復したら出発しよう」

「……それはいいけど、ユウファも傷、大丈夫？」

「傷？」

「手から血が出てるけど」

　おお、そうだ。今の今まで言げん血けつを繫つないでいたせいで、痛みを忘れていた。そして意識が向いた途と端たん、身体の他の部位も次々と痛みを訴うつたえ始める。切り傷は既に血が固まって痺しびれるくらいだが、つらいのはむしろ背中の打だ撲ぼく傷や折れた肋ろつ骨こつだ。ぶわっと嫌な汗が背中から吹き出し、吐き気がこみ上げてきた。するとこちらの様子を見ていたイルナが立ち上がり、「あたしが血けつ晶しようを取ってくるわよ」と言う。そして枯かれた泉のある方へ歩み出したその時、森がざわめいた。

「イルナ、待って！」

「大丈夫よ、場所は分かってるわ」

　スゥの制止も聞かずイルナがもう一歩踏み出すと、なぜか全身の肌が粟あわ立だつ。本能的な恐怖のようなものを感じた次の瞬間、暗がりから一匹の蜻蛉とんぼが現れた。

「きゃっ！」

　イルナはそれを手で振り払うが、今度は横から飛蝗ばつたが飛び掛かかる。別の虫達も次々と群がり、あっという間にイルナは虫の群れに取り囲まれた。しかも身体にまとわりついた虫達は鋭い牙きばで容よう赦しやなく攻撃を仕し掛かけている。イルナは慌あわてて腕を振り回すが、到とう底てい捌さばき切れる量ではない。

　このままではまずいと思ったその時、スゥがイルナの襟えり元もとを摑つかんで、ぐいっと後ろに引っ張った。イルナは後頭部を強したたかに打ち、呻うめき声を漏もらすが、なぜか急に彼女を襲おそっていた虫達が離れていく。彼女自身もそれに気付いたのか、身体を起こすと周囲を見回してきょとんとした。

「一体どういうこと？　あなたが追い払ったわけじゃないわよね」

「いや、俺じゃない。スゥが服を引っ張ったんだ」

　そして当の赤あか燕つばめはなぜかアルナリス様の胸むな元もとにもぐりこみ、ごそごそと動いている。スゥはすぐにひょっこりと顔を出したのだが、一緒に緑色の液体が入った瓶びんも引っ張り出した。

　イルナが礼を告げると、スゥは瓶をコツコツとつついて言った。

「……食事場の虫は気が荒あらいから。これを塗ぬって」

「アルナの匂い薬じゃないの。もしかして、虫むし除よけにでもなるの？」

「……虫除けそのもの。さっきからボク達が襲われていないのは、アルナの傍そばにいるからだし」

　イルナは瓶びんを受け取り、数すう滴てき手にたらして首にこすり付ける。俺も一応薬を付けるが、首裏に出来ていた傷に沁しみて激痛が走った。薬を塗ぬったイルナは恐る恐る俺達から離れていったが、本当に効果はあるらしく周囲の虫はぴくりとも動かない。むしろ彼女が進もうとすると横に退しりぞいて道を開けていた。

　すぐにイルナが帰ってきて、白い血けつ晶しようを手渡してくれる。口に含ふくむと、石の感かん触しよくはすぐに消えてとても軽い水が口の中に溢あふれる。それを吞のみ込むと、身体の中心がじんわりと温まっていくのだった。言げん血けつにあてられるときの感覚に似たものがあるが、外から異物が入り込むような不快感がない。不思議と吐き気や痛みが引いていく。

「……アルナの王おう歌かみたいにすぐ効くわけじゃないけど、治りは早いと思う。それにユウファは言血の影響を受けやすい体質だから。人よりも血晶の効果は高いと思うよ」

「あれ、その話スゥに言ったことあったか？」

「……アルナがよく話してたから。それでもしばらく安静にしていて」

　アルナリス様の隣に身を横たえて呼吸を整えると、ますます痛みはなくなっていく。意識をしなくても体中の言血が繫つながり、隅すみ々ずみまで巡めぐっているのが手に取るようにわかった。大きな傷きず痕あとになっていた手の肉も見る見るうちに瘡かさ蓋ぶたになる。幼い頃、王歌で似たようなものを体験しているとはいえ、やはり奇き蹟せきじみた光景だ。

「ねえ、スゥ。王族は皆この薬をつけるの？」

　匂い薬の瓶を振りながらイルナが尋たずねるとスゥはいつもより小さな声で答えた。

「……つけないよ。これは……アルナだけ」

「この匂いが好きだから、ってわけじゃないわよね」

「……嫌いじゃないと思うけど、理由は別……」

　スゥは木の枝に飛び移るとしばらく口ごもっていたが、やがてゆっくりと口を開く。

「……小さい頃に、アルナは虫に襲われて酷ひどい怪け我がをしたの。さっきみたいに沢山の虫が嚙かみ付いて、しばらくの間外で遊べなくなるくらい、全身に傷痕が出来た」

「それは随ずい分ぶんな怪我ね。もしかしてアルナは虫を呼ぶ体質でもあるとか？」

「……虫を呼んだのはアルナじゃなくて、ボク。つまらないことでアルナと喧けん嘩かして、虫を呼んだ。操あやつることもできないのに沢山の虫を呼びよせて、アルナはその虫に襲われたの」

　スゥは懺ざん悔げでもするように深くうな垂だれる。イルナは幾いく分ぶんか真剣な声こわ音ねで尋ねた。

「鳥は虫を操れるものなの」

「それぞれ……かな。オイゼさんみたいに何かを作るのが得意な鳥の方が多いけど、でも、大昔に虫を発明したのは鳥だから。虫はもともと鳥が操る機械だし」

「き、機械？　だって皆生きてるじゃない。現に言血を食べて……」

「言げん血けつを燃料にした自動機械だよ。繁はん殖しよくも成長もするけど。はるか昔の鳥達は生体機械の技術を持っていたから。今は人間の虫飼いの方がずっと操るのが上う手まいけど、そういう技術も本来は鳥のもの。現に虫飼いの笛は鳥の鳴き声を真ま似ねたものだよ」

　スゥはそこまで言うとまた黙り込んでしまったが、俺は一つ気になって質問する。

「もしかして、スゥがあんまり喋しやべらないのは喋ると虫を呼ぶからなのか？」

「……話し言葉と虫が反応する声の音は違う」

「でも我が慢まんしてるのはほんとだろ」

「そんなことない」

「そうか？　少なくとも、スゥは話をするの好きだと思うんだが」

「……」

「まあ、一度失敗して慎重になるのは分かる。でも変に我慢する必要もないだろ。虫むし除よけだってなんのためにあるんだよ。薬が守ってくれるんだから怖がらなくてもいいんじゃないか？」

「……でも、虫のせいでアルナは一緒に遊んでくれなくなったよ」

「え、そうなのか」

「……アルナは怪け我がをして外出を禁じられたの。そうしたら、それまで部屋に本を運んでもらってたのに、わざわざ書庫に行くようになって、籠こもり切りになっちゃった」

　その話を聞いて一つの記憶が蘇よみがえる。包帯。俺が初めてアルナリス様と出会った頃、どうして彼女が体中に包帯を巻いていたのか。……あれは虫に襲おそわれてできた傷だったのだ。

「なあ、スゥ。もしかしたらスゥは俺の恩人かもしれないぞ」

「……どういうこと？」

「その怪我のおかげで俺はアルナリス様と会えたってことだよ」

　そしてスゥ自身は、アルナリス様が一緒に遊びたくないから書庫に行ったのだと勘かん違ちがいしているのだ。くりっとした目を瞬またたかせてスゥは俺を見つめてきたが、不意に隣で衣きぬ擦ずれの音が聞こえる。アルナリス様が身体を起こしたのだが、なぜか彼女はスゥに向かって微笑ほほえんだ。

〔スゥはずっと、虫のことを悩なやんでたんだね〕

「……起きてたの？」

〔皆、ずっと喋ってるんだもん。嫌でも話が気になっちゃうよ〕

「ボ、ボクはアルナが本を読んでいてもいいんだよ。夜は話し相手になってくれるし……」

〔でも、寂さみしかったんだよね？〕

「……」

〔ごめんね。気付いてあげられなくて。確かに虫に襲われた時は怖かったけど、今はもう平気だから。気にしないで、もっと話しかけてきてくれていいんだよ〕

　スゥの尾羽が跳はねる。彼女はアルナリス様の肩に乗り、「うん……」と嬉うれしげに呟いた。

〔昔はよく虫を呼んでみせてくれたよね。蛍ほたるとかー鈴すず虫むしとかー〕

「……ボクは物を作る才能がないから」

〔また見せてよ。蜻蛉とんぼとか蜂はちは呼ばなくていいけど〕

「だ、駄だ目めだよ！　もしまた……」

〔大丈夫。たとえどんなことがあったって、私はスゥを嫌いになったりしないもの〕

　アルナリス様がスゥをそっと撫なでる。すると今まで妙みように黙だまり込んでいたイルナも顔を上げた。鳥の虫飼いが見られるぞ、と言うと彼女は子供のように目を輝かがやかせる。

　スゥはアルナリス様の肩から近くの石組の上に飛び移ると、微かすかに身体を震わせる。一瞬、森全体が静せい寂じやくに浸ひたされ、スゥは大きく胸を膨ふくらませると不思議な音色で鳴き始めた。




　──フィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ……




　笛の音に似ているが、それよりも柔らかく耳に浸しみ込むような音だ。スゥの鳴き声を聞いているだけでも夢のような気分だったが、それから始まった光景に俺は忽たちまち目を奪われる。

　初め、あちらこちらでぼうっと光が燈ともったかと思うとすっと消えた。光ひかり苔ごけよりも大きな光球が緩ゆるやかに光を放ってはすぐに息を潜ひそめる。そして不意に一つの光が浮かび上がって、こちらに向かって漂ただよい始めた。他の光の粒つぶも徐じよ々じよに浮かび上がり、明滅を繰り返しながら移動する。小さな光の一つ一つは蛍だ。それが息を合わせたように一定の調子で光り、消える。そして蛍は近くまでやってくると俺達の周囲をぐるぐると回り始めた。徐々にスゥの鳴き声が大きくなり、それにつれて蛍もどんどんと集まってくる。まるで星の川が周囲を取り巻いているようで、無数の光が距離を保ちつつ球をつくって回転する。

「すごいわね！　スゥ！」

　イルナが歓かん声せいを上げる。アルナリス様も光をぼんやりと眺ながめつつ安らかな表情でスゥの声に耳を傾かたむけていた。そんな彼女の横顔をじっと見つめていると、ふとこちらの視線に気付かれる。

〔どうしたの？〕

　そう問われて一瞬口を開きかけるが、やめて手しゆ語ごで答えた。

〔助けてくださって、ありがとうございました〕

〔いえいえ、どういたしましてー〕

〔それに、アルナリス様の言げん血けつを〕

　彼女は人差し指を唇の前に立て、静かに、と言う。

〔誰だって言血はなくなるし、どこかで使うんだよ。ユウファは戦う時に使って、私はユウファを助ける時に使う。自分に与えられたものをいつ使うかは、その人が決めることだもん。悪いことをした、なんて思わないで。私はあなたのために言血を使えて、いつも幸せなんだから〕

　蛍の光を受けて照らされた彼女の顔は、なぜか酷ひどく美しかった。いつもはどこかあどけなく笑うのに、こういう時の彼女の笑みは途方もなく綺麗で、落ち着いて、大人びている。俺は手が動かず、口も動かず、ただ見つめることしかできなかった。そして、自分はあの時から何も成長していないのかもしれないと、思う。俺は今も彼女に見み惚とれる少年で、何も問えない一人の子供なのかもしれない、と。




　　　　□　□　□




　俺達はマジス＝バランへ向けて赤あか燕つばめの森を横断した。進む距離としては大幅に短たん縮しゆくされるのだが、森を分け入る分手間がかかる。食料を手に入れるため魚さかな獲とりに奮ふん闘とうしたり、夜は野犬に囲まれたりと、森を進むのも容よう易いではなかった。日の当たる草原に出たのは、カッツェンを離れてから丁度二日目の夕方、耀よう天てん祭さいの三日目だった。森を出てすぐに大岩が転がる丘があり、その一番高いところには巨大な城じよう郭かく都と市しが見えた。七つの尖せん塔とうを配し、中央には大聖堂の屋根が頭を覗のぞかせている。カッツェンも十分に広い都市に思われたが、イルナによればマジス＝バランはその五倍の広さを要しているらしい。規模としては王都よりも大きく、猫を長官とする自じ治ち権けんもかなり強い。ほとんど小国家と言っても過か言ごんではないだろう。

　バラン都市群は人間が赤レ燕ポのル国ガを建国する以前から存在しており、城郭そのものが鳥の遺のこした鳥ちよう献けんだ。堅けん牢ろうに積み上げられた城壁は寸すん分ぶんの歪ゆがみもなく丘の上に聳そびえ立ち、巨大な外門は大人二十人が集まっても開けられそうにない。

　その外門をくぐるといくつかの小さな内門があり、訪ほう問もん者しやは皆そこを通る必要があった。耀天祭の期間であるため通行の検査は行われていないが、自衛団らしき人間は門にそれぞれ二人ずつ配置されている。衛兵は一目で上質と分かる鉄てつ鎧よろいを身に着け、手には斧ふ槍そうを携たずさえていた。俺達は犬から降りて門を抜けたのだが、数歩歩いたところで突然呼び止められる。

「ちょっと、そこの二頭の犬の持ち主は止まりなさい！」

　立ち止まると足早に二人組の衛兵が近づいてきた。どこかの街に寄っていれば蜻蛉とんぼでディナンと連絡をとることもできたのだが、目下俺達はただの国こく賊ぞくだ。もし捕ほ縛ばくされるようなら先手を打たねばと身体に緊張が走る。だが、衛兵の一人は兜かぶとを脱ぐと深々と頭を下げた。

「……お待ちしておりました。我々が大聖堂までご案内致いたします。このような形での奉ほう迎げいをどうかお許ゆるしください。いまだお身み柄がらを公おおやけにするわけにはいきませんので」

　それから衛兵は俺とイルナに向かって、軽く頭を下げる。

「イルナ様と護ご舞ぶ官かんの方でいらっしゃいますね。長官に代わって歓迎致します」

「……よく俺達のことがわかったな」

「カッツェンにおります伝令係より速蜻蛉が届いておりましたので」

　駐ちゆう屯とん所じよから逃げる段階で既にディナンの手は回っていたということか。それならもっと早く助けて欲ほしかったが、今いま更さら言ったところでどうしようもない。衛兵は歓迎すると言う割ににこりともせず、俺は釈しやく然ぜんとしないものを感じながら彼らの後ろを歩き始めた。

　マジス＝バランの街はカッツェンと同じように普通の民家や店が立ち並んでいたが、カッツェンのそれより二倍ほど大きい。雨避け用の屋根が突き出して背せの高い柱ちゆう廊ろうのようになっていた。屋根の裏側は植物をかたどった美しい彫ちよう刻こくで埋め尽つくされ、店の扉は家か紋もんと共に鮮やかな装飾が施ほどこされている。意外なのはあまりに周囲の建物が大きいせいで大聖堂がちっとも見えないことだが、それを口にするとイルナが呆あきれた様子で言った。

「わざとに決まってるでしょ。大聖堂は広場まで行かないと見えないわ。来らい訪ほう者しやは間近になって初めて大聖堂を見上げ、その荘そう厳ごんさに胸打たれて信しん仰こうも篤あつくなるって寸すん法ぽうなのよ」

「信仰って、昔は赤レ燕ポのル国ガにも国教があったのか？　今は何を信仰しても自由だろ」

「何言ってるの？　今まさに国の宗教行事の真っ最中じゃない。耀よう天てん祭さいはこの国の太たい陽よう崇すう拝はいの名残なごりよ。メトラジガッドと太陽、って話聞いたことあるでしょ？」

　首を傾かしげるとまるで人間ではないものを見るようなイルナの目。

「大聖堂の天てつ辺ぺんで、メトラジガッドが太陽と喧けん嘩かをした話よ！　赤レ燕ポのル国ガに伝わる伝説の一つで、子供達の人にん形ぎよう芝しば居いだったら双そう燕えん伝でん説せつに並ぶ十お八は番こでしょうに」

「知るか。俺は祭が苦手なんだ。王都の耀天祭で言げん血けつにあてられて死にかけた時から、極力外には出ないことにしてるんだよ。人形芝居なんて見たことも聞いたこともない」

「……うわっ、あなた、意外と可哀かわい想そうな子供だったのね」

　うぜえ。

「メトラジガッドっていうのは、あなたが持ってる刀を打った赤あか燕つばめのことよ。自分の打った青せい刀とうが何でも切れることを鼻にかけて、次から次へとものを切らせたの。木を切り、石を切り、鉄を切り、それから雷を切ると言って、弟で子しの人間と共に大聖堂に登ったわ」

「雷なんて切れるわけないだろ」

「伝説に水を差さないで。とにかく、青刀は雷を真っ二つに切ったの。それでメトラジガッドは調子に乗って太陽に降りてこいと言ったわけ。お前も真っ二つに切ってやろうってね。太陽は怒って大地に近づくけど、大きすぎて切れるわけがない。真っ赤な太陽がすぐそばまでやってきて、大地は焼野原よ。メトラジガッドは尾羽に火が付き、弟子と共に森へ逃げ込んだ」

「それが赤燕の森ってわけか」

「そう。それから泉で身体を癒いやすんだけど、太陽は怒ったまま森の外で待ち構えている。いつになっても夜が来ない。そこでメトラジガッドは自分の傲ごう慢まんを悔くい、代だい償しようとして自分の刀と翼つばさを弟子に与えたの。飛べなくなった燕は太陽に謝って許されるけど、国を滅ぼしかけたことを理由に追放され、死ぬまで旅を続けた──これが一般的なメトラジガッドの伝説ね」

「……もう少し救いようはなかったのか？　曲がりなりにも凄すごい燕だったんだろ」

「誰でも間違いを犯おかすっていう教訓ね。耀天祭の五日間、太陽を模もした篝かがり火びを燃やし続けるのはこの伝説から来てるのよ。二度とそういう悲劇を起さない。というか、太陽のせいで農作物が全部だめになって滅びかけたから、豊ほう穣じようを願う祭になったわけ」

「ふーん。まあ分からないでもないが、翼つばさを与えたってのは理解できないな。赤あか燕つばめの翼を人間が貰もらってもしょうがないだろう。弟子だって宝の持ち腐ぐされだ」

　渡された方だってどうしろというのか。そもそも謝るために翼を捨てる必要はないだろうに。燕の翼二つで気が収まるなら、太陽は怒っていたのかどうかすら怪あやしい。……などと感想を述べていると、次し第だいにイルナは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になり、果ては「無ぶ粋すいな男！」と吐き捨ててそっぽを向いてしまった。別に怒らせるつもりはなかったのだが、俺はどうにも伝説の類たぐいが肌に合わないらしい。そういうことで高こう揚ようする素質がないのだろうか。

　ただ、そんな伝説に出てくる建物が今もこうしてこの街に残っていることは俺でも素直に感心できた。マジス＝バランという街は通りを歩いているだけで言げん血けつが整うのだ。同じ耀よう天てん祭さいの期間であっても、カッツェンや王都とは趣おもむきがまるで違う。人通りはそれほどなく、商人であろう恰かつ幅ぷくのいい男達も柱ちゆう廊ろうの影に隠れてひっそりと会話している。その中で時折美しい虫の声が漏もれ聞こえ、道行く人々はふと足を止めて耳を傾かたむける。まるで青せい刀とうに言血を通すときのような清せい涼りよう感かんがじんわりと肌に浸しみ込むのだ。

　ようやく大聖堂の威い容ようが現れた時、俺は一瞬巨大な炎を見たような気がした。壁面を飾る沢山のガラス窓が夕陽を反射して煌きらめき、四本の小しよう塔とうは緋ひ染ぞめの空に鋭く突き立っていた。聞いていた通り、真下から見上げるとその高さに驚おどろく。赤レ燕ポのル国ガの王宮も立派な宮きゆう殿でんだったが、純粋な高さでいったら到とう底てい敵かなうものではない。そして、聖堂の屋根の一番上には赤々と輝く篝かがり火びがあった。メトラジガッドを追い詰つめた太陽。耀天祭の象徴だ。

　衛兵は俺達を聖堂の裏手に案内した。犬を預けるとそのまま中へ導かれ、一いつ旦たん、応接の間へ通される。大聖堂の半分は信しん仰こう者しやのために、もう半分は長官の居住空間になっているらしい。俺はいよいよ猫とのご対面かと意気込んでいたのだが、現れたのは人間の長官代理。彼によればディナンは現在街の外へ出ており、帰ってくるのは二日後だという。それまでは大聖堂の外に出ないようにしてほしい、と言われたのだった。

　そして長官代理との謁えつ見けんが終わるとすぐさま、俺とアルナリス様はイルナとは別の客間に案内される。あまりに淡たん々たんとした対応に俺が訝いぶかしく思っていると、アルナリス様に苦笑されてしまった。

〔仕方ないよ。下へ手たに自分達だけで動いても危ないし、こうやって沢山の兵士さんが守ってくれるだけ幸せに思わないと〕

「いや、それはそうなんですが……。一応は王女襲しゆう撃げきを予測して、守ろうと画かく策さくしたんですよね？　それなら無事にアルナリス様を迎えることができて嬉うれしい、って雰囲気を、もう少し出してもいいと思うんですが。その上イルナはどっかに連れていかれましたし、向こうが何を考えてるのか俺にはさっぱりですよ」

　今はがらんとした部屋の中で二人きりだ。スゥはイルナと話をするため彼女の部屋を探しに行った。直接俺達が出向くことができないのも聖堂内の移動を控ひかえるように求められたからであって、もはやこれは軟なん禁きんと言っても過か言ごんではない。

　しかし、アルナリス様はなぜかおかしそうに肩を揺すり、手を動かす。

〔イルナはもともと王族と関係がないんだから、そういう配はい慮りよがされるのは当然だよ。もしかしてユウファはイルナと一緒にいるのが当たり前すぎて、離れると寂しくなっちゃった？〕

「ち、違いますから。からかわないでくださいよ。あいつともここでお別れでしょう」

　自分で言って、はっとした。そうか、もうイルナと別れるのか。確かにあいつの仕事はアルナリス様をマジス＝バランに導いた時点で終わったも同然だ。イルナはまた放ほう浪ろうの旅を始めるのだろう。たとえ王族の諸しよ国こく周しゆう遊ゆうで鉢はち合あわせるとしても、言葉を交わすような機会は一生訪れまい。そう考えると、言げん血けつが奇妙にねじれて、何とも言い難いものを感じる。

「よくよく考えれば変な話ですね。どうしてあんなやつと一緒に逃とう避ひ行こうをするはめになったのか。敵に感謝するわけじゃありませんが、襲しゆう撃げきがなければ永遠に会うことはなかったでしょう」

〔どうだろうねー。もしかしたら、イルナが王宮の書庫に忍び込んできたかもしれないよ？〕

　ああ、それはあるかもしれない。あれだけの本好きのことだ。書庫でしか読めない本があると聞けばいくらでも入ろうとするだろう。もしかしたら──もしかしたら、あいつも一緒に書庫で語り合うようなことがありえたのかもしれない。ほんと夢みたいな話だとしても。

　そういえばイルナと別れる前に一つ聞きたいことがあるのだった。それは、どうして旅をしているのか、ということ。情報屋としての仕事は勿もち論ろんだが、きっとそれだけではないだろう。そうでなければ、あれだけ様々な知識を持ちうるはずがない。王おう歌かの話も燕つばめの伝説も、金にはならない。初めて出会った時は完全に怒らせていて目的を聞きそびれたが、今ならたぶん教えてくれる……はずだ。しかし、本人に尋ねるまでもなくアルナリス様は答えを知っていた。

〔イルナは翼を探してるんだよ〕

「翼、ですか。あのメトラジなんとかの伝説に出てきたような？」

〔うん。人間が翼を貰もらったり、空を飛んだりしたっていう伝説は各地にあるよ。私もいくつか知ってるけど、メトラジガッドの話もその一つ。翼よく人じん伝でん説せつは意外に有名だし、イルナみたいに翼を探して旅する人は珍しくないんじゃないかなー〕

「珍しくないって……そんな、ただの伝説を信じて人生を棒ぼうに振るんですか」

〔だって翼は実在するもん。今確実にあるって分かっているのは岩グ喰ラいンのダ国ルの《大たい翼よく》とヤン＝バランの《三枚羽》、それからマジス＝バランの《金きん翼よく》〕

「はい？」

〔ちゃんと実在するから、他にもあるって信じて探すんだと思う。たぶんだけど、今回のイルナの仕事の報ほう酬しゆうには《金翼》が絡からんでいるんだと思う。だから危険も承知で受けたんだよ〕

　いやいや、翼はオイゼだって想像もつかないような代しろ物ものだったんじゃないのか？

〔基本的に皆見せないからねー。持っていても公表しない人だっていると思う。でも、青せい刀とうだっていつもは王宮の宝ほう物もつ庫こに入ってるし、それが本当に実在するかどうかなんて普通の人は知らないでしょ？　それと似たような話なんだと思うな。《金きん翼よく》が一体どういうものかは知らないけど、あるものはあるっていう〕

　ならばそれは結局ただの伝説と同じようなことではないのだろうか。何が実在を保証し、何が探たん索さく者しやを駆かり立てるのか。猫の血の混じった人間全員が合理的というわけではないが、イルナが夢想に浸ひたっているとは思えない。

　しばらく考え込んでいると不意にアルナリス様の視線を感じる。彼女は天てん蓋がい付つきの寝台に腰かけ、じっと俺を見つめていた。日が落ちて暗いせいなのか、表情は読めない。

「どうかしましたか」

　俺の問いかけに対し、彼女は少しだけ肩をすくめて答えた。

〔なんだか分からないなーって思って。もともとユウファが何を考えてるかってあまり分からなかったんだけど、最近、ますます想像できなくなっちゃった。五年も会わなかったせいかな〕

「俺自身が何か変わったつもりはないですけどね。周囲が変わったせいかもしれません」

〔イルナとかと出会ったせいってこと？〕

「まあ、部分的には。昔、書庫でアルナリス様と会っていた頃は迷うことがなかったんですよ。王女のために尽くす、ってそれだけでしたから。でも耀よう天てん祭さいが近づいて、次から次へと状況が変わっていって、自分でも頭がついていかないんです。うまく割り切れずに、ごちゃごちゃ考えることも増えたような気がします。だから、きっと俺の無愛想もいつもと違うんですよ」

　アルナリス様は一瞬手が止まるが、再び指に力を入れると尋ねてくる。

〔……どうして私のことは迷わないの？〕

「どうしてって言われても……むしろ、迷わないようにしているんです。アルナリス様は俺の中心だから。そこだけは何があっても揺るがないようにするっていうか……」

〔……私、口く説どかれてるのかなー？〕

「い、いや、そういう意味じゃありませんよ！　アルナリス様も俺の体質は知っているでしょう。外部の言げん血けつに影響を受けやすい、というか自分の言血の境界が移ろいやすいんです。そうすると、段々他人の感情とか他人の記憶が混ざってきて、どこからが自分のものなのか分からなくなる。調ちよう伏ぶくで犬と繫つながったり、返り血を浴あびたり」

　俺の言血の中には俺が殺した七人の記憶が今も残っている。次し第だいに意識の奥底へ沈んでいくとしても、それは確かに言血の澱おりとして残り続けるのだ。俺は人を殺あやめる度に、自分の言血が淀よどんでいくのを感じる。そして自分と他人を隔へだてるものが見えなくなっていく。

「だから、俺はアルナリス様との記憶が必要なんです。俺がユウファ＝ガルーテンであることを忘れないために、それだけは疑っては駄だ目めなんです。迷ったら俺が俺だって分からなくなる」

　俺は護ご舞ぶ官かんとして紛まぎれもなくアルナリス様の翼でありたいのだ。アルナリス様にとっての俺が、俺にとっての青せい刀とうであってほしい。あらゆる意思に従したがう者でありたいと思う。このことだけは俺の中心として、揺るぎないものであってほしいのだ。

　アルナリス様は見定めるようにこちらを見つめていたが、やがてゆっくりと言った。

〔私も、迷いたくないと思うよ〕

　果たしてそれが何を意味しているのか俺には分からなくて、ふと会話が途と切ぎれる。しかし俺が問いただすよりも先に、彼女は視線を外して立ち上がり、窓際に歩み寄った。それからそっと窓を開くと、夕闇の中から街の音が聞こえてくる。ざわめきではなくて、何か美しい旋せん律りつ。天に澄すみ昇るような音色が街中から響いている。アルナリス様が振り返った時、その顔にはいつもの明るい表情が戻っていた。

〔この曲、サリヤンっていうんだよ。炎の宴うたげっていう意味なんだけど〕

「なんだか森の中で聞いたスゥの鳴き声によく似ていますね」

〔それは当然だよー。虫飼いの笛で演奏してるんだから。一年にこの時期だけ、バラン都市群でしか聞けない古い曲なの。赤レ燕ポのル国ガの虫飼い達が集まって、虫を讃たたえる曲だよ〕

「王宮行事でやる讃さん歌かみたいなものですか」

〔建前はね。でもスゥが本当はそうじゃないって言ってた。この曲は虫を操る音を調ちよう律りつするための曲なんだって。虫飼いの笛は手で音の高さを調整するから、感覚に頼るとやっぱり少しずつ音程がずれちゃうの。それを一年に一度、皆が集まって音を合わせることで正しい音を覚えなおす。今の虫飼いの人達は知らないで吹いているのかもしれないけどねー〕

　サリヤンの音はあまり多彩なものではなく、ゆったりと一音一音を響かせている。人間でも聞いているだけで心が落ち着く。アルナリス様は懐ふところから匂い薬の瓶びんを取り出し、窓際に瓶の口を開けたまま置いた。すると何とも言えない澄んだ香りがサリヤンと共に部屋の中を満たす。

〔ねえ、踊ろうよ〕

　俺の方に近づいてきたアルナリス様が言う。俺は慌てて首を振り、「無理ですよ、踊れませんから」と断るものの、彼女はぷくっと頰ほおを膨ふくらませて眉を顰ひそめる。

〔私だってサリヤンに合わせて踊ったことなんてないよ。やってみなくちゃわからないでしょ〕

「いやいや、どうして俺なんかと踊るんですか。しかもこんなところで……」

〔踊りたいからー〕

「踊りたいって、そんな……」

〔私がユウファと今踊りたいの。私は迷わないしユウファだって迷わないんじゃなかったの？〕

　有無を言わせぬ満面の笑み。……俺が言いたかったのはそういうことじゃないのだが。しかし、この顔をされたら諦あきらめるしかない。やはり俺は五年経っても何も変わっていない。

「アルナリス様の顔は相変わらずですね」

〔……どういう意味？〕

「俺はたぶん、一生アルナリス様の笑顔には抗あらがえないな、と思って」

　立ち上がると相手が手を差し出してくる。指先でそっと触れ合うと、鼓こ動どうが少しだけ速くなる。こうして手を触れ合わせてしまえば、もう彼女は何も語ることが出来ない。だから踊りを教えることなんてできるわけはないのに、それでも俺はアルナリス様が望むように動ける気がした。サリヤンに合わせて、時に身を寄せ合って、時に離れて、それをただただ繰り返す。

　青い髪が綺麗だった。彼女の手、唇、頰ほお、全てが静かに輝いていて、噓のように美しかった。アルナリス様との記憶が自分の確かな核だったはずなのに、こうして今彼女と踊っていることは少しも現実味が持てなくて、すぐに消えてしまう燈ともし火びのようで。

　あなたは五年間、何をしていましたか。何を読み、何を見て、何を考えていましたか。いつも尋ねようと思っていて、しかしなぜか尋ねる機会を失ってしまう。もしかすると、本当に機が満ちていないのかもしれない。それは静せい寂じやくに満ちた書庫で、手しゆ語ごを交わし語るべきものなのかもしれない。

　今宵こよいも俺達は言葉を喋しやべれない。だから沈黙を埋めるように、手を握にぎり、肩を寄せ、踊った。互いの何かが伝わるように。たった一つの感情も零こぼすことのないように。俺達は踊ったのだ。




　　　　□　□　□




「──ですから、アルナリス様は支し度たくがあるので大聖堂から出していただきたい」

「いやしかし、お命が狙ねらわれている最中に市街を歩くことなど到とう底ていお見逃しできません。商人でしたら我々が聖堂内に召しよう喚かん致しましょう。お支払いも全てこちらが致いたします」

「今は耀よう天てん祭さいで取引も盛さかんな時期です。そんな中、民の商売を妨さまたげるようなことはアルナリス様の望みではありません。その上、商人達を呼びよせることで王女の身み柄がらが大聖堂に匿かくまわれていることも露ろ呈ていしかねないでしょう。それならば人相が知れ渡っていないことを逆さか手てに取り、王女自みずから市街に赴おもむくことが最も良い方法となるのです」

　長官代理は俺がまくしたてる言い訳に言葉を詰つまらせる。正直、詭き弁べんみたいな気がしないでもないが、この作戦を立てたのはイルナだ。あいつも過か剰じようなほど俺達を閉じ込めようとする長官側の対応に疑問を感じたらしく、スゥを介かいしてこのたびの外出計画を告げて来たのだ。一いつ旦たん外に出てみて、相手の出方を探さぐるつもりらしい。

　俺は必死に言げん血けつを抑え、舌が絡からまないように気を付けながら暗記した最後の台詞せりふを口にする。

「もしもそれで不安だと言うのなら、我々に衛兵を付けてもらってかまいません。ただし始終一緒にいられては怪あやしまれるので、距離をおいてください。それから犬も一頭用意していただきます。荷物運びと護ご衛えいもかねて、アルナリス様の白い犬を連れて行きたいのです」

　アルナリス様がディナンと接見する際の衣服やスゥに代読させるための紙とペン、そういったものを用意するための買い物、というのが建前。大聖堂の客間に閉じ込められてはイルナと顔を合わせることもできないのだから、何とかして外に出て監かん視しの目を逃のがれる必要がある。アルナリス様はそれほど乗り気ではなかったが、イルナの提案を断るわけでもなかった。

　長官代理は険しい表情でひとしきりこちらの様子を覗うかがった後、渋しぶ々しぶと頷うなずいた。

「……承しよう知ち致いたしました。ですが、案内役に一人兵士をつける必要があるのでは？　店の場所などはさすがにご存じないでしょう」

「それにはイルナ＝パルシタルを同行させてください。彼女はこの街にも詳くわしいでしょうし、我々との意い思し疎そ通つうも図りやすい。これ以上の人選はないとアルナリス様はお考えです」

　長官代理の眉み間けんに刻きざまれた皺しわが一ひと際きわ深くなる。しかしそれ以上の抵抗は無む駄だだと判断したのか、反論はしない。明日には準備を整えておくことを約束し、引き下がった。




　そして耀よう天てん祭さいの四日目、俺達は日も高く上った頃に大聖堂を出た。イルナは格別変わった様子もなく、ベオルと一緒に門の前で俺達を待っていた。彼女の方に近づいていくと衛兵が四人、離れたところから俺達を見つめている。二名は軽けい装そうの鎧よろい、もう二名は民服に刀を挿さしている。大分厳しい警けい戒かい具合だが、これならば声が届くこともないだろう。

「油断しないで。普通の服を着てる奴らはディナンの間かん候こうだから。口を見られたら、唇の動きを読まれかねないわよ。それに本当にあれだけが見張りなのかも怪しいし、囮おとりの可能性もある」

　イルナは外がい套とうで口元を隠しながら、そう言う。確かに間候ならあれほど気配を露あらわにする必要もないだろう。イルナの言う通りなら全く信用されていないことがよく分かる。

「幸いアルナとあなたは手しゆ語ごが使えるでしょ。気にしないで話せばいいわ。それにとりあえず、接見用の準備をしなきゃいけないのは本当なんだから、変に意識して勘かん付づかれないで」

　彼女はベオルの手た綱づなを引きながら、口早にそう告げてきた。気にするなとは言われても、いつになく真剣な彼女の声こわ音ねに自然と気が張り詰つめる。アルナリス様だけは何を不安がることもなく、いつもの様子でイルナの後ろを歩いていた。

　マジス＝バランは大聖堂を中心に渦うずを巻くようにして区画が分かれている。一区画が一つの同業組合となり、どの区画に位置するかによって住んでいる人間の職種や富ふ裕ゆう度ども変わってくる。俺達は第一区画から第三区画まで、時間をかけて通りを巡めぐり必要なものを買っていった。店はどこも貴族や大商人が取り仕切るようなところばかりで、俺などは足を踏み入れるのさえ躊躇ためらわれるのだが、イルナの歩みには常に迷いがない。その上、店の主人らと親しげに会話する様子を見ていると、彼女が本当に影響力を持った存在なのだということが分かった。

「中小都市が銀ぎん環かん同どう盟めいを結んで互いの競争を制御するようになってから、バラン都市群の商人達は痛い目を見てるのよ。市場の流通に関する情報が銀環同盟だけで共有されるから、どうしたって戦略を立てにくい。だからあたしみたいな小回りの利く情報屋が必要になるわけ。大街道が出来て大量売買も増えてきたし、あたしはマジス＝バランにとって必要不可欠なのよ」

　というのがイルナの自己評価だ。実際のところ言い過ぎというわけでもないのだろう。この若さでこれだけの人間の信用を得ている様さまを見せつけられたら文句も出ない。

　時間をかけて服を選び、髪かみ飾かざりを選び、とやっているうちに太陽が次し第だいに傾かたむいてくる。結局、買い物をする間、とりわけ賑にぎやかな通りであっても見張りを撒まくような機会はなかった。マジス＝バランは紛まぎれ込むことのできる程の人混みもなければ、すぐに逃げ込めるような裏うら路ろ地じも少ない。

　準備も一通り終わってこれからどうするのかと思っていると、イルナは不意に街の外側へ向かって歩き出した。向かった先は第八区画。城壁の内側をなぞるように円えん環かん型がたの通りが作られた歓かん楽らく街がいだ。通りに身を投じた途と端たん、俺達はその異様な艶あでやかさに圧倒された。道のいたるところに紫し灯とうが灯され、遍あまねく妖あやしい香りが漂ただよっている。他の区画と異なり通行人が異様に多く、しかも皆赤ら顔だった。賑にぎやかな談だん笑しようと開放的な酒場で酒が酌くみ交わされる様さまはどことなくカッツェンに似ている。

　そしてすぐに気付いたことだが、通行人は誰も彼もが隣に女を連れ、べったりとくっつきながら歩いていた。通りから覗のぞける大窓の向こうには絢けん爛らんな衣装を身に纏まとった女達がしどけなくくつろぐ姿があり、女を連れていない男はしばしばその様子を舐なめるように見て店に入っていった。……まあ、あれだ。なんというか、こう……言げん血けつがやばい。乱れに乱れきっている。

「お、おいイルナ……ここは……」

「売春街よ」

　そりゃそうだろう。もうさっきから艶つやっぽい言血で頭がぐらぐらする。

「ここからは別行動ね。次の細道で追おつ手てを撒まくわ。ベオルが囮おとり、スゥは空から様子を確認してもらう。あと、頼んでおいたやつは大丈夫そう？」

　イルナの言葉にスゥはこくりと頷く。彼女は飛び上がると忽たちまち夜よ闇やみに紛まぎれ、そのすぐ後にどこからか高い笛に似た音が聞こえる。間違いなくスゥの鳴き声だ。すると突然籠かごの中に入っていた虫達が暴れ出し、街がい娼しようの悲鳴や男の狼ろう狽ばいする声が響く。あたりの店でも騒ぎがあり、通りに逃げ出してきた人々で道は大混乱となった。

「行くわよ」

　イルナが横道に向かって駆かけ出し、ベオルは平然と前に歩み続ける。俺達は逃げ惑まどう人にぶつかりながら小道を走った。正直、売春街の甘ったるい言血に恐怖と驚きの激しい言血が混ざり込み、すごく気持ち悪い。というか口の手前まで戻しかけた。俺は走ることだけに意識を集中させ、ひたすらに足を動かした。

　やがて俺達が逃げ込んだのは第六区画の小さな酒場。ここでもイルナは主人の知り合いなのか、簡単な挨拶を済ませると店の奥の小部屋に通された。俺は言血の毒から解放されてもはや気き分ぶん爽そう快かいだったが、イルナとアルナリス様はここまで走るだけで疲れ切っている。

「こんな必死に逃げる必要があったのか？　移動中に相手の様子を探さぐるだけでも十分だろ」

「……はぁ、はぁ……これぐらいやらなきゃ……意味、ないでしょ……。逃げたあたし達に、相手がどう出てくるか……確かめないと。そのために、スゥが監視してる……」

「いや、見方によってはすごい博ばく打ちだぞ。俺達が危険にさらされたらどうする」

「……そうだけど……あたしだって、まだ分からないの。マジス＝バランにはあたしの商売相手が沢山いるし、ディナンこそ一番の客よ。それなのに、あたし達の扱い方が妙だし……本当に猫を信用していいのか、よく分からなくなった……敵の買ばい収しゆうを受けているなら、明日の交こう渉しようの前に覚かく悟ごしておく必要があるでしょ」

　長官代理によればディナンとの接見は明日の夜の七つ時を予定しているらしい。確かに何らかの対たい策さくを立てるのであれば、今日行動を起こすしかなかっただろう。

「それに、あなた達は猫と会ったことある？　もしないなら……」

〔大丈夫。会ったことはないけど、言いたいことは分かるよ。私は王宮の訓練でそういうのがあるから。ただユウファは会ったことないと思うし、今説明すべきじゃない〕

　イルナの言葉を制するように、アルナリス様が手を動かす。その言葉をイルナに伝えながら、思わず俺自身が首をひねってしまう。まあ、猫に会ったことがないのは確かなんだが……

「どうして俺が知るべきじゃないんですか」

〔……むしろ知ったら私達の損そんになる可能性が高いの。猫はユウファの天敵だから、明日の交渉は私に任せてほしいなーって〕

　意味がさっぱり分からない。しかしアルナリス様が言うのだからその通りなのだろう。刀が決して水を切ることができないように、俺に出来ることなど実際はごく限られたものだ。

「分かってるなら、あたしからも言うことはないわ。ただ一つだけ確認しておくけど、その……もしあたし達の疑いが間違っていて、ディナンが味方なら……」

　何か歯切れの悪いイルナにアルナリス様は笑って首を横に振った。

〔《金きん翼よく》のことが心配なら、その必要はないよ。逆に、もしディナンが裏切ったとしても、ちゃんと約束は果たさせるから〕

　俺がそっくりそのまま代だい弁べんすると、イルナは目をぎょっとさせてアルナリス様を見る。

「なんでそのこと知ってるのよ……あたし、契約の話はしてないわよね……？」

　どうやら図星だったらしい。アルナリス様はイルナの目的を推測していたのだと教えてやると、彼女は気の抜けた笑い声を出して、背もたれに寄りかかった。

「いや、翼に興味があることは話したつもりだったけど、《金翼》の話まで知ってるのね。やっぱり王族は勉強してるってことかしら。あたし、今までその言葉を知ってる人間でさえ、数えるほどしか会ったことないわよ。じゃあ《大たい翼よく》とか《三枚羽》も知ってるの？」

　アルナリス様の首しゆ肯こうになぜかイルナは無む邪じや気きな笑みを浮かべた。

「なんだ、誰かさんは翼の存在すら知らなかったからあんまり話題にしなかったけど、もっと早く話しておけばよかったわね。あたしは翼を探して旅をしてるの」

　イルナが身を乗り出すようにしてそう言った時、丁度部屋の扉が開き、店の主人がアチェ酒の水割りと燻くん製せい肉にくを持ってくる。一いつ旦たん、話が途と切ぎれるが、イルナは酒で咽の喉どを潤うるおしたかと思うと、そこから滔とう々とうと翼を巡めぐる話を始めた。翼よく人じん伝でん説せつの地方による異同や資料集めの際に遭そう遇ぐうした出来事など、次から次へと語り出す。完全に酒が入っていて、もはや猫のことなどどうでもいいといった具合だった。実際、本人としては念願の《金きん翼よく》が確約されてどうでもいいのかもしれないが。時々アルナリス様の返答を通訳するだけで俺はほとんど口を挟はさまなかったが、翼の形についての議論が一いち段だん落らくした頃、俺は気になっていたことを尋ねてみる。

「なあ、お前が翼が大好きだってのは分かったんだが、どうして好きになったんだ？」

　すると彼女はとろんとした眼まな差ざしをこちらに向けて、突然自分の胸の中に手を突っ込む。酔っぱらって何をし始めるのかと身構えるが、彼女が取り出したのは片かた眼鏡めがね。カッツェンの書物保管所で本を読むときに彼女が使っていたものだ。

「これ、あたしの父親の形見なの。翼を探し始めたのは父親の影響ね」

「夢を受け継ついだってことか」

「まあ、そんなとこかな」

　カッツェンで猫の耳を見られて怯おびえていたイルナのことを思い出す。彼女は自分の父親が「無む駄だ死じに」したと言っていた。それが翼を見つけるための努力を指すのであれば、そしてそれでもなお自分も「無駄死に」しかねないことを自覚しているのであれば、あまりに皮肉な言い方だ。

「お前だってまだ若いのに、一生翼を探すつもりなのか？　そんなに魅力があるものか？」

「……勿もち論ろん、傍はた目めには無む謀ぼうだろうし、ほんと父親から貰もらった呪いみたいなものだけれどね。でも、実際もうすぐその存在を見られるかもしれないのよ？　人が飛べるかもしれない。あたしはそれを、どうしてもこの目で確かめたいの」

　そう語るイルナの眼差しは鋭するどく磨みがかれた鋼はがねのように光っていた。イルナは俺が手を付けていなかったアチェ酒に手を伸ばしつつ、尋ね返してくる。

「そういうあなたは何かないの。夢みたいな、でっかいこと」

「アルナリス様を守れればそれで幸せだ」

「うわっ、くさっ」

　完全に飲んだくれのおやじだな、おい。なぜか酒場に連れられて師し匠しようにくだを巻かれたことを思い出す。しかし俺に口答えの機会は許されず、標的はすぐにアルナリス様へ向いた。

「じゃあアルナはどうなの？　やっぱり国民のために、何かしたいこととかあるの？」

　その問いに一瞬、アルナリス様の表情が固まった。それはいつもの笑顔にすぐさま吞のみ込まれてしまったが、俺の目には確かに迷いが見えたように思う。

〔ユウファと一緒に書庫で眠ることかなー〕

〔……イルナにそう言うんですか？　なんだか妙な誤解を招く気が……〕

〔妙な誤解って何？　子供の頃の約束、ユウファは忘れちゃったの？〕

　分かって言っているのか、ただの純粋さなのか、健やかな彼女の笑みが逆に疑わしい。しかしいずれにしろイルナに噓を吐つく訳にもいかないので、口を開こうとすると、突然部屋の外で慌あわただしい足音。敵てき襲しゆうかと意識を尖とがらせるが、どうやら人は部屋の前を通り抜けただけらしい。しかし妙みようなざわめきが扉の向こうから漏もれ聞こえ、一向に収まる気配を見せなかった。

「ちょっと外を見てきます」

　慎しん重ちように扉を開き廊下を見ると、何やら店内で一人の男がテーブルの上に乗り、大おお袈げ裟さな身振りを交えつつ何かを話していた。他の客は真剣な表情で互たがいに言葉を交わし、演説を繰り広げる男に質問したりする。そして少し近づいてみると、驚くべき話が耳に飛び込んできた。

「いいか！　六匹の犬だ！　六匹の犬が広場にばっと躍おどり出て、俺の目の前を走って行ったんだよ！　それから大聖堂の裏口に飛び込んでいったんだ！　あの猫長官の根ね城じろだぜ？　そこに外がい套とうを着たやつらが飛び込んでいったんだよ！　そしたら悲鳴が聞こえるし、何事かと思って、俺も少し覗のぞきに行ったんだ。そうしたら、ぴょーんってな！　今度は聖堂から出てきた黒い犬が俺の上を飛び越したんだよ。真っ黒な大きい犬だ！　その犬にはやっぱり顔を隠したやつと、それから気絶した役人が乗ってた。俺はすぐにぴーんと来たね！　ありゃ、長官代理だ！」

　長官代理が攫われた？　しかも黒い犬に外套の男と言えば俺がカッツェンで刀を交えた敵とまるで一緒ではないか。一体どういうことだ。ディナンの側が襲われる？　いや、そもそも外套の男は駐ちゆう屯とん所じよを襲っていたのだ。アルナリス様を守るための場所を襲った。そして今回もアルナリス様を守る場所を襲ったのだ。もしも外套の男が襲しゆう撃げき犯はんの仲間だとすれば、当然奴の行動はアルナリス様を追っていたことになる。長官代理もまたアルナリス様を呼び出すための交こう渉しよう材ざい料りようだとすれば？　それはとても単純で、十分にありうる可能性じゃないのか？

　俺達はとんでもない間違いを犯おかしたのかもしれない。イルナ達を呼んで店を出た。するとすぐさまスゥが降おりてきて、ことの一部始終を語ってくれる。その内容はほとんど店で男が語っていたものと同じだ。イルナも忽たちまち酔いが醒さめたのか、硬かたい表情でスゥの言葉を聞いていた。周囲を警戒しつつ、急いで大聖堂に戻ると丁度ベオルと落ち合うことができた。そして大聖堂の中に入ってみれば、そこは既に惨さん状じよう。夥おびただしい血の痕あとと負傷した兵士達の呻うめき声で溢あふれていた。俺達が呆ぼう然ぜんとしていると一人の衛兵が近くにやってきて、忌いま々いましげに呟つぶやく。

「ようやくお帰りですか。王女様。随ずい分ぶんと長い買い物だったようですね」

　剝むき出しの反感と憎にくしみが言葉に溢れている。アルナリス様の言葉を待たず、彼は言った。

「多大な無礼を承知で申し上げますが、市街を出歩くならば勝手な行動は慎つつしんでいただきたかった！　あなた方が我々を錯さく乱らんさせなければ、と思わずにはおれません。敵は王女捜そう索さくで手薄になったところを襲ってきたのですよ！　十二名の衛兵が殺され、二十三名が怪け我がを負いました！　もう二度と、マジス＝バランの治安を乱すようなことはなさらないでいただきたい！」

　その怒声は混じりけのない憤ふん怒どを感じさせた。俺達の行動と敵の襲撃は不運にも重なっただけかもしれないが、事実として今回の企くわだてが裏目に出たことは間違いない。イルナは顔を俯うつむかせ、唇を嚙かみしめていた。当たり前だが全ての責任はアルナリス様に向かうのだ。それゆえに、イルナはその結果が耐たえ難がたいことだろう。今や、王女の悪戯いたずらでは済まない被害をマジス＝バランの人間に与えてしまったのだから。




　　　　□　□　□




　翌日、マジス＝バランに長官が帰き還かんした。

　既に耀よう天てん祭さいは五日目を迎え、終わりの時は目の前に迫っている。
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　接見の間に通されディナンを待つ間、俺達の傍かたわらには重い沈黙だけが横たわっていた。衛兵達が向けてくる眼まな差ざしもどこか刺とげ々とげしく、何よりイルナの意い気き阻そ喪そうが痛ましい。自分の夢が目前となり揚よう々ようと待ち構えていたところにあの失態だ。出鼻をくじかれたという言葉では足りないだろう。

　一方でアルナリス様の考えはよく分からない。猫との交こう渉しようで不利になるからと、結局何をするつもりなのか俺には教えてくれなかったのだが、少なくとも長官代理が攫さらわれたことに関して動どう揺ようしているようには見えない。話しかければ普段と変わりなく答えてはくれるものの、すぐに思案顔になって何かを考え込んでいた。

　接見の間には大きな円えん卓たくと一脚きやくの椅子が用意され、アルナリス様だけが席に着いている。その肩にスゥが乗り、俺とイルナは両りよう脇わきを固めるように立っていた。ディナン側の人間は扉を守る衛兵以外いない。部屋には窓もなく調度品も簡素で、どこか冷淡な空気が漂っている。

「ディナン長官がいらっしゃいました」

　扉を開いた衛兵がそう告げる。そして彼らはなぜか部屋を出ていってしまい、接見の間には俺達だけが取り残された。いよいよ猫とのご対面かと気を引き締しめると、扉から入って来たのは一人の少年。服装からして従じゆう僕ぼくの身分で、手袋をはめた手には大きな盃さかずきを持っていた。彼は何の表情を浮かべることもなくアルナリス様の向かいに立ち、盃を机の上に置く。

　こいつが猫？　ただの人間じゃないか、と思った次の瞬間、ぞわりとした気配を感じる。うなじを長くざらついた舌で舐なめられるような不ふ快かいな感覚。無論、俺の後ろには誰もいない。それが言げん血けつによる錯さつ覚かくだということはすぐに気が付いた。

『はるばる御ご足そく労ろういただいたようで。私がマジス＝バランの猫でございます』

　そんな声が聞こえる。だが少年が口を動かしたわけではない。これも錯覚。まるで身体に直接声を響かせているかのように、正体の摑つかめない言葉が聞こえてくる。

『護舞官のユウファ殿、何を驚かれているのですかな？　まるで身体に直接声を響かせているように、聞こえますかな？』

　頭の中で考えていたことを復唱されて不気味さが一挙に増す。一瞬、部屋全体が大きな生き物の高笑いに震えたかと思うと、どこか嘲あざけるような声音がまた身体に響く。

『怯おびえなさることはない。どうやら猫に会うのは初めてのご様子だ。私はここにしっかりとおりますよ。いや、ここ全体と言うのでしょうか。盃の中をご覧らんになるといい』

　少年が無表情に盃を傾かたむける。そこに入っていたのは若草色の輝く液体。まるで宝石を溶とかしたようなそれが、独りでに波を打っている。俺もこれによく似たものを知っている。そうだ言血の液体。人間が子供を作る時、泉から汲くみあげる純度の高い言血。まさか……

『ご推すい察さつの通りですよ。我々、猫の種族は肉体などという不純な媒ばい体たいを捨て去り、こうして言げん血けつのみで生きているのです。口も耳も持ちませんが、こうして身体に直接語りかけ、身体から直接聞き取ることが出来る。物を食べる必要も眠る必要もない、実に無む駄だのない在り方だとは思いませぬか？　いや、同意はしてくださらないと。なんとも素直な方だ』

　ほとんど会話の体をなしていない。ディナンは俺の返答を待つまでもなく、俺の言血から考えを読み取ってしまうらしい。こうして考えていることも全て筒つつ抜ぬけなのだろう。

『ユウファ殿どのは奇き特とくな体質をしていらっしゃるようだ。王女様はさすが王族の方、少しも思考が読めない。つるつるの球体を捕まえるようで、如何いかんともしがたいですなあ』

　猫は俺の天敵。まさにその通りだろう。ディナンの前で俺は何一つ噓を吐つくことが出来ないに違いない。全身を相手の言血が這はいずり回り、縛しばり付けてくる。

　するとアルナリス様が紙を広げペンを走らせる。手が止まるとスゥが凛りんとした声で代読した。

「お戯たわむれもそれほどにしていただけますか。他人の心への無む闇やみな立ち入りはすすめられたことではないでしょう。彼は一いつ介かいの兵士です。あなたが欲ほつするような情報は持っていません」

『おやおや、これは失礼致いたしました。ここまで脆もろい言血にはお会いしたことがなかったもので』

　酷ひどい言い草ぐさだ。俺だって好きでこの体質に生まれたわけじゃない。とか考えると、またディナンが笑っている。……もはや気にしても仕方がない。アルナリス様はまた筆を執とった。

「改めて、耀よう天てん祭さいの忙しい時節にこのような突然の接見、感謝します。私は赤レ燕ポのル国ガ第一王女アルナリス＝カイ＝ベルヘス。こちらは私の護ご舞ぶ官かんのユウファ＝ガルーテン。それから知っているでしょうが、あなたが案内役として頼んだイルナ＝パルシタルです」

『ええ、よくよく存じ上げておりますよ。先日、国王陛へい下かよりアルナリス王女が失しつ踪そうなさったというお伝えが参りました時には、私も大変驚きました。されどこうしてご壮そう健けんなお姿を拝はい見けんすることが出来て、心より安心致いたしております』

「驚いた、とは？　イルナはあなたがこのたびの騒そう動どうを察知して遣つかわしてくださったのでしょう。果たしてどのような手を使ったのかは私の想像も及およびませんが」

『網あみが大きければ、沢山の虫が捕まるというだけのこと。この街も様々な毒虫が紛まぎれ込んでおります故ゆえ。しかし私とて本当に王女襲しゆう撃げきの計画が実行されると確信していたわけではございません。情報が全て正しいとは限りませんから、できるのは備えることのみでして』

「しかし実際にこうして予見は当たったのですから、随ずい分ぶんと信しん頼らいできる情じよう報ほう筋すじですね。迎ぎよう燕えんの儀ぎを狙ねらった計画をさらに前もって知るということは、必然的に内通者との繫つながりがあると考えられるでしょう。となれば、長官殿の虫は王宮内にも潜ひそんでいることになるのでは？」

　やや威い嚇かく的てきな言い回しにディナンの言血も雰囲気が変わる。しかしアルナリス様は一息置くと、再びペンを動かし始め、スゥは少し穏やかな口く調ちように戻って言った。

「されど、この接見の場においては不問に致しましょう。むしろ私達はあなた方に謝らなければなりません。このたびの騒そう動どうに、多くの兵士と長官代理を巻き込む形になってしまいました」

　申し訳ありません、という言葉にイルナがぐっと息を吞のむ気配がした。ディナンは即座に柔らかな物もの腰ごしに戻ると、言げん血けつを朗ろう々ろうと響かせる。

『気になさることはございません。マジス＝バランは広しと言えど、見つからぬことはありますまい。人質を取っておきながら一向に要求もない様子、敵も手の出しようがないのでしょう。それに今回の襲しゆう撃げきに王女様が居合わせなかったのは、幸運と言えるでしょう』

「そう言っていただけるとこちらも心安いものです。──それでは我々を取り巻く状況も容よう易いではありませんし、事は急を要するので早速懸けん案あんに入りましょう。助けていただいた上に重ねて不ぶ躾しつけだとは思いますが、私はあなたにいくつかの頼みごとがあります」

『はあ、何なりと』

「まず、叡えい智ちを誇ほこる猫の一族である長官殿どのにお尋ねしたいことがあるのです。あなたは今回の騒そう動どうをどのように考えますか。私達は王宮の外で何者かの襲撃を受け、ここまで逃げてきました。その間、国王は各都市に駐ちゆう屯とん所じよを置くという緊きん急きゆう勅ちよく令れいを出しましたね」

『まことにそのようで。実にお早いご決断でした』

「既に申し上げたと思いますが、今回の襲撃には内通者がいると考えて間違いないでしょう。第一に私を襲おそうことが出来た者は国こつ家か儀ぎ礼れいに明るい者、特に高位高官に限られます。襲撃の機会を知っているのはごくわずかな人間だけなのです」

『その方を脅きよう迫はくして聞き出したという可能性もあるのでは？』

「もちろんです。しかし、第二の理由として国王の勅令があります。私が失しつ踪そうしてから三日後、この時点で失踪の公表をすることは理解できますが、しかし駐屯所の設置に関してはそう簡単に出来るものではありません。兵力や武器の分配、あるいは駐屯所となる場所の確保など多くの手続きが必要となることでしょう。それが三日後に可能だというのはあまりにも出来過ぎていると思いませんか？」

『国王がそれだけ王女様のことを心配なさったのでしょう。もっともなことです』

　しかしアルナリス様は首を横に振り、こう続ける。

「武器の調達は既に私が襲われる以前から決まっていたという情報もあります。前もって王宮の何者かがこれを計画していたのです。襲撃からその後の動きまでの全てを」

『……なるほど、しかし私にどんなお力ちから添ぞえができるのでしょうか。王女様は聡そう明めいでいらっしゃる。今お聞きしましたところにご自身は疑問を抱いだいていらっしゃらないようですが』

「その通りです。ですから私が長官殿にお尋ねしたいのは動機についてです」

『動機……ですか。確かに今のところ敵の目もく論ろ見みが見えないという点では同意致いたします』

「長官殿はご存ぞんじだと思いますが、赤レ燕ポのル国ガの交易都市で以前より駐屯所が置かれていたのはバラン都市群だけです。中小都市、とりわけ大街道沿ぞいに位置する都市連合、すなわち銀ぎん環かん同どう盟めいに属する都市は、長い間駐屯所の設置を拒こばんできました」

『自じ治ち権けんの確保のためですね。王女様の前で言うのも何ですが、色々と面めん倒どう事ごともあるもので』

「そうですね。しかしそこで今回の騒そう動どうが起こりました。つまり耀よう天てん祭さいという普段の冷静さを欠いた期間に王女失しつ踪そうという扇せん情じよう的てきな事件が舞い込み、驚くほど早く駐ちゆう屯とん所じよが置かれたのです。臨りん時じの駐屯所とは言いますが、王女が見つからない限り駐屯所はなし崩くずしに置かれ続けることでしょう。そして不ふ審しん者しやや怪しい交易がないかを調べるという名目で、都市へ出入りする人間や売買記録が管理されます。……これは銀環同盟以外の都市にとって、非常に有力な情報に違いありません」

　部屋の空気がざわめく。明らかに猫の言げん血けつが色合いを変えたのが分かった。『何をおっしゃりたいのですか』と尋ねるディナンの声は重い。しかしアルナリス様はすらすらと言葉を書きしるし、スゥは相変わらず凛りんとした声こわ音ねでそれを読み上げた。

「この一件に、あなた方バラン都市群が関わっているのではないかと私は考えます」

　え。アルナリス様は何を言ってるんだ。バラン都市群が敵？　それをあえてこの場で言うのか？　するとディナンが俺の疑問を代だい弁べんするように荒あら々あらしい調子で言った。

『まさか！　ご冗談でしょう。王女様を責め立てるつもりはございませんが、我々は現実として敵に損そん害がいを被こうむっているのです。何人もの兵士が殺され、しかも長官代理まで攫さらわれているのですよ。まさか演技だとは言いますまい！　だとすれば余りに手痛い演出だ！』

　その通りだろう。ディナンが腹を立てるのももっともだ。視線を向ければ、イルナもアルナリス様の考えが理解できずに呆ぼう然ぜんとしている。しかし忽たちまち剣けん吞のんとなった場において、王女とその赤あか燕つばめだけは平然と構え、ディナンの激げつ高こうも恐れず言葉を続ける。

「大聖堂が襲おそわれたことは関係ありません。不幸にも襲しゆう撃げきが重なったか、本当に手痛い演出をなさったのか。いずれにせよ私達をめぐる問題とは別の話です。気の毒だとは思いますが、あなた方の損害は私達の損害ではありません。同じ場所に居合わせただけに過ぎないでしょう」

『……しかし、兵力が削けずられることで王女様の安全も危あやうくなるのではありませんか』

「それが目的ならばもっと被害が大きくなっていたはずです。人質をとる必要もない。何より私達は既すでにその敵の一人と邂かい逅こうしております。カッツェンの駐屯所を襲っていたのです。もしかすると、その敵も私と同じ予測に立って黒幕の正体を暴あばこうとしているのかもしれません」

　いや、本当にそうなのか？　駐屯所を襲っていたことは間違いないが、俺はあいつに殺されかけたんだぞ？　味方だとしたら随ずい分ぶん見み境さかいのない奴だ。

　俺があまり納得できずにいると、意外にもディナンはどこか諦あきらめた調子で応えた。

『まあいいでしょう。誰しも推すい察さつすることはできます。そしてわざわざ敵と判断した我々の前に出てきたということは、証拠立てることができないからでしょうな。もしそれが事実として認められることならば、然しかるべき者を頼っていたはずです。となれば王女様の目的は罪を暴くことではない。ぜひ、最後までお話を聞かせていただきましょう』

「……あくまで今回の騒動が銀ぎん環かん同どう盟めいへの対たい抗こう策さくだということを認めないのですか」

『無む論ろん、仮定として、お認め致いたしましょう。証拠がない限りはただの空想にすぎませんが』

　試すような口ぶりが妙にいやらしい。かえって本当にディナンの策さく略りやくだとでも言っているようだ。彼はなおも神経を逆なでする言げん血けつを匂わせて言った。

『黒幕らしく、こう言い直しましょうか。それだけ我々の計画に気付いていらっしゃるのであれば、なぜここにいらしたのですか。王女の失しつ踪そうという状態こそ計画の枢すう要ようだとして、必ひつ定じよう、我々の下へ飛び込むのはかなり大だい胆たんな賭かけということになる』

「いつまでも逃げているわけにはいかないでしょう。たとえ他国に亡命したところで、それが新たな戦いの火種となれば、戦争で利益を得ようとたくらむあなた方の思うつぼです。王宮の内通者はもしかすると、それもまた期待していたのかもしれませんが」

『……それで自みずから渦か中ちゆうに飛び込むことの勝算はなんでしょう』

「あなたとの交こう渉しようです」

『交渉、ですか。されどご存じのとおり我々は王宮と繫つながりがある。このたびの計画は既にほとんど成功したようなもので、バラン都と市し群ぐんにもたらされる利り益えきは莫ばく大だいなものです。それに見合うものがおありだというのですか』

　もはやディナンが冗談で言っているのか本気なのか俺には全く分からない。アルナリス様はじっと盃さかずきを見つめて筆を止めたが、少しの迷いを振り払うとゆっくり言葉を刻きざむ。

「──私の命を、差し上げましょう」

　は？　という声が出そうになるのを、なんとか押しとどめる。ディナンの言血も俺の感情と同化したのか、あるいは本人が驚おどろいているか、虚きよを突かれたように大人おとなしくなる。

『それはどういう意味でしょうか？』

「私の王おう歌かの力を長官殿どのの望むままに使います。その代わり、私の身み柄がらを匿かくまっていただきたい。王女はもとより失踪することが望まれているのですから、あなた方に不都合はないはずです」

『しかし、そうなると赤レ燕ポのル国ガの民を救うことはできませんね。我々の権けん益えきを守ることになる』

「それについてはあなたが心配なさらずとも構いません。銀ぎん環かん同どう盟めいの各都市に向けて、既に真相を知らせる蜻蛉とんぼを送っています。耀よう天てん祭さいが終わる頃には全て知れ渡わたっているでしょう」

　そういえば昨日の夜、アルナリス様は何か沢山の封ふう書しよを書いて、スゥに運ばせていた。あえて聞こうともしなかったが、あれが全て蜻蛉で運ばれたのか。

『それだけで変わりはしないでしょう。現に駐ちゆう屯とん所じよは置かれてしまったのですよ』

「そうでしょうか。重要なのは時を違たがわぬことです。今日で耀天祭は終わります。あなた方が祭の始まりにおける熱ねつ狂きようを利用したように、私は祭の終わりにおける冷静さを利用するのです。疑念の種を蒔まくだけで十分ではありませんか？」

『……随ずい分ぶんと思い切った方法をおとりになったようだ。もしもあなたのお考えが外れていたとすれば、これはバラン都市群への敵てき対たい行こう為いともいえる。ここで御お説せつを披ひ露ろうなさるのは自由ですが、それが実じつ害がいを伴ともなうのであればこちらも演技ではすみませんよ？』

　部屋を渦うず巻まくディナンの言血がじわじわと熱を持ち始めていた。もはやここまで来て後戻りはできない。するとアルナリス様は小さな溜ため息を漏もらす。そして書いた。

「演技などする必要はありません。確かに私はあなた方が企たくらみに加わったという証拠を持っていませんが、一つ、疑いえないことがあります。それだけであなた方が協力者であるということは確信できましたし、実際今までの反応からしてその確信は強まりました」

　どくり、と怒いかりの言げん血けつが滾たぎる。ディナンは言血でこの部屋にいる者を溺でき死しさせるのではないかと思わせる程ほどに、その力を横おう溢いつさせていた。

『その、疑いえないこととやらをお聞かせいただきましょう』

「単純なことです。もし何者かの指図がなければ駐ちゆう屯とん所じよが三日間で配備されることはありえないという話に関してです。あなたは国王が私を心配したからだと言いましたが、それこそもっともありえない話。そもそもの事実として、母は私を愛しておりません」

　その場の空気に亀き裂れつが走った。ディナンだけではない、俺もイルナもそして代読をしたスゥさえも、その言葉に戸と惑まどい、思考が止まる。毅き然ぜんと一切の迷いもなしに言葉を綴つづったアルナリス様だけが滞とどこおりもなくペンを動かし続けた。スゥは少し戸惑いながらも代読を続ける。

「母が私のために駐屯所を配備することなどありえません。そんな理由より銀ぎん環かん同どう盟めいを抑よく圧あつするためだと言われる方がよほど得とく心しんがいくというものです。母が銀環同盟の台たい頭とうを快こころよく思っていなかったことは私が知っています。先代の王おう歌かによる大街道整備で同盟は格段に財力を増し、税の引き下げなど王権に要求を突つき付けることが多くなりました。母にとって優先されるものは国益であり、王権なのです。私は母に愛されていないということに関して、たとえ全ての人間が疑問に付そうとも、確信を取り下げることはないでしょう」

　そのあまりに悲しい断言がアルナリス様から発されたことは、俺には酷ひどく耐たえがたいことに思われた。あれだけ優しく誰にも愛されるような少女がどうして母親に愛されないことがあろうか。でも、いくつか思い当たる節はある。彼女は普段国王のことを滅多に口にしなかったし、スゥも、幼い頃の母娘の寂しい関係を話していたではないか。

『……王権のために、国王陛へい下かは娘であるあなたの命を利用したとおっしゃるのですか』

「そうです。この度たびの首しゆ謀ぼう者しやは国王ですね？」

　ディナンは答えない。アルナリス様は止まることなく文字を書き続けた。

「おそらく話を持ちかけたのは国王でしょう。いくら損そん得とく勘かん定じようで動く猫であっても、わざわざ国王に王女を陥れるような計画を提案するはずがありません」

『……我々のことをよくわかっていらっしゃる』

「王女失しつ踪そうを企くわだて自ら敵を自演することで、王権への権力集中を図る。仮に駐屯所が銀環同盟の監視という役目を果たせなかったとしても、私が生きていることを明かさない限り赤レ燕ポのル国ガの危機は続くのです。そして巧こう妙みようなことに、私は迎ぎよう燕えんの儀ぎを受けておらずこれまで世間の目にさらされることがありませんでした。つまり私を王女だと認める者はとても限られています」

『王歌を見せればいいではありませんか。奇き蹟せきを目にすればさぞかし民みん衆しゆうは驚くことでしょう』

「私程度の歳では王おう歌かで出来ることにも限度があります。それに事を起こしても、もみ消されるのが落ちでしょう。いずれにせよ国王が私を王女と認めなければ、何も変わらないのです。たとえ奇き蹟せきを認められても、私が赤レ燕ポのル国ガの第一王女として認められることにはなりません。従したがって、この国の王女はいつまでも失しつ踪そうを続け、ますます王権は強化されることになります」

　なおもアルナリス様の態度は力強い。そしてついに、ディナンが吐息を漏もらすように言った。

『──なるほど、いいでしょう。これ以上茶番を繰くり広げても仕方ありません。どうやら王女様は私の考えていた以上に豪ごう胆たんなお方だったらしい。……そうです、今回の計画を企くわだてたのはあなたの母君であり、協力者は私です』

　その時、アルナリス様の表情が少しだけ険けわしくなったのを俺は見た。あれほど自分で暴きたてておきながら、心のどこかでは否定されることを待っていたかのような、そんな裏うら腹はらな願い。しかしいよいよ俺達に逃げ場はなくなったのだ。もはやここからどうやって活路を見いだすのか、全てはアルナリス様の双そう肩けんにかかっている。

『話を戻しましょう。演技ではなく敵としてお尋たずねします。王女を保護せよという要求を吞のむ利点はいかなるものか。王歌の力はさしたるものではないと、今ご自身が明言なさったが』

「私の力は今利用するのではなく、後に使うのです。国王は常に王おう権けんの失しつ墜ついを恐れています。バラン都市群が大勢を占しめるのであれば、今度は抑おさえかかるに違いありません。あなた方はいずれ手を返される。その時に必ずや役立ちます」

『しかしお言葉ながら、王女様は当面の我々の利り益えきすら妨さまたげようとなさるおつもりだ』

　猫の皮肉など耳も入らない様子で、アルナリス様は続けた。

「だからこそ交こう渉しようが可能となるのです。各都市に宛あてた手紙で駐ちゆう屯とん所じよへの疑念は増し、あなた方が市場を掌しよう握あくする手立ては失われました。そこから生じる利益が減った今、あなたは今回の騒そう動どうでほとんど何も手に入れられないことになる。一方で、もしあなたが私を匿かくまったとしても何ら損そんをすることはなく、かえって一つ切り札を手に入れることが出来るのです。王歌の力、あるいは王おう位い継けい承しよう権けんそのものと言っていい。合理的にものを考えれば、答えは明白でしょう」

　ディナンの言げん血けつが固まる。アルナリス様は一いつ旦たん筆を止め、返答を待った。

『……一つお尋ねしてもよろしいでしょうか』

「どうぞ」

『この交渉で王女様は何を得るのです。追おつ手てから逃げる必要のない生活か、国王への反撃の機会か……正直に申し上げますと、私が王女であったならばこんな賭かけに出ることは全く合理的だとは思いません。ほとんど捨て身と言ってもいい。確かに他国の王族に頼ることも避けるというのであれば、今までのような優ゆう雅がな生活は諦める必要がございましょう。しかしあなたはそんなことを気にするお方のようには見えない。失しつ踪そうという状態に甘んじるのであれば、何も敵地に潜もぐり込む必要はないのではありませんか？　駐屯所をめぐる我々の計画を頓とん挫ざさせ、逃げればいいのです。何と言いますか……ご自分のお身み柄がらなどどうでもいいかのように振る舞まっていらっしゃる、私にはそのように見えますが』

　アルナリス様のペンは動かない。

『となると、実にこの交こう渉しようは危険に感じます。契約を結ぶときに信用できるのは自分が大切な者です。そういう者は契約を破ることがありませんからね。逆に捨て身の者にとって契約は紙切れも同然でしょう。いかなる契約も突き詰つめれば担たん保ぽとなるのは自みずからの命ですから』

「私が裏切ると言いたいのですか」

『ええ。信用はしかねます。王権に貪どん欲よくな国王の方がまだしも信しん頼らいに足る。それにあなたが引き連れてきたその二人の処しよ遇ぐうはどうするのですか。要望をまだ聞いておりませんでしたが』

「護ご舞ぶ官かんであるユウファは私の護衛につくことを望みます。恩人であるイルナには決して手を出さないこと、それからあなたが所有する翼を見せてほしいのです」

『ほお。敵てき陣じんに引き連れてきた張ちよう本ほん人にんを恩人と言いますか。数日旅程を共にしただけですっかり取り入られましたかな。もしかすると、そいつも噓を吐いているやもしれませんが』

　そのディナンの言葉に嚙かみ付いたのはイルナ本人だった。彼女は怒りも露あらわに吠ほえたてる。

「ふざけないでっ！　お前があたしを騙だましたんでしょ！　さっきから聞いてれば、ろくでもない企くわだてに巻き込んでくれたようね！　その上まだあたしに濡ぬれ衣ぎぬを着せるつもり？」

　口から火でも噴ふきそうな勢いだ。しかしディナンは動じた様子もなく不ふ快かいそうに言った。

『そう叫ぶな。言げん血けつに不ふ純じゆん物ぶつが混ざるだろう。……どうやら王女様はすっかりイルナを信用なさっているようだ。まさか恩人のために自分のお命を差し出したというのですかな』

　アルナリス様は答えようとしない。すると足元を見るような態度でディナンが言う。

『さっきも言った通り、それは信用しかねますな。私は王女様ご自身の望みが聞きたいのです』

　それでもアルナリス様の手は動かない。幻げん滅めつを感じさせる言血が部屋に漂ただよい、もう交渉は決けつ裂れつしたとでも言うように、少年が盃さかずきを持って立ち上がる。するとアルナリス様は素早く文字を走らせ、スゥに読ませた。

「反はん抗こうです」

『……反抗？』

「私の命は私が使います。私が使い方を決めるのです。母の道具ではありません」

　ディナンが入る盃を睨にらむ彼女の横顔は張り詰めていて、あまりに強きよう烈れつなその眼まな差ざしは俺さえもたじろぐほどだった。向こうもさすがの剣けん幕まくに意表を突かれたのか、言血の緊張が緩ゆるむ。

　それからどれほど沈黙が続いたのか。ディナンはゆったりと低い笑い声を響かせ、

『面白い』

　と呟いた。彼は盃の位置を机の上に戻させると、少年を部屋の外へ出した。

『《金きん翼よく》をお見せ致しましょう』

「交渉は成立ということでいいのですね？」

『ええ』

　その返答にアルナリス様の肩が僅わずかに上下する。気き詰づまりだった部屋の空気がふっと解ほどけて、彼女の表情にも柔やわらかなものが戻ってきた。思わず視線が合うと、彼女はほんの一瞬だけ笑みを見せる。ただその瞳にはどこか影が差しており、疲労の色が滲にじんでいた。おそらく彼女が言うつもりだったことも、言わないつもりだったこともあるのだろう。何か苦いものが口に残っているような様子で、彼女は僅わずかに微笑ほほえむのだった。
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　それから随ずい分ぶんと時間が経たった。イルナはほとんど痺しびれを切らしていたが、こちらは我が慢まんするしかない。ディナンもただの液体に戻ったかのように大人しく、俺の言げん血けつに触ふれてくるようなこともなかった。そしてようやく客間の扉が開いた時、イルナは跳はねるように振り返った。だが、そこに現れたのはあの少年の姿ではない。丈たけが大きく、背せ筋すじに太い鉄を通しているような堂々とした歩き振り。それから無む造ぞう作さに伸びた顎あご髭ひげ。男はディナンに向かって、

「いやあ、遅れてすまない」

　と笑った。

「──師し匠しよう」

　思わずそう呼びかけてしまった俺を師匠が見つめてくる。アルナリス様も意外な再会に呆ぼう然ぜんとし、手を動かすこともせずに彼を見つめた。鷹おう揚ような笑みを浮かべる師匠に俺は問いかける。

「ご無事だったのですか？」

「私が殺されるわけないだろう。誰だと思っているんだ」

「いや、しかし」

　カッツェンで遭そう遇ぐうしたあの男はどうなるのだろう。タイロも青せい刀とうも師匠を殺して奪ったのではないのか。しかし現に目の前で師匠は生きている。長官代理を襲ったのが師匠？　いやいや、そんな行為に何の意味がある。やはりあの男と師匠が別人なら、いや、でも……

　思考が混乱する最さ中なか、師匠に続いて現れたのは武装した兵士達。一個小隊があっという間に客間に入り込み、なぜか俺達を取り囲むように立つ。アルナリス様はそこでようやく筆を手に取るが、その表情は明らかに動どう揺ようが見られた。再びスゥが代読する。

「どういうことですか。ヘイダスがここにいるということは」

「……アルナ。簡単よ」

　そう答えたのはなぜかイルナだった。彼女は怒りと絶望で濁にごった眼まな差ざしを師匠に向けている。

「あたし達は騙だまされたの。だって、こいつが王宮の内通者なんだから」

「しかしヘイダスは私達と一緒に襲われたはずです」

「あたしはちゃんと覚えてるもの。こいつはアルナの襲撃に加わっていた男と同じ声をしてる」

　まさか、と師匠の方へ視線をやると、彼はイルナに向かって軽く微笑んだ。そして軽く合図をすると、兵士達が刀を抜き踏み込んでくる。即そく座ざに抜ばつ刀とうし、何とかアルナリス様を庇かばうがイルナはすぐさま摑つかまり、後ろ手を組まされた。スゥが小さな悲鳴を上げるものの、王女が荒あら々あらしく文字を綴つづるとそれに目を落とし、自みずからの意思で叫ぶようにディナンへ問いかける。

「契けい約やくを破やぶるのですか！」

　その瞬間、再び部屋がディナンの言げん血けつで充じゆう満まんし、憎たらしい笑い声が響き渡った。

『随ずい分ぶん不服そうな顔をしていらっしゃる。せっかく茶番に付き合って差し上げたというのに。まあ、ヘイダスを待ついい暇ひま潰つぶしにはなりましたがね。しかしまさか本気で信じているとは！』

「最初から私に与くみするつもりはなかったというのですね」

『残念ながら、王女様が考える程我々も甘くはありません。御ご一いつ行こうがマジス＝バランにいらしてからの同行は全て把は握あくしております。銀ぎん環かん同どう盟めいに送られた蜻蛉とんぼも全て回収致しました』

　神経がざわめく。横目に窺うかがったアルナリス様の表情からは血の気が完全に失せている。

「ヘイダス、あなたも初めから私達を騙だますつもりだったのですか？」

　その問いに師匠は顎あごをざらりと撫なでまわし、「ええ、その通りです」と笑った。刀を握にぎる手が震える。なんとか兵士に意識を向けようとするが、それでも師匠の笑い声が耳に刺ささった。あの王宮での夜はもはや遠い幻まぼろしと化していた。尊敬する護ご舞ぶ官かんに認められ、自分もまた王女のために尽つくそうと思ったあの夜は、全て師匠の手の上で踊らされていただけだというのか。

「ディナン殿どのにしっかりと時間を稼かせいでいただいたおかげで、何とか間に合った。私もまだ一つ仕事があるのでね。──おい、ユウファ、青せい刀とうをこちらに渡せ」
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　鳥ちよう献けんの刀を回収するために追いかけてきたというわけか。兵士がじりじりと詰つめ寄るが、こちらだってそう簡単に音を上げるわけにはいかない。自分が刀を手放さない限り、まだ勝機はある。アルナリス様も必死に手を動かしているのが分かった。

「やめなさい。私には王おう歌かの力があります。あなた方の息の根を止めることぐらい容易たやすい」

　すると猫は深い溜ため息を漏もらし、嘲ちよう笑しようの色を隠さずに言った。

『愚鈍な王女様だ。言ったではありませんか！　契約を結ぶときに信用できるのは自分が大切な者だと。残念ながら、私は自分の命などどうでもよい。バラン都市群の繁はん栄えい、猫の種族の繁栄が全て！　そもそも我々身体を捨てた種族にとって、個人の死などというものはないのですよ！　王女様は勘かん違ちがいをなさっているようだが、合理的というのは何も自分のためとは限らないものです。猫は猫のために合理的なのであり、私などという一部はどうでもいい！』

「しかし、他の者達はそう思っていないはずです。私は簡単に」

「それも違いますよ、アルナリス様」

　スゥの声を遮さえぎるように師匠が口を開いた。

「我々の命は全て国王に捧ささげられたものです。そして国王の言葉がある限り、あなたの敵は国民すべてとなるでしょう。我々を殺したところで何も解決はしない。そして今、よくよくご自身の状況を省かえりみるべきです。脅おどされるのはそちらであって、我々ではないのです。恩人のご様子が目に見えませんか？」

　組み伏せられたイルナのうなじには短刀が突きつけられている。紛まぎれもない脅しだ。

『王女様、自らの弱点を引き連れて交こう渉しように臨むなど、滑こつ稽けい極まりないことです。随ずい分ぶんと彼女には愛着を感じていらっしゃるようだ。彼女が苦しめばさぞかしおつらいでしょう』

　そのディナンの言葉に応じるようにして師し匠しようが懐ふところから瓶びんを取り出す。そして手を組まれて身動きの取れないイルナの傍そばまでやってくると、彼は瓶を軽く振りながら、こう言った。

「ユウファならよく分かっているだろうな。言げん血けつの痛みというものを。痛みや苦しみ、絶望は焼けつくような熱でもって神経を蝕むしばむ。時に、この瓶に入っているのは何だと思う？」

　アルナリス様の匂い薬の瓶よりも小さな器に、何か赤黒い液体が入っていた。

「これはいわゆる自白薬というものだ。死ぬまで拷ごう問もんを受けた人間の血を煮詰めたものだからな。苦痛が濃のう縮しゆくされた言血と言っていい。拷問にはうってつけなわけだ」

　師匠が瓶を開ける。イルナはもはや拒否の言葉すら出ず口を堅かたく結んで顔を背そむけた。

「屈くつ強きような男でも一いつ滴てき垂たらせば、すぐに折れる。効果は見てみれば早いだろう──」

「やめてください！」

　俺が叫さけぶと一瞬師匠の手が止まった。しかし彼はすぐにイルナの顔を無理やり摑つかみ、口に指をねじ込む。そして強引にも舌を引っ張り出した。瓶が傾かたむき、イルナが震える。俺はもう耐たえきれなくなって、青刀を手放した。

「刀は渡します！　お願いですから、やめてください！」

　鞘さやも抜き取り地面に置く。ヘイダスは再び手を止めると弟で子しの行こう為いを褒ほめるように微笑ほほえんだ。彼は兵士に青せい刀とうを拾わせると、「王女から離れるんだ」と命じてくる。もはや従したがう以外の道はない。アルナリス様から距離を取るとすかさず兵士が刀を突きつけ、手を拘こう束そくしてきた。アルナリス様はそれでもまだ必死に文字を綴つづることをやめず、スゥに読ませる。

「これで満足でしょう。私は命を差し上げますから、二人には手を出さないでください」

　しかし部屋に響いたのはディナンの笑い声。彼はひとしきり笑うと、再び言げん血けつを震わせる。

『そうはいかないのです、王女様。まだご推すい察さつになっていないことが一つあるではありませんか。物事には全て理由があるというものです。なぜイルナがここにいるのか、きちんと答えを考えなければなりません！　いや、しかし、わざわざペンを動かしていただく必要もありません。我々も時間をそう無む駄だにはできないものでして。手短に教えて差し上げましょう』

　ディナンはそこで芝しば居いがかった呼吸を置き、再び語り出す。

『第一に、イルナを企くわだてに巻き込んだのは彼女を殺すためです。もちろんこれまでは情報屋として非常に役立ってくれたわけですが、今後は駐屯所があります故ゆえ、もう用無しなのですよ。むしろ下へ手たに銀ぎん環かん同どう盟めいとくっつかれては商売の妨さまたげになりますからね、当然殺す必要がある。では、なぜ七しち面めん倒どうな殺し方をするのか？　それは《金きん翼よく》のためです』

　思いがけない言葉にイルナも目の色を変える。どうしてここでその言葉が出てくる？

『イルナには最さい期ごの贈おくり物として、《金翼》を見せてやりましょう』

　ディナンがそう言った次の瞬間、部屋に鋭い悲鳴が上がる。叫んだのはスゥ。アルナリス様の肩に留とまっていた彼女は突然身もだえをしながら、飛び上がったかと思うと天てん井じように激突し、床の上に落ちてもなお転げまわる。そしてしばらくすると、ぴくりとも動かなくなった。

「おい！　スゥ！　どうしたんだ！」

　俺が反射的に叫ぶと、ぐっと奇妙な力を感じた。全身を何かで縛しばられ、抑え込まれるような感覚。いや、これは言血の錯さつ覚かくだ。強きよう烈れつなディナンの言血が俺の言血を吞のみ込もうとしている。だが、その圧力はふっと引き下がり、その代わりにディナンの声が聞こえてきた。

『これと同じことをやったのだよ。今、この赤あか燕つばめは私の思い通りに動く』

　そしてスゥは突然身体を起こしたかと思うと、ディナンの盃さかずきの隣に静かに降り立った。もはやアルナリス様は声を失い、非難さえ叫ぶことが出来ない。彼女は強く拳こぶしを握にぎりしめてディナンの盃を睨にらみつけた。

『もう察しのいい王女様はお分かりでしょう。《金翼》とは翼ではない。メトラジガッドが弟子に与えたのは、二本の刀と虫飼いの技術。今、このマジス＝バランに集まっている虫飼いの始祖こそ、メトラジガッドの弟子なのです。しかし、人間の虫飼いはやはり鳥の声に及およばない。細かな指示や遥はるか遠方まで届く声こわ音ねは特に才のある鳥にのみ許されたもの。そしてそれをかつては《金翼》と呼んだ。以前より、赤燕の一族に《金翼》が生まれたという話は聞いていましたが、運悪く王鳥に選ばれて中々手も届かない。いかにして手に入れるかと考えあぐねていたところに、国王からの誘いがあったのです』

　つまり、《金きん翼よく》を欲していたのはディナンも同じだったのか。イルナは忌いま々いましげに言う。

「……あたしはスゥをお前のもとへ連れてくるために、利用されたってわけね」

『そのとおりだ。まあ、それほど期待もしていなかったのだがな。最悪王女が死に、《金翼》が空に逃げてしまっていたらすぐにお前を殺していただろう。しかし結局のところ、お前は我々を最高の結果に導みちびいてくれたのだよ。王女一行を懐かい柔じゆうしてマジス＝バランに誘い込み、手て土産みやげまで持ってきてくれたのだ。私はお前に感謝しているよ、イルナ＝パルシタル。だからこそ、そのいまだ麗うるわしい肉体を傷つけることは免めんじてやろう。心のみ、息絶えるがよい』

　ディナンの宣せん告こくに師し匠しようが頷いた。イルナは再び顔を固定され、舌を無理やり引っ張り出される。彼女の顔にはもう諦あきらめしか見いだせない。抵てい抗こうする力もなく、ただ一瞬だけ縋すがるような彼女の眼まな差ざしが俺の目に飛び込んでくる。「ごめんなさい」。彼女がそう言ったような気がした。俺は身体を押さえられ、思考も止まり、ただ彼女を見ることしかできない。……やめろ。やめてくれ。どうか頼むから、やめてくれ。

　しかし願いは届かない。瓶びんの中に入っていた全ての血が、イルナの口に注ぎ込まれた。




「────────────」




　イルナが絶叫した。全身が激しく震え、やがて暴れ出す。あまりの激しさに兵士達は拘こう束そくを解といたが、イルナは床に頭を打ち付け、引っ搔かき、もがき始める。アルナリス様はその様子を見て顔を背そむけた。双そう眸ぼうから涙が溢あふれるが、必死に口を押さえ、声を漏もらさぬように堪こらえている。最悪の光景だった。言げん血けつが濁にごっていくと分かりながら、目を逸そらすことができない。

　あまりにも唐とう突とつな窮きゆう地ちと、為なす術すべもない自分の無力さが俺の言血を切り刻きざんだ。これが結末なのか。三人と一羽と一頭が、共に過ごした旅の果てに迎えるのが、これなのかと自分に問う。認めたくない。認めたくないが、しかし俺に何が出来る？　交こう渉しようの余地はなく、完全に敵の手中に収まった今、俺に何が出来るというのだ？




　しかしその時、不意に扉が開き一人の兵士が駆かけこんでくる。

「──長官！　敵てき襲しゆうです！　お逃げください！」

　部屋の空気に戦せん慄りつが走る。師匠はすかさずアルナリス様に近寄り、首に手刀を落とした。気絶した彼女を肩に背負うと、接見の間を出ようとする。だが、そこに一頭の犬が現れる。

　ベオルだ。

　主人を奪うばおうとする相手に対し牙きばを露あらわにするが、師匠はすぐさま刀を抜いて間合いをとった。そして、その刀に目が留とまった時、違和感が生まれる。師匠の抜いた刀は青刀ではない。

　押し流されていた疑問が再び蘇よみがえる。あの敵。青せい刀とうを持った外がい套とうの敵は一体誰なのだろう。そうだ。まだ一つ謎なぞが残っている。マジス＝バランへの襲しゆう撃げきは誰が行ったのだ？　もはやディナンの演出だった可能性はありえない。ならば、何だ？　誰が俺達とディナンの他に動いている？

　そしてベオルの後ろから客間に飛び込んできたのは、黒毛種の軍犬。タイロだ。その背中には、まさしくカッツェンで遭そう遇ぐうしたあの敵が乗っている。

　ディナンの盃さかずきを抱えた少年がもう一つの扉から逃げ去り、兵士達も二頭の犬に怯おびえきっている。師匠もまた刀をベオルに向けながらじりじりと後こう退たいしていた。タイロに乗った男はベオルに向かって、「おい！　今は諦あきらめろ！」と叫ぶ。ベオルは師匠に対して一ひと際きわ大きな咆ほう哮こうを放つと、俺の傍そばに来てしゃがみこんだ。外套の男が叫ぶ。

「ベオルに乗れ！」

　この事態が何を意味するのか、俺にはさっぱり分からない。だが、考えている暇ひまはなかった。俺はこの助けに縋すがるしかないのだ。床の上に放置されたイルナを抱きかかえベオルに乗ると、大きな外套を投げつけられた。丁度、男が身に着けているものとよく似たものだ。

「それで身を隠せ。市街に逃げ込むぞ」

　タイロが猛もう烈れつな勢いきおいで走り出す。ベオルもまたそれを追って全速力で駆かけだした。部屋を出る寸前、視界の端に気を失ったままのアルナリス様の姿が横切る。ああ、くそっ。心臓が張り裂さけそうだった。しかし、今は無理だ。俺に彼女を助けることは出来ない。

　廊下に出ると既に兵士の死体がいくつか転がっていた。道中でベオルに殺されたのだろう。タイロは階段を駆け下り、大広間を通って大聖堂の外へ向かう。入口では顔と身体を外套で隠した者達が犬に乗って兵士と交戦していた。

「撤てつ退たいするぞ！」

　外套の男の一声で騎き乗じようの者達はすぐさま身を翻ひるがえす。俺達はそのまま夜の市街へ飛び出した。

「作戦は変わらずだ。予定通りの場所で落ち合うぞ」

　その言葉と同時に俺達は五つの組に分かれて街の市街に潜もぐっていく。ベオルはタイロの後ろをぴたりと追っていたが、進む道は入り組み、酷ひどく寂さびれた路地を何本も駆け抜けた。その間、イルナは苦く悶もんに顔を歪ゆがめて大おお粒つぶの汗をかき、「殺して、殺して」とうわごとを呟いていた。しかも徐じよ々じよに声は小さくなり、彼女が衰すい弱じやくしていくのが手に取るように分かる。

　焦しよう燥そう感かんが募つのる中、人のいない路地でタイロが止まった。犬達をそこに待機させて少し大きな通りに出ると、そこは第八区画。あの歓楽街。俺達は近くの宿屋に入り、小さな窓があるだけの小部屋でイルナを寝台に横たえた。彼女の顔は蒼そう白はくとなり、嚙かみしめた唇から悍おぞましいほどの鮮せん血けつが滲にじんでいる。

　俺が肩に触ふれると、再びイルナが激しく暴れ出した。

「いや！　いや！　やめてっ！　やめてよっ！」

　拷ごう問もんの記憶、そして感覚。彼女が苦しんでいるのは言げん血けつの錯さつ覚かくだ。痛むのが身体の傷ならば癒いやすことはできる。だが、痛みの幻まぼろしは初めから存在しないがゆえに、取り除のぞくこともできない。

　刻こく一いつ刻こくとイルナの精神が蝕むしばまれていた。なのに、俺は何もすることができない。アルナリス様も、スゥも、そしてイルナさえも助けることができないのか？　不意に、イルナが俺の手首を摑つかんだ。無意識に縋すがっているのだろう。爪が食い込み、血が出る。そして彼女の言血が俺の手に浸しみ込んで、右手に激痛が走る。その時、ふと気付いた。──……そうか。言血だ。彼女は言血に苦しめられている。だが逆に言えば、彼女は足を失ったわけでも臓ぞう器きを潰つぶされたわけでもない。ただ苦しいという感覚だけに襲われているのだ。

　なら俺にも助けられるんじゃないか？　俺だからこそ、できることがあるんじゃないか？

　調伏だ。犬の感情を制せい御ぎよした時のように、イルナの言血を俺の言血で制御する。出来るかどうかは分からないが、今やらなければイルナの心は完全に壊れてしまうだろう。

　俺は服の端を切り裂さき、紐ひもを作ってイルナと自分の手を固く結び合わせた。たとえどんなにイルナが暴れても、こうすれば離れることはない。絶対に手放すわけにはいかないのだ。

「……何をする気だ」

　外套の男に尋ねられる。だが、その問いにきちんと答える暇ひまはない。

「調ちよう伏ぶくです。彼女を助けます」

　それだけ言って俺は全身の言血を繫つなぎ合わせた。それを蛇へびの力で瞬間的に増幅させ、一いつ挙きよにイルナへ流し込む──……




　　　　□　□　□




　毒の湖に溺おぼれるような、全身を突き刺す痛み。拷ごう問もんで殺された人間の苦痛が、自分の身体で再演される。一瞬で神経を焼き切る苦しみが、怒ど涛とうのごとく押し寄せてくる。

　痛い。腕を縦に裂かれた。痛い。足を潰された。痛い。肺を串くし刺ざしにされた。痛い。眼球を切り刻きざまれた。痛い。痛い。痛い。痛い。痛い。痛い。痛い。痛い。

　でも、黒い水の中で時折何かが響く。優しくも、温かくもない、毒と同じくらいに痛みを感じる執しゆう念ねんのような言葉。俺は必死に手を伸ばす。その手が斧おので叩き斬きられ、しかしそれなら足を伸ばす。足が焼かれたら、首を、首が駄だ目めなら身体ごと、それでもだめなら心臓だけでも。イルナの中心へ、イルナの核かくへ近づいていく。

　……お父さん？

　不意に触れたのはそんな言葉。あまりに多くの感情とあまりに多くの記憶が絡からまり合って、俺には容よう易いに解けそうにもない何か。でも、少しずつ見えてくる。片かた眼鏡めがね。情熱家。翼よく人じん伝でん説せつ。そういう言葉が裂け目になって、俺はもっと中心へ向かう。イルナの、父親に対する奇妙な感情が少しずつ見えてくる。翼を求め、何もかもを省かえりみず、家庭を壊した父親。でもそれは、イルナが生まれたからだ。彼女の耳を巡めぐって街中から迫はく害がいを受け、周囲を見返そうと翼人伝説に憑とりつかれ、徐じよ々じよに無む謀ぼうになっていった男。父親は憎い。だがそれ以上に自分が憎い。翼と猫の耳。彼女はそれを嫌っていて、それでも離れることが出来ずに苦しんでいる。ここにも感情がある。人間の心を痛めつける感情が存在する。拷ごう問もんの痛みだけじゃない。イルナはずっと昔から、痛みの言げん血けつに囲まれて生きてきたのだ。

　だが、もとより言血は痛いものだ。感情は痛いものだ。俺は、他人の言血、他人の感情に触れるたび、いつも斬きりつけられ、押しつぶされ、苦しめられる。故ゆえに俺は見ないことを覚えた。考えないことを覚えた。いつのまにか、うまく表す方法も忘れてしまっていた。それでも俺は言血から逃れられない。感情を無視することができない。いつも苦しめられながら、それを切り離すことはできないのだ。そうだ、俺達は諦あきらめるしかない。諦めて耐たえるしかないのだろう。拷問の感覚も、父親への感情も、イルナは耐えるしかない。俺は言血の苦しみを、誰よりも知っている。そして、その苦しみには終わりがないことを、誰よりも知っている。俺にできることは、彼女と一緒に耐えることだけなのだ。

　……これでまた、俺は俺が分からなくなるのだろう。こうやって言血を交わらせ、他者と繫つながり、俺は俺を忘れていく。でも俺にはまだ中心がある。アルナリス様との約束がある。

　大丈夫だ。イルナのためなら、俺は少しくらい俺を分けてやれる──……
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　目を開けて飛び起きる。

　気付けば自分も寝台の上で眠っていたらしい。その上、水を浴あびたように服が汗あせで濡れていた。身体を起こすと全身に釘くぎを打たれたような痛みを覚えるが、別に外がい傷しようはない。イルナの言血を調ちよう伏ぶくしてこちらに流れ込んできたものが若じやつ干かん残っているのだろう。言血を繫ごうとしても、拒こばむように力の流れが散っていく。

　隣にはイルナが眠っていた。俺と右手を結んだまま、彼女は安らかな表情に戻っている。どうやら調伏は上う手まくいったらしい。

　隣りん室しつでは扉一枚を隔へだてて人の話し声が聞こえた。彼女を起こさないようそっと拘こう束そくを外し離れようとすると、突然手を摑つかまれる。まさか、まだ苦痛の言血から解放されていないのかと不安になるが、既に彼女は目を覚ましていて、何も言わずじっとこちらを見つめてきた。

「……大丈夫か？」

　イルナはゆっくり身体を起こすが、繫いだ手を離そうとはしない。隣り合うように座ると彼女は軽く目を伏ふせて言った。

「最悪な気分ね。何度も殺されたのにまだ生きているような気がする」

「でも、もう酷ひどい痛みはないだろ？　多少の言血の残ざん滓しはあるかもしれないが……」

「ええ。なんだか熱の塊かたまりがすーっと身体から抜けていくような気がしたの。胸に溜たまった毒を吐き出して、全身が洗い清められるみたいな」

「そりゃ何よりだ」

「あなたが助けてくれたのよね」

「まあ、調伏は俺の十お八は番こだからな」

「毒があたしから出て行く時に、あなたの言血が流れて来たわ。記憶も少しだけ見えた」

「……忘れてくれ」

「アルナ一ひと筋すじなのね、あなたは」

　イルナは微かすかに笑みを浮かべてこちらを見た。それから、からかうように言う。

「孤児院から士官学校に入って、アルナと書庫で出会ったのよね。いつもアルナと会えることを楽しみにして、ここまで生きてきた。あの子も幸せものよ」

　……そこまではっきり覚えているなら、少しどころじゃないだろう。

「あなたはあたしの記憶を見たの？」

「少しな」

　イルナは困ったように笑って、また目を伏せた。それから彼女は自分から話を切り出す。

「言ってなかったけど、あたしの父親は猫の尾があったの。普通、男は耳。だから街の人間から馬ば鹿かにされてた。それで娘もこれだもの。家族そろって変人扱い。本当に酷い巡めぐり合わせよ」

　それは迫害も重なるわけだ。二代続いて外れくじをひいてしまったのか。

「あたしの父親は馬鹿だから、街の人間を見返そうと思って翼よく人じんにはまりだしたの。父親は必死だったんだと思うわ。結局、翼を売るって話に騙だまされて借金して、死んじゃったけど」

「……だからお前は、翼を手に入れたいのか？　父親の代わりに？」

「どうかしら。よく自分でも分からない。父親は馬鹿だと思うし、あたしも最初は翼人伝説なんて子供じみてると思ってた。でも、いつからか、もしかしたらって思うようになっちゃったの。本当に人のための翼があって、空を飛べたとしたら、何か別のものが見えるかもしれない。父親を好きになれるかもしれないし、もしかしたら自分だって好きになれるかもしれない」

　握にぎっていたイルナの手にほんの少しだけ力が入った気がした。彼女はどこか寂しげな顔で俺の方を向くと、苦しいくらいにまっすぐな瞳を見せる。

「ごめんなさい。あたしのわがままのせいであなた達を酷い目に遭わせた」

「……誰もイルナが悪いとは思ってないだろ」

「いや、あなたとアルナだけなら逃げられたかもしれない。あたしと早く別れていればよかったのよ。翼を見せるなんて誘い文もん句くに引っかからなければ、こんなことにはならなかった」

「……」

「でもね、あたし、あなた達と一緒に過ごして……ほんとちょっとだけなのに、すごく楽しかったの。こんなの初めてで、こういうことでも楽しいんだって、あたしはこういうことも楽しめる人間だったんだって、嬉うれしかった。別に翼を見つけなくても、ただもう少しだけ一緒にいられたら楽しいんじゃないかって……そう思ってたの……それなのに……」

　イルナの瞳から涙が零こぼれる。

「ごめんなさい……あたしのせいで、本当にごめんなさい……」

　彼女の涙は止まらない。片手で涙を拭ぬぐおうとして、拭いきれなかった雫が寝台に滴したたっていく。

「イルナのせいじゃない」

　そう、イルナのせいでも、誰のせいでもないのだ。

「俺だって、イルナと一緒にもう少し旅が出来たらって思ってた。きっとアルナリス様もスゥも思ってただろうな。それでも俺達はやるべきことがあったんだ。自分達に与えられた役割に戻ろうとしたんだ。それが上う手まくいかなかっただけだろ。誰も悪くない」

　イルナの手は震えている。当たり前だ。彼女にだって弱い部分はある。むしろ、一人で自分の境きよう遇ぐうに耐たえてきた分、弱いところを押し隠すのが人一倍うまくなってしまった。それがイルナという少女なのかもしれない。俺はそういう少女を一人助けられたことを、嬉しく思った。たとえ俺達を取り巻く危機は何一つ解消されていないとしても、今だけは、せめてイルナの涙が収まるまでは、彼女の心を守れたことを喜ぼうと、俺は思ったのだった。
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　イルナが落ち着いた頃、俺達は隣室へ向かった。そこにいたのは体格のいい、見るからに兵士の出で立ちをした五人、そしてその中心にいる男に目が留とまって、衝しよう撃げきを受ける。

「……師し匠しよう！」

　思わず刀を抜こうとしてしまうが、今は丸まる腰ごしだ。とっさにイルナを背中に隠そうとすると、聞きなれた豪ごう快かいな笑い声が部屋に響く。彼は顎あご髭ひげをざらざらと撫なで回しつつ言った。

「おいおい、俺は本物だよ」

「はい？」

「後ろの友人に聞くと言い。猫の血なんだろう？　俺の声はどうだ？」

　振り返るとイルナが驚いた顔を見せる。

「傭よう兵へいの中にいた男……というか、猫のところに来た男とは別の声よ」

　どういうことだ？　確かに今目の前にいるのは師匠なのだが、大聖堂でイルナに血を飲ませたのも師匠だったはずだ。それに、どうしてイルナが猫の血だと知っている。

「長官代理から大体の事情は聞いている。まあ、無理やり言わせたってのが正しいんだが」

「……ってことは、大聖堂を襲ったのは師匠達だったってことですか」

　そりゃそうだろ、と言いたげに肩をすくめる師し匠しよう。だがそうなれば、一つ尋ねることがある。

「それじゃあ、カッツェンで俺を襲ってきたのは」

「俺だ。ちゃんと殺さなかっただろう？　お前に危機意識を植え付ける意味でも──」

「そんな！　あれのせいでアルナリス様は死にかけたんですよ！　冗談じゃありません！」

「……そう怒るな。王おう歌かを使わせる程弱かったお前の責任だろう」

　いやいや、それは別の問題だ。あの時説明してくれれば刀を抜く必要もなかった。

「実を言うと、駐ちゆう屯とん所じよを襲った段階ではまだ俺も事態が全く理解できていなくてな。お前達がカッツェンにいることも予想外で、味方なのかも分からなかった。俺も森で受けた襲撃のせいで疑り深くなっていたんだ。あの後、鍛か冶じ場ばのバウデン達に話を聞いてみたら、大分状況が把は握あくできたわけだ」

「それでどうやって俺達がマジス＝バランにいると知ったんですか」

「いや、ここに来たのは偶然だ。カッツェンの地官長が猫のことを口にしたから来たまでだ。残念ながらディナンはおらず、代わりに長官代理を誘拐してことの次し第だいを吐はかせたんだが」

　じゃあ、あの師匠はどう説明をつけてくれるというのか。イルナが別の師匠だということを保証したとしても、どちらが本物なのかを保証してくれるわけではない。

「何度も言わせるな、俺が本物のヘイダスだ。お前が大聖堂で見たヘイダスは、俺の兄だ」

「あ、兄!?」

「ガロカ＝シャグラムだ。まあ、少し話が長くなるから、そこに座れ」

　促うながされるままイルナと共に近くの椅子に座る。どっかりと足を開いて座る様子から見て、確かに師匠らしいのだが、彼はこちらの拭ぬぐいがたい疑ぎ心しんを見抜いたのか少し苦笑を浮かべて、腰帯から刀を抜く。

「青せい刀とうだ。疑いようがないだろう。それにお前は俺がタイロに乗っているのを見たじゃないか。あいつは俺の許きよ可かなく背中に乗ろうとする人間がいたら、躊ちゆう躇ちよなく嚙かみ殺す。たとえ兄でもな」

「……しかし、それでも師匠の兄弟というのは信じがたいのですが」

「そう言われてもな。双ふた子ごなんだ。それにお前だって俺が下級士官の間でなんて呼ばれているか知ってるだろう。滔とう天てんだとか、燕つばめより腰が落ち着かないとか」

　滔天の髭ひげ親父は、確かに知っている。若い士官なら当然だ。

「もしかして、これまでお二人で仕事をなさってきたということですか」

「珍しく頭が回るな。そう、大抵俺は王宮にいて、兄は外を回っていた。このことを知っているのは国王だけだから護ご舞ぶ官かんのヘイダスは一人で二人分の仕事をする優秀な人間だったわけだ」

　歴れき代だい屈くつ指しの有能な護舞官……無論、一人でも凄すごいことに間違いはなく、その能力を疑うたがったことなどあるわけがない。しかし師匠が二人いたのだとすれば、さらに納得がいく。

「しかしどうしてこんなことになったのですか。師匠はアルナリス様の味方、なんですよね？」

「まだ疑うか。確かに一度お前を殺しかけたのは認めるが、今回は助け出しただろう。俺達はアルナリス様の味方だ。とりあえず、お前達に起きたことを聞かせてくれないか」

　イルナの方を見ると彼女も同意の頷うなずきをする。俺は所々イルナの記憶力を頼りつつ、襲しゆう撃げきから今日までの簡単な流れ、それからアルナリス様とディナンの会話の要点を伝えた。

　師し匠しようは話の間髭を撫なでつつ、あまり反応を見せることはなかった。そして一通り終わると、嘆なげかわしそうに眉を顰ひそめ、小さな溜ため息を漏もらして言う。

「若者相手に酷いやり口だな。……まあ、ディナン本人も認めている通り、今回の計画は銀ぎん環かん同どう盟めいを抑よく圧あつすると同時に王権の安定を狙ねらう国王の首しゆ謀ぼうというのが本ほん筋すじだろう。だが、一つ付け加えるとすれば、兄の動機として俺の暗殺というのを入れるべきだな」

「師匠を殺すため、ですか？　そんなどうして」

「形式上は俺が護ご舞ぶ官かんだからな。ガロカ＝シャグラムは既に十七で死んだことになっている。そろそろ俺と入れ替わりたかったんだろう」

「今まではお二人で協力なさっていたんでしょう？　それがどうして今なんですか」

「いい機会だったからだ」

「アルナリス様の迎ぎよう燕えんの儀ぎが、時機にかなっていたと？」

「迎燕の儀は因いん縁ねんがあるからな。王宮を出る前に少し話しただろう。迎燕の儀に行けるのは成人する王族と先代護舞官、そして新しい護舞官だけだと。それから国王がそれに強く反発したことも」

「……はあ、聞きましたが」

「俺達兄弟と国王は幼おさな馴な染じみでな。随ずい分ぶん仲が良かった。その上、珍しいことに俺達兄弟は二人とも護舞官見習いだったんだ。だから国王は兄弟二人が共に護舞官になることを望んでいた。しかし迎燕の儀の伝統はそれを許さない。先代護舞官に諭さとされた俺達はまさしく歴史に倣ならい、二人の決闘で護舞官を決めることにした」

「それで勝ったのが師匠だったわけですよね」

「別に殺しはしなかったがな。いや、ある意味殺したともいえるのか。俺達は兄を戸こ籍せき上じよう死んだことにして、二人組の護舞官を始めたのだからな」

「それをガロカは恨うらんでいると？」

「いや、むしろ国王だろう。兄と国王は互いを好いている。長らく俺は邪じや魔ま者ものでな」

　師匠は淡たん々たんとした口く調ちようでそう言った。だがこちらはそう簡単に納得できるものではない。

「アルナリス様は、国王は何よりも王権を優先する方だとおっしゃっていましたが」

「……どうだろうな。確かに王女に関しては、愛情を持っていなかっただろう。周囲の圧あつ力りよくで興味もない他国の王族の男と共に作った娘だ。国王は国政にかかりきりで、アルナリス様の面倒は俺の方がよっぽど見ている。しかし、そんな国王でも全ての人間を愛さないというわけではない。兄と国王はずっと昔から愛し合っていたよ。だから互いを独り占じめしたくなる」

　一瞬、独り占め、という言葉に冷やりとする。バウデンの鍛か冶じ場ばで感じた感情が腹の底で揺ゆれるのを感じた。アルナリス様が自分の知らない言葉で別の人間と話していることに、蟠わだかまりを覚えた自分。王女を理解できるのは自分だけでありたいと思う嫉しつ妬とに満ちた感情。あれと同じものをガロカが感じていたのだとしたら。

「兄は外周りの仕事が多かったからバラン都市群との繫つながりも強い。様々な人間の利害が一いつ致ちした結果、国王はこの計画を実行したんだろう。アルナリス様もユウファも、そしてイルナ君も不運としか言い様ようがあるまい。君達に咎とがはない」

　師し匠しようが口を閉じると、忽たちまち部屋が静まり返る。それぞれ話を立ち聞きしていた兵士達もどこか複ふく雑ざつそうな表情で目を伏ふせた。師匠は青せい刀とうを腰に戻し、机を軽く叩いて言う。

「よし。思い出話は終わりだ。俺達が考えなければならないのは、これからどうするかだろう。それから紹介を忘れていたが、周りにいるやつらは俺の同どう僚りようだ。お前と同じで小さい頃から護ご舞ぶ官かんになるために訓くん練れんを積んでいた連中だから、腕は確かだろう。ガロカに騙だまされる前に連絡がとれた数少ない同志というわけだ」

　男女共に居い住ずまいは美しく、言げん血けつの繫がりが整っていることがよく分かる。師匠が認めるのだから俺よりも刀術の腕は上に違いない。

「俺達は今、風前の灯ともしびと言っていい。味方は八人と七匹だ。対するマジス＝バランの駐ちゆう屯とん兵へいは三千人。まともに戦えば勝機はない」

　……三千人か。実際の数として聞くと絶ぜつ望ぼう感かんが凄すさまじい。

「だが、まともに戦う必要もない。俺達はとにかくアルナリス様を取り戻すこと、これだけを成し遂とげればいい。今すぐ国王に対抗することは不可能でも道は開ける」

「アルナリス様は今ご無事なんでしょうか」

「猫も馬鹿じゃない。王族を簡単に殺しはしないだろう。真相を知っている人間が残っていることを考えれば、それに対する人質として残しておくような連中だ。それにもうすぐ偵てい察さつが帰ってくるはずなんだが……」

　師匠がそう言うと、機を狙ねらったかのように窓から何かが飛び込んでくる。スゥよりも一回り小さな鉛なまり色いろの鳥が机の上に降り立った。俺も以前、何度か見たことがある密みつ偵ていの灰はい雀すずめだ。それはぐるりと俺達の様子を一いち瞥べつし、落ち着き払った声で語った。

「アルナリス様が捕まっているのは大聖堂の四階、一番奥の部屋だ。外に兵士が五人と中に五人、それからガロカもいる。王おう鳥ちようは籠かごの中で気を失っていた。大聖堂の前には三十人ほどの兵士がいて、市街にいる間かん候こうや兵士も血ち眼まなこになって我々を探しているぞ」

　師匠は困ったように唸うなりながら首を傾かしげる。その表情は険けわしい。

「それは面倒だな。駐ちゆう屯とん所じよの方に移されるのを期待したんだが、大聖堂となるとどう攻め込むか……増兵されているのは当然として、城門はまだ開いているのか？」

「いや、大門は閉じられている。出入りできるのは狭せまい通用門だけだ」

　周囲の兵士達も表情を硬くするが、そもそも皆呼び集められてこの街に来た人間だ。計画を立てようにも持っている情報が少なすぎるだろう。すると一人の女兵士が沈黙を破やぶる。

「真夜中に襲えば問題ないんじゃないかしら。耀よう天てん祭さいの最後の夜は大聖堂の周囲に虫飼いが集まってサリヤンを演奏するでしょう。猫はサリヤンが終わるまで参列しているのが習わしだし、そっちに兵士が割かれるはずよ。人混みに紛まぎれ込むことだって出来る」

　だが師し匠しようはあまり軽快な返事をしない。髭ひげを撫なで回しながら、低く唸うなる。

「しかし壁を登っていたら怪しまれる。それに向こうもそれは予測して警けい戒かいを強めるだろう」

「でも夜が明ければアルナリス様がどうなるか分からないんじゃない？　生かしておくにしたってどこに連れて行かれるか分からなくなるわ。機会は今夜しかない」

　アルナリス様が見知らぬ土地へ連れて行かれることを想像して、身の毛がよだつ。しかも俺の不安と共鳴するかのように、夜の十の時を知らせる鐘が鳴り響いた。重い沈黙の中に焦りが少しずつ溜たまっていく。が、不意にイルナが口を開いた。

「あの、一ついいですか」

「なんだい」

「上水道を使うのはどうでしょうか。マジス＝バランの七つの塔とうは雨水を濾ろ過かするための施設で、そこから街の中心に向かって上水道が流れています。図面が正しければ人が通れるくらいの幅はあったはずです。犬は連れていけませんが、大聖堂の真下に出ることが出来ます」

「……君はどうしてそんなことを知っているんだ」

「大聖堂の書物庫で図面を見たことがあるので。えっと、紙とかありますか」

　師匠が用意した紙を机の上に広げると、イルナは器用に地図のようなものを書き始める。それは大聖堂の設計図そのものであり、それによれば上水道は地下通路の一角に繫つながっていた。イルナの表情は真剣で兵士達もまじまじと図面に見入る。師匠は感心したように頷くと、

「……確かにこれが本当なら、向こうの裏うらをかくことができるだろう。ユウファ、彼女の記憶は信しん頼らいしてもいいんだろうな？」

「当然です」

「ならこれでいくしかあるまい。選択の余地はないのだからな。我々のうち、二名はアルナリス様を外へ連れ出せるように、大聖堂の正面と裏に一人ずつ、犬を連れて待機だ。残りの者は救出にあたる。だが、お前達も分かるように全員が生きたまま帰き還かんできるとは考えていない。家族のいるアファールとタンジーが待機組、その他の者は覚悟を決めておけ」




　　　　□　□　□




　師匠は自分が使っていた赤せき刀とうを俺に貸してくれた。青刀に比べれば飾り気もなく、刃は紋もんの美しさも到とう底てい及ばない。しかし話によるとこれは高位昇しよう格かくの際に与えられる赤刀で下級士官のものよりも質の良い赤刀らしい。しかもあのバウデンが刀とう工こう庁ちようを出て行く前に打った数少ない一振りだった。となれば丈夫さと切れ味に疑う余地はない。青せい刀とうを模も範はんとしていることもあって、使い勝手も問題ないだろう。

　一通り出発の準備が整うと、師し匠しようがイルナに告げた。

「仮に俺達の誰か、あるいはアルナリス様が戻ってこないまま夜明けを迎むかえたら、ベオルと一緒に逃げなさい。敵も君は死んだと思っているだろうから追おつ手てがかかることもあるまい」

　いくら度胸があるとはいえ、兵士ではないものを連れていくことはできない。彼女は少しだけ悔くやしそうに唇を嚙かんだが、反論しようとはしなかった。

　俺達は二人組に分かれて宿を出た。最後の組が俺とイルナ。共にベオルが控ひかえる場所に向かう間、言葉を交わすことはなかった。しかし、いよいよベオルにイルナを預け、俺が背を向けようとすると、腕を摑つかまれる。

「……絶ぜつ対たいに、アルナを助けてきなさいよ」

　再びイルナの目に涙が浮かんでいるのを見て言葉に詰つまった。滲にじみ出る言げん血けつも、細い手から伝わる震えも、全てが痛いくらいに強かった。不安、恐怖、そして願い。傍かたわらでじっとこちらを見つめてくるベオルの眼差しも同じだ。アルナリス様を助けに行けないことが悔しく、そしてだからこそ俺に期待をかけている。無念を必死にこらえる感情が瞳の中で渦うず巻まいているように見えた。俺はイルナの手をしっかりと握にぎりかえし、彼女達に、それから自分に言い聞かせる。

「何があっても連れて帰ってくる。また会おう」




　──夜の十一の時を知らせる鐘が鳴った。俺は背を向け、塔とうへ走る。
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　無事師し匠しよう達と合流すると、第七塔とうに侵入した。上水道への扉は錆さびた鉄てつ格ごう子しだったが、錠じよう前まえは師匠の青せい刀とうで簡単に切り落とすことが出来る。道は身体からだを斜ななめにしないと進めない道幅で、始めは首下に浸つかるほどの水量があった。そして奇妙なことに、水は淡あわく白い光を放っていた。光は身体に触れるとするりと溶とけ込んで消えていく。俺はその涼すずやかな感覚にすぐさま血けつ晶しようを飲んだときのことを思い出した。これは液体の言げん血けつ。濃度は低いが、泉と同じように言血が溶け込んでいるのだ。もしかすると、この水こそがマジス＝バランの落ち着いた雰囲気を作り出しているのかもしれない。地下にこんなにも澄んだ言血があるのならば、上に住む人間も自然と影響を受ける。純じゆん度どの高い言血に洗われるうちに、俺もイルナの調ちよう伏ぶくで紛まぎれ込んだ苦痛が薄まっていくのを感じた。

　中心へ進んでいくと上水道は次し第だいに枝分かれし、それにつれて水みず嵩かさも下がっていった。とうとう大聖堂地下の貯ちよ水すい槽そうに辿たどりつくと、そこには七つの上水が流れ込む巨大な池のような空間が広がっている。時折天てん井じようから水が滴したたり落ち、頭に冷たいものを感じた。石いし煉れん瓦がの床に登ると水っぽい足音が空くう洞どう内に残響する。各おの々おのが服の水気を絞しぼり切ると低い声で師匠が言った。

「……地図に従したがって非常用の階段を昇のぼる。四階まで上がったらそこからの接せつ敵てきは避けられない。敵がこの国を守ろうとする同どう胞ほうであることは事実だが、向こうは俺達の正体を知らされていない。殺される前に殺せ。アルナリス様のためだ」

　それから師匠を筆頭に階段を上り始める。大聖堂の非常階段は細い螺ら旋せんの構造で、壁は石が隙すき間まなく組まれている。普段は人が通ることもないのだろう。足場は苔こけが生えて湿しめっていた。休みなく階段を進み、肌にじっとりと汗が滲にじむ。しかし、ついに四階の廊下に飛び出すと、心ここ地ちよい風と共にサリヤンの調べが聞こえてきた。大聖堂の周囲に集まった虫飼い達が笛を鳴らし、一つの大きなうねりを作り上げているのだ。耀よう天てん祭さいの終わりを飾かざる、盛大な協演。

　しかし耳を傾けている暇ひまはない。廊下の端に控ひかえていた敵兵士がこちらの存在に気付き、

「襲しゆう撃げきだ！」

　と叫んだ。俺達は二列に並んで廊下をひた走る。先せん鋒ぽうの二人は鯉こい口ぐちを切り、いつでも抜ばつ刀とうできる姿し勢せいをとっていた。対する敵は横並びになって長なが槍やりを構える。鋭するどい切っ先さきはぶれることなくこちらに向けられていた。その後ろには弩どを構えた兵士。五人の弓兵が槍兵に守られる形でこちらに狙ねらいを定め、矢を放つ。




　──パキンッ、パキンッ。刀を抜いた先方が矢を切り伏ふせる。一瞬、後ろに弾かれた矢じりが頰ほおを掠かすめるが、それでも足は止まらない。弩が意味をなさないことを判はん断だんすると、弓兵は素早く刀に切り替かえた。薄暗い廊下に刀身の鈍にぶい輝きが翻ひるがえる。

　先頭を進んでいた二人は懐ふところから発はつ煙えん瓶びんを取り出し、前方に投げた。瓶は割れると忽たちまち白い煙けむりを噴ふき出す。俺達は兵士が動揺した瞬間を突いて一いつ挙きよに斬きり込んだ。白煙の中に血ち飛沫しぶきが飛び散り、死体が倒れる重い音が廊下に響く。

　煙の消えないうちに師し匠しようと共に扉を開ける。部屋へ雪な崩だれ込むと抜刀状態の兵士五人とガロカがいる。隙すきを与えず師匠が踏み込んで、一人の首をはねた。俺は近くの兵士に切りかかり、二の太た刀ちで心臓を刺さし貫つらぬく。しかし一方で、味方も二人が負傷。その一方は片腕を切り落とされ、兵士の一人と切り結んでいた。即座に劣れつ勢せいと見てとったのか、ガロカはアルナリス様の傍そばに駆かけ寄るとその首を摑つかみ、喉のど元もとに刀を突きつけた。

「……止まれ！」

　交戦していた者達も一いつ旦たん刀を離して間合いをとる。師匠は下段に構え、ガロカを睨にらんだ。

「これ以上動けば王女を殺すぞ」

　師匠に瓜うり二つの顔がそう脅おどす。ガロカはじりじりと壁際に引き下がり、師匠の間合いから抜けだす。敵の兵士達も一度体勢を立て直すため、ガロカを背に三さん方ぼう陣じんの隊形をとった。

「ディナンの許可もなく殺すことはできないだろう」

「だが、もし殺されればお前達の希望も潰ついえることになる」

　敵とこちらは同数。向こうの兵士は既に動揺で言げん血けつが乱れ、こちらに向ける刃先が揺れていた。勝算は大きいが、アルナリス様を助ける余裕はまだない。

「お前がまだ生きているとは誤ご算さんだった。あともう少しで計画が完結するはずだったのにな」

　ガロカが師匠に向かって皮肉な笑みを浮かべる。そこに兄弟の情愛などもはや見えない。

「あんな寄せ集めの連中に頼ったのが間違いだったな。本当に俺を殺せると思ったのか？」

「直接手が下せると思えば、むしろ僥ぎよう倖こう。お前の方こそ、あの程度の襲撃で傷を負ったようじゃないか。左腕の動きが硬いぞ」

「お前を殺すのにはこれで十分だ」

　師匠の言葉にガロカの目がぎらりと光る。しかし互たがいに切っ先を向け合ったまま膠こう着ちやく状じよう態たい。大聖堂の外からは場違いなサリヤンの美しい調べが聞こえてくる。いつ敵の援えん軍ぐんが駆かけつけるか分からない状態で、戦いが長引くのは危険だ。だが次の瞬間、俺は誰かに首を摑つかまれた。

「な、なんだっ!?」

　忽ち身体の言血が寸すん断だんされていく。刀を握にぎる手が震え、今にも取り落としそうになる。だが、俺の背後に人影はない。そうじゃなくて、これは──

『私だ』

　ディナンの言血が恐ろしい力で俺の内側に侵入してくる。どうしてこんなところにディナンがいるのだ。サリヤンの儀ぎ式しきに参列しているはずではなかったのか。

『きちんと別の盃さかずきが参列しているとも。だが、ただの水と私を区別することなど民みん衆しゆうには出来ぬし、そもそも区別する必要もない。儀式なのだからな。私はそんなものどうでもよい』

　視線を走らせれば部屋の隅にディナンの盃が置いてあった。しかし、俺の考えを見透かしたように、猫の声が頭に響ひびく。

『盃さかずきを倒そうが、刀を突き立てようが、私を殺すことはできない。私は言げん血けつなのだからな』

　地面に膝ひざをついてしまう。師し匠しようの意識がこちらに向くのが分かるが、俺のせいで集中を逸そらさせるわけにはいかない。どうすればいい。あらゆる考えが即座に絡からめ取られるのが分かる。尽ことごとくディナンの言血に吞のみ込まれて──……

　ああ、そうだった。今日ほど自分の体質に感謝することは、もはや一生ないだろう。刀が届かなくとも、言血は届く。あらゆる言血が届くのだ。俺は消えかけていた拷ごう問もんの言血を拾い上げ、蛇へびの力で増幅する。心臓が破は裂れつするような壮そう絶ぜつな痛みが膨ふくれ上がるが、その瞬間、俺を縛しばり上げていたディナンの言血もまた、一いつ緒しよに焼き尽つくされる。

『き、貴様ああああああああああああああ！』

　俺が立ち上がり刀を握にぎり直した時、ガロカの注意が逸れた。師匠はそれを見逃さない。

　全身の言血を凝ぎよう縮しゆくし、爆発させるような踏み込み。一足で間合いに身を差し入れ、ガロカの刀を打ち払う。凄すさまじい剣けん戟げき音おん。裂れつ帛ぱくの一撃に、相手の言血が切れて流れる。

「……っ！」

　ガロカは思わずアルナリス様を手放すも、傾かしいだ力を体たい心しんに移した。そして素早く受け身を取り、斜ななめに逃げて二の太た刀ちを躱かわす。師匠の追撃。一点の隙すきもない刺し突とつ。しかしガロカは紙かみ一ひと重えにそれを凌しのぎ、間かん髪はつを容いれず袈け裟さを返す。

　そして師匠の攻防と同じくして、他の兵士達も動き始める。すぐさま部屋には血が飛び散り、刀を打ち合わせる鋭い音が刻きざまれた。俺はアルナリス様に駆かけ寄よると、猿さるぐつわを取り外す。既に意識は戻っているようで、彼女は恐れに満ちた表情で俺の手を握にぎりしめた。

　だが、一人の兵士がこちらに向かって走ってくる。俺はすぐさま無構えに転じ、相手の刀を受けた。このままではアルナリス様が危あぶない。俺の太た刀ち筋すじに巻き込んでしまうこともありえる。そう思って無理やり敵を押しのけ、三歩下がらせた。すかさず縦に切り込み、相手の手首を切り落とす。のけ反った身体に逆さか袈げ裟さを入れようと踏み込むと、突然側頭部に衝しよう撃げきが走った。

　直感で身を引いてみれば、宙を舞まうのは一羽の燕つばめ。スゥが俺にとびかかってきた。

「おい、やめろっ！」

　片手でスゥの攻撃を振り払う。だが、あれだけ小さな体だ。下へ手たに力を入れれば、傷つけかねない。ディナンもただで引き下がる気はないのだろう。猫の言血はかなり衰すい弱じやくを見せていたが、それでもあの嘲あざ笑わらうような印象が肌を掠かすめる。

「スゥ！　俺だっ！　ユウファだ！」

　叫んでもスゥの動きは止まらない。しかも、その後ろには体勢を立て直した兵士の姿。刀を片手に握り、好機とばかりにこちらに踏み込んでくる。まずい。スゥを傷つけるわけにはいかないが、このままでは斬きられる。

　緩かん慢まんだが、しかし俺の首に向けて確実に振り下ろされる一撃。むりやり重心を落として躱た閃せんを試みる。だがもう遅い──……




　アルナリス様の悲鳴。瞬間、床が砂になって崩くずれ落ちた。

　足場が不意になくなって重心がずれる。敵の切っ先が眼球の目前を走った。間かん一いつ髪ぱつ、飛んだままのスゥとの距離が開いて僅わずかな猶ゆう予よができる。俺は階下の床に着地した刹せつ那な、敵の頭を切り飛ばした。ディナンの盃さかずきが地に落ちた瞬間スゥもぱたりと飛ぶのを止め、砂の上に墜つい落らくする。

　師し匠しようは難なく体勢を直し、ガロカに切りかかっていた。だが相手も負けじと刀を受け、容易たやすくその一撃を横に流す。そこから、再び恐るべき速度での斬きり合い。一方が燕えん舞ぶの崩くずしを繰り出し足を切り落とそうとすれば、他方がそれを崩して肩の骨を狙ねらう。目にもとまらぬ勢いで燕舞の型が繰り出され、互たがいが最さい善ぜん手しゆを持ってそれに応じた。

「早く行け！　ユウファ！」

　切り結んだその一瞬に師匠が叫ぶ。俺は刀を収めて気絶したままのスゥを懐ふところに仕し舞まい込む。それからアルナリス様を背負うと、戦い続ける師匠達を尻目に、部屋を飛び出した。

　廊下は暗く、篝かがり火びが点々と灯ともるばかり。しかし道の先には既に駆かけつけてきた敵兵の姿が見える。イルナの地図を思い出すが、確か三階の廊下に逃げ道はない。大階段か、非常階段。しかし、行く手の両方に兵士が現れ、抜ばつ刀とうする。どう考えても応戦は不可能。攻撃する手段はない。背後を振り返るが味方は全員が交戦中で、手助けも期待できなかった。

　どくり、と心臓が鳴る。

　アルナリス様を置いて、敵を殺すか。傷を覚かく悟ごで避けていくか。蛇へびの力で跳ちよう躍やくすれば、敵を越えられるかもしれない。だが背中から聞こえる息いき遣づかいに嫌な記憶が蘇よみがえる。カッツェンの時と同じだ。さっきの王おう歌かもやはり不完全な叫びだった。横目で見れば苦しげな表情と虚うつろな目。蛇の力を使う者は無事でも、彼女は移動の激しい衝しよう撃げきに耐たえられるはずがない。

　だが、不意にアルナリス様の手が動いた。俺の胸の前で、弱々しく手しゆ語ごを見せる。

〔走って〕

「……走る？」

　アルナリス様の口から静かな歌声が響き渡る。サリヤンをかき消し、廊下に彼女の王歌が浸しみ渡わたった。すると兵士の道を遮さえぎるように廊下の床がせり上がる。そして壁の煉れん瓦がが崩くずれたかと思うと夜よ闇やみに向かってぱっくりと穴が出来上がった。驚くことに、崩くずれたばかりの煉瓦が連なり、宙に向かって道が作られ始める。

〔走って〕

　アルナリス様の言葉に押されて外へ飛び出す。大聖堂の三階。落ちれば到とう底てい無事では済まない。だが大聖堂の壁面から引き剝はがされた煉瓦が次々と足元に集まり、一本の細い橋をかけていく。ずっと下には虫達を籠かごに入れサリヤンを演奏する虫飼い達の集団。俺は苦しげに歌うアルナリス様を背中に橋の上を駆かけた。

　やがて近くの建物の屋根に繫つながると歌が途切れる。後ろを見れば、いまだに廊下の障しよう壁へきに挟はばまれて追おつ手ては来ていない。しかしこれだけの王おう歌かを使った代だい償しようか、アルナリス様の顔からはさらに血の気が引いて、漏もれる吐と息いきは荒あら々あらしい。

「アルナリス様！　気をしっかり持ってください！」

　ひとまず彼女を横たえて様子を確かめる。すると、彼女は震える指先で言った。

〔……スゥを出して〕

　俺が懐ふところからそっとスゥを取り出す。おそらくディナンの支配から解放されてはいるだろうが、意識は戻っていない。アルナリス様がもう一度王歌を歌うと、彼女の口から白い光が零こぼれ、燕つばめの小さな身体に浸しみ込んでいく。そしてすぐにスゥは目を覚まし、ぼんやりと俺を見つめた。

「大丈夫か、スゥ」

「……ユウファ？　ボク……一体何が……いや、そうか、そうだよね……」

　彼女は何か独りでに納得すると、じっとアルナリス様の方を見つめた。相変わらず苦しげな吐息を漏らすその様子に、スゥは呟くように言った。

「……カッツェンの時と同じだね。この前の傷だって治りかけだから、もっと傷は大きい」

「言げん血けつが足りないなら、俺の言血をつぎ込めばいいんじゃないか？」

「アルナの言血は血管が切れた状態なの。時間稼かせぎにはなるけど、傷を治すには血けつ晶しようが必要」

　スゥは小さくかぶりを振る。だがそれでも俺はとりあえず深呼吸をして言血を繫つなぎ、束ねてアルナリス様に流し込んだ。だがイルナの時と違って向こうから流れ込むものを感じない。穴の開いた桶おけに水を流すように、自分の言血が吸い込まれていく。

「……俺はこれから赤あか燕つばめの森に戻る。スゥはイルナにベオルを連れて逃げるように言ってくれ」

「でも、ユウファは泉の場所が分からないよね……？」

「虫に案内させることは出来ないか？」

「……やってみる」

　スゥは素早く飛び上がると広場に向かって降りていく。そしてすぐさま数匹の蛍ほたるを引き連れて戻ってきた。

「この子達について行って。ボクも必ず後で合流するから」

　スゥは咽の喉どを震ふるわせる。すると近くを浮かんでいた蛍達がゆっくりと移動を始めた。スゥが飛び去ろうとすると、少しだけ意識を取り戻したアルナリス様が手を動かす。

　だが、それは手話だった。何を言ったのか俺は分からない。彼女は一通り話し終えた後、スゥの頭を撫なでて頷く。スゥはなぜか苦しげに、

「……分かってる。分かってるよ、アルナ」

　それだけ言い残して、闇やみ夜よに消えた。アルナリス様は俺を見て無理やり微笑ほほえむと言う。

〔ユウファ、走って〕

「……はい」

　ざわめく感情を無視して、アルナリス様を背負い直す。そして蛍ほたるの光を目指し、建物の上を走り始めた。自分が街のどのあたりにいるのかも定かではないが、とにかく前へ進まなければならない。大きな道も飛び越え、ひた走る。

　次し第だいにサリヤンの音が遠ざかっていく。眼がん下かに見える街まち並なみは暗く静かになっていき、一方でアルナリス様の呼吸は荒あらくなる。時折言げん血けつを流し込んでみるものの、穏やかな表情になるのはほんの一瞬だった。恐ろしいのは彼女の身体から漏もれ出す言血が目に見えることであり、とりわけその指先から言血の白い光が漏れ始めているのだった。それはまさに白い血が流れ出ているようで、傷口が見えない分、一いつ層そうその光景は不気味に映る。

　やがて城壁の手前までやってくるが、建物と壁の間には第八区画という隔へだたりがあった。近くに門は見当たらない。わざわざ通用門まで向かうとなると蛍を見失ってしまうだろう。するとそれを察したように、アルナリス様が王おう歌かを歌った。建物の石が剝はがれて、空中に足場が作り上げられる。壁の向こうに消えようとする蛍を追いかけ城壁に辿たどりつくと、急ごしらえの橋は力なく下に崩くずれ落ちた。

　あきらかに王歌の力も弱っている。城壁から外の地面へ降りるための階段も作ろうとするが、道みち半なかばのところで崩ほう壊かいしてしまった。何とかうまく着地するが、あまりの衝しよう撃げきに足の骨ほねがびりびりと震えた。下半身全体が割れるように痛む。しかしこんなところで立ち止まるわけにはいかなかった。草原を駆かけ抜け、赤あか燕つばめの森に入る。背後ではマジス＝バランの大聖堂が、耀よう天てん祭さいの終わりを告げる真夜の鐘を鳴らしていた。




　足元も見えない闇やみの中を力にまかせて走る。木々の間から垣かい間ま見える蛍の光を追い、何度も足をとられながら前へ進んだ。身体は疲労し、息も上がる。無む駄だとは分かっていても時折アルナリス様に言血を分け与えるため、力の減げん少しようは著いちじるしい。だが、森をどれだけ進んだ頃だろうか。突とつ然ぜんアルナリス様が顔に触ふれ、言血が漏れ出る指で、〔止まって〕と言った。

「しかしそれだと蛍が」

〔お願い、止まって欲しいの……〕

　蛍が消えた方向に刀を突き立て、アルナリス様を一度木の根元に横たえる。彼女は額ひたいに大おお粒つぶの汗を浮かべ、苦しげに唾つばを飲み込むとこちらを見つめてきた。

〔ユウファ……もういいよ〕

「え？」

〔もう私は助からないから、走らなくていいの。これで十分だよ〕

「な、何を言ってるんですか！　まだ血けつ晶しようを食べれば──」




　──静かに。




　人差し指を唇の前に立てて、アルナリス様が弱々しく微笑ほほえむ。なおも口を開こうとすると、

〔手しゆ語ごで話して〕

　と命じられる。俺は仕方なく息を整えて手を動かす。皮肉にも、アルナリス様の指先から洩もれる言げん血けつの光がこちらの手語も照らしてくれるのだった。

〔何を言ってるんですか。助からないわけがありません。俺が助けますから。迷ってもすぐにスゥが来てくれます。それまで身体を休めて、合流したら急ぎましょう！〕

〔スゥには、もうさよならしたから〕

　アルナリス様が言った。

〔今までありがとう、ってちゃんと伝えたから。もう会わなくても大丈夫〕

「そんな！」

　また人差し指を立てて、静かに、と言われる。俺は言葉を押し殺し、震える指を動かした。

〔どうしてもう諦あきらめているんですか。あなたがここで死ぬわけがありません。死んでは駄だ目めなんです。そんなこと許されるはずがないじゃないですか……！〕

　アルナリス様は力なく首を振った。その口元には絶えず微び笑しようが浮かんでいる。

〔私、分かるんだ。自分の身体からずっと溜ため込んできた言血が流れていくの。少しだけ身体が温かくて、不思議な気持ち。全然苦しくないし、つらくないんだよ？〕

　それは噓だ。彼女の顔を見ればその痛いたみが分からないはずがない。

〔……約束を破るんですか？〕

〔約束？〕

〔……王族の仕事を終えて、俺もアルナリス様も年老いたら、あの書庫で暮らすって約束したじゃないですか。二人だけで会話して、一緒にご飯を食べて、時々アルナリス様が本を読んでくれるんです。静かな書庫で、静かに会話しようって言ったじゃないですか〕

〔覚えていてくれたんだ〕

〔当たり前ですよ……！〕

　俺がどれだけそれを楽しみにして生きて来たというのだろう。寝ても覚めても刀術の稽けい古こに明け暮れた子供の頃、俺が唯ゆい一いつ楽しみだったのは彼女と話すこと。たとえ夢物語だとしても、俺はこの約束があったからアルナリス様の傍そばにいたいと思ったのだ。そしてこの約束こそが俺の中心になった。自分の言血が淀よどんでいく中で、俺が俺であるための柱になった。

〔ごめんね〕

　アルナリス様はまた微笑んだ。あの、決して俺が拒こばむことの出来ない笑顔で、首を振った。

〔約束は守れないや〕




「アルナリス様っ！」

　思わず肩を摑つかんで揺さぶってしまう。だがその身体の異様な軽さに、ぞっとする。

〔ごめんね。赤レ燕ポのル国ガの民もユウファとの約束も守れない。私はお爺じい様さま程の奇き蹟せきは起こせないし、お母様程賢かしこくないもん。私なりに頑張ってみたつもりだけど、猫にすっかり騙だまされて、ユウファ達を危ない目に遭わせただけだった……〕

〔そんなことはありません。まだディナン達の計画を挫くじくことはできますよ！　アルナリス様が生きていれば、それだけでいいんです。言げん血けつもいくらだって増えます。また本を読めばいいじゃないですか。本を読んで、言血を蓄たくわえて、素晴らしい奇蹟を起こせる王になればいいじゃないですか！〕

〔……ユウファ、知ってた？　私、ほんとはね、本を読むのが大っ嫌いなの〕

〔え……？〕

〔小さい頃はね、いっつもスゥと外で遊んでた。本なんて退たい屈くつだし、王族だから言葉を発することが許されないなんて、酷ひどいことだと思ってたもん。だって、酷い話でしょ？　私は生まれた瞬間から王族で、死ぬまで王族なんだよ。それ以外は許されない〕

〔……しかしそれは〕

〔ユウファと出会ったから、書庫に通ったの。王おう歌かを使ってユウファが驚く顔を見るのが嬉うれしかった。その時初めて王族で良かったなーって思ったの。……でも、私はやっぱり王族は嫌い。ユウファはどうして私が手しゆ語ごを教えたか知らないよね〕

〔そんなの、二人で会話するためじゃないですか〕

〔対等な言葉で会話するためだよ。ユウファはきっと、自分の手語が敬けい語ごの意味を込めていると思っているのかもしれないけど、手語は王族だけの言葉だもの。上も下もない。私はね、いつも対等な言葉でユウファが話しかけてくれると思ってた。ユウファがそう思っていなくても、私はそういう風に感じたかったから。だから手語で話してもらっていたの〕

　俺の手が止まった。考えてみれば当然のことだった。手語は音ではない。それを見た相手が全てを解かい釈しやくするのだ。自分が王族に対し臣しん下かとして語っていると思っていても、アルナリス様はそれを王族の言葉として受け取っていたのだ。

　すると忽たちまち、自分の手語から敬語の色合いが剝はがれて見える。

〔──それでよかったのか？　俺みたいなやつが対等な人間で、本当に良かったのか？〕

　アルナリス様は満足そうに頷いて、それから大きな咳せきをした。口を押さえた手には、多量の光る液体が付着している。彼女は吐き出した言血をそのままに、言う。

〔私は特別じゃないんだよ。この世界には何人もの王族がいるもの。それはただ王族のもとに生まれただけで、王族になれるの。だから、ユウファみたいに沢山の人から選ばれたわけじゃない。私の方こそ、ユウファが命を懸かけるほどの人間じゃないよ〕

　そんなことはない。そう叫びたいのに、アルナリス様を見ると何も言葉が出ない。

〔奇蹟を起こす力なんていらなかったな。王族の地位も権利もいらなかった。私はそんなものより、声が欲しかったもん。自由に話せる言葉が欲しかった。……私はね、ユウファ、大好きだよって言ってくれる家族に、大好きだよって言えるような人間に生まれたかったの。愛してるって言ってくれる恋こい人びとに、愛してるって言えるような人間に生まれたかったの〕

　でも、あなたは王族だった。赤レ燕ポのル国ガの第一王女だったのだ。そしてきっと、俺がずっと大切に思ってきたのも、王族のアルナリス様なのだ。

　彼女は口を開き、静かな声で王おう歌かを歌い始めた。すると口から白い霧のような光が流れ出て、地面に刺したままの刀に吸い込まれていく。

〔一体何を……〕

〔王歌〕

〔そうじゃなくて〕

〔最後のわがままだよ〕

　アルナリス様は歌を途切れさせることなく、しかしゆっくりと手を動かして言う。

〔私は駄だ目めな王女だからね。自分のために命を使いたいの。国民のためでも、正しいことのためでもなくて、私のためだけに残った命を使いたい〕

　溢あふれ出る言げん血けつの量が増す。あたりが白い光に満ち溢れ、そして刀に収束していく。

〔ユウファはこれからも生きなきゃいけないでしょ。私が見れなかった世界を見て、感じて、生きなきゃいけない。それからきっと、誰かに愛されて、誰かに愛してるって言うんだよね〕

　アルナリス様の足先が光に融とける。融けた光が刀へ流れる。

〔私はもう死んじゃうから。その代わりにこの刀を持っていて欲しいの。私の言血を全部注いで、ユウファが刀を握にぎるたびに私を思い出しちゃうようにするから〕

　アルナリス様の全身が淡あわく発光する。ああ、彼女は本気なのだと、俺は思う。

〔ユウファが私を絶対に忘れないように、刀を呪ってあげる〕

　もう止めることは出来ないのか。

〔ごめんね、ユウファ〕

　ああ、

〔私、ユウファが好きな、アルナリス様じゃなかったの〕

　やめてくれ、

〔私は、アルナだよ。ずっとユウファのことが大好きだった、ただのアルナ〕

　白い光に包まれる直前、彼女は人差し指を唇の前に立てて悲しげに微笑ほほえんだ。




　──秘密だよ。
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　その手を握にぎりしめようと手を伸ばしても、もはやそこに彼女の身体はなかった。彼女の身体を作っていた光の欠片かけらの全てが刀に吸い込まれ、周囲は月明かりばかりの闇に戻る。

　静かだった。この世界は何一つ変わっていないかのように平然として、俺を見つめていた。

　それから俺は泣いたのだ。

　彼女が叫ぶことのできなかった全ての悲しみを込めて、泣いたのだった。




　　　　□　□　□




　俺はマジス＝バランの軍犬に見つかり、無抵抗のまま連行された。後ろ手に縛しばられ、地面を引き摺ずられて俺は森を出た。そして辿たどりついたのは草原。待ち受けていたのは数百の軍勢だった。夜闇に点々と篝かがり火びが浮かび上がり、その灯りの数が規き模ぼを物語っている。王おう歌かの力が怖いのか、それともまだ他に援えん軍ぐんが来るとでも思っているのか。たった一人のためにこれだけの戦力を投ずるのかと、どこか他ひ人と事ごとのように考える。しかし兵を率ひきいる先頭にガロカの姿を認みとめた時、今や赤レ燕ポのル国ガにおける敵は本当に自分一人だけなのだと気が付いた。その勝利を誇こ示じするかのように、彼の傍そばにいる兵士は槍やり先さきに師し匠しようの首を掲かかげている。俺はガロカの前に引き立てられ、無理やり膝ひざ立だちにさせられる。すると兵士の一人がガロカに向かって報告した。

「ユウファ＝ガルーテンを捕とらえました。王女の姿は見当たりませんでしたが、傍にこれが」

　差し出されたのはイルナの服と髪かみ飾かざり。ガロカは探さぐるようにそれを眺めて言った。

「……残念なことだ。王女が逃げ延のびたにせよ、お命はもう長くないだろう。結果として、この男が王女を浚さらい、殺したことに変わりはあるまいが……」

　そういうことか。あくまで俺は王女を襲しゆう撃げきした人間として殺されるのか。しかし、それのどこが間違いだというのだろう。俺は確かに彼女を連れさり、死に追い込んだ。俺が彼女を殺したのだ。濡ぬれ衣ぎぬだと言うつもりはない。

　ガロカは徐おもむろに青せい刀とうを抜き、切きっ先さきを俺の額ひたいに突き付ける。

「絞しめ殺された鳥のような顔だな」

　兄弟揃そろって似たようなことを言うものだ。だが、今の俺の顔は確かに死んでいるのかもしれない。アルナリス様が死んだのだ。俺が死んだというのとそれは同義に他ならない。

「逃げなかったのか。怪け我がをしているわけでもないだろう」

「……逃げてどうする。どうせ死ぬまで追いかけてくるんだろう」

　ガロカはこちらを吟ぎん味みするような目で睨にらむ。彼は刀を降ろすと俺の目の前にしゃがみ、耳元で囁ささやくように尋ねてきた。

「王女の身体はどこだ」

「……アルナリス様は死んだ」

「だが死体がないならば信用しかねる。お前が囮おとりになっている可能性だってあるだろう」

「……国王は娘の首がなければ安心して眠れないとでも言うのか？　これ以上何を望むんだ」

「何を言っている。埋まい葬そうをしてやらなければ可哀想だろう。迎ぎよう燕えんの儀ぎを果たせずとも、代わりに送燕の儀はできる。ただし国王は心痛に耐たえきれず、お一人で葬そう儀ぎを行うつもりだがな」

　つまりは娘を殺して、その死は公表しないということだ。なぜなら王女の失しつ踪そうは駐ちゆう屯とん所じよを機能させるために必要だから。国王はどこまでも娘の命を計略に利用したいらしい。

「……お前はそんなに心優しい国王に仕えて幸せなのか。本当に忠ちゆう義ぎを尽くそうと思えるのか」

　ガロカの顔がやや不ふ快かいそうに歪む。しかし彼は容易に挑発に乗るわけもなく肩かたをすくめた。

「ああ、そうだとも。当然だ。この命は既に国王に捧ささげている」

「それは忠ちゆう誠せい心しんなのか？　それとも愛欲か？」

「……その区別に意味などない。国王とて人間、そして護ご舞ぶ官かんとて人間だろう」

　そうだな。アルナリス様も人間で、俺も人間だった。でも俺達は何かを失敗し、ガロカ達は何かを成功させたのだ。国王は国王でありながらガロカを愛した。それが可能だったのだ。いや、問題はそこじゃない。ガロカが護舞官でありながら国王の気持ちに応えたということだ。俺には分からない。俺のアルナリス様への忠誠と、ガロカの国王への愛情と、それのどこに違いがあるのか。もし違いがないと言うのなら、どうしてアルナリス様は死ななければならなかったのか。俺には分からない。

　ガロカは不意に俺の手を縛しばっていた縄を切り落とした。そしてあの赤せき刀とうを兵士から受け取ると、俺の目の前に置く。彼は立ち上がり、再び切っ先を向けて尋ねてきた。

「どうした、抜かないのか」

　手は動かない。俺はそこにアルナリス様の死体が横たわっているようにしか見えなかった。

「刀を抜け。今ここで送そう燕えんの儀ぎを行ってやろう。お前の命をもって王女への手た向むけとする」

　ガロカは無表情でそう告げると、周囲の兵士に離れるよう命ずる。俺とガロカを中心に六歩の間をとって兵士達は円形に取り囲み、大おお楯たてを地面に突き立てて退路を断った。

　恐る恐る手を伸ばす。刀に触れた途と端たん、心臓を食い破やぶられるような感覚。もはや言げん血けつはばらばらに千切れ、全身の力は均きん衡こうを失っていた。それでも刀の柄つかを握にぎると、恐ろしい程手に馴な染じむ。まるでアルナリス様が手を握るかのような感覚に、眩暈めまいがした。これはあまりにも、あまりにもそのままじゃないか。言血を通すまでもなく、もとより刀の中をアルナリス様の言血が巡めぐっている。これで人を斬きれるわけがない。ましてや燕えん舞ぶなど数瞬で乱れるに決まっている。

「……素す直なおに俺を殺せばいいだろう。俺は刀を抜けない」

　俺は柄から手を放し、棒ぼう立だちになってガロカを見み据すえた。彼は小さく溜ため息を漏もらす。

「そうか。では、そうするがいい」

　ガロカは刀を緩やかに構え、大きく前に踏み込んでくる。袈け裟さの一刀。太ふと腿ももを浅く斬きり込まれ、足が発火するような痛みを覚えた。頰ほお、腕、腹と皮を撫なでるように青せい刀とうの刃が走る。致ち命めいは取らず、弄もてあそぶような太た刀ち筋すじ。そのたびごとに血が零こぼれ、全身が火を抱かかえたように熱くなっていく。それから胸に強きよう烈れつな掌しよう底てい。あおむけに倒れ、肺が押し潰つぶされて呼吸が止まる。うずくまって咳せき込むと、ガロカは足で俺の肩を踏み、無理やり空を仰あおがせる。彼は冷れい徹てつな眼まな差ざしで、

「まるで翼をもがれた燕つばめだな」

　と吐き捨てた。……その通りだろう。俺は何のために生きればいい？　アルナリス様は死んだのだ。唯ゆい一いつ自分だけが知っていると思っていた彼女のことを、俺は何一つ理解せず、その死を看み取とることしかできなかったのだ。あの約束は幻想だった。彼女が伝えたかった意味を気付かずに、俺はそれを一人で守り一人で憧あこがれていた。もしも俺がもっと彼女のことを知ろうとしていれば、人間として理解しようとしていれば、こんな結果にはならなかったのかもしれない。たとえ今回の企くわだてに巻き込まれ、その死が免まぬかれえないものだったとしても、もっと幸福に死なせることができたのかもしれない。だが全ては手遅れだ。翼は失われた。俺が燕舞を奉ほうずるべき相手はもういない。俺が俺であり続けるための理由は既すでに失われたのだ。

「送燕の儀は王族に迎えた赤あか燕つばめを空に返す儀礼だ。主人が死に、留とまるべき肩を失った燕は解とき放たれる。そして解放される双そう燕えんとは王おう鳥ちようであり、護ご舞ぶ官かんだ」

「……それがどうした」

「燕として一度も舞うことなく、お前は死んでいくのだな」

　ガロカの皮肉、いやむしろどこか同情に満ちたその言葉に胸を貫つらぬかれた。同じ護舞官としての憐あわれみか、あるいはささやかな王女への弔とむらいか。俺はガロカが刀を構えるのを見て、目を閉じた。なぜか今いま更さらになって、アルナリス様の言葉が蘇よみがえる。

〔ユウファはこれからも生きなきゃいけないでしょ。私が見れなかった世界を見て、感じて、生きなきゃいけない。それからきっと、誰かに愛されて、誰かに愛してるって言うんだよね〕

　アルナリス様。俺は結局、あなたがいなければ何を見ることも何を感じることもできない人間でしたよ。きっと、俺が考えていたほどあなたは特別ではなかったように、俺はあなたが考えていたほど強くはなかった。そうだ、俺は一人の人間だ。燕になるには翼が必要なのだ。そして二人分の命を背負って飛ぶには、この体も、この心臓も、あまりに重すぎる──……




　──フィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ……




　目を開く。夜空のどこかからスゥの鳴き声が聞こえた。そして真っ暗な空の中に巨大な何かが蠢うごめいている。ガロカも手を止め、頭上を仰あおいだ。ちらちらと点滅する無数の輝き。そして星を覆おおい隠すように素早い影の塊かたまりが渦うずを巻く。それはやがて地上に近づき、低い風の唸うなり声を運んできた。いや、風の音ではない。何かが擦こすれる音。風を細かく切り刻きざむ、翅はねの音。

　……虫だ。

　夜空を埋め尽くすほどの虫の群れが俺達の頭上で円を描き、次し第だいに降りてくる。その数は膨ぼう大だいで到とう底てい見分けることは出来ない。まるでマジス＝バランにいた虫を全て引き寄せたかのような大軍。周囲の兵士がざわめく中で、突然、ぱりん、と音がする。それから鼻に触れたのは、驚くほど澄んだあの香り。俺が初めて出会った時から、彼女と共にあったあの香りだ。アルナリス様の匂い薬の瓶びんが、天から降ってきて割れたのだ。

　そして、夜空を切り開くように、二つの声が響き渡る。

「「ユウファ！」」

　それは凛りんと空気を震わせるスゥとイルナの声だった。そしてきっと、彼女の声。俺は弾はじかれるように身をよじり、ガロカの足元から抜け出した。その途端、空から夥おびただしい数の虫が降りかかり、俺とガロカのいる空間を残して周囲の兵士に襲いかかる。

　凄すさまじい悲鳴が上がる戦地で、俺は立ち上がり刀を抜いた。切せつ断だんされていた言げん血けつの流れを一つずつ繫つなぎ合わせ、ゆっくりと身体に巡めぐらせる。刀に言血を通すと、彼女の言血が自分の心臓に流れ込んでくる。苦痛、悲ひ嘆たん、怒り、しかしそれでも俺を手放そうとしない一つの感情が俺の手と刀を結びつける。確かにこれは呪いだった。俺はこの刀を握にぎるたびに、この日のことを思い出すに違いない。思い出して悔くやみ嘆なげき、また生きようとするに違いない。

「……燕えん舞ぶをしよう」

　俺が言うと、ガロカは注意をこちらに向け直す。上じよう段だん正せい中ちゆう、天の構え。こちらも同じく天の構え。空の腹を衝つき、天から降おりてくる赤あか燕つばめを迎え入れるように。

「お前を殺して、俺が生きる」

「……やってみるがいい」




　踏み込んだ。初しよ撃げきは一瞬。刀が触れ合った瞬間、相手の振り下げに力を殺される。手首を返して逆さか袈げ裟さ。だが半身で躱すと向こうの二の太た刀ち。刃は筋すじを傾かたむけ下か腿たいを狙ねらった。しかし、躱た閃せん。一足投げ入れ、続けざまに三の太刀。横に薙ないで流された瞬間、腹に膝ひざ蹴げりを打つ。

　しかし遅おそい。相手はそれを片足で受け止めた。重心の止まった隙すきをついて、左手がこちらの首を狙ってくる。とっさに腰を逸そらして避けるが体勢が苦しい。蹴りで押し返すのに加えて、素早い一閃を繰くり出してきた。脛すねから鮮せん血けつがほとばしる。

「──っ」

　息を止める。痛みは言血で押し流す。心臓の律りつ動どう。太刀筋は燕つばめより速く。刀に流す言血を束ね、増やして満身と連結する。熱ねつ塊かいのような王女の言血が俺の身体に絡からみ付く。毒を飲むように、じくじくと骨を刺す痛み。視界が揺らいで火花が散った。刀を構えるが刃先が震える。体たい軸じくがずれて定まらない。

　ガロカが地を蹴る。円を描くように左上からの振り落とし。反応が遅れて、下段で切り結ぶ。まずい。するりと刃先を滑すべらせて相手の切っ先が向かってくる。飛びのくが、いまだに青せい刀とうの間合い。鎖さ骨こつを断たつ一撃が、胸から肩に切り上げられる。

　血が噴ふき出た。だが身体は止まらない。まだ手も足も動く。心臓を狙う突きを力任せで横に凌しのぎ、相手の首下に拳こぶしを打ち込んだ。

「っ！」

　手ごたえはあったが、骨は砕くだけなかったらしい。ガロカが素早く後退する。彼は首を押さえ、こちらを見み据すえた。しかしすぐに天の構えへと戻る。燕えん舞ぶは再び始めからだ。

　胸に温かな血液が浸しみ込んで、鉄てつ錆さびの香りが漂ただよった。それがアルナリス様の香りと混まじり合い、肺を満たす。ただ言げん血けつを通すだけで、刀から次々と彼女の記憶が滲にじみ出てきた。母親に会えず赤あか燕つばめだけが友人の幼おさなき日々。一人で王宮を抜け出しては犬舎に忍び込み、犬の傍かたわらで過ごす夜。一人の少年と出会い書庫でじっと待ち続ける静けさ。刀を振るえば振るう程ほど、俺はアルナリス様の感情と混じり合う。彼女が胸に溜ため込んでいた言葉が、奔ほん流りゆうとなって俺を襲おそった。

　横に薙なぎ、袈裟に切り、敵の腹に突きを放つ。

　それだけなのに、知らず涙が溢あふれていた。視界が霞かすむ。紙かみ一重ひとえで太た刀ちを避ける。戦いに集中しなければならないのに、それでも、彼女への思いが高まり、俺は自分の感情さえ抑えることができなくなる。

　どうして死んでしまったんですか──……

　どうして諦あきらめてしまったんですか──……

　どうして黙ってしまったんですか──……

　王女が一人の少女だというのなら、もっと早くそれを聞かせて欲しかった。アルナリスではなくアルナなのだと、馬鹿な俺に知らせて欲しかった。一人だけで悩なやみ、耐たえて、死んでいくなんて、アルナリス様だって同じくらい馬鹿じゃないか。

　俺だって好きだったのだ。アルナリスではなく、アルナだったらいいと、願っていた。王女と護ご舞ぶ官かんではなく、ただの恋人になれたらいいと思っていた。

　そうだ。

　俺だって、ユウファ＝ガルーテンだってアルナが好きだと言いたかったのに……！




　ガロカの刃が肩を裂さく。切り口が深い。ますます剣けん戟げきは速度を増し、息つく暇など与えずに次の太刀が襲おそいかかる。刀の間合いは等しく、刀術も同じ。体格は向こうが大きく、こちらが腕を切り落とす前に向こうは心臓を刺さし抜くだろう。故ゆえに、相手よりも速く。赤あか燕つばめが風を切り、森を駆かけるように、刀を振るう。

　しかし言血を繫つなぎ力を籠こめれば籠める程、感情は乱れる。涙が知らずに頰ほおを濡ぬらしていく。アルナ。アルナ。アルナ。アルナ。彼女を呼び求めるように全身の血が騒ぎ暴あばれて刃は筋すじが狂う。

　ある時、振り下ろした一いつ閃せんを横に弾はじかれ体心が揺らぐ。左脇が開き半身を晒さらした。ガロカの青せい刀とうが一瞬で切り返し、絞しぼり打ちの鋭するどい一撃。肋ろつ骨こつを撫なで斬きる。切っ先が心臓まで肉にく薄はくし、今度ばかりは身体が怯おびえた。

　言血を制せい御ぎよするより先に、全身が退ひいて後ろに下がる。大地にぼたぼたと血が零こぼれる。既に流した血は多い。このままではじきに身体が止まる。言血より先に肉が断たたれれば、もはや動くことは叶わない。

　再び正中に構えて正面。ガロカも姿勢を戻して天の構えに戻る。間合いは四歩半。次で決めなければ、死ぬだろう。

　今一度、言げん血けつを整える。刀をそっと握にぎり直すと柄つかが水のように手に浸しみる。アルナの記憶が流れ込んで、手の甲に釘くぎを打ち込むような痛みを感じる。まるで彼女が俺を摑つかみ、死にたくないと叫ぶように。そして、死なないでと叫ぶように。

　アルナ。大丈夫だ。もう、大丈夫。俺は死なないよ。

　彼女の言血に触ふれる。自分の言血を流し込むのではなく、寄り添そうように。

　……そうか。この刀はアルナなのだ。人間にそれぞれの言血が流れ、異なる言血を流し込めば抵抗を受けるように、この刀もアルナの言血が流れ、生きている。青刀のように自分の言血を通して、制御することはできないのではないか。アルナに自分の幻想を押し付けるのではない。彼女の声を聴きくように、彼女の手をそっと握るように。刀に言血を通すのではなく、言血と言血を結び合わせる。

　不意に視界が冴さえ渡り、全身の乱れが収しゆう束そくする。ガロカに向けた切っ先は大岩のごとく、微び動どうだにしない。地を蹴り、間を詰つめて一刀。右腕に振り下ろした。相手は中ちゆう段だんでそれを凌しのぐが、少し遅い。鎬しのぎが削けずれて火花が散る。即座に二の太刀。三の太刀。息を殺して、刀を振るう。

　燕えん舞ぶ。一羽の燕つばめが森を駆かけるように、風を斬きり、また風を斬って、地に落ちるまで飛び続ける。だが俺はもう一羽の燕ではない。この刀を握ったならば、俺は二人の命を背負って飛ばねばならない。だからこそ踊るのだ。アルナの手を取り、言葉を交わすことなく、舞まい続けたあの夜を思い出せ。舞え。舞え。アルナを思い、アルナと共に燕えん舞ぶを踊れ。俺達の舞い方は俺達が決めるのだ。もう一度、俺達が飛ぶために。翼を失った燕つばめ達がそれでも空を目指すために。

[image: ]

　打ち合うたびに、鋭するどい金属音が鳴り響く。音は次し第だいに大きく、そして間かん隔かくは短くなっていく。ガロカも死力を尽くして刀を振るってきた。崩くずしの形が様々に繰り出され、手首、膝、顎あごと隙が出来れば忽たちまち刃が迫せまる。

　一進一退。決め手はない。この燕舞は動けなくなった方が殺される。切りつけ、躱かわし、蹴けり、突いて、一連の動きが清流のごとく流れていく。一瞬たりとも気が抜けず、その上このままでは自分の負けだ。こちらは多くの傷を負っている。限界が来れば、自おのずと頽くずおれるだろう。

　ならば賭かけるしかない。

　肉を切らせて骨ほねを断たつ。戦いで賭けられるものはいつだって自分の身体だけなのだから。

　ガロカが強きよう烈れつな袈け裟さ切ぎりを放つ。それを軽く凌しのいで、半歩後退。すかさず向こうは踏ふみ込んで、横よこ薙なぎに一いつ閃せん。

　太た刀ち筋すじに合わせて、手を突き出した。

　パッ、と手の平から血が噴ふき出す。鋭い痛み。だが俺の言血は揺るがない。俺達の燕舞は崩れない。しっかりとアルナが手を握っている。

　俺の血がガロカの顔に降りかかる。蛇へびの力で言血を増幅させた血液。痛みの感覚に満ちた血に、ガロカの動きが一瞬止まった。

　片手の逆さか袈げ裟さ。心臓を跨またぐように、胴どう体たいを切り上げた。

　ガロカは盛大に血を吹き出し、後ろに倒れる。その瞬間、多量の返り血が今度は自分に降りかかった。やはり強きよう烈れつな痛み。しかしアルナの言げん血けつがしっかりと俺の言血を繫つなぎ止め、意識が飛ぶことはない。そして一つの記憶が心臓を突き抜けた──……




　　　　□　□　□




　香を焚たき染しめた紙の匂におい。高窓から差し込む血色の日差し。塵ちりの渦うずが導かれるように天てん井じようへ昇り、火の粉のごとく暗がりに煌きらめく。敷しき石いしの床を叩く少年の足音だけがいやに響き、慌あわてて彼は歩を緩ゆるめた。書庫では静せい寂じやくを保つこと。呼吸を整え、服に付いた土をそっと払い落とす。

　それから探すのは彼女の姿。見落としのないように気を付けながら書庫を歩く。彼女はいつも長机で読書をしていたり、高い梯はし子ごの天てつ辺ぺんに腰かけていたり、あるいは床に座り込んで眠っていたりする。部屋の隅すみにいる日もあれば、窓の夕陽を眺めている日もある。今日は書しよ棚だなに寄りかかりながら、彼女の手に収まるほどの小さな本に目を落としていた。ただ少年の足音に気付くと、跳ねるように顔を上げる。瑠る璃り色いろの水を染み込ませたような青の髪。内うち側がわに細やかな光を隠す白い肌。春の若草よりも柔らかな微び笑しようが口元に浮かんでいる。

　しかし夕陽を映し込む彼女の瞳だけは、ふと影を落として不安げな色合いに染そまる。

〔……それ、痛くないの？　こめかみから血が出てるけど〕

　少年は左耳の近くを拭ぬぐい、傷があることに気付く。固まりかけた赤黒い血が指の腹を汚していた。少年は少しだけ血の臭においを嗅かぎ、しかし笑って首を振る。

〔問題ないよ。ちょっと試合で負けちゃったからさ〕

〔……また？　組くみ太た刀ちをしてる時に怪け我がしたの？　ほんとに懲こりないよね……〕

〔仕太刀の袈裟が避けられなくってさあ。あと少し足が前にでてりゃ──〕

〔怪我はそれだけ？〕

　遮さえぎるように彼女が尋ねてくる。どこか呆あきれつつも不安げなその表情は少年が縦に首を振ると一いつ挙きよに氷解した。彼女は大きな目を細めて、ほっと小さく息を漏もらす。

〔俺だって一発、右肩に食らわせてやったぜ。引き分けみたいなもんだよ〕

〔あっそ……心配かけさせないでよね〕

　彼女は持っていた本を書棚に戻し、少年に近づいてくる。背丈はほとんど変わらない。少し少女の方が高いだろうか。彼女は細い指を伸ばして、少年のこめかみに触れた。〔じっとしていて〕と言うと、そのまま傷口に指を当てる。鈍にぶく内側に滲にじむ胸の痛みが、僕を襲おそう。

　それから彼女は囁ささやくように歌い始めた。王おう歌か。王族だけが歌うことの出来る奇き蹟せきの歌。僕の知らない言葉が、静かな音色に乗せられて少年のこめかみに浸しん透とうしていく。一瞬顔から血の気がひいて、それから徐じよ々じよに熱を帯びる。全身の血が巡めぐり、空むなしい力の流れが加速する。彼女の口からは霧のような光が零こぼれて少年の身体に浸しみ込んでいった。僕の胸の痛みはどんどん大きくなっていく。

　これは僕にとって見み慣なれた光景だった。いつもと違うのは彼女が少しだけ表情を曇くもらせていたこと。彼女は少年の顔を覗のぞき込みながらも、どこか遠いものを見つめていた気がする。

　やがて歌が終わると、王おう歌かの細い光の筋すじが消える。

〔一応傷口は塞ふさがったし、これで大丈夫よ。今日は随ずい分ぶん傷が深かったみたいだけど〕

〔もう痛みはないって。いつもありがとな〕

　少年がこめかみに触れると乾いた血が粉となって落ちる。傷は治ち癒ゆされ、痕あとの位置さえ分からない。彼女はそっと少年から離れると胸むな元もとまで伸びた髪を手で弄もてあそびながら、どこか虚うつろな様子で床を見つめていた。

　そして彼女と少年は少しずつ言葉を交わし始める。手しゆ語ご。秘められた二人だけの言葉。僕だって知っているけれど、それを二人は知らない秘密の言葉──……




　　　　□　□　□




「ちょっと、ユウファ！」

　イルナの声に意識が引き戻される。気づけば俺は地面に膝ひざを突き、今にも倒れそうな状態だった。ふと横を見るとベオルに乗ったイルナがこちらを見つめており、その肩にはスゥがいる。

「──がはっ」

　目の前の敵が吐と血けつした。口から血を滲にじませ、苦しげに呼吸してこちらを睨にらむ。

「……師匠」

　俺の呼びかけに彼の表情が歪ゆがむ。しかし彼は一言、「……返り血か」と呟いた。

　……この敵はガロカではない。師し匠しようだ。ガロカを殺したと思った瞬間、その血に触れて流れ込んできたのはガロカの感情ではなく、その弟の感情だった。仲なか睦むつまじい国王と兄を羨うらやみながらも、いつも一人だった弟の記憶。つまるところ、マジス＝バランで勝利したのは師匠だったのか。そして彼は混乱に乗じてガロカに扮ふんし、兵を率ひきいて俺を追った。いや、もともとマジス＝バランで統とう率そつしていたのも「ヘイダス」なのだから、もとの役割に戻ったというべきだろう。

「……どうしてですか」

　こちらの問い掛かけに彼は薄く笑みを浮かべる。身体から血が溢あふれ、笑みさえも失敗していた。

「……もうわかっているだろう」

「師匠の口から聞きたいんです。師匠はこれで……満足だったんですか？」

　ガロカは弟と入れ替わることで国王を独どく占せんしようと企くわだてた。しかし、その企てに気付いた師匠は、弟と入れ替わった兄に入れ替わろうと考えたのだ。だが、本当にそれでよかったのか。

「……俺だって、国王を愛していたんだよ」

　師し匠しようは何か記憶を探るように目を閉じ、苦しげに額ひたいを歪ゆがめる。

「……俺も幼おさない頃から国王を好いていた。だが……彼女が選んだのは兄だ。護ご舞ぶ官かんになっても、どんなに近くにいても、俺が愛されることはなかった。王宮近くの仕事を分ぶん担たんしたのも、アルナリス様の養育に努めたのも、皆国王の気を引くためだった。……だが、それは一度として報むくわれなかった。果てにはこれだ。国王自みずから俺を殺そうと考えた」

　師匠が自じ嘲ちよう気ぎ味みに言う。だがその声こわ音ねに、普段の豪ごう胆たんさは見る影もない。今はただ、苦痛ばかりが滲にじんでいる。

「……でもな、ようやく運が回ってきたと思ったよ。ガロカを殺し、敵は自分の弟で子し一人だ。これからは兄として国王の愛を手に入れることができると……思ったんだがな……」

「もし俺を殺していたとしても、国王が愛するのはガロカなんじゃないんですか？　愛されるのが師匠自身でなくてもよかったんですか？」

「そんなことはどうでもいい！　俺は……！　国王を手に入れられるなら、自分の弟子だって裏切る人間だ……」

　今、ようやく理解する。俺とアルナが失敗したように、師匠と国王、ガロカと国王も失敗していたのだと。俺達はまだ何一つ誤ご魔ま化かす術すべを知らなかった。自分は自分だと叫ぶことしかできなかった。でも師匠達は誤魔化すことでしか愛を成立できなかったのだ。自分が自分ではないことに目をつぶって、それでも愛されることを取ろうとしたのだ。

「……やはり、そうは上う手まくいかないらしい。なんの未み練れんがあったのか、アルナリス様に義ぎ理りなんて立てるもんじゃないな……さっさとお前を殺せばよかったよ……」

　師匠はそう言って苦しげに口元を歪ませた。ほとんど笑みとも苦く悶もんとも区別のつかないその表情は、多量の血で汚れている。彼は大きく咳せき込むと、今一度口から血を吹き出した。そして溜ため息をつくように、弱々しい声で言う。

「……止とどめは刺ささないでくれ。俺はもうじき勝手に死ぬ」

「苦しくはありませんか……？」

「……いいんだ。国王が俺の冷たい身体に涙を零こぼしてくれると思って、幸せに浸ひたるんだよ」

　その凄そう絶ぜつなまでの執しゆう念ねんに、俺は何も言うことが出来ない。

「……ユウファ」

「はい」

「……こんな酷ひどい師匠ですまなかったな」

　彼はそう言って、絶ぜつ命めいした。

　本当に酷い人間だ。彼も彼の兄も国王も、本当に酷い。娘を巻き込み、自分達の願いのために利用した酷い人間だ。……しかし、やはり人間なのだろう。アルナが王女としての命を拒こばんだように、彼もまた護舞官でも師匠でもなく、国王を愛する人間として死んだのだ。

　馬鹿な人間ばかりだ。

　そして間違いなく、俺もそういう馬鹿な人間の一人なのだと思う。

　全身から血が出て、ほとんど力が入らない。刀を収め柄つかを放すと、アルナの言げん血けつとの繫つながりが途切れて意識が遠のき始める。大おお盾たての壁の向こうでは兵士達が虫に襲われ、逃げ惑まどっていた。しかしその叫びもすぐさま遠とおのき、視界が霞かすむ。生きなければ、生きなければ、と思っているのに力が抜けていく。

「ユウファ、早く乗って！」

　イルナにぐいと腕を摑つかまれる。最後の力を振り絞しぼり、俺はベオルの背中に跨またがった。




　──フィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ……




　スゥの鳴き声が響き渡る。すると突然虫達が空に舞い上がり、寄り集まって一本の曲線をなした。その虫で作られた橋は少しずつ大地に足を延のばし、ベオルの目の前に降り立つ。イルナが軽く首を叩くとベオルが走りだした。俺達は虫の背中に運ばれながら、兵士達の頭上を越えていく。あっという間に空まで駆かけ上がると、マジス＝バランの大聖堂が眼がん下かに見えた。

「……俺達、飛んでるみたいだな」

「みたいじゃない、飛んでるのよ。これが今のあたし達にできる、唯一の飛び方なんだから」

　大地の端はしに太陽が頭を覗のぞかせていた。耀よう天てん祭さいの五日間は終わりを告げたのだ。翼を失った燕つばめは森を出て、これから長い旅に出なければならない。

　虫の翅はねが日の出に照らされて煌きらめいていた。道は光の川のように輝きで波打ち、どこまでも続いていく。

　俺達には翼がなかった。しかし、それでも確かに飛んだのだと、俺は思う。

　金色の軌き跡せきを描えがいて、俺達は飛んだのだ。







　　　【結】　亡命







　目が覚めた時、何か頭の後ろに柔らかなものを感じた。ゆっくりと瞼まぶたを開くと一瞬、アルナが顔を覗のぞき込んでいるのではないかと思う。

　だが、彼女は死んだのだ。

　俺を膝の上に乗せていたのはイルナで、彼女は木にもたれかかり、自分も首を傾かたむけて眠っていた。驚くことに彼女の頭にはあのチャフムとかいう布が巻かれておらず、猫の耳が露あらわになっていた。柔らかな亜あ麻ま色いろの髪と同じ亜麻色の耳が、時折ぴくぴくと震えている。

　身体を動かそうとすると全身が痛む。しかし何か動きづらいと思い首を動かして見てみれば、身体のいたるところに包ほう帯たいがしてあるのだった。手や胸、腹、脛すねに、イルナの耳を隠していた布が巻きつけられ、血止めに使われている。

　痛みに耐たえつつ上体を起こしてみれば、あたりはどこかの山さん麓ろくのようで、黄色く色づいた草原に所々瘦やせこけた木が生えている。遥はるか遠方には広大な森。あれは赤あか燕つばめの森だろうか。太陽は高く上り、眼がん下かに広がる全ての光景を柔らかく照らし出している。ふと心ここ地ちよい風が頰ほおを撫なでた。するとイルナが小さく身動きをして目を開く。そして俺の顔を見つめたかと思うと、静かに微笑ほほえんだ。

「……よかった」

「……ああ」

　イルナが身体をずらして木に寄りかかるように促うながす。大人しく言われた通りにすると、彼女は俺の手を摑つかみ包帯を剝はがした。皮ひ膚ふが引っ張られる痛みに呻うめくと、

「あ、ごめん。ちょっと確認したくて」

　といつもの調子。そしてかなり深く斬きられていたはずの手の平は、なぜか肉が癒ゆ合ごうしていた。もはや皮ひ膚ふにうっすらと傷きず痕あとが残っているだけだ。

「……何したんだ？」

「血けつ晶しようを飲ませたの」

「……血晶って、もしかして俺が眠っている間に取りにいったのか」

「そんなわけないでしょ。枯かれた泉に立ち寄った時に、少しだけ余計にとっておいたのよ。それでも量が足りなかったみたいだけど」

　……そういえば、イルナに血晶を取りに行かせた時、誰も見張りはいなかった。こいつの抜け目のなさにはほとほと呆あきれる。だがそのおかげで助かったのだから文句は言うまい。

「ここはどこなんだ？　マジス＝バランはもう見えないみたいだが……」

「赤レ燕ポのル国ガと昼山羊の国テテラ＝サテラの国境あたりかしら。ベオルがずっと運んだのよ。感謝しなさい」

「感謝する相手が今見当たらないんだが……それにスゥはどこだ」

「一緒に食べ物と水場を探さがしに行ってる。ほら、帰って来た」

　丁度、草原の端はしの森から白い犬が走ってくる。その傍そばには赤あか燕つばめ。ベオルはこちらに近づくと、口にくわえていた何かの果実を地面に置き、俺の顔を舐なめた。そっと頭を撫なでてやると、静かにその場へ伏ふせる。ベオルの頭に留とまったスゥはまっすぐと俺を見つめてきた。

「……目が覚めたんだね」

「血けつ晶しようのおかげでな。まだ完治したわけじゃないけど、随ずい分ぶん楽になった」

「うん……」

「助けに来てくれてありがとな」

「……ボクだけじゃ無理だったよ。匂い薬を使うとか作戦を立てたのはイルナだし」

「そうか。イルナもベオルもありがとう。おかげで死なずに済んだ」

　イルナとベオルはふんっ、と鼻を鳴らしてそっぽを向く。どちらも照れているらしい。アルナへの懐なつき具ぐ合あいといい強したたかな性格といい、こいつらは意外と似た者同士だったのかもしれない。

「なあ、スゥ。アルナはあの時、なんて言ったんだ？　マジス＝バランで最後に別れる前」

　アルナ、という言葉に少しだけ空気が重くなる。だがスゥはいつものように答えてくれた。

「今までありがとう、ユウファをよろしくね、って」

「……よろしくね、か」

「……アルナの王おう歌かで助けてもらった時に、大体考えていることは分かったよ。引き留とめたかったけど……でも、アルナは王族として死にたくないって、いつも言ってたから。アルナが死ぬ時、ちゃんと幸せそうだった？」

　その問いに、俺は一瞬言葉に詰まる。だが今一度考え、答えた。

「……たぶん、幸せな最さい期ごではなかったと思う。でもアルナがアルナとして死んだのは確かだ」

「そっか……それなら、いいのかな。アルナは王歌で、何をしたの？」

「赤せき刀とうに自分の言げん血けつを入れた」

　手を伸のばして木に立てかけられていた赤刀を摑つかみとる。鯉こい口ぐちを切って少しだけ刃を出すが、よく見ると刀身に傷が一つも見当たらない。鳥ちよう献けんである青せい刀とうとあれほど激しく切り結びながら、刃は毀こぼれが全くないのだった。

　スゥはじっと刀を見つめ、しばらく何も言わなかった。イルナも俺も口を開かない。しかし、不意にスゥは明るい声でその沈黙を破った。

「勉強した甲か斐いがあったみたいだね」

「……もしかして、バウデンの店に行ったのはこれを作るためだったのか？」

「別に最初から決めていたわけじゃないと思うけど、一つの選せん択たく肢しとしては考えていたのかも」

「まあ、青刀とは全く違う代しろ物ものだけどな。刀が頑がん固こすぎて怖いくらいだ」

「アルナが王歌で無理やり打ち込んだからかな。性格が出てるのかもね」

　スゥが微笑ほほえむように小さく咽の喉どを膨ふくらませる。すると一人だけ話についてこられないイルナが不満そうに口を開いた。

「……ちょっと、結局、どういうことなのよ」

「この赤せき刀とうの中でアルナが生きてるって話だよ」

　赤刀を渡すとイルナはおずおずと柄つかを握りしめる。ほんの一瞬、寂しげに目を伏ふせた彼女はそれでも口元に笑みを浮かべると、「綺麗な刀ね」と呟いた。どうせならアルナの髪の色と同じ青い鞘さやがよかったかもしれない。でもこの赤色はあの真っ赤な夕ゆう暮ぐれの書庫を俺に思い出させてくれる。それにイルナの言うとおり、これが綺麗な刀だということに間違いはないのだ。

　再び山を駆かけ上がる穏やかな風が吹き、頰ほおを撫なでた。耀よう天てん祭さいを終えた今、季節は次し第だいに涼すずしさを増していくことだろう。

「……なあイルナ、メトラジガッドは森を出た後、幸せに死んだのか？」

「はあ？　何よ急に」

「飛べなくなった燕つばめでも、幸福な死を迎むかえられるのかと思ってな」

「知らない」

「……知らないのかよ」

「猫の話が本当なら、実際メトラジガッドは翼を失っていないわけだし。ただ、一度無力を嚙かみ締しめたって意味では、苦しんだのかもしれない。それから幸せになったかどうかは知らないけど、メトラジガッドが諸しよ国こくを旅して、ずっと後になってから死んだってことは確かよ」

　イルナはそう言って立ち上がると、ベオルが持ってきた果実を拾い、齧かじりつく。シャリシャリと音を立てて咀そ嚼しやくし飲み込むと、彼女は尋ねてきた。

「──これから、どうする？」

「どうするって言われてもな……」

「決まってないなら、あたしと一緒に旅をしない？　ベオルもスゥも、アルナも連れて」

「……翼を探す旅か。もう《金きん翼よく》は手に入ったのにまだ探すのか？」

「なんなら、この世界の翼全部手に入れたっていいでしょ。飛び方は沢山あって困るものじゃないわ。やっぱりあたしとしては、鳥みたいな翼を持って自力で飛んでみたいのよね」

　イルナは半分程残った果実を俺に手渡し、背伸びをする。猫の耳がぴんと立ち、風を受けて気持ちよさそうに揺れていた。スゥを見つめると、同意するように頷く。ベオルは小さく鼻を鳴らした。俺は不思議と笑みが零こぼれるのを感じながら、果実を食べた。甘い汁しるが咽の喉どに浸しみ渡った時、どうしてか思わず涙が頰ほおを伝う。

「……ちょっと、いきなりどうしたのよ。なんかまずい果物だった？」

　イルナが不ふ審しんそうな目で見つめてくるが、俺は無理やり涙を拭ぬぐい笑った。

「別に何でもない。生きててよかったって思っただけだ」




　──この日、赤レ燕ポのル国ガの国史には第百三十二代王位継けい承しよう者しやアルナリス＝カイ＝ベルヘスとその護ご舞ぶ官かんユウファ＝ガルーテンが失しつ踪そうしたと記しるされた。

　だがそれは噓うそだろう。

　この太陽を祀まつる五日間、王族の在あり方に抗あらがい最後まで自分の想いに命を尽つくしたのは、アルナという一人の少女だった。そして彼女を守ろうとし、果たせず、逃げ延のびたのはユウファという一人の幼おさな馴な染じみに過ぎない。

　今、アルナは一本の刀となって、俺と一緒に旅を始めるのだ。

　猫の耳を持った少女と、虫を操る赤あか燕つばめと、人の言葉が分かる白犬と共に。

　かつて太陽に屈くつした赤燕は失踪したのだろうか？

　いや、違ちがう。その敗北こそが始まりだったのだ。

　翼を奪われた者が、それでも再び飛び立った。

　そうだ。これからも続くのは一人の王女と一人の護舞官の物語ではない。

　忘れてはいけない。

　これは言葉を話せない彼女と言葉を話せる俺の物語なのだから。





〈了〉
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